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Ⅰ 本校の目的 
１．本校の使命 

本校は、学校教育法の定める高等専門学校として、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な

能力を育成すること、並びにその教育及び研究の機能を活用して国際港都神戸の産業及び文化

の発展向上に寄与することを使命とする。 
 
２．本校の教育方針 

■ 人間性豊かな教育 
心身の調和のとれた，たくましく感性豊かな人間形成をめざして，教養教育の充実を

はかるとともに，スポーツ・文化クラブ等の課外活動を振興する。 
■ 基礎学力の充実と深い専門性を培う教育 

工学に関する基礎知識と専門知識を身につけ，日進月歩する科学技術に対応し，社会

に貢献できる創造性豊かな実践的技術者および開発型技術者を育成する。 
■ 国際性を育てる教育 

国際・情報都市神戸にふさわしい高専として，世界的視野を持った，国際社会で活躍

できる技術者を育成する。 
 
３．教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

神戸高専の準学士課程の教育課程は、ディプロマ・ポリシーに掲げる学習・教育目標に沿って編

成しています。一般科目において自然科学に関する基礎学力、語学力、幅広い教養と思考力を養う

ための科目を、専門科目においてはそれぞれの学科の基本方針のもと実践的基礎能力を培うための

科目を用意しています。これらの知識・能力を効果的に修得するため、一般科目を低学年に多く配

置し、学年が進むにつれて専門科目が多くなるようくさび形に授業科目を編成しています。 
 
【機械工学科】 
機械工学科では、近年の科学技術の進歩に応えるべく、各種機器を開発、設計、製作するため

に必要な材料力学、熱力学、流体力学、機械力学に関する基礎知識と技術を修得し、コンピュー

タ利用、計測制御技術、電気電子技術等の分野にも即応できる能力を持った独創的なエンジニア

を育成できるように編成しています。実習系科目を通して実践的な能力を身につけるとともに、

機械工学実験や卒業研究を通して論理的な思考能力や問題解決能力を養えるように系統的に編

成しています。 
 
【電気工学科】 
  電気工学科では、現代社会の基盤となる電気エネルギーとそれにより構築された高度産業シス

テムを支えることのできる技術者を養成するため、①材料、電子デバイス、②電気エネルギー、

機器、設備、③コンピュータ、計測、制御、通信を３本柱とし、グローバルな活躍に必須の技術

英語系科目、課題解決力を育む実験実習、学外実習、卒業研究をバランス良く系統的に配置した

編成にしており、経済産業省が定める電気主任技術者の国家資格認定基準をも満たしたカリキュ

ラムとなっています。 
 
【電子工学科】 
  電子工学科では、今後もますます多様化、高度化していくであろうエレクトロニクス分野の第

一線で活躍できるように、低学年に電気電子系基礎科目を配置し、それを基礎に高学年では、物

性・デバイス系科目、計測・制御系科目、情報・通信系科目をバランスよく配置した５年間の系

統的なカリキュラムで学ぶことができるように編成しています。また、各科目に関連した実験実

習、学外実習、卒業研究などを通して、実践的で創造性豊かなエンジニアを養成できるように教

育課程を編成しています。 
 
【応用化学科】 
応用化学科では、学習教育目標に掲げている５分野（有機化学、無機化学・分析化学、物理化
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学、化学工学、生物工学）をコアとし、有機的なつながりに配慮したカリキュラムを編成してい

ます。また、５分野を学ぶにあたり必要不可欠な基礎としての情報技術に加え、先端分野として

着目されているエネルギー、新素材関連、環境問題などもバランス良く修得できるように編成し

ています。さらに、座学で学んだ内容の理解をより深めるために、実験実習や卒業研究を系統的

に編成しています。 
 

【都市工学科】 
都市工学科では、自然環境や人に優しい生活環境をデザインするための総合的な技術力、判断

力、創造性を合わせ持つ実践的技術者の養成を目指し、「教育プログラム」と「学習・教育目標」

を定め、それらに沿って教育課程を編成しています。構造力学、水理学、土質力学、材料学、計

画学、環境工学等の専門講義科目に加え、実験実習、学外実習、卒業研究などの体験的な科目を

系統性に配慮した順次性のある体系的な教育課程を編成し、いずれも専門性や学修難易度を考慮

して編成しています。 
 
４．卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

本校の準学士課程では、一般科目と専門科目を通じて、健康な心身と豊かな教養のもと、 工
学に関する基礎的な知識を身につけると同時に、創造性も合わせ持つ国際性、問題解決能力を有

する実践的技術者を養成しています。そのために学生が卒業時に身につけるべき学力や資質・能

力を次の４つの学習・教育目標として設定しています。 
これらの学習・教育目標に到達するために、各学科の所定の単位を修得し、かつこれらの能力

と素養を身につけた学生に対して卒業を認定します。 
 

(A) 工学に関する基礎知識を身につける． 
(A1) 数     学  工学的諸問題に対処する際に必要な線形代数、微分方程式、ベクトル解析、

確率統計などの数学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 
(A2) 自 然 科 学  工学的諸問題に対処する際に必要な力学、電磁気学、熱力学などの自然科

学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 
(A3) 情 報 技 術  工学的諸問題に対処する際に必要な情報技術に関する知識を身につけ、活

用することができる。 
(A4) 専 門 分 野  各専攻分野における工学基礎と専門分野の知識・技術を身につけ、活用す

ることができる。 
 

(B) コミュニケーションの基礎的能力を身につける． 
(B1) 論理的説明  技術的な内容について、図・表を用い、文章及び口頭で論理的に説明する

ことができる。 
(B2) 質 疑 応 答  自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる。 
(B3) 日 常 英 語  日常的な話題に関する英語の文章を読み、聞いて、その内容を理解するこ

とができる。 
(B4) 技 術 英 語  英語で書かれた技術的・学術的論文の内容を理解し、日本語で説明するこ

とができる。また、特別研究等の研究に関する概要を英語で記述すること

ができる。 
 

(C) 複合的な視点で問題を解決する基礎的能力や実践力を身につける． 
(C1) 応 用･解 析  工学基礎や専門分野の知識を工学的諸問題に応用して、得られた結果を的

確に解析することができる。 
(C2) 複 合･解 決  与えられた課題に対して、工学基礎や専門分野の知識を応用し、かつ情報

を収集して戦略を立てることができる。また、複合的な知識・技術・手法

を用いてデザインし工学的諸問題を解決することができる。 
(C3) 体 力･教 養  技術者として活動するために必要な体力や一般教養を身につける。 
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(C4) 協 調･報 告  特定の問題に対してグループで協議して挑み、期日内に解決して報告書を

書くことができる。 
 

(D) 地球的視点と技術者倫理を身につける． 
(D1) 技術者倫理  工学技術が社会や自然に与える影響を理解し、また、技術者が負う倫理的

責任を自覚し、自己の倫理観を説明することができる。 
(D2) 異文化理解  異文化を理解し、多面的に物事を考え、自分の意見を説明することができ

る。 
 

※ 学科別学習・教育目標（A4：専門分野細目） 

【機械工学科】 

(A4-M1) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 
(A4-M2) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身に

つけ、活用できる。 
� 熱および流体の諸性質を理解し、対象とする熱流体の物性値を定めることができる。 
� 熱流体に関する諸定理を理解し、それを用いて熱流動現象を説明できる。 
� 各種熱機関や流体機械の動作原理や特徴を理解し、エネルギー・環境問題を念頭におきな

がら、目的に応じた応用技術・システムを構築できる。 
(A4-M3) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 
� 設計、製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 設計、製造等を行う際に必要な制御の基礎知識を身につけ、活用できる。 

(A4-M4) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 機械工作に関連する基本作業を習得し、実用に応じた加工ができる。 
� 機械加工および塑性加工の基礎知識を習得し、設計・生産分野における技術課題に対応で

きる。 
� 生産システムに必要な基礎知識を理解し、生産管理や生産技術として活用できる。 

 
【電気工学科】 
(A4-E1) 電気電子工学分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 電気および磁気に関する諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 
� 電気回路や電子回路の解析ができ、基本的な回路を組み活用できる。 
� コンピュータリテラシーと基本的なプログラミング技術を身につけ、活用できる。 

(A4-E2)  電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 電気電子材料における原子集合としての諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 
� 電気電子材料の特性を理解し、電気電子素子を活用できる。 

(A4-E3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
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� 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 
� 計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 
� 制御システムを解析でき、基本的なシステムを組み活用できる。 

(A4-E4) エネルギー、電気機器、設備に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
� 電気エネルギーの発生と輸送のしくみを理解し、環境や信頼性を考慮した電気設備の基礎

知識を身に付ける。 
� 電気機器の仕組みを理解し、用途に応じて適切な機器を使用できる。 

 
【電子工学科】 
(A4-D1) 電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

� 電界および磁界に関する諸定理を理解し、それらによって生じる物理現象を説明できる。 
� 電気回路や電子回路の動作を理解し、基本的な回路を設計できる。 
� 工学系に必要な情報リテラシーと基本的なプログラミング技術を身につける。 

(A4-D2) 物性や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ，活用できる。 
� 電子部品や電子素子(電子デバイス)に使用される材料の特徴を理解し、取り扱うことができ

る。 
� 電子部品や電子素子のしくみと特性を理解し、活用できる。 

(A4-D3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
� 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 
� 自動計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 
� 電子制御システムを理解し、簡単なシステムを構成できる。 

(A4-D4) 情報や通信に関するに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� コンピュータおよび周辺ハードウェアのしくみを理解し、基本的な回路を設計できる。 
� コンピュータソフトウェアを利用活用でき、開発できる。 
� 情報ネットワークのしくみを理解し、小規模なネットワークを構築できる。 

 
【応用化学科】 
(A4-C1) 有機化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 代表的な有機化合物の構造・性質・反応性について説明できる。 
� 各種スペクトルの原理を理解し、解析に利用できる。 
� 有機化学反応を電子論や分子構造に基づいて反応機構を解説できる。 

(A4-C2) 無機化学・分析化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 主な無機化合物の製法や性質を説明できる。 
� 容量分析や代表的な分析機器の使用法を習得し、その解析ができる。 

(A4-C3) 物理化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 化学熱力学の基礎概念を理解し、それらの応用としての相平衡関係について説明できる。 
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� 反応速度式や量子理論の基礎を理解し、それらを用いて各種現象の説明ができる。 
(A4-C4) 化学工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 拡散単位操作の物理化学的基礎を理解し、各種装置の基本的な設計ができる。 
� 移動現象の基礎理論を理解し、装置設計に活用できる。 
� 反応工学の基礎理論を理解し、反応モデルや反応器の種類に応じた反応器の基本設計がで

きる。 
(A4-C5) 生物工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 生物を構成する生体分子の種類、構造について理解し、生合成過程を説明できる。 
� 遺伝子組み換え技術の応用例を理解し、有用性と問題点について説明できる。 

 
【都市工学科】 
(A4-S1) 設計に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 測量に関する理論を理解し、測量技術を身につける。 
� 設計製図に関する理論を理解し、図面作成技術を身につける。 
� 情報処理、CADに関する理論を理解し、設計に活用できる。 

(A4-S2) 力学に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 応用物理に関する理論を理解し、力学の解析に活用できる。 
� 構造力学、水理学、土質力学に関する諸定理を理解し、基礎的解析ができる。 

(A4-S3) 施工に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� コンクリート工学、材料学に関する理論を理解し、基礎的な施行技術を身につける。 
� 施工管理学に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 
� 防災に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

(A4-S4) 環境に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 都市環境、環境水工、環境生態に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 
� 都市交通に関する理論を理解し、交通データの処理ができる。 
� デザイン、景観に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 
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Ⅱ 授業科目の履修について 

 

下記に「学生便覧」の「神戸市立工業高等専門学校履修規則(抄)」について抜粋した条文を掲載

する．それ以外の条文についても学生諸君にとって修学上関係の深い諸規則なので，別途配布され

ている「学生便覧」を必読すること． 

 

 

 （目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）における履修に関して

必要な事項を定めることを目的とする。 

  

（授業科目及び単位数） 

第２条 各学年に配当する授業科目及びその単位数は、別表第１及び別表第２のとおりとする。 

２ 特別活動は、別表第３のとおりとする。 

 

 （単位数の計算方法） 

第３条 授業科目の単位数の計算は、神戸市立工業高等専門学校学則（2023 年４月学則第１号）

第 12 条第４項及び第５項に規定するところによるものとする。 

２ 前項の単位数の計算において、１単位時間は、50 分とし、２単位時間は、90 分とする。 

３ 第１項において１単位につき 30 単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅰと、45 時間の学修を

必要とする内容について 15 単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅱと、45 時間の学修を必要

とする内容について 30 単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅲとそれぞれ称するものとする。 

 

 （試験） 

第４条 試験の種類は、定期試験、中間試験及び臨時試験とする。 

２ 定期試験及び中間試験は、期日を定めて実施するものとし、試験の開始 10 日前までに、試験

科目及び時間表を学生に発表するものとする。 

３ 臨時試験は、必要に応じて行うものとする。 

 

 （追試験） 

第５条 定期試験又は中間試験を病気、忌引その他やむを得ない理由で受験できなかった学生に対

して、教務主事が認めた場合、追試験を行うことができる。 

２ 追試験の成績は、原則として 80 点満点で評価する。 

３ 前項の規定にかかわらず、感染症による出席停止に係る追試験の成績は、100 点満点で評価す

る。 

 

 （不正行為等の対応） 

第６条 故意に試験を忌避したと認められた者は、当該試験の成績を０点とする。 
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２ 試験中に不正行為を行った者は、当該試験期間中の全科目の試験の成績を０点とする。 

 

 （履修の認定） 

第７条 年間の欠課時数が授業時数の３分の１を超えない科目について、当該科目を履修したもの

と認定する。 

２ 前条の規定により認定された科目を「履修科目」と、年間の欠課時数が授業時数の３分の１を

超える科目を「不履修科目」と称するものとする。 

 

 （学業成績の評価） 

第８条 学業成績の評価は、履修科目について行う。 

２ 前項の評価は、授業科目ごとに、試験成績及び平素の成績をシラバスに記載された評価基準に

基づき、総合して行う。 

３ 試験成績は、定期試験、中間試験及び臨時試験により評価するものとする。 

４ 平素の成績は、学習態度が良好なことを前提としてレポート及び演習等を総合して評価するも

のとする。 

５ 学年成績の評価は、各学期末の学業成績を総合して行う。ただし、前期のみ又は後期のみで修

了する科目については、学期末の学業成績を学年成績とする。 

６ 科目担当教員は、必要に応じてレポート及び演習等の成績を試験成績に代えることができる。 

７ 科目担当教員が２人以上のときの学業成績は、当該担当教員が協議してその評価を行う。 

８ 学業成績は 100 点法により評価し、60 点以上の科目について単位の修得を認定する。 

９ 卒業研究の評価は、優、良、可及び不可の区別で行う。 

10 学外実習を修得した場合の評価は、認定となる。 

11 学業成績の優、良、可及び不可の評語の区分は次のとおりとする。 

学業成績 80点以上 79点〜70点 69点〜60点 59点以下 

評  語 優 良 可 不 可 

 

（以下、省略） 
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Ⅲ 試験についての注意事項 

 

１． 受験上の注意事項（定期試験・中間試験・追試験） 

 

① 中間試験は授業時間、定期試験は学校行事として扱うものとする。 

② 試験教室では、監督者に指示された座席で受験すること。 

机は原則として６列で（専門科棟の場合、ロッカーを移動するなどの措置を行っている場

合７列も可）等間隔に真直ぐに並べ、特に指示のない場合は窓側の前から出席番号順に着

席すること。 

③ 試験開始後、30 分以上遅刻してきた者は受験できない。また、試験開始後 30 分以内は退

室できない。尚、延着証明は遅刻を免除するためのものであり、試験に関して特別に扱う

ことはない。ただし、両主事判断により特別措置を講じることもある。 

④ 教室での受験が物理的に不可能な場合、両主事の判断による別室受験を認めることもある。 

⑤ 鉛筆（シャープペンシル）・消しゴムのほか、許可されたもの以外の使用は認めない。ま

た、電卓など持ち込みを許可された物の貸し借りはしないこと。 

⑥ 机の中には何も入れないこと。持ち物は、教室の前後に置くか、または机のフックに掛け

ておくこと。また下敷などを使用する場合には、あらかじめ監督者の許可を得ておくこと。 

⑦ 試験中、いったん退室した者の再入室は認めない。試験が終了しても答案用紙の回収が済

むまで教室への再入室はできない。 

⑧ 廊下での試験の待機は他の受験者への迷惑となるので、他所（食堂・図書館等）を利用す

ること。 

⑨ 授業中と同様、携帯電話等の電源は OFFにして、カバンに入れ、身に着けないこと。 

⑩ 試験監督からの終了合図にしたがい、速やかに筆記用具を置くこと。 

⑪ 答案用紙の回収は、最後尾の学生のみが行い、その他の学生は試験監督の指示があるまで

絶対に席を立たず、静かに待機すること。 
 
 

２．試験における不正行為 

 

［I］以下の行為は不正行為（カンニング）とみなす。 

① 予め机などに書き込んだり、またはカンニングペーパーなどを用意すること。また、それ

らを参照すること。 

② 使用を許可されていないノート、テキスト、参考書、辞書などを参照すること。 

③ 許可された場合を除き、電卓に式、数値などをあらかじめ記憶させておき、参照すること。 

④ 答案を互いに交換すること。 

⑤ 他人の答案を写し取ったり、写させたりすること。 

⑥ 試験中に私語をすること。 

⑦ 他人に受験を依頼すること。 

⑧ 試験中不審な行為をし、監督の先生の指示にしたがわないこと。 

⑨ 試験に関する資料などを記録した携帯電話などの電子媒体を身に着けること。また、それ

らを参照すること。 

⑩ 以上に類する行為をすること。 

 

［II］不正行為をした場合には、以後の受験は認めない。         

当該学生は監督者の指示を受けること。なお、当該試験期間の全試験科目は 0 点となる。

更に、１週間の家庭謹慎（初回）となる。 
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３．追試験 

 

① 中間・定期試験を病気・忌引など、やむを得ない理由で欠席した試験科目の追試験を希望

する学生は、追試験受験願書（所定の用紙）にその欠席理由を証明する書類等を添え、事

務室学生係に提出すること。教務主事が可否を決定する。 

② 追試験が認められる理由は以下のような場合である。 

（イ） 病気・負傷（医師の診断書、薬袋等が必要） 

（ロ） 忌引（三親等以内） 

（ハ） 天災・交通機関等の障害（証明書を必要とする場合がある） 

（ニ） 就職・編入学受験（証明する書類等が必要） 

（ホ） 以上に相当する理由のある場合 

③ 追試験許可者には、教科担当教官宛の「追試験実施依頼書」を発行する。 

追試験の実施日・時間等については、教科担当教官から直接指示を受けること。ただし、

非常勤講師の担当科目の場合はクラス担任から指示を受けること。 

④ 追試験の成績は、原則 80 点満点で評価する。ただし、以下の場合については追試験の成績

は 100 点満点で評価する。 

ア インフルエンザなど学校保健安全法施行規則第 18 条にかかげる第 1種・第 2種・第 3

種感染症による出席停止に伴う追試験（Ⅴ．感染症による学生の出席停止期間」を参

照） 

イ 忌引（二親等以内）に伴う追試験 

ウ 気象警報により、登校を自粛し、公欠を認められた学生を対象とした追試験 

エ その他教務主事が妥当と認めた学生を対象とした追試験 

 

 

４．再評価 

 

① 進級認定会議の結果、不合格となった科目の再評価を許可された学生は、不合格科目の再

評価を受けることができる。なお選択科目については再試験の科目を指定することがある。 

② 再評価で許可された学生が再評価を受けるためには、各自所定の申請を行う必要がある。

前期修了科目の内、必修科目は後期に再評価を受けることができる。加えて、30 点未満の

科目は、後期に 59 点上限とする「特別再評価」を受けることができる場合がある。 

③ 学年末には、５年生は再評価許可となった学生氏名、科目名をクラス担任が該当学生に連

絡するので各自確認すること。試験実施期日・時間、場所等についても各自確認すること。 

再評価合格による成績の評価は、60 点となる。 
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Ⅳ 感染症による学生の出席停止について 

 

◎学校保健安全法施行規則第 18 条に定める第１種・第２種・第３種感染症下記の感染症に罹患し

たときは「出席停止届」に「登校証明書」を添えて届け出てください。様式は、本校 HP の「在校

生の方へ」⇒「手続き関係」よりダウンロードできます。新型コロナウイルスによる出席停止の取

扱いは、感染状況により随時変更になりますので本校 HPより確認してください。 

 

出席停⽌の期間の基準 (学校保健安全法施⾏令§6②，施⾏規則§19) 
病名 期間の基準 

第
１
種 

エボラ出⾎熱、クリミア・コンゴ出⾎熱、痘そう、南⽶出⾎熱、ペスト、
マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰⽩髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器
症候群（病原体がベータコロナウイルス属 SARS コロナウイルスであるも
のに限る）、中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属 MERS
コロナウイルスであるものに限る）及び特定⿃インフルエンザ（感染症の
予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第六条第三項第六号に規
定する⿃インフルエンザをいう） 

治癒するまで 

第
２
種 

インフルエンザ（特定⿃インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症
を除く） 

発症した後 5 ⽇を経過し、かつ、解
熱した後 2 ⽇を経過するまで 
（発症、解熱を 0 ⽇とし、翌⽇から
1 ⽇と数える） 

新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロナウイルス属のコロナウ
イルスであるものに限る）） 

発症した後 5 ⽇を経過し、かつ、症状
が軽快した後 1 ⽇が経過するまで（発
症、解熱を 0 ⽇とし、翌⽇から 1 ⽇と
数える） 

百⽇咳 
特有の咳が消失するまで⼜は 5 ⽇間
の適正な抗菌性物質製剤による治療
が終了するまで 

⿇しん 解熱した後 3 ⽇を経過するまで 

流⾏性⽿下腺炎 
⽿下腺、顎下腺⼜は⾆下腺の腫賑が発
現した後 5 ⽇を経過し、かつ、全⾝状
態が良好になるまで 

⾵しん 発しんが消失するまで 
⽔痘 すべての発しんが痂⽪化するまで 

咽頭結膜熱 主要症状が消退した後 2 ⽇を経過す
るまで 

結核 

病状により学校医その他の医師にお
いて感染のおそれがないと認めるま
で 

髄膜炎菌性髄膜炎 

第
３
種 

コレラ、細菌性⾚痢、腸管出⾎性⼤腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、
流⾏性⾓結膜炎、急性出⾎性結膜炎その他の感染症（感染性胃腸炎など） 

そ
の
他
の
感
染
症 

感染性胃腸炎（ノロ・ロタ・カンピロバクタ
ー・サルモネラなど）、溶連菌感染症、マイコ
プラズマ感染症、⼿⾜⼝病、伝染性紅斑、ヘ
ルパンギーナ、デング熱 

 

ただし、第２種の感染症（結核及び髄膜炎菌性髄膜炎を除く）においては病状により学校医その他

の医師において感染のおそれが無いと認められた場合は、その限りではない。
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Ⅴ 諸手続一覧 

 

種 類 
用紙の 

交付 
提 出 先 時 期 

追試験受験願 学生課 担任→学生課 病気・忌引等により中間・定期

試験を受験できなかった場合 

未修得科目再評価申

請書 
学生課 科目担当教員→担任 所定の期間 

再履修免除申請書 学生課 
科目担当教員→担任→学

生課 
所定の期間(4,5 年生のみ) 

選択科目履修申請書 学⽣課 担任  

選択科目追加履修申

請書 
学生課 

科目担当教員→担任→学

生課 
所定の期間 

公用欠席願 学生課 担任→学生課 その都度 

公用欠席願 

（課外活動関係） 
学生課 

顧問→学生主事室→学生

課 
その都度 

出席停止届 学生課 担任→学生課 その都度 
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Ⅵ 教育課程表 
 

１．一般科目（各学科共通） 

 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

国語 6 2 2 2   

 

国語表現法 2    2  

倫理 2  2    

政治・経済 2   2   

歴史 4 2 2    

地理 2 2     

数学 I 12 4 4 4   

数学Ⅱ 6 4 2    

確率・統計 1    1  

物理 6 2 2 2   

化学 4 2(4) 2(0)    

生物 2  
2 

   
うち一科目を履修 

地学 2     

保健・体育 9 2 2 2 2 1 

 

芸術 1 1     

英語 12 4 4 4   

英語演習 5   1 2 2 

修得単位計 76 25(27) 24(22) 17 7 3 

選
択
科
目 

国際コミュニケーション 2    2  ※ 

!
選
択(

前
期) 

日本言語文化論 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ａ 1     

日本史学Ａ 1     

環境と人類の歴史 1     

地理学Ａ 1     

数学特講Ａ 1     

自然科学特講Ａ 1     

応用英語Ａ 1     

&
選
択(

前
期) 

日本の文学 1     

1 いずれか一科目を選択 

日本史学Ｂ 1     

社会と文化の歴史 1     

経済学Ⅰ 1     

数学特講Ｂ 1     

数学特講Ｃ 1     

手話言語学Ⅰ 1     

応用英語Ｂ 1     

'
選
択(

後
期)  

国文学・国語学 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ｂ 1     

経済学Ⅱ 1     

地理学Ｂ 1     

自然科学特講Ｂ 1     

手話言語学Ⅱ 1     

スポーツ科学演習Ａ 1     

スポーツ科学演習Ｂ 1     

開設単位計 26    2 24 
 

修得単位計 5    2 3 

一般科目開設単位計 102 25(27) 24(22) 17 9 27 
 

一般科目修得単位計 81 25(27) 24(22) 17 9 6 

(注)()内は，応用化学科の実施単位数である。 

  ※は，複数言語から一言語を選択する。 
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２．専門科目（応用化学科） 
  

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2    2  

 

応用数学Ⅱ 2    2  

応用物理Ⅰ 2    2  

情報基礎 2 2     

情報処理Ⅰ 1   1   

情報処理Ⅱ 1    1  

無機化学Ⅰ 2  2    

無機化学Ⅱ 2   2   

無機化学Ⅲ 2    2  

有機化学Ⅰ 2  2    

有機化学Ⅱ 2   2   

有機化学Ⅲ 2    2  

有機化学Ⅳ 2     2 

高分子化学 2    2  

材料化学 2     2 

物理化学Ⅰ 2   2   

物理化学Ⅱ 2    2  

物理化学Ⅲ 2     2 

分析化学Ⅰ 2  2    

分析化学Ⅱ 2   2   

化学工学Ⅰ 2   2   

化学工学Ⅱ 2    2  

化学工学量論 2     2 

生物工学 1    1  

生物化学Ⅰ 2    2  

品質管理 1     1 

プロセス設計 2     2 

化学英語Ⅰ 1   1   

機械工学概論 1     1 

電気工学概論 1     1 

安全管理学 1  1    

基礎化学実験 4 4     

応用化学実験Ⅰ 4  4    分析化学 

無機化学 

応用化学実験Ⅱ 4   4   有機化学 

物理化学 

応用化学実験Ⅲ 4    4  
化学工学 

生物工学 

分析化学 

卒業研究 10     10  
   修得単位計 80 6 11 16 24 23 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

 

応用物理Ⅱ 1    1  

化学英語Ⅱ 1    1  

応用有機化学 2     2 

応用無機化学 2     2 

エネルギー工学 2     2 

環境化学 2     2 

生物化学Ⅱ 2     2 

   開設単位計 13    3 10 

   修得単位計 6    4・5 年で 6 以上 

専門科目開設単位合計 93 6 11 16 27 33 

 
専門科目修得単位合計 86 以上 6 11 16 

24 以上  

4・5 年で 53 以上 

一般科目修得単位合計 81 27 22 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167 以上 33 33 33 
33 以上  

4・5 年で 68 以上 
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 国語 武久 真士 講師 2 通年 C-1

2年 必修 国語 石原 のり子 准教授 2 通年 C-3

3年 必修 国語 土居 文人 教授 2 通年 C-5

4年 必修 国語表現法 土居 文人 教授 2 通年 C-7

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 歴史 町田 吉隆 教授 2 通年 C-9

1年 必修 地理 八百 俊介 教授 2 通年 C-11

2年 必修 倫理 山本 舜 講師 2 通年 C-13

2年 必修 歴史 深見 貴成 教授 2 通年 C-15

3年 必修 政治・経済 丸山 栄治 非常勤講師 2 通年 C-17

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 数学Ⅰ 山路 哲史 准教授 4 通年 C-19

1年 必修 数学Ⅱ 森 敏行 非常勤講師 4 通年 C-21

2年 必修 数学Ⅰ 横山 卓司 教授 4 通年 C-23

2年 必修 数学Ⅱ 山路 哲史 准教授 2 通年 C-25

3年 必修 数学Ⅰ 吉村 弥子 教授 4 通年 C-27

4年 必修 確率・統計 吉村 弥子 教授 1 前期 C-29

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 物理 髙見 健太郎 准教授 2 通年 C-31

1年 必修 化学 佐藤 洋俊 教授 4 通年 C-33

2年 必修 物理 小倉 和幸 准教授 2 通年 C-35

2年 必修 生物 森 寿代 非常勤講師 2 通年 C-37

3年 必修 物理 李 庚鎬 非常勤講師 2 通年 C-39

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 英語 平野 洋平 准教授 4 通年 C-41

2年 必修 英語 飯島 真之 助教 4 通年 C-43

3年 必修 英語 山本 長紀 准教授 4 通年 C-45

3年 必修 英語演習 PILEGGI MARK 教授 1 後期 C-47

4年 必修 英語演習 [前期] PILEGGI MARK 教授, [後

期] 平野 洋平 准教授, [後期] ミ

ラー 非常勤講師

2 通年 C-49

5年 必修 英語演習 [前期] 濱口 由美乃 非常勤講師,

[前期] ミラー 非常勤講師, [後期]

濱口 由美乃 非常勤講師

2 通年 C-51

■英語

Ⅶ. シラバス

1. 一般科目一覧

■国語

■人文社会

■数学

■理科
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 選択 国際コミュニケーション(ドイツ語) 李 明哲 非常勤講師 2 通年 C-53

4年 選択 国際コミュニケーション(中国語) 牛根 靖裕 非常勤講師 2 通年 C-55

4年 選択 国際コミュニケーション(韓国語) 高 秀美 非常勤講師 2 通年 C-57

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 保健・体育 宮内 健嗣 非常勤講師, 吉本 陽亮

准教授

2 通年 C-59

2年 必修 保健・体育 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授 2 通年 C-61

3年 必修 保健・体育 吉本 陽亮 准教授, 寺田 雅裕 教

授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

2 通年 C-63

4年 必修 保健・体育 小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授,

宮内 健嗣 非常勤講師, 吉本 陽亮

准教授

2 通年 C-65

5年 必修 保健・体育 春名 桂 教授, 小森田 敏 教授, 吉

本 陽亮 准教授

1 前期 C-67

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 芸術 大倉 恭子 非常勤講師 1 前期 C-69

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 選択 日本言語文化論 武久 真士 講師 1 前期 C-71

5年 選択 哲学A 李 明哲 非常勤講師 1 前期 C-73

5年 選択 日本史学A 深見 貴成 教授 1 前期 C-75

5年 選択 環境と人類の歴史 町田 吉隆 教授 1 前期 C-77

5年 選択 地理学A 八百 俊介 教授 1 前期 C-79

5年 選択 数学特講A 山路 哲史 准教授 1 前期 C-81

5年 選択 自然科学特講A 髙見 健太郎 准教授 1 前期 C-83

5年 選択 応用英語A PILEGGI MARK 教授 1 前期 C-85

5年 選択 日本の文学 石原 のり子 准教授 1 前期 C-87

5年 選択 日本史学B 深見 貴成 教授 1 前期 C-89

5年 選択 社会と文化の歴史 町田 吉隆 教授 1 前期 C-91

5年 選択 経済学Ⅰ 伊藤 国彦 非常勤講師 1 前期 C-93

5年 選択 数学特講B 横山 卓司 教授 1 前期 C-95

5年 選択 数学特講C 児玉 宏児 特任教授 1 前期 C-97

5年 選択 手話言語学Ⅰ 今里 典子 教授 1 前期 C-99

5年 選択 応用英語B PILEGGI MARK 教授 1 前期 C-101

5年 選択 国文学・国語学 土居 文人 教授 1 後期 C-103

5年 選択 哲学B 李 明哲 非常勤講師 1 後期 C-105

5年 選択 経済学II 伊藤 国彦 非常勤講師 1 後期 C-107

5年 選択 地理学B 八百 俊介 教授 1 後期 C-109

5年 選択 自然科学特講B 髙見 健太郎 准教授 1 後期 C-111

5年 選択 手話言語学II 今里 典子 教授 1 後期 C-113

5年 選択 スポーツ科学演習A 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授,

春名 桂 教授

1 後期 C-115

5年 選択 スポーツ科学演習B 吉本 陽亮 准教授, 小森田 敏 教

授, 春名 桂 教授

1 後期 C-117

■国際コミュニケーション

■保健・体育

■芸術

■5年選択科目

- 15 -



学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 情報基礎 松露 真 准教授, 藤田 政宏 講師 2 通年 C-119

1年 必修 基礎化学実験 [前期] 下村 憲司朗 教授, 小島 達

弘 准教授, [後期] 宮下 芳太郎 教

授, 増田 興司 准教授

4 通年 C-121

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 無機化学Ⅰ 宮下 芳太郎 教授 2 通年 C-123

2年 必修 有機化学Ⅰ 小泉 拓也 教授 2 通年 C-125

2年 必修 分析化学Ⅰ [前期] 濱田 守彦 准教授, [後期]

安田 佳祐 准教授

2 通年 C-127

2年 必修 安全管理学 宮下 芳太郎 教授 1 後期 C-129

2年 必修 応用化学実験Ⅰ [前期] 濱田 守彦 准教授, 宮下 芳

太郎 教授, [後期] 濱田 守彦 准教

授, 下村 憲司朗 教授

4 通年 C-131

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

3年 必修 情報処理Ⅰ 林田 平馬 准教授 1 後期 C-133

3年 必修 無機化学Ⅱ [前期] 安田 佳祐 准教授, [後期]

宮下 芳太郎 教授

2 通年 C-135

3年 必修 有機化学Ⅱ 小泉 拓也 教授 2 通年 C-137

3年 必修 物理化学Ⅰ 梶本 健太郎 非常勤講師 2 通年 C-139

3年 必修 分析化学Ⅱ [前期] 安田 佳祐 准教授, [後期]

濱田 守彦 准教授

2 通年 C-141

3年 必修 化学工学Ⅰ [前期] 増田 興司 准教授, [後期]

小島 達弘 准教授

2 通年 C-143

3年 必修 化学英語Ⅰ 根本 忠将 教授 1 前期 C-145

3年 必修 応用化学実験Ⅱ [前期] 渡辺 昭敬 教授, 九鬼 導隆

教授, 根本 忠将 教授, 小泉 拓也

教授, [後期] 渡辺 昭敬 教授, 根

本 忠将 教授, 小泉 拓也 教授, 安

田 佳祐 准教授

4 通年 C-147

2. 専門科目一覧

■1年

■2年

■3年
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 必修 応用数学Ⅰ 林田 平馬 准教授 2 前期 C-149

4年 必修 応用数学Ⅱ 林田 平馬 准教授 2 後期 C-151

4年 必修 応用物理Ⅰ 九鬼 導隆 教授 2 通年 C-153

4年 必修 情報処理Ⅱ 林田 平馬 准教授 1 前期 C-155

4年 必修 無機化学Ⅲ 宮下 芳太郎 教授 2 前期 C-157

4年 必修 有機化学Ⅲ [前期] 大淵 真一 非常勤講師, [後

期] 小泉 拓也 教授

2 通年 C-159

4年 必修 高分子化学 根本 忠将 教授 2 通年 C-161

4年 必修 物理化学Ⅱ [前期] 蔡 徳七 非常勤講師, [後

期] 渡辺 昭敬 教授

2 通年 C-163

4年 必修 化学工学Ⅱ [前期] 小島 達弘 准教授, [後期]

増田 興司 准教授

2 通年 C-165

4年 必修 生物工学 下村 憲司朗 教授 1 後期 C-167

4年 必修 生物化学Ⅰ 下村 憲司朗 教授 2 前期 C-169

4年 必修 応用化学実験Ⅲ [前期] 増田 興司 准教授, 小島 達

弘 准教授, 安田 佳祐 准教授, 大

淵 真一 非常勤講師, [後期] 増田

興司 准教授, 九鬼 導隆 教授, 下

村 憲司朗 教授, 小島 達弘 准教

授 【実務経験者担当科目】

4 通年 C-171

4年 選択 応用物理Ⅱ 九鬼 導隆 教授 1 後期 C-173

4年 選択 化学英語Ⅱ 小島 達弘 准教授 1 前期 C-175

4年 選択 学外実習 濱田 守彦 准教授 【実務経験者担

当科目】

1 通年 C-177

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 必修 有機化学Ⅳ 小泉 拓也 教授 2 前期 C-179

5年 必修 材料化学 [前期] 安田 佳祐 准教授, [後期]

根本 忠将 教授

2 通年 C-181

5年 必修 物理化学Ⅲ 九鬼 導隆 教授 2 前期 C-183

5年 必修 化学工学量論 徳井 康之 非常勤講師 【実務経験

者担当科目】

2 前期 C-185

5年 必修 品質管理 村田 安繁 非常勤講師 1 後期 C-187

5年 必修 プロセス設計 齋藤 俊 非常勤講師 【実務経験者

担当科目】

2 通年 C-189

5年 必修 機械工学概論 大西 祥作 非常勤講師 【実務経験

者担当科目】

1 前期 C-191

5年 必修 電気工学概論 阪下 和弘 非常勤講師 1 前期 C-193

5年 必修 卒業研究 応用化学科講義科目担当教員 10 通年 C-195

5年 選択 応用有機化学 徳井 康之 非常勤講師 【実務経験

者担当科目】

2 後期 C-197

5年 選択 応用無機化学 安田 佳祐 准教授 【実務経験者担

当科目】

2 後期 C-199

5年 選択 エネルギー工学 増田 興司 准教授 2 前期 C-201

5年 選択 環境化学 濱田 守彦 准教授 2 後期 C-203

5年 選択 生物化学Ⅱ 下村 憲司朗 教授 2 前期 C-205

■4年

■5年

- 17 -



科　目

担当教員 武久 真士 講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 実用��漢字表��知�について�中間・定期試$%評'する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年;シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

応用化学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

様\�文^_主体�にbみ�dじ�fえ_整iすることにより�nか�人間性�d性�思fs_tう．論i��bw_通して��
y�iwsと適{�表�s_獲}する．また�単に文^_bん%そ�内É_iwするだけ%�く�他àと�協ä_通じて自
å�り�意é_形êする能s_tうことí本授業�重ñ�目�%ある．受講öには�bむ・ùく・ûす・üくことに†する多
角��活§へ�積極�参©™´められる．

【B1】随想�評論�小説�≥�基本�bw方法�鑑賞方法_習}し�それによ
り�随想�評論�小説�≥_bw・鑑賞%きる．

随想�評論�小説�≥_�yにbw・鑑賞%きているか�レポーæおよ¿中間・定
期試$%評'する．

【B1】思f_筋道立てて表�するため�知�と方法_習}する． 思f_筋道立てて表�するため�知�と方法™√についているか�レポーæお
よ¿中間・定期試$%評'する．

【B1】日本古代語に†する知�_習}し�日本古典文学作…_正yに�
代語À%きるように�る．

古代日本語に†する知�™√についているか�日本古典文学作…_正yに
�代日本語À%きるか�中間・定期試$%評'する．

【B1】古代日本�文化�古代中国�文学に†する知�_習}し�それ_説
Ã%きる．

古代日本�文化�古代中国�文学についてiw%きているか�中間・定期試
$%評'する．

【B1】実用��漢字表�_Õいこ�せるように�る．

êœは�試$80%　レポーæ20%　として評'する．到達目標1～5について�試$80%（前後期�中間・定期試$�平
均）�到達目標1～2に†するレポーæ20%として評'�100点満点%60点以fl_合·とする．

『精選　言語文化』（Ã治ù院）
『精選　�代�国語』（Ã治ù院）
『漢検漢字学習ステップ3級改訂四版』（日本漢字能s検定協会）

木下是雄『i科¯�作文技術』（中公新ù）
苅谷剛彦『知�複眼思f法』（講談社＋α文庫）
倉島保美『論i™
わる�ùく技術�』（講談社ブルーバックス）
外山滋比古『思f�整i学』（ちくま文庫）
岸田一隆『科学コミュニケーショ#』（平凡社新ù）

第2�3学年�国語�．

履修:�
注意事項

『漢検3級 漢字学習ステップ 改訂四版』（漢字能s検定協会）�内Éは�中間・定期試$�出題範)に*むため�漢検3
級に合·しているà%あってí�必,購.すること．
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授4計画（国語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 イ#æロダクショ# シラバスや�授業�方法についてw説する

2 小説bw 芥川龍之介�羅ö門�_bむ

3 小説bw 芥川龍之介�羅ö門�_bむ

4 小説bw 芥川龍之介�蜜柑�_bむ

5 古文.門 古文_bむにあたって�イ#æロダクショ#_;う

6 古文bw 『宇治拾遺物語』_bむ

7 古文bw 『十訓抄』_bむ

8 中間試$ 前期中間試$_実Cする．

9 中間試$�w答・w説�評論bw 中間試$�w答・w説�山崎正和�G�東西�_bむ

10 評論bw 多和田葉子��ふと�と�思わ,��_bむ

11 評論bw 平田オリザ�わかりあえ�いことから�_bむ

12 評論bw 原研哉�美意�は資T%ある�_bむ

13 古文bw 『徒然草』_bむ

14 古文bw 『徒然草』_bむ

15 前期まとめ 前期授業�総Y_;う

16 短[�鑑賞 教科ù所^�短[_bむ

17 俳`�鑑賞 教科ù所^�俳`_bむ

18 和[�鑑賞 教科ù所^�和[_bむ

19 漢文.門 漢文�bみ方について学ぶ

20 漢文bw 故事ê語_bむ

21 漢文bw 『十八史略』_bむ

22 漢文bw 『十八史略』_bむ

23 中間試$ 後期中間試$_実Cする．

24 中間試$�w答・w説．評論bw 中間試$�w答・w説�松田悠馬�未k_予mする最o�方法�_bむ

25 評論bw 西垣通�ビックデーsと人工知能�_bむ

26 評論bw 落合陽一�魔法�世紀�_bむ

27 小説bw 太宰治�{つ�_bむ

28 小説bw 太宰治�|け}み~え�_bむ

29 小説bw 太宰治�|け}み~え�_bむ

30 まとめ 一年間�総Y_;う

前期�後期とíに中間試$およ¿定期試$_実Cする．I
考
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科　目

担当教員 石原�の�子�准教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校�2025年 シラバス

国語�(Japanese�Language�and�Literature)

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】�(�学修単位I�)

授4�
概6�方針

様DE文GH主体KLMみOPじORえH整UすることLよ�O[かE人間性OP性O思RaHbうd論UKEMfH通してOK
iEUfaと適kE表現aH獲oするd現代文はOエッセイO小説OxのMfyと鑑賞yH学|するd古文はO日本古典文
学・古代日本語LÅする基礎知Öの|oおよá古典文学作âの現代語äL基づきO日本語と日本文化LついてのUf
Hèめるdまí漢文の訓MH通じてOわñ国の文化ñóきE影ôHöけí古代中国の思想・文学Lûれるd

【B1】随想O評論O小説Oxの基本KMf方yO鑑賞方yH|oしOそれLよ
�O随想O評論O小説OxHMf・鑑賞できるd

随想O評論O小説OxHKiLMf・鑑賞できているかO中間・定期試®で評価
するd

【B1】思RH筋道立てて表現するíめの知Öと方yH|oするd
思RH筋道立てて表現するíめの知Öと方yñ¨LついているかOレポー∞お
よá中間・定期試®で評価するd

【B1】日本古代語LÅする知ÖH|oしO日本古典文学作âH正iL現
代語äできるようLEるd

古代日本語LÅする知Öñ¨LついているかO日本古典文学作âH正iL
現代日本語äできるかOレポー∞およá中間・定期試®で評価するd

【B1】古代日本の文化O古代中国の思想と文学LÅする知ÖH|oしOそ
れH説≤できるd

古代日本の文化O古代中国の思想と文学LついてUfできているかOレポー∞
およá中間・定期試®で評価するd

【B1】実用KE漢字表現HµいこEせるようLEるd
実用KE漢字表現の知ÖLついてOレポー∞およá中間・定期試®で評価す
るd

成∏はO試®80%　レポー∞20%　として評価するd到達目標1～5Lついての試®80%（前後期の中間・定期試®の平
均）O到達目標2～5LÅするレポー∞20%として評価O100点満点で60点以…H合ÀとするdEおO各試®Lおいて再試®
H実Œする場合はO70点以…で合ÀとしO当該試®の点”H60点とするd

『高等学校現代の国語』O『高等学校言語文化』（第一学|社）
『論U国語』（”研出版）
『漢検準2級�漢字学|ステップ�改訂三版』（漢字能a検定協会）

福澤一吉『文GH論UでMみfくíめのクリティカル・リーディンÛ』（NHK出版新書）
村…慎一『E˚国語H学ぶのか』（岩˛ジュニ�新書）
山口仲美『日本語の歴史』（岩˛新書）
定延利之編・森篤嗣・茂木俊伸・金田純平『�íちの日本語』（朝倉書店）
二通信子・門倉正美・佐藤広子編『日本語aHつける文GM本』（東京ó学出版会）

第1O3学年「国語」d

履修:�
注意事項

『漢検準2級�漢字学|ステップ�改訂三版』（漢字能a検定協会）の内(はO中間・定期試®の出題範+L,むdまíO夏
季・冬季休業中の課題として3利用するdそのíめO漢検準2級L合Àしている4であって3O必7購9することd
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授4計画（国語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ガイダンスO国語H学ぶ意義LついてO評論の精M ガイダンスO（現代文）「>いつEñ�」（東浩紀）H精Mするd

2 評論の精M （現代文）「>いつEñ�」（東浩紀）H精Mするd

3 評論の精M （現代文）「>いつEñ�」（東浩紀）H精Mするd

4 評論の精M・古代の随AHMむ （現代文）「>いつEñ�」（東浩紀）H精Mするd／（古文）『枕草子』HMむd

5 古代の随AHMむ （古文）『枕草子』HMむd

6 古代の随AHMむ （古文）『枕草子』HMむd

7 古代の随AHMむ （古文）『枕草子』HMむd

8 中間試® 前期中間試®H実Œするd

9 中間試®のf答・f説d評論のMf／評論の精M

10 評論の精M

11 評論の精M

12 評論の精M／中世軍記物語HMむ

13 中世軍記物語HMむ （古文）『平家物語』HMむ

14 中世軍記物語HMむ （古文）『平家物語』HMむ

15 中世軍記物語HMむ （古文）『平家物語』HMむ

16 俳LLついてd俳LのfMと鑑賞 （現代文）俳LLついて学ぶd教科書所Oの俳LHfM・鑑賞するd

17 俳LのfMと鑑賞 （現代文）教科書所Oの俳LHfM・鑑賞するd

18 俳LのfMと鑑賞 （現代文）教科書所Oの俳LHfM・鑑賞する

19 近世の俳諧紀行文HMむ （古文）『Sの細道』HMむd

20 近世の俳諧紀行文HMむ （古文）『Sの細道』HMむd

21 近世の俳諧紀行文HMむ （古文）『Sの細道』HMむd

22 近世の俳諧紀行文HMむ （古文）『Sの細道』HMむd

23 中間試® 後期中間試®H実Œするd

24 中間試®のf答・f説d評論のMf 中間試®のf答・f説d（現代文）「フェ�E競争」（内田樹）H精Mするd

25 評論のMf （現代文）「フェ�E競争」（内田樹）H精Mするd

26 評論のMf （現代文）「フェ�E競争」（内田樹）H精Mするd

27 漢xのfMと鑑賞 （現代文）「フェ�E競争」（内田樹）H精Mするd

28 漢xLついてd漢xのfMと鑑賞 （漢文）漢xLついて教科書所Oの漢xH鑑賞するd

29 漢xのfMと鑑賞 （漢文）教科書所Oの漢xH鑑賞するd

30 漢xのfMと鑑賞 （漢文）教科書所Oの漢xH鑑賞するd

前期O後期と3L中間試®およá定期試®H実Œするd

中間試®のf答・f説d（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）H精Mする.

（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）H精Mする.

（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）H精Mする.

（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）H精Mする.／（古文）『平家物語』HMむ

I
考

- C–4 -



科　目

担当教員 土居 文人 教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

応用化学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

第1，2学年DEっG一般教JとしてN国語D学んだことR確Tし，そN発展的・実践的学[REう]エッセイ・小説・詩・短
歌・俳hなどについて学[し，エッセイN執筆，短歌・俳hN作成rそN解説Rtむ），志望動機・自己PRN作成r4年ÄN
Åに参ÉすÖインターンシッâNエントリーシート作成NGめN準éとして）REう]

【B1】エッセイ・小説・詩・短歌・俳hN読解方ëおよî鑑賞方ëR[óし，
そN方ëによってエッセイ・小説・詩・短歌・俳hR鑑賞DきÖ]

エッセイ・小説・詩・短歌・俳hR的確に読解・鑑賞DきていÖか，定期試ùD
評üすÖ]

【B1】文†N明¢な文£R§くGめN知ßと方ë，短歌・俳hなどN簡単
な文学作©N作成ëR[óし，文†N明¢な文£R§き，簡単な文学作
©R作ÖことがDきÖ]

明¢な文£R§くGめN知ßと方ë，簡単な文学作©N作成ëR´につけ，そ
れR実践すÖことがDきていÖか，レポートと提出≤D評üすÖ]

【B1】実用的な漢字能力r漢検2級程�）およî語彙力R´につけÖ] 実用的な漢字能力，語彙力が´についていÖか，年2回実ºN漢字小テストと
定期試ùD評üすÖ]

成æは，試ù60%　レポート14%　小テスト20%　提出≤r俳h・短歌）6%　として評üすÖ]試ùは到達目標1，3につ
いてN定期試ùN平均«N60%D評üすÖ]到達目標2についてNレポートと提出≤20%，到達目標3についてN小テス
ト20%D評üすÖ]試ù・レポート・小テストN合計100点満点D，60点以ÕR合ŒとすÖ]

「論理国語」r筑摩§房），「文学国語」r筑摩§房）
「漢検2級漢字学[ステッâ　改訂四版」r漢字能力検定協会）
âリント教材

1，2年国語]4年国語表現ë]

履修:�
注意事項
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授4計画（国語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ガイダンス]さまざまな文体]漢字N練[r原則，毎週）]

2 エッセイN読解 教科§NエッセイR通読し，読解すÖ]

3 エッセイN読解 教科§NエッセイR読解すÖ]

4 エッセイN読解 教科§所ÎNエッセイR読解すÖ]

5 エッセイN読解 教科§所ÎNエッセイR読解すÖ]

6 前期レポート課題rエッセイN執筆）N作成ëについて 前期レポート課題rエッセイN執筆）N作成ëについて解説すÖ]

7 俳hN作成ë]俳hN解Ôと鑑賞]漢字小テストr予定） 俳hN作成ëについて簡単にÒす]教科§N俳hR通読し，解Ô・鑑賞すÖ]漢字小テストR実ºすÖr予定）]

8 俳hN解Ôと鑑賞 教科§N俳hR解Ôし，鑑賞すÖ]

9 俳hN解Ôと鑑賞]俳hN作成r提出課題） 教科§N俳hR解Ôし，鑑賞すÖ]俳hR作り，そN解説R§くr提出課題）]

10 俳hN解Ôと鑑賞 教科§N俳hR解Ôし，鑑賞すÖ]

11 小説R読むことN†義]教科§N小説R読む 小説R読むことN†義について，解説すÖ]教科§N小説R通読すÖ]

12 小説R読む 教科§N小説R読解すÖ]

13 小説R読む 教科§N小説R読解すÖ]

14 小説R読む] 教科§N小説R読解すÖ]

15 前期Nまとめ 前期NまとめREう]

16

17 エントリーシートN§き方について エントリーエントリーシートN§き方について解説すÖrâリント教材）]

18 短歌N作成ë]短歌N解Ôと鑑賞 短歌N作成ëについて簡単にÒす]教科§N短歌R通読し，解Ô・鑑賞すÖ]

19 短歌N解Ôと鑑賞 教科§N短歌R解Ôし，鑑賞すÖ]

20 短歌N解Ôと鑑賞 教科§N短歌R解Ôし，鑑賞すÖ]

21 短歌N解Ôと鑑賞]短歌N作成r提出課題） 教科§N短歌R解Ôし，鑑賞すÖ]短歌R作り，そN解説R§くr提出課題）]

22 詩N本Ùについて]詩N解Ôと鑑賞]漢字小テストr予定） 詩N本Ùについて解説すÖ]教科§N詩R通読し，解Ô・鑑賞すÖ]漢字小テストR実ºすÖr予定）]

23 詩N解Ôと鑑賞 教科§N詩R解Ôし，鑑賞すÖ]

24 詩N解Ôと鑑賞 教科§N詩R解Ôし，鑑賞すÖ]

25 日本文化N特˜について 日本文化N特˜について簡単に解説すÖrâリント教材）]

26 エッセイN通読と読解 教科§NエッセイR通読し，読解すÖ]

27 エッセイN読解 教科§NエッセイR読解すÖ]

28 エッセイN読解 教科§NエッセイR読解すÖ]

29 エッセイN読解] 教科§NエッセイR読解すÖ]

30 後期Nまとめ 後期NまとめREう]

前期定期試ùおよî後期定期試ùR実ºすÖ]

さまざまな文体について，具体˙R˚げて解説すÖrâリント教材）]漢字N練[REうr以下，漢字N練[は原則毎週実º]漢字
小テストは年2回実º]詳ˇは授業D連�すÖ）]

後期レポート課題N作成ëについて]エントリーシートN§き方につい
て]

後期レポート課題r志望動機・自己PRR§く）N作成ëについて，解説すÖ]エントリーシートN§き方について解説すÖrâリント
教材）

I
考
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科　目

担当教員 土居 文人 教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

事前学���め�発��質疑応��意欲!�"#$み�国語�(�必*+知-�技/�確1��2するよ67がけるこ�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Jシラバス

国語�(法 (Japanese Expression)

応用化学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本語�使用する様m+場oでq諸問t�"#uげ�日本語q�(�日本人q発wq特y�ついて�知-q整理�自発
!+考察�適É+1Ñ�よ#�2するこ��目Üす．テキスâq設問�ãっç学éq発���それ�ëする質疑応��中7
�授業�ìめる．

【B1】文章�(q基ñ��2する． óしこ�ば�öきこ�ばqúい�原稿用üq使い方�文章�(・構¢q注意点
が•�ついているか�定期試™およ¨レポーâ�よ#評±する．

【B1】論理!文章q基ñ��2する． 文≥が統µされç論理!+文章がöけるか�定期試™およ¨レポーâ�よ#
評±する．

【B1】レポーâqöき方��2する． 資料・文献等q根ª�基づき�自Ωq意æ�筋¿�立てて¡べるこ�ができる
か�定期試™およ¨レポーâ�よ#評±する．

【B1】就職活∆«ビジネスq場でÀめられる文öqöき方��2する． 日常é活«ビジネスq場�適しçこ�ばŒいが理œできているか�定期試™
およ¨レポーâ�よ#評±する．

【B1】日常é活«ビジネスq場�おける–しいこ�ばŒい��2する． 適É+こ�ば�用いç口“でq自Ω�(ができるか�定期試™�レポーâおよ
¨演�発��よ#評±する．

【B1】口“発��おける自Ω�(q方法��2する． わか#«すく�興◊qÿてる口“発�qçめq知-・技/が�2できçか�授
業中q演�発��レポーâおよ¨定期試™�よ#評±する．

¢Ÿは�試™60%　レポーâ20%　プレゼンテーション20%　�して評±する．到達目標1～6�‰する定期試™�60%�
到達目標1～6�‰するレポーâ20%�到達目標5�6�‰するプレゼンテーション20%�して評±．100点満点で60点以u
�合Ë�する．

野田尚史・森口稔「日本語�óすâレーニング 第2版」ıひつ˜ö房）
『国語q常-plusı三訂版） 』ı明治ö院）
プリンâ教材

野田尚史「+��わら+い�そq日本語」ı岩波ö店�2005）
定延利之・茂木俊伸・金田純平・森篤嗣「�çちq日本語」ı朝倉ö店 �2012)
石黒圭「論文・レポーâq基本」ı日本1業出版社�2012）
石黒圭「文章は接続"で#まる」ı光文社�2008）
河野哲也「レポーâ・論文qöき方入門」ı慶應義塾大学出版会�2002）

1～3年国語

履修:�
注意事項
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授4計画（国語表現�）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2 課外活∆・趣◊・資Ë免許6qöき方�ついて説明する．まç�「課外活∆・趣◊ı仮）」�‰するレポーâ�作¢する．

3 口“発�ıプレゼンテーション）qコツ プレゼンテーションq方法�ついて説明する．

4 非言語コミュニケーション�ついて 非言語コミュニケーション�ついて説明する．

5 口“発�．国語�(�‰する説明�演�

6 口“発��国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

7 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

8

9 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

10 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

11 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

12 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

13 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

14 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

15 前期q授業�‰する総括 前期1Aしç授業�‰する総括�おこ+6．

16 「学é時F�G�入れçこ�ıガクチカ）」qöき方�ついて説明する．そして�レポーâ�作¢する．

17 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

18 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

19 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

20 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

21 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

22

23 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

24 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

25 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

26 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

27 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

28 口“発�．国語�(�‰する説明�演� 学é�よる口“発��質疑応��1Aし�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

29 国語�(�‰する説明�演� 国語�(�‰するテーB�設定して説明�演��おこ+6．

30 総括 これまで学んできç内Nq総括�O6．

前期定期試™およ¨後期定期試™�1Aする．

ガイダンス�エンâリーシーâqöき方�漢U+V語W�‰する問t�œ
く

教科öは毎回ÿ参．プレゼンテーションq方法�担当]�ついて説明するı学éq発�は5回目から1A予定）．神戸高専q様
_q履歴ö�配cしてエンâリーシーâqöき方�ついて説明する．漢U・敬語・クレーeë応+V国語�(�‰する説明�演�
�O6ı随時）．

課外活∆・趣◊・資Ë免許6qöき方.レポーâ課tı1回目）「課外活
∆・趣◊ı仮）」

学é�よる口“発�ı2名）�1Aし�質疑応��おこ+6．問t点�ついて�考察�œ説�おこ+6．国語�(�‰するテーB�設
定して説明�演��おこ+6．

レポーâ課tı2回目）q説明ıエンâリーシーâ‰連．テーBは未定） レポーâ課tı2回目）q説明�作¢�O6．

レポーâ課tı3回目）「学é時F�G�入れçこ�」q説明

レポーâ課tı4回目）「学é時F�直oしç試l�V6m#nえçか」
q説明

「学é時F�Vqよ6+試l�直oし�それ�V6m#nえ�そこからp�2çか」qöき方�ついて説明する．そして�レポーâ�作
¢する．

K
考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

歴史 (Histor,)

応用化学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本列?@社BC対外関係，具体KにM外交・貿易・文化なSテーVとするZ古\か^近\@開aまでCdうが，通史でM
ないZ日本列?@歴史C世界史@動kと関lさせopえることCめざすZ

【C3】日本列?@社Bu文化@変wについo原zか^近\に{るまで@
概}C理�することができるZ

日本列?@社Bu文化@変wについo原zか^近\に{るまで@概}につ
いo@理�C中間試Ñおよá定期試Ñで評ãするZ

【C3】具体Kな史åu歴史叙éにèづいo，歴史K事íu事ì@内wと
因果関係C説òすることができるZ

授業でdっö歴史K事íu事ì@内wと因果関係についo@理�C，中間
試Ñおよá定期試Ñで評ãするZ

【C3】歴史K事íu事ì@内wと因果関係C，正úかつ丁ûに�説，表現
することができるZ

授業でdっö歴史K事íu事ì@内wと因果関係についo@理�C，歴史
プリン§およáノー§検ßで評ãするZ

【C3】史®u文化©およá近\化遺´についo，実≠に調ßしo，そ@作
成過¥C説òすることができるZ歴史K事íu歴史µ@人∑についo調
べるとともに客観Kに評ãすることができるZ

各Ωが興øC¿つテーVにしöがっo，史®u文化©およá近\化遺´につ
いo，まö歴史K事íu歴史µ@人∑についo，作成するレポー§@内wで評
ãするZ

成√M，試Ñ70%　レポー§14%　歴史プリン§、ノー§16%　としo評ãするZ到達目標1，2，3についoM中間およá定
期試Ñ4Ã@平均œで評ãするZまö到達目標3についoM歴史プリン§作成およáノー§検ßで評ãするZ目標4につい
oMレポー§で評ãするZこれ^C総“しo100œ満œで60œ以µC“’とするZ

『詳説日本史　改訂版』:石井進・五ø文彦・笹山晴生・高埜利彦ほか著（山川出版社）
『最新日本史図表　四訂版』外園豊è編集\表（第一学習社）

『日本史B用語集』（山川出版社）
『角川日本史辞典』（角川書店）

歴史（2年）・日本史学A（5年）・日本史学B（5年）・環�と人�@歴史（5年）・社Bと文化@歴史（5年）

履修:�
注意事項

中学校までで学ん�知�にèづ	内w�が，教科書C授業
に�んでお	ことC期�するZ授業に参�する姿�@�しい
�についoM個�に注�するZ
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授4計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 導入－日本@歴史C学��øとM�か 日本列?@�≠��Kな多様!についoú"し，そ@歴史Kな形成についopえるZ

2 照葉樹林文化(と弥生文化，中国王,@興-と弥生時\@日本列?@社BについopえるZ

3 律令制導入期@日本社Bと,鮮半?@動kC関lづけopえるZ

4 奈良時\およá平安時\初期@政:と文化@動きC理�するZ

5 遣唐使廃止
@@ユーラシB東方≠�@政:K情�と，いわゆる�国風文化�@成立C関lづけopえるZ

6

7 平安時\@期@日本社B@社BK・経済Kな変wと�日宋貿易�@実LについopえるZ

8 
期中間試Ñ

9 中間試Ñ@�Mとまとめ

10 元寇
@@東BジB世界@動kと日本社B@変wC理�するZ

11 元寇@@貿易と�
期倭寇�@出現についo理�するZ

12 òおよá,鮮@成立と室町aS@外交・通商政Uについo理�するZ

13 �勘“貿易�@変wと琉球王国Cめぐる国際関係C関lづけo理�するZ

14 蝦夷≠@動kと�@期倭寇�@出現CユーラシB東方≠�@動kと関lづけo理�するZ

15 中世か^近世にかけo@転換期@社BC国際関係C経済史@_か^pえるZ

16

17 大航海時\と戦国時\@日本社B@動kC関lづけo理�するZ

18 豊臣政e@外交と,鮮出fC東BジB@国際関係と関lづけo理�するZ

19 徳川家i@外交・通商政UCa藩体制形成と@関lか^学�Z

20 いわゆる�鎖国�体制@成立CユーラシB東方≠�@動kと関lづけo理�するZ

21 新井白石と徳川吉m@対外"�，外交政UC比oしなが^，江戸時\@経済と社BについopえるZ

22 ,鮮通信使Cめぐる外交政Uとオランs東インuB社@通商戦v@変wについo理�するZ

23 @期中間試Ñ　

24 中間試Ñ@�Mとまとめ

25 �漂流民�と�漂着民�@存|か^江戸時\@社BについopえるZ

26

27

28 a末期@日本外交C世界情�@変wと関lづけo理�するZ

29 ò:初期における日本外交C世界情�@変wと関lづけo理�するZ

30 日本列?@歴史C，世界史@視œで�えること@�義についopえるZ


期，@期ともに中間試Ñおよá定期試ÑC実ÄするZ

古\@日本とユーラシB東方≠�（1）

古\@日本とユーラシB東方≠�（2）

古\@日本とユーラシB東方≠�（3）

古\@日本とユーラシB東方≠�（4）

中世@日本とユーラシB東方≠�（1） 10-12世ÇにおけるユーラシB東方≠�@経済K・社BK変動についopえるZ

中世@日本とユーラシB東方≠�（2）

第1Éか^第7Éまで@内wについo試ÑCÑうZ

中間試Ñ@内wについo�説するZÇ元
10世Çか^12世Çまで@日本社B@動きC，世界@動きと@関lか^理�するZ

中世@日本とユーラシB東方≠�（3）

中世@日本とユーラシB東方≠�（4）

中世@日本とユーラシB東方≠�（5）

中世@日本とユーラシB東方≠�（6）

中世@日本とユーラシB東方≠�（7）

中世@日本とユーラシB東方≠�（8）

近世@日本と世界@動き（1） 
期@学習内wCú"するZ15，16世Ç@�世界@一体化�@概観C理�するZ

近世@日本と世界@動き（2）

近世@日本と世界@動き（3）

近世@日本と世界@動き（4）

近世@日本と世界@動き（5）

近世@日本と世界@動き（6）

近世@日本と世界@動き（7）

第16Éか^第22Éまで@内wについo試ÑCÑうZ

中間試Ñ@内wについo�説するZ16世Çか^18世Ç
半まで@日本社B@動きC，世界@動きと@関lか^理�するZ

日本と世界@近\へ@動き（1）

日本と世界@近\へ@動き（2） 田沼�àと松平定信@通商・国防政Uと18世Ç@半か^19世Ç初めにかけo@ロシB@動kC理�するZ

日本と世界@近\へ@動き（3） 18世Ç@半か^19世Ç初めにかけo@イギリス@動kC太平洋・インu洋≠�@変wC関lづけopえるZ

日本と世界@近\へ@動き（4）

日本と世界@近\へ@動き（5）

日本と世界@近\へ@動き（6）

I
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

地理 (Geograph0)

応用化学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

人AB活DE自GEB関係，自G相互AB因果関係，社会的・経済的状UE人口構成・人AB諸活DB関係Z地形図・
統^か`abcd学eZすd

【C3】人AB活DE自GEB関係，自G相互AB因果関係，社会的・経済
的状UE人口構成・人AB諸活DB関係g理hできd

人AB活DE自GEB関係，自G相互AB因果関係，社会的・経済的状UE
人口構成・人AB諸活DB関係g理hできdかZ中A試験・定期試験・課題
で評sすd

【C3】地形図・各種統^Z活用すdこEgできd 地形図・各種統^Z活用すdこEgできdかZ中A試験・定期試験・課題で
評sすd

成wは，試験80%　レポート20%　Eし~評sすd．100ÄZ満ÄEし，60Ä以ÑZ合ÜEすd．試験成wは中A試験，定
期試験B平均ÄEすd．

âä崎典隆他「新詳地理探求」：帝国書院
荒井良雄他「新詳高等地図」：帝国書院

履修:�
注意事項
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授4計画（地理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 地球規†B大地形B分£E成因

2 内的営¶B影響

3 地形図B基本

4 地形図か`小地形Z判≠し，災Ø∞集≤EB関係ZE`えd．

5 地形図か`小地形Z判≠し，災Ø∞集≤EB関係ZE`えd．

6 地形図か`村≤なµ歴∑Zabcd．

7 地形図か`村≤なµ歴∑Zabcd．

8 中A試験

9

10 気候分£B形成要因Z学eし，デーºか`特æZabcり，地ÄZ特定すd手¡Z学eすd．

11 気候ごEB土壌・植∆B特«E形成要因Z学eすd．

12 気候ごEB土壌・植∆B特«E形成要因Z学eすd．

13 自G条…Z背ÀEしÃ農業B分£・成立Z学eすd．

14 自G条…Z背ÀEしÃ農業B分£・成立Z学eすd．

15 自G環œE文化 自G環œE衣食”なµ文化B関係

16

17

18 人口構成E地域特æB関係Z学eすd．人口移DE人口構成

19 人口構成E地域特æB関係Z学eすd．経済E人口構成

20 工業立地B類◊Z学eすd．

21 工業立地B類◊Z学eすd．

22 工業E地域 工業E地域・経済発ŸB関係

23 中A試験

24 中A試験B返却・h‹Z›うEEも‡市街地B発Ÿ過„‡つい~学eすd

25 郊ÁB発Ÿ過„‡つい~学eすd

26 都市‡おけd問題EそB対応‡つい~学eすd

27 都市‡おけd問題EそB対応‡つい~学eすd

28 都市圏 都市E周辺地域

29 人AB活DE環œB関係‡つい~学eすd

30 人AB活DE環œB関係‡つい~学eすd

内的営¶‡よd地形1

内的営¶‡よd地形2

地形図B判a1

地形図B判a2

地形図B判a3

地形図B利用1

地形図B利用2

第1週ıか`第7週ıB範¯で試験Z›う

気候要˘E特æ1な`び‡中A試験Bh答h‹ 中A試験B返却・h答Bh‹Z›うEEも‡気候分£B形成要因Z学eし，デーºか`特æZabcり，地ÄZ特定すd手¡Z
学eすd．

気候要˘E特æ2

気候E土壌・植∆1

気候E土壌・植∆2

自GE農業1

自GE農業2

人口B変化E要因1 人口変化B社会的・経済的要因Z学eすd．人口転換論1期E2期

人口B変化E要因2 人口変化B社会的・経済的要因Z学eすd．人口転換論3期E4期

人口構成E地域1

人口構成E地域2

工業立地1

工業立地2

第16週ıか`第22週ıB範¯で試験Z›なう

中A試験Bh‹および都市B内部構造1

都市B内部構造2

都市問題1

都市問題2

環œ問題1

環œ問題2

I
考

前期，後期Eも‡中A試験および定期試験Z実�すd．
学年�‡再試験Z›うこEgあd．
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科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(20%), D1(80%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

倫理 (Ethic-)

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

我=はな@Aきているのか，どJAきるべきなのか，自MはこれからどJなっていくのかS我=のTのUりにはこJしY素[で
哲学^な疑`があふれているSこの授業では先fの思hi哲学j歴史^に学びつつ，現pのさまざまな倫理^諸`uに
vれることで，xでもない自M自Tがこれから先どJAきていくべきなのかjzえていくS

【C3】倫理i哲学といっY思h^な`u|があることj理}し，自M自T
の`uとして~き�けてzえることができるS

倫理i哲学，思h一Çについての理}!と，自M自Tの`uとして~き�け
てzえることができているかj授業内課ui定期試àで評äするS

【C3】東çの源流思hjêしく理}できているS
ギリシì思h，ユダヤ・キリスò教，イスラーム，仏教，中国思hの理}!j授業
内課ui定期試àで評äするS

【C3】ç洋近現p哲学の展£と日本思hから日本哲学への進展，現p社
®における諸課uと倫理の関´jêしく理}できているS

近p以≠のç洋哲学および日本思hの史^展£の理}!，現p技∞iA命
倫理，環境倫理といっY応用倫理学の諸`uについての理}!j授業内課
ui定期試àで評äするS

【C3】思hの表現µである文章∏テクスòªjêしく読}し，Ωかれている内
æiその真¡の条√jêƒに判定できるS

文章のêƒな読}∆と文«j判定する思z∆j授業内課ui定期試àで
評äするS

【D1】現p社®における倫理^`uについて自Mの意…j矛Àなく展£
できるS

現p社®における倫理^`uについて自Mの意…j矛Àなく展£できるかj
授業内課ui定期試àで評äするS

成Õは，試à70%　授業内課u30%　として評äするS100点満点で60点以“j合‘とするS

『高等学校倫理』：越智貢・x 著∏第一学習社ª
『ìプロー‡倫理資料PLUS』：長島隆行・x 編著∏東京法令ª

『倫理用語集』：濱井修 監修，小寺聡 編∏山川出版社ª
適宜，補助資料としてプリンòj配�するS

哲学A，哲学B

履修:�
注意事項

授業では�くの思h�i哲学�の名�が出てきますが，それらは単なる記
ではなく，歴史^にAきY実�のf
ですS
実�に�らのΩいYものj読むことで，みなさんの中にそれが�ることになりますS興�j�っY思h�・哲学�の文章に，
積極^にvれるよJにしてくださいS
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授4計画（倫理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ガイダンス：�倫理�で学�思hと哲学 哲学j導�に，倫理といJM の位!づけj#JS授業の進$%なども説'するS

2 青年期の特*j学び，自M自Tの+のあり%と,らし合わせてzえるS

3 欲0i葛2といっYf3の根源^な5みと6き合い，どJいJ時pにAきているかj把9するS

4 初期自然哲学iソフィスòといっYソクラテス以�のギリシì思hについて学�S

5 ソクラテス・プラòン・ìリスòテレスj概Aし，ギリシì哲学の枠Cみj理}するS

6 プラòンとìリスòテレスの思hにDみEみ，Fかい用語izえ%などの理}jG$るS

7 その≠のギリシì思hの展£j学び，ギリシì思h全µの総Jj行なJS

8 �期中3試à �期のそれまでの内æについて中3試àj実KするS

9 旧約聖Ωとユダヤ教について学び，イエス登Qの経SjTさえるS

10 新約聖Ωとキリスò教について学び，その≠の発展j理}するS

11 �WjDまえてスコラ哲学への進展j検ZしY≠，イスラームについて学�S

12 仏教の成立とガウタマ＝シッダールタの思hj学び，原始仏教の基本j理}するS

13 部eと大gへのMhについて学び，大g仏教の展£jTさえるS

14 孔孟，老lといっY諸子百�の思hについて学�S

15 �WjDまえて中国思hの内æjG$Y≠，�期最終Uとして源流思hjqりrるS

16 日本思hのルーsとしての古神uと仏教伝wj学び，神uと鎌倉仏教への展£jTさえるS

17 近世日本思hとして江戸時pの儒学i国学j学び，近p化以�の日本思hの特*j理}するS

18 �近p�の成立 ç洋における近pの成立j宗教改革，近p科学の成立j通して学�S

19 近p哲学j特*づけるイギリス経àÄと大陸合理Äの概Çj学�S

20 カンòの理Ä理Ñに関するzえj学び，カンò認識Äの基本jTさえるS

21 カンòの実践理Ñに関するzえj学び，カンò倫理学のÇ点jTさえるS

22 カンò以≠，ヘーゲルj中äにドイsA念Äへの展£j学�S

23 ≠期中3試à ≠期のそれまでの内æについて中3試àj実KするS

24 マルクス，フロイò，ニー‡éjp表に，戦≠構造主義の土îとなっY哲学・思hj学�S

25

26 日本の近p化と個fの自覚，日本哲学の成立について学�S

27 京都学eの成立j概Aしつつ，ç田幾�öの哲学について学�S

28 京都学eの哲学j概Aし，和辻哲öの倫理学について学�S

29 A命倫理i環境倫理の諸`uについて学び，現pjAきる“で留意しておくべき課uj認識するS

30

�期，≠期ともに中3試àおよび定期試àj実KするS

青年期の課u∏1ª

青年期の課u∏2ª

ギリシì思h∏1ª

ギリシì思h∏2ª

ギリシì思h∏3ª

ギリシì思h∏4ª

ユダヤ・キリスò・イスラーム∏1ª

ユダヤ・キリスò・イスラーム∏2ª

ユダヤ・キリスò・イスラーム∏3ª

仏教∏1ª

仏教∏2ª

中国思h∏1ª

中国思h∏2ª

日本思h∏1ª

日本思h∏2ª

ç洋近p哲学∏1ª

ç洋近p哲学∏2ª

ç洋近p哲学∏3ª

ç洋近p哲学∏4ª

ヘーゲル以≠の哲学思h∏1ª

ヘーゲル以≠の哲学思h∏2ª �Wのüきとして内æj補†しつつ，適宜19世¢から20世¢にかけての哲学^諸思£j§り“げるS

近p日本哲学∏1ª

近p日本哲学∏2ª

近p日本哲学∏3ª

現pの諸課uと倫理∏1ª

現pの諸課uと倫理∏2ª 情報倫理i技∞�倫理について学び，AIなどの科学技∞のあり%についてzえるS

I
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

教科�をよ��み�内�を理�できるようにすること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年4シラバス

歴史 (HistorA)

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現QR日本社VにWきる人Yにとって�\R社VとRコミュニケーショde必要不可iであり�そR基nとなるRp歴史に
ついてR知tである．本授業でe�近Q社VR成立かw現QにxるまでR世{R歴史を|市民革�」|帝国主義」|戦Ö」を
中áとして学んでい�．

【C3】16世ãかw現åまでR世{R歴史Rçれを理�できる． 16世ãかw現åまでR世{R歴史RçれR理�4を�中Y試êおよí定期
試êで評ñする．

【C3】基本óな世{R歴史ó事ôを理�する． 基本óな世{R歴史ó事ôR理�4を�中Y試êおよí定期試êとレポート
・提出üで評ñする．

【C3】16世ãかw現QまでR世{R社V問°¢文化に§して理�できる
．

16世ãかw現QまでR世{R社V問°¢文化に§してR理�4を�中Y試
êおよí定期試êで評ñする．

【C3】現QR社Vにおける事¶を世{R歴史に§ßさせて思´できる． 現QR社Vにおける事¶を世{R歴史に§ßさせて思´できているか�レポ
ート・提出üで評ñする．

成¨e�試ê70%　レポート・提出ü30%　として評ñする．到達目標1・2・3についてe�中Yおよí定期試ê4≥R平
均∂で評ñする．ま∑到達目標2についてe�レポート・提出üで∏評ñする．到達目標4についてe�レポート・提出üで評
ñする．これwを総∫して�100∂満∂で60∂以Ωを∫æとする．

木村靖二\『詳説世{史』（山川出版社）
第一学習社編集部編『グローバルワイ◊最新世{史図表』（第一学習社）

全国歴史教育研究協議V編『世{史用語集』（山川出版社）
西川正雄\編『角川世{史辞典』（角川�店）

歴史（1年）�日本史学A（5年）�日本史学B（5年）�環Ìと人ÓR歴史（5年）�社Vと文化R歴史（5年）

履修:�
注意事項
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授4計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 導入・主権国家体Ùとe 世{史を学ıΩでR基n概˜とヨーロッ˙R主権国家体Ùについて理�する．

2 絶対王˛と市民革� イギリス・フラdスでR王˛と革�について理�する．

3 産業革�とアメリ�独立革� イギリスかw�まっ∑産業革�およíアメリ�p独立する情
を理�する．

4 アdシャd＝レジー�とe�かを理�し�フラdス革�R意義について理�する．

5 フラdス革�R経�とナポレオdR動�について理�する．

6 七月革�と二月革�R意義について知る．ま∑�イギリス・フラdスを中áとし∑ヨーロッ˙情
を理�する．

7 前�に�じ．

8 中Y試ê

9 ヨーロッ˙R再編 中Y試êR内�について�答・�説し�イタリアと◊イ p統一する情
を理�する．

10 アメリ�R発展 アメリ�∫衆国p発展・拡&し�南北戦Öp)こる経�を理�する．

11 オスマd帝国と�ガル帝国 オスマd帝国と�ガル帝国p�列-R圧/によって衰退・滅3する経�を理�する．

12 東南アジア諸国と清朝 東南アジア諸国p植民地化され�清朝∏アヘd戦Ö以;に半植民地化してい�経�を理�する．

13 帝国主義R展=と植民地 帝国主義p全面óに展=し�列-R植民地Ö?R情
について理�する．

14 アジア諸国R改革 清朝R滅3と辛亥革�R経�について理�する．ま∑�アジア各地でR民族運動について´える．

15

16 アジアR革�と運動 清朝p滅3する過Hを理�する．ま∑アジア諸国でR民族運動R高まりを知る．

17 第一次世{&戦R勃発かw終戦までR経�を知る．ま∑ロシア革�について理�する．

18

19 前�に�じ．

20 戦Y期Rアジアとヨーロッ˙ アジアにおける民族運動R高まりとヨーロッ˙R協調体Ùを理�する．

21 世{恐Np世{にOえ∑影Qについて´える．ま∑�ファシズ�諸国R動�p意Tする∏Rを理�する．

22 前�に�じ．

23 中Y試ê

24 中Y試êR�答・�説をおこなう．ま∑�第二次世{&戦p)こり�それp世{にどRような影QをOえ∑かを理�する．

25 前�に�じ．

26 冷戦構Xと第三世{とR§Zについて理�する．ま∑各地R戦Ö・紛ÖR経�とそR意Tを´える．

27 前�に�じ．

28 戦\Rベトナ�と中東 紛Ö・戦Öp^い∑地_R状aについて理�する．

29 冷戦R終結 cdR対立p終わり�新∑な紛ÖR時Qへと移iすることを理�する．

30 まとめk歴史を学ıこととe�か

前期�\期と∏に中Y試êおよí定期試êを実mする．

フラdス革�とナポレオd（1）

フラdス革�とナポレオd（2）

ウィーd体ÙとそR崩壊(1)

ウィーd体ÙとそR崩壊(2)

第1�かw第7�までR内�について試êをiう．

19世ãR歴史を´える 19世ãR世{R歴史について´える．

第一次世{&戦(1)

ヴェルサイv体Ùとワシdトd体Ù（1） 国際協調R時QとしてR1920年Qをヨーロッ˙・アジアを中áにして学ı．ま∑�各地_R民族運動について理�する．

ヴェルサイv体Ùとワシdトd体Ù（2）

世{恐Nとファシズ�(1)

世{恐Nとファシズ�(2)

第16�かw第22�までR内�について試êをiう．

第二次世{&戦(1)

第二次世{&戦(2)

冷戦R構X(1)

冷戦R構X(2)

これまで学んでき∑世{R歴史と現Q社VとRつなpりについて理�し�今\R世{について´える．ま∑�歴史を学ıことpど
Rような意TをyつRかを´える．

I
考
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科　目

担当教員 丸山 栄治 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 適宜紹�する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

政治・経済 (Political Science and Economic?)

応用化学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現代社PにおいTUたちX直ZしTいる様]^問`a根cにd政治e経済a問`Xあります．こa授業でdl政治e経済
a基cn^仕pみr理tしl現代社Pa具体n^問`についTxえTいz姿|r}につけます．

【C3】憲Äa基cn^性Çe基cn人Ña内ÜについT理tする． 憲Äa基cn^性Çe基cn人Ña内ÜについT理tできTいるかどうか
rl授業でãすã`e試çで評èする．

【C3】日ca政治機íe政治参加lそしTl戦óe平ôにöする日ca政
治問`についTa基cn^事úr理tする．

日ca政治機íe政治参加lそしTl戦óe平ôにöする日ca政治n問`
についTl基cn^事úX理tできTいるかどうかr授業でãすã`e試ç
で評èする．

【C3】経済a基cn^仕pみel日ca経済情|a概ür理tする． 経済a基cn^仕pみel現代日ca経済情|a概üX理tできTいるか
どうかrl授業でãすã`e試çで評èする.

【C3】社P保障l労働問`l地球環®a問`についT©X論´eされTい
るかr理tする．

社P保障l労働問`l食料問`についTa論´X理tできTいるかrl授業で
ãすã`e試çで評èする．

成±dl試ç70%　ã`30%　eしT評èする．100´満´で60´以∂r合Çeする．

『高等学校　政治・経済』（清水書院）
『政治・経済資料2025』（東京Ä令出版）

経済学Il経済学II(5年選択）

履修:�
注意事項

授業でdl教科書a内Ü…ö する時事問`についTxえる時ÃÕŒけます．質問…意—Xあれ“気‘に発÷しTzださ
い．
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授4計画（政治・経済）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 Uたちe政治 現代日ca諸ã`についTxえl政治r学Ÿ意義r確€する．

2 社P契約fiについT理tする．またl障flaある人e人ÑについTxえる．

3 議院内閣‚e大統領‚aÊいについT理tする．またl旧優生保護Ärめぐる問`についTxえる．

4 日c国憲Äa成立e基c原理 大日c帝国憲Äe日c国憲ÄaÊいe日c国憲Äa三大原理r理tする．

5 精神a自由 信教a自由rö するいzつかa判ˆr通しTxえる．

6 日ca政治機í 国Pe内閣aÕつÑ˜についT理tする．またl司ÄÑa独立e日ca裁判‚)についT理tする．

7 人}a自由 人}a自由a意義e基c原˚r理tしl冤˝e死刑‚)についTxえる．

8 前期中Ã試ç 前期中Ã試çr実�する．

9 政党政治e選挙‚) 日ca政党政治e選挙‚)a特	r理tする．

10 政治参加eメディア・地方自治 政治参加aã`rメディアaあり方eeÕにxえる．またl地方自治ac�についT理tする．

11 国際社Pa成立e国際ÄについT理tする．またl難民問`についTxえる．

12 民族差別lヘイトスピー�についTxえる．

13 平ô主義 日c国憲Äa原˚である平ô主義el自衛隊発�a経 r理tする．

14 日ca安全保障 日ca安全保障e沖$a基地問`についTxえる．

15 戦後日ca外交政策 戦後a日ca外交政策l特に戦後補*a問`についTxえる．またl前期a内Ür+り,る．

16 Uたちe経済 現代日ca諸ã`についTxえl経済r学Ÿ意義r確€する．

17 市場経済a機.e˜界 市場による経済a調2el市場X失4するケースr事ˆeeÕに理tする．

18 経済体‚a変Üe経済思想

19 社P保障‚) 日ca社P保障‚)a内Ür理tする．またl生活保護rめぐる問`についTxえる．

20 国民経済e景気変動 経済規=rdかる指?r理tしl経済成@についTxえる．

21 物èeそa変動 インフD…デフDed©かl物èa変動XUたちa生活にどaよう^影FrGえるかr理tする．

22 財政aしzみedたらき 財政a機.r理tする．またl日ca租税体Lr把Nしl個]a税a特	r理tする．

23 後期中Ã試ç 後期中Ã試çr実�する．

24 金Qaしzみedたらき 金Qed©かl日c銀Sa金Q政策X物èにGえる影Fr理tする．

25 国政収Ue為替 為替Dートa変動üXr理tする．またl国際通貨体‚a変Ür理tする．

26 企業a活動e役割 日caいzつかa企業形^r理tしl企業に_められる社Pn責aについTxえる．

27 労働問`e労働環®a変化 日ca労働運動a歴史l労働基cÑe労働三Äa内Üeそa意義r理tする．

28 労働問`eジェンダー ジェンダーa観´から労働問`についTxえる．

29 農業e食糧問` 日ca農業政策a変kr理tしl食料自給mについTxえる．

30 日c経済aあゆみ 戦後a日c経済aあゆみについT復pするeeÕにl一年Ãa授業全体r+り,る．

前期l後期eÕに中Ã試çおよr定期試çr実�する．

現代民主政治へaあゆみe基c原理／基cn人Ñ1

議P‚民主主義e世界a政治体‚／基cn人Ñ2

国際化e人Ñ1

国際化e人Ñ2

18世紀以ya経済思想a変krl資c主義a諸問`eeÕに理tする．

K
考
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科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポー��評�する．

2 試験�レポー��評�する．

3 試験�レポー��評�する．

4 試験�レポー��評�する．

5 試験�レポー��評�する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年,シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

応用化学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学O基Qとなる事UV丁Xに講義する．さらに�演\V]うことにより�内cO定eと応用fO養
hVはかる．

【A1】整lm分数lO計pが�きる．

【A1】方程l・不等lVvいたり�利用したり�きる．

【A1】簡単な等l・不等lO証}が�きる．

【A1】2次関数m分数関数などOグラÇV理vし応用�きる．

【A1】三角比・三角関数に関する定理�公lV理vし活用�きる．

hâは�試験85%　レポー�15%　としã評�する．試験hâは中間試験と定期試験O平均ëとする．100ë満ë�60
ë以ïV合óとする．

「新基Q数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基Q数学問題集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャー�l 基Qと演\ 数学I+A�数学II+B+C」：チャー�研究所 編著（数研出版）

「新版 基Q数学 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基Q＆高専TEXT 基Q数学［第2版≈」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)
「高専テキス�シリーズ 基Q数学（第2版）」：ï野健爾 監修（森北出版）
「新版 基Q数学演\ 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基Q＆高専TEXT 基Q数学問題集［第2版≈」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)

1年O数学II�2年O数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余ÿがある場合には�発展›な話題Vflうこともある．・参考書に„げた書Âは全部Ëえる必Íはない．・4ÎOオ
リエンテーションO中��入学Òに課した課題についãO実f試験V実Ûする．こO試験O結ıは1年数学IOhâとは関
ˆがない．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 整lO加法・減法�整lO乗法 整lO加法・減法�乗法についãv˚し�演\V]う．

2 因数分v 因数分vO公lおよびそOˇい方についãv˚し�演\V]う．

3 整lO除法�剰余O定理と因数定理 整lO除法および剰余O定理と因数定理についãv˚し�演\V]う．

4 分数lO計p 分数lO計pについãv˚し�演\V]う．

5

6 いろいろな方程l 連立方程lm高次方程lなど�いろいろな方程lについãv˚し�演\V]う．

7 演\

8 中間試験 Ò期中間試験V]う．

9 中間試験Ov答・v˚�恒等l�等lO証} Ò期中間試験O答�V返	し�v答Vv˚する．また�恒等lおよび等lO証}についãv˚し�演\V]う．

10

11 いろいろな不等l

12 不等lO証} 不等lO証}についãv˚し�演\V]う．

13 関数とグラÇ 関数に関する用�m座標平�についãv˚し�グラÇVか�準�Vする．

14

15

16

17 べき関数�分数関数 べき関数�分数関数についãv˚し�演\V]う．

18 無理関数 無理関数についãv˚し�演\V]う．

19 逆関数 逆関数についãv˚し�演\V]う．

20 鋭角O三角比 三角比O定義・性�とそO利用についãv˚し�演\V]う．

21 鈍角O三角比 三角比V鈍角に拡�Oï�そO相互関ˆについãv˚し�演\V]う．

22 三角�へO応用 正弦定理・余弦定理など三角比O三角�へO応用についãv˚し�演\V]う．

23 中間試験 後期中間試験V]う．

24 中間試験Ov答・v˚�一般角と三角関数 後期中間試験O答�V返	し�v答Vv˚する．また�一般角および一般角O三角関数についãv˚し�演\V]う．

25 弧,法�三角関数O性� 弧,法�三角関数O性�についãv˚し�演\V]う．

26 三角関数OグラÇ�グラÇO拡大・縮小 三角関数OグラÇ�グラÇO拡大・縮小についãv˚し�演\V]う．

27 三角関数O方程lと不等l 三角関数V'(方程l・不等lについãv˚し�演\V]う．

28

29 )V和・差（和・差V)）に+す公l�三角関数O合hについãv˚し�演\V]う．

30 演\ 三角関数に関する総合›な演\V]う．

Ò期�後期ともに中間試験および定期試験V実Ûする．

2次方程l�vとˆ数O関ˆ 2次方程lOv法�判別l�およびvとˆ数O関ˆについãv˚し�演\V]う．

6/ま�O内cについã演\V]う．

不等lO性��1次不等lOv法 不等lとそOvO性��1次不等lOv法についãv˚し�演\V]う．

連立不等l�2次以ïO不等lなどOv法についãv˚し�演\V]う．

2次関数OグラÇ�2次関数O最大・最小 2次関数OグラÇとそO最大値・最小値についãv˚し�演\V]う．

2次関数と2次方程l 2次関数と2次方程lについãv˚し�演\V]う．

2次関数と2次不等l 2次関数と2次不等lについãv˚し�演\V]う．

加法定理�加法定理O応用(1) 加法定理および2倍角O公l�半角O公lについãv˚し�演\V]う．

加法定理O応用(2)

I
考
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科　目

担当教員 森 敏行 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポート��テスト�評�する．

2 試験�レポート��テスト�評�する．

3 試験�レポート��テスト�評�する．

4 試験�レポート��テスト�評�する．

5 試験�レポート��テスト�評�する．

6 試験�レポート��テスト�評�する．

7 試験�レポート��テスト�評�する．

8 試験�レポート��テスト�評�する．

9 試験�レポート��テスト�評�する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年0シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

応用化学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学Q基Sとなる事WX丁Zに講義する．さらに�演^X行うことにより�内dQ定fと応用gQ養
iXはかる．

【A1】実数�複素数Q計pが�きる．

【A1】集tQ概vX理xy応用�きる．

【A1】順{と組tせX~っÄ場tQ数Q計pが�きる．また�二項定理が
~える．

【A1】さまざまな確âQ計pが�きる．

【A1】命ãQåえçX理xy�証èが�きる．

【A1】座標平面î��ïと直線�2次曲線�領õなどQùûçX理x�きる．

【A1】指数法則�指数関数X理xy�計pおよ£応用が�きる．

【A1】対数Q定義�対数関数X理xy�計pおよ£応用が�きる．

【A1】数{とそQ¶に関する事項およ£数学的帰納法QåえçX理x�
きる．

i™は�試験80%　レポート20%　とyÄ評�する．試験i™は中間試験と定期試験Q平均ïとする．100ï満ï�60
ï以îXt≥とする．

「新基S数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基S数学問ã集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャート式 基Sと演^ 数学I+A�数学II+B+C」：チャート研究所 編著（数研出版）

「新版 基S数学 改訂版」：岡本¶夫 著 (実教出版)
「新編 高専Q数学1 [第2版・新装版]」：田代嘉宏・難波完爾 編 (森北出版)
「高専テキストシリーズ 基S数学 (第2版)」：高専Q数学教材研究会 編 (森北出版)
「新版 基S数学演^ 改訂版」：岡本¶夫 著 (実教出版)
「新編 高専Q数学1 問ã集 (第2版)」：田代嘉宏 編 (森北出版)

1年Q数学I�2年Q数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Îがある場tには�発展的な話ãXùうこともある．・参å書にÚげた書Ùは全部˜える必¯はなû．・確âにつ
ûÄはチャートまたは配˚プリントX利用する．
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授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 実数�平ç根 実数�絶対値�平ç根につûÄx�y�演^X行う．また�分�Q有理化につûÄx�y�演^X行う．

2 複素数 複素数Q定義およ£計pç法につûÄx�y�演^X行う．

3 集t�集tQ¯素Q個数 集tQ概vにつûÄx�y�演^X行う．また�集tQ¯素Q個数につûÄx�y�演^X行う．

4 場tQ数�順{ ¶Q法則��Q法則につûÄx�y�演^X行う．また�順{およ£重複順{につûÄx�y�演^X行う．

5 組tせ�
じもQX�
順{ 組tせQ計pとそQ応用につûÄx�y�演^X行う．また�
じもQX�
順{につûÄx�y�演^X行う．

6 円順{�二項定理 円順{�二項定理につûÄx�y�演^X行う．

7 演^ 順{と組tせにつûÄQ総t的な演^X行う．

8 中間試験 前期中間試験X行う．

9 中間試験Qx答・x��命ã

10 事�と確â�確âQ基本性質 事�と確âQ概vおよ£確âQ基本性質につûÄx�y�演^X行う．

11 独立な試行と確â�条件�き確â 独立な試行Q確â�反復試行Q確â�条件�き確âにつûÄx�y�演^X行う．

12

13

14 円Qç程式 座標平面îQ円Qç程式につûÄx�y�演^X行う．

15 楕円�双曲線 座標平面îQ楕円�双曲線につûÄx�y�演^X行う．

16

17 不等式と領õ 座標平面î�不等式Q�す領õにつûÄx�y�演^X行う．

18 演^

19 累乗根�指数Q拡張 累乗根とそQ性質�指数Q整数・有理数へQ拡張と指数法則につûÄx�y�演^X行う．

20 指数関数 指数関数とそQグラフ�指数ç程式・不等式につûÄx�y�演^X行う．

21 対数 対数Q定義・性質�'Q変換公式につûÄx�y�演^X行う．

22 演^ 指数関数およ£対数Q計pにつûÄ演^X行う．

23 中間試験 後期中間試験X行う．

24 中間試験Qx答・x��対数関数 後期中間試験Q答,X返.y�x答・x�X行う．また�対数関数とそQグラフ�対数ç程式・不等式につûÄx�y�演^X行う．

25 常用対数 常用対数につûÄx�y�演^X行う．

26 数{�等差数{ 数{Q基本事項�等差数{とそQ¶につûÄx�y�演^X行う．

27

28 さまざまな数{Q¶Q計pç法につûÄx�y�演^X行う．また�漸化式につûÄx�y�演^X行う．

29 数学的帰納法 数学的帰納法につûÄx�y�演^X行う．

30 演^

前期�後期ともに中間試験およ£定期試験X実1する．

前期中間試験Q答,X返.y�x答・x�X行う．また�命ãQåえçと必¯条件・十分条件�命ãQ逆・裏・対5と証èç法につ
ûÄx�y�演^X行う．

2ï間Q距7と内分ï 座標平面îQ2ï間Q距7�線分Q内分ï�三角:Q重;につûÄx�y�演^X行う．

直線Qç程式�2直線Q関係 座標平面îQ直線Qç程式�2直線Q平行・垂直条件につûÄx�y�演^X行う．

放物線�2次曲線Q接線 座標平面îQ放物線につûÄx�y�演^X行う．また�座標平面îQ2次曲線Q接線につûÄx�y�演^X行う．

2次曲線およ£不等式Q�す領õにつûÄ演^X行う．

等比数{�ûろûろな数{Q¶(1) 等比数{とそQ¶につûÄx�y�演^X行う．また�¶Q記号ΣQ性質につûÄx�y�演^X行う．

ûろûろな数{Q¶(2)�漸化式

24～29HQ総t的な演^X行う．

I
考
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科　目

担当教員 横山 卓司 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

理工学��基�とな�微分・積分学�講�す� 概"�理#$重&�'き)豊+な演-�.じ0運用能4�5め� 

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 無限数:とそ�<$つい0�計@ができ�か�試験)レポーIJで評Lす� 

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業5J専門学校 2025年Yシラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

応用化学科・2年・.年・必修・4単位【講�】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

【A1】無限数:とそ�<$つい0�計@ができ� 

【A1】関数�極限・連続wなど�概"�理#し) 極限�計@でき� 関数�極限・連続wなど�概"�理#し) 極限�計@でき�か�試験)レ ポー
IJで評Lす� 

【A1】様{な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計@でき)グラフ �
概形)接線)速Y・加速Yなど$応用でき� 

様{な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計@でき)グラフ�概形) 接
線)速Y・加速Yなど$応用でき�か�試験)レポーIJで評Lす� 

【A1】様{な関数�不定積分・定積分�計@でき)積分�面積・体積など 
$応用でき� 

様{な関数�不定積分・定積分�計@でき)積分�面積・体積など$応用 で
き�か�試験)レポーIJで評Lす� 

成åは)試験80%　レポーI18%　è�実4試験2%　とし0評Lす� 試験成åは中間試験と定期試験�平均&とす
� 100&満&で60&以ô�合õとす� 

「新版 微分積分 I 改訂版」 : 岡本 <夫 編 (実教出版)
「新版 微分積分 I演- 改訂版」 : 岡本 <夫 編 (実教出版)
「新課程 チャーI式 基�と演- 数学II+B+C)数学III」 : チャーI研究所編著 (数研出版)

「新編 5専�数学2(第2版・新装版)」：田代嘉宏 他 編（森北出版）
「新 微分積分I 改訂版」 : 5遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新編 5専�数学 2 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)
「新 微分積分I 問題集 改訂版」 : 5遠節夫 他 著 (大日本図書)
「大学・5専»�ため� #法演- 微分積分I」：糸岐宣昭・œ–廣孝 著 (森北出版）

1年�数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間$余’があ�場合$は)発展⁄な話題�‹うこともあ� ・レポーIは4‡�試験�·$提出す� ・参考書$Âげた書
Áは全部Íえ�必Ïはない ・4Ì�最Ô�授業時$)1年時�数学�内Ò$関す�実4試験�実Úし)成å$ 加Ûす� 
・前年Y�学年末休業前$課された課題�成å�レポーI�成å$加Ûす� 
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 無限数:�極限 無限数:�極限$つい0#˘し)演-�˙う 

2 無限J比数: 無限J比数:$つい0#˘し)演-�˙う 

3 無限J比級数 無限J比級数$つい0#˘し)演-�˙う 

4 関数�極限値 関数�極限値$つい0#˘し)演-�˙う 

5 関数�いろいろな極限 関数�いろいろな極限$つい0#˘し)演-�˙う 

6 いろいろな関数�極限 いろいろな関数�極限$つい0#˘し)演-�˙う 

7 連続関数 連続関数$つい0#˘し)演-�˙う 

8 中間試験 中間試験�˙う 

9 中間試験�#答・#˘)平均変化�と微分係数)導関数 中間試験�返�し)#答・#˘�˙う 平均変化�と微分係数)導関数$つい0#˘し)演-�˙う 

10 関数�積・��微分法)合成関数�微分法$つい0#˘し)演-�˙う 

11 逆関数�微分法)œ角関数�導関数$つい0#˘し)演-�˙う 

12 対数関数と指数関数�導関数 対数関数と指数関数�導関数$つい0#˘し)演-�˙う 

13 5次導関数)接線�方程式$つい0#˘し)演-�˙う 

14 平均値�定理)関数�増�$つい0#˘し)演-�˙う 

15 関数�グラフ$つい0#˘し)演-�˙う 

16 曲線�凹�とグラフ$つい0#˘し)演-�˙う 

17 いろいろな応用 関数�グラフ�概形�方程式�不J式などへ�利用$つい0#˘し)演-�˙う 

18 近似式)速Yと加速Y 近似式)速Yと加速Y$つい0#˘し)演-�˙う 

19 不定積分 不定積分$つい0#˘し)演-�˙う 

20 '換積分法と部分積分法 '換積分法と部分積分法$つい0#˘し)演-�˙う 

21 いろいろな関数�不定積分 いろいろな関数�不定積分$つい0#˘し)演-�˙う 

22 演-

23 中間試験 中間試験�˙う 

24 中間試験�#答・#˘)定積分 中間試験�返�し)#答・#˘�˙う 定積分$つい0#˘し)演-�˙う 

25 定積分�'換積分法 定積分�'換積分法$つい0#˘し)演-�˙う 

26 定積分�部分積分法)微分積分学�基本定理 定積分$よ�面積�計@法$つい0#˘し)演-�˙う 

27 いろいろな図形�面積 定積分�面積へ�応用$つい0#˘し)演-�˙う 

28 体積 定積分�体積へ�応用$つい0#˘し)演-�˙う 

29 区分求積法 区分求積法$つい0#˘し)演-�˙う 

30 定積分と不J式 定積分と不J式$つい0#˘し)演-�˙う 

関数�微分法（1）

関数�微分法（2）)œ角関数�導関数

5次導関数)導関数と関数�増�（1）

導関数と関数�増�（2）

関数�グラフ（1）

関数�グラフ（2）

16～21��総合⁄な演-�˙う 

I
考

前期)後期とも$中間試験およ�定期試験�実Úす� 
再試験�実Úす�ことがあ� 
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科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 行列�つい�理�し， 実��計�ができるか#試験，レポー)で評+する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年>シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

工学，自然科学，社会学なb幅dい分fで利用される線形代数学m基o�つい�講義し，演q#行う. 発展vな事xy適
宜|う予~である.

【A1】ベク)Çm意Ñおよびそm性ä#理�し，基本vな計�ができる． ベク)Çm意Ñおよびそm性ä#理�し， 基本vな計�ができるか#試験，レ
ポー)で評+する．

【A1】ベク)Çmåçé#利用し�， 平êë空ìm図形#ïçる． ベク)Çmåçé#利用し�， 平êおよび空ìm図形#ïçるか#試験，レポ
ー)で評+する．

【A1】行列およびそm演�éñ#理�し， 基本vな計�ができる． 行列およびそm演�éñ#理�し， 基本vな計�ができるか#試験，レポー)
で評+する．

【A1】連立1次é程�m�ñ�つい�理�し， 実��計�ができる. 連立1次é程�m�ñ�つい�理�し， 実��計�ができるか#試験，レポー
)で評+する．

【A1】行列��つい�理�し， 実��計�ができる.

成õは，試験85%　レポー)15%　とし�評+する．100点満点で60点以£#合•とする．試験成õは中ì試験と~期試
験m平®とする．

「改訂版 新版 線形代数」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「改訂版 新版 線形代数演q」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「新課程　チャー)�　基oと演q　数学II+B+C」：チャー)研究所編著 (数研出版)

「新 線形代数 改訂版」：高遠 節夫 監修（大日本図書）
「高専テキス)シリーズ 線形代数 第2版」：£f 健爾 監修（森北出版）
「線形代数学　初—か“ジョÇダ÷標準形Ÿ」：三宅 敏恒 著(培風館)
「線形代数学m演q」：三宅 敏恒 著(培風館)
「キーポイ÷) 線形代数」：薩摩 順吉・ÊÁ谷 晶二 著 (岩波書店)

1年m数学I， 数学II

履修:�
注意事項

・参å書�ÔげÒ書Úは全部ıいˆçる必˜はない.
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授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 平êベク)Ç

2 平êベク)Çm成分表˘と大きさ

3 ベク)Çm内積

4 位¸ベク)Ç

5 直線mベク)Çé程�

6 ˛mベク)Çé程�

7 演q

8 中ì試験

9 試験返却，空ì座標

10 空ìベク)Ç

11 空ìベク)Çm内積

12

13

14

15 演q

16

17 行列m累乗，逆行列�つい�学ぶ．

18 転¸行列，対称行列，交代行列，直交行列なb�つい�学ぶ．これまでm演q#行う．

19 
き出しñ�つい�学ぶ．

20 逆行列m��é，行列m階数�つい�学ぶ．

21

22 演q 行列�つい�m総合演q#行う．

23 中ì試験

24 試験返却，行列�m~義 中ì試験m答�#返却し，�答#��する．行列�m~義�つい�学ぶ．

25 行列�m性ä 行列�m性ä�つい�学ぶ．

26 行列�m展開 行列�m余因子展開�つい�学ぶ．

27 文�#�ん�行列� 文�#�ん�行列�mïいé�つい�学ぶ．

28 行列�と逆行列 行列�#用いÒ逆行列m表しé�つい�学ぶ．

29

30 演q

前期，後期とy�中ì試験および~期試験#実 する．

ベク)Çm基本vな概念・用#および加ñ・減ñ・実数&なbm演�とそm基本ñ'�つい�学ぶ.

ベク)Çm成分表˘，大きさ，平行�つい�学ぶ.

ベク)Çm内積，成分計�， 基本性ä�つい�学ぶ.

位¸ベク)Çm利用ñ�つい�学ぶ.

直線mベク)Çé程��つい�学ぶ.

˛mベク)Çé程��つい�学ぶ.

平êベク)Ç�つい�m総合演q#行う.

中ì試験#行う.

中ì試験m答�#返却し，�答#��する．空ì座標m基本vなïいéと用#�つい�学ぶ.

空ìベク)Çとそm成分�つい�学ぶ.

空ìベク)Çm内積�つい�学ぶ.

空ìベク)Çm応用(1) 空ì�おける位¸ベク)Çmïいéと直線mé程��つい�学ぶ.

空ìベク)Çm応用(2) 空ì�おける平êmé程�と球êmé程��つい�学ぶ.

空ìベク)Çm応用(3) 点と平êm距離，およびベク)Çm外積�つい�学ぶ.

空ìベク)Ç�つい�m総合演q#行う.

行列(1) 行列m概念と用#および和，差，スカラー&，積なbm行列m基本vな演��つい�学ぶ.

行列(2)

行列(3)

連立1次é程�と行列（1）

連立1次é程�と行列(2)

連立1次é程�と行列(3) 正'でない連立1次é程��つい�，そm�きé#学ぶ．

中ì試験#行う.

行列�と連立1次é程� 連立1次é程��1するクラメÇm公��つい�学ぶ．正'でない連立1次é程��つい�復qする．

行列��つい�m総合演q#行う.

I
考
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科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 重積��計�ができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

応用化学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

理工学Y�基[となるテイラー展開�偏微��重積��微�方程eについi講義する．概k�理lに重m�おき�基本問題
�応用問題�演sで基[�tめ�さらに応用x�つけi運用能x�高める．

【A1】ロピタ��定理�テイラー�定理など�Çっi�関数�極限値�近似
値など�計�ができる．

ロピタ��定理�テイラー�定理など�Çっi�関数�極限値�近似値など�計
�ができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】�数関数�三角関数など�様çな関数�不定積��èめることがで
きる．

�数関数�三角関数など�様çな関数�不定積��èめることができるか�
試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】定積��Çっi�面積�体積�曲î�ïさが計�できる． 定積��Çっi�面積�体積�曲î�ïさが計�できるか�試験�レポート�!テ
ストで評%する．

【A1】偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ò条件õき極値�
èめることができる．

偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ò条件õき極値�èめるこ
とができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】重積��計�ができる．

【A1】微�方程eとそ�lについi理lし�1階微�方程e�2階微�方程
eがlける．

微�方程eとそ�lについi理lし�1階微�方程e�2階微�方程eがlけ
るか�試験�レポート�!テストで評%する．

成üは�試験85%　レポート2%　!テスト10%　実x試験3%　としi評%する．試験成üは中間試験と定期試験�平
ßとする．100m満mで60m以´�合≠とする．

「新編 高専�数学3 [第2版・新装版]」：田代 嘉宏 他 編（森北出版）
「改訂版 新版微�積�II演s」：岡本 和夫 監修（実教出版）

「改訂版 チャートe 基[と演s 数学III」：チャート研究所 編著（数研出版）
「改訂版 新版微�積�II」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「数研講Œシリーズ 大学教養 微�積�」：加藤 文元 著（数研出版）
「大学・高専◊�ため�l法演s 微�積�II」：糸岐 宣昭 他 著（森北出版）
「高専テキストシリーズ 微�積�2 問題集」： ´野 健爾 監修（森北出版）

1�2年�数学I�数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Âがある場合には発展Èな話題�Îうこともある．・レポートは夏季休業前�冬季休業前等�適宜ıす．・参考書
に˘げた書˚は全部˛える必�はない．・4��最��授業時に2年時まで�数学�内�に関する実x試験�実�し�m
数�成üに加	する．・前年8�学年末休業前にıされたı題�成ü�レポート�成üに加	する．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 曲î�媒介変数方程e�極Œ�と曲î 媒介変数で表�された曲î�概���べる方法�学sする．

2 不定��極限値

3 べき級数�高次導関数

4 テイラー�定理

5 無理関数など�不定積�

6 �数関数�不定積�

7

8 中間試験 中間試験��う．

9 試験返却�和�極限としi�定積�

10 面積・体積

11 曲î�ïさ

12 広義積�

13

14 偏導関数�合成関数�偏導関数

15

16

17 陰関数定理

18 条件õき極大・極!

19 重積�

20 積��順序変更 積�順序�変更�理lし�計��する．

21 体積

22 極Œ�による重積�

23 中間試験 中間試験��う．

24 試験返却�微�方程eとl

25 変数�離�

26 同次�

27 î�微�方程e�完全微��

28

29

30 演s

前期�後期ともに中間試験およ%定期試験�実�する．

ロピタ��定理�用いi不定��極限�èめる.

べき級数�高次導関数�Îいについi学sする.

テイラー展開�マクローリ)展開�Çっi関数�近似e�èめる.

無理関数など�不定積�についi学sする.

�数関数�不定積�についi学sする.

sin x�cos x ��数関数�不定積� sin x�cos x �-.�数関数�不定積�についi学sする.

中間試験�答0�返却し�l答�l1する．和�極限としi�定積��理lし�和�極限�定積�に2しi計�する.

定積��Çっi面積ò体積�計�する.

定積��Çっi曲î�ïさ�計�する.

広義積�についi理lし�広義積��計�する.

2変数関数 2変数関数�概k�理lし�極限値ò連続5��べる.

偏導関数についi理lし�様çな偏導関数�計��する.

2変数関数�平ß値�定理 2変数関数�平ß値�定理�理lし�誤7�評%に利用する.

2変数関数�極大・極! 偏導関数�Çっi極値�計��する.

陰関数定理についi理lし�極値ò特異m�èめる.

条件õき�関数�極値についi理lし�極値�èめる.

重積�についi理lし�計��する.

重積��Çっi体積�èめる.

極Œ��Çっi重積��èめる.

中間試験�答0�返却し�l答�l1する．微�方程eと一般l�特殊l�特異lについi理lする.

変数�離��微�方程e�lく.

同次��微�方程e�lく.

î�微�方程e�完全微���微�方程e�lく.

2階微�方程e 2階微�方程e�1階微�方程eに2しilく.

定数係数2階î�微�方程e 定数係数2階î�微�方程e�lく.

微�方程e�lく演s�する.

I
考
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科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

確率・統計 (Probability and Statistics)

応用化学科・4年・前期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

1年HI学んK確率L基NOPまえてT確率U統計LVえWO必Xとす[場]I直]したときT必Xb基N的知eO講義
す[．

【A1】デーiO解kす[ときL統計LVえWO理解す[． 中間試験・定期試験Tレポーtu評wす[.

【A1】確率変zと確率分|L概~O理解す[． 中間試験・定期試験Tレポーtu評wす[.

【A1】二項分|T正規分|O理解しT具体ÖL確率bどO計áuき[． 中間試験・定期試験Tレポーtu評wす[.

【A1】推定・検定LVえWO理解しT具体ÖOäえ[． 中間試験・定期試験Tレポーtu評wす[.

成åはT試験90%　レポーt10%　として評wす[．試験成åは中間試験と定期試験L平均ëとす[．100ë満ëu60
ë以ïO合óとす[．

「LIBRARY 工学基N&高専TEXT 確率統計」¢河東泰之 監修（z理工学社）
「LIBRARY 工学基N&高専TEXT 確率統計 問題≠」¢河東泰之 監修（z理工学社）

「新 確率統計改訂版」「新確率統計問題≠改訂版」¢高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新版 確率統計」「新版 確率統計演習」¢岡本 和夫 監修（実教出版）
「キーポインt 確率・統計」¢和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)
「これKけは知っておこう! 統計学」¢東北大学統計グループ 著 (有斐ÿブックス)
「Ru‹し›統計」¢奥村 晴彦 著（共立出版）

1年z学ITIIT2年z学ITIIT3年z学I

履修:�
注意事項

・授業中I電‰Â必Xb場合Âあ[．・時間I余ÈÂあ[場合IはT 発展的b話題Oäうこともあ[.・参V書IÔげた書
Òは全部Ùえ[必Xはbい.
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授4計画（確率・統計）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5 確率分|L基本的b概~U性˜O学習す[．

6 二項分|Tポアソン分|LVえWと計áW˙O学習す[．

7 連続型確率分| 連続型確率分|と確率密�関zL概~O学習す[．

8 中間試験 中間試験O�う．

9 中間試験L解答・解�O�う．またT正規分|L基NO学習しT関連した確率L計áW˙O学習す[．

10 標準正規分|IついてTまたそL応用として二項分|L正規分|Iよ[近
Iついて学習す[．

11 母≠�と標本 母≠�と標本L関係TさらI標本平均L分|と中心極限定理bどIついて学習す[．

12 ë推定T区間推定LVえWT信頼係zU信頼区間Iついて学習す[．

13 母平均と母比率L区間推定Iついて学習す[．

14 仮�検定LVえWT用�Iついて学習す[．

15 母平均と母比率L検定Iついて学習す[．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験およ�前期定期試験O実�す[．

1H�デーi(1) 1H�LデーiL整理とそれI関す[基N的b用�O学習す[．平均bどL代表�Iついて学習す[.

1H�デーi(2) 1H�LデーiIおけ[散|�（分散T標準偏差）L意$O理解しTそL計áW˙O学習す[．

2H�デーi(1) 2H�LデーiL整理とそれI関す[基N的b用�O学習す[.共分散と相関係zIついて学習す[.

2H�デーi(2) 最小2乗˙T回帰直+Iついて学習す[．

離散型確率分|(1)

離散型確率分|(2)

中間試験L解答・解�T正規分|(1)

正規分|(2)

母zL推定(1)

母zL推定(2)

統計的検定(1)

統計的検定(2)

J
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年 シラバス

物理 (Physics)

応用化学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

物理<=事物・現@についてE観察・考察=どJ通してL物理学<に探NすP能RS態 JUてP.さらに基本<=概\や
原理・法`E理aJbめLそれJ活用すP能RJUgすPh第一学年ではLmに物理E基礎部pであPR学J学ぶh

【A2】等加速 直線運xEy速 S時{」Ly位}S時{」Ly速 S変位」
E関係ÅJ理aしL活用できPh

本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãS適時àâレポーêでL授業内íE理a J評
îすPh

【A2】運xE第1法`L第2法`L第3法`J理aしL活用できPh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãS適時àâレポーêでL授業内íE理a J評
îすPh

【A2】運x量保òE法`J理aしL活用できPh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãS適時àâレポーêでL授業内íE理a J評
îすPh

【A2】R学<エネルギー保òE法`J理aしL活用できPh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãS適時àâレポーêでL授業内íE理a J評
îすPh

【A2】つùûいE条†J理aしL活用できPh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãS適時àâレポーêでL授業内íE理a J評
îすPh

【A2】圧RS浮Rについて理aしL活用できPh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãS適時àâレポーêでL授業内íE理a J評
îすPh

g£はL試ã70%　レポーê30%　Sして評îすPh=おL試ãg£はL中á試ãSÑ期試ãE平均©SすPh100©満©
で60©以≠JûÆSすPh

y高専テキスêシリーズ 物理(≠) R学・波x」 潮秀樹監修（森北出版）
y高専テキスêシリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」 潮秀樹監修（森北出版）
y物理（1年生）～授業ノーê«演習問題～」 髙見健太郎（神戸高専）

yセミナー 物理基礎＋物理」 （第一学習社）
yフォêサイエンス 物理図◊」 （数研出版）
y高専E物理問題集[第3版]」 田中冨士男編著（森北出版）
y理科年表」 国立天文台編集（丸善）
y理化学辞典」 長倉三郎他編集（岩波書店）

国語L数学IL数学II

履修:�
注意事項

(i)授業計ıSテキスêにˆいL必˜予習JすPこSh学んだこSJÑ¸させPÖめL必˜復習や問題演習等E自習学習Jà
âこSh (ii)物理J理aすPÖめには数学<知�は必�S=PEでL数学JしっかùS勉�すPこS. まÖL考えE伝達・享受
E能R�必�=EでL国語�勉�すPこSh (iii)授業中におけP携帯電�やゲー��E使用L=らびに授業妨�につ=É
P言xJàっÖ�はL原`Sして教�よù退�させ欠席"いSすP.
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授4計画（物理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 物理学導入

2

3

4

5

6

7

8 中á試ã

9 中á試ãEa説 中á試ãE&えûわせSa説Jàâh

10

11

12

13

14

15 復習S演習 これまでE内íE復習S演習によù理aJbめPh

16

17 仕事S運x・位}エネルギーについて考察すPh

18 摩*=どÉ+い条†でE運xエネルギーS位}エネルギーE関係について考察すPh

19 R学<エネルギーについてEまSめJàâh

20

21

22 平面運xでE運x方程ÅS仕事について考察すPh

23 中á試ã

24 中á試ãEa説 中á試ãE&えûわせSa説Jàâh

25

26

27

28

29

30 復習S演習 これまでE内íE復習S演習によù理aJbめPh

前期L後期S�に中á試ãおよびÑ期試ãJ実2すPh

1・2・3年3E物理で学ぶLR学L熱L波xL電磁気L原子J概観すPh

直線運x1(平均E速 ・加速 ) 直線運xでE速 S加速 E平均4について考察すP.

直線運x2(x-tLv-tLa-tグラフ) 位}S時{L速 S時{L加速 S時{E関係JグラフJ使って考察すP.

直線運x3(瞬áE速 ・加速 ) 平均E速 S瞬áE速 について考察すP.

直線運x4(まSめ) 等加速 直線運xJ数ÅJ用いて理aすP.

運xE法`1(RL第一法`) RE種>Sxかし?さ・@さについて考察すP.

運xE法`2(第二法`L第三法`) RS加速 E関係（運x方程Å）L2つE物BEáにはÖらCRE関係（作用反作用E法`）について考察すP.

習熟 JみPÖめに中á試ãJàâ.

運xE法`3(まSめ) 慣IE法`L運x方程ÅL作用反作用E法`についてEまSめJàâ.

いろいろ=直線運x1(方程Å作g) これまで学習してきÖこSJいろいろ=直線運xに応用すP.

いろいろ=直線運x2(自由落下) これまで学習してきÖこSJいろいろ=直線運xに応用すP.

いろいろ=直線運x3(摩*S斜面) これまで学習してきÖこSJいろいろ=直線運xに応用すP.

運x量(RNS運x量・運x量保òE法`) yRSそERÉはÖらいÖ時áEN」Sy物BE質量S速 EN」について考察すP.作用反作用E法`から運x量保òE法`
J導出すPh

R学<エネルギー1(仕事) 物理におけP仕事について理aすP.

R学<エネルギー2(運xL位})

R学<エネルギー3(保ò法`)

R学<エネルギー4(まSめ)

平面・空á運x1(ベクêルSスカラー) TきさSUきJVつ量STきさだけJVつ量についてLそE表記方法S数学<Xù"いJ理aすP.

平面・空á運x2(速 S運x量LR) 直線運xで学んだ速 や運x量=どE知�J平面や空á運xE場ûに拡[すP.

平面・空á運x3(運x方程ÅL仕事)

習熟 JみPÖめに中á試ãJàâ.

いろいろ=空á運x4(等速円運x) 等速円運xにおけP速さや加速 について理aすP.

いろいろ=空á運x5(惑^E運x) ケプラーE3法`S万有引Rについて考察すP.

いろいろ=空á運x6(単振x) バネ振ù子E運xについて考察すP.

剛BにfCR(モーメンêLつùあい) 剛BにfCREつùあいやモーメンêJ理aすP.

流BにfCR(圧RL浮R) 圧RS浮Rについて考察すP.

I
考
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科　目

担当教員 佐藤 洋俊 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験・実験レポート・�テスト�評�する．

2 試験・実験レポート・�テスト�評�する．

3 試験・�テスト�評�する．

4 試験・実験レポート�評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学

原'とし*化学実験,におい*0う．

神戸市立工業高等専門学校 2025年?シラバス

化学 (ChemistrK)

応用化学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高学年Z専門[\研^�_様a\物bcdうため，化学[視hijかせ\い．化学物bにmする情ocpにつけ，特tc
uかし*研^に応用し，危険tc認yし*安{に配}し\ければ\ら\い．本科Ç�_pÉ\物bÑ専門[器具・薬àc
使用し，実験題ãc数åç利用し*学èし，基本[\ëíìcîいそれらc応用�きるよう学uòらëíる授業c展öし*
いç．

【A2】試薬・溶úZ特ùに注üし，器具c適°に使用し*，安{に実験c0
うことi�きる．

【A2】実験から£られた結•につい*ë¶し，化学反応Z量[m©c理解
�きる．

【A2】化学Z基本法'c理解し，化学反応¨c≠に計Øcすることi�き
る．

【A2】化学物bと社±とZつ\iりc理解�きる．

成¥_，試験70%　レポート15%　�テスト15%　とし*評�する．試験成¥_，中∑と定πZ平ªとする．班・個æZレ
ポートÑ�テスト�合計30%�評�する．指¬に√わ≈危険\0∆c0った場合_特別指 c0う．100h満h�60h
以Œc合œとする．再試験c実—する場合_60h以Œ�合œとし，当該試験Zh数c60hとする

Professional Engineer LibrarK化学（実教出版）
新課程版　リードα化学基礎＋化学（数研出版）
一般化学　（神戸高専）

新課程版　フォトサイエンス化学図録（数研出版）
化学I・IIZ新研^（三省堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（化学）

テーマ 内容（目標・準Hなど）

1 混合物Z分˘と物bZ構成

2 化合物と単体，原¸Z構造

3 同位体，電¸殻，電¸配�とイオン

4 化学結合，物b量Z応用（発uする気体量Z予想）

5 化学反応¨と実験へZ応用，化学反応¨と量Zm© 化学反応¨Zつçりìc実験c通じ*学ぶ．化学反応¨から反応�cëí，必�\物b量c計Øするì法c学ぶ．

6 物bZ三
とそZ変化，気体Z圧�と蒸気圧

7 ボイ�Z法'・シャ��Z法' 実験c通じ*，気体Z体�と圧�Zm©・気体Z体�と温?Zm©につい*学ぶ

8 中∑試験（前π） 教科書，ノートZ���み_不可，計Ø Z���み_事前に指¬する．

9 中∑試験Z解答・解説，ボイ�・シャ��Z法'，気体Z状
ì程¨ 中∑試験Z解答・解説c0う．ボイ�・シャ��Z法'から気体定数c çì法c学ぶ．

10 気体Z状
ì程¨実験，溶ú 気体Z状
ì程¨c応用し，実験c通じ*分¸量c計Øするì法c学ぶ．実験c通じ*溶解Z仕&みについ*学ぶ．

11 溶解?，濃?

12 (と塩基・中和反応¨，中和滴定

13

14 (化と還≠，金.Zイオン化傾0と(化数

15 (化・還≠とイオン化傾0Z応用 イオン化傾0c応用し*，日常u3�応用され*いる化学Z原理c実験c通じ*学ぶ．

16 (化数，電気分解 (化・還≠ZÇ安と\る(化数c学ぶ．そZ応用Z実験とし*電気分解c0い理解c5める．

17

18

19 ア�ミニウ:Z単体とイオン，鉛，炭=とケイ=

20

21 ?とそZ化合物，金，白金 ?_電気AB熱伝 ?iEきç，日常u3�よç利用され*いる．そZイオン_反応によっ*様a\FcGする．

22 遷移金.≠= 遷移金.≠=につい*，班ごとに調Lしまとめ，発Nc0う．

23 中∑試験（後π） 教科書，ノートZ���み_不可，計Ø Z���み_事前に指¬する．

24 中∑試験Z解答・解説，有 化合物 中∑試験Z解答・解説c0う．炭=cQR化合物c有 化合物という．構成≠=_S\ç，化合物Z種U_非常にåい．

25 ア�コー�，ア�コー�Z分解

26

27 構造異t体，炭化水= 分¸¨c基に構造異t体Z構造¨c書çì法c学ぶ．炭化水=につい*，分UとtbÑ反応c学ぶ．

28 ≠=分析，立体異t体 ≠=分析計Øc0い，&成¨，分¸¨，構造¨c çì法c学ぶ．幾何異t体と光学異t体につい*学ぶ．

29 芳香族化合物，高分¸化合物

30 pZaりZ化学物bとæ∑とZmわり 有 化合物i社±にどZようにuかされ*きたか，班ごとZ実験・発N\どc通じ*学ぶ．

前π，後πともに中∑試験およB定π試験c実—する．

混合物_様a\操eによっ*純物bに分˘することi�きる．物bに_2種U以ŒZ物bから\る混合物と1種UZ物bから�
き*いる純物biある．また，実験,Zh\実験器具Z使用ì法につい*実験c通じ*説iする．

蒸留装�Z°しい使いì，物理変化と化学変化Zlい，≠=につい*学ぶ．原¸_，原¸mとそれcとりまçいçつかZ電¸�構
成され*いる．原¸Z構造における規'tc学ぶ．

電¸_電¸殻に存pし*いる．各≠=Z原¸�_，電¸殻に存pする電¸数_一定�ある．イオン_電rcもつ粒¸�あり，tイ
オンとuイオンに分Uされる．イオンZu成，≠=Z周πNについ*学ぶ．

イオン結合，共有結合，金.結合\どについ*学ぶ．化学反応¨Z©数から，そZ反応における物bZ量[m©cxることi�き
る．実験c通じ*学ぶ．

実験c通じ*物bZ三
Zlい，状
変化ZyBì，状
図につい*学ぶ．実験c通じ*気圧Z定義，蒸気圧曲{につい*学ぶ
．

ある温?におい*，一定量Z溶|に溶解しうる溶bZb量c溶解?という．モ�濃?_，溶ú1リット�中に溶解し*いる溶bZ
物b量�Nした濃?�ある．

(Ñ塩基_，水溶ú中�水=イオンÑ水(化物イオンcuじる．また，(と塩基i反応し*，�いにそZtbcÄ�Åすことc中
和といい，水分¸と塩iu成する．濃?既xZ塩基（(）c用い*，濃?未xZ(（塩基）Z濃?cÑめる操ec中和滴定という．
計ØAB操eì法につい*も学B，pZaりZ実試料分析へ適用する．

pHと水=イオン濃?，中和反応とpH 水溶úZ(t，ア�カリt_，水=イオン指数によっ*Nされる．pZaりZ溶úについ*pHc調べ，水=イオン濃?とZm©c
実験c通じ*学ぶ．中和滴定曲{，塩Z水溶úZútについ*学ぶ．

(化還≠反応_，(=Z授äだけ�_\ç，水=Ñ電¸Z授ä�も説iされる．金.Z単体に_，水溶ú中�電¸cåっ*tイ
オンに\ろうとするtbiあり，これc金.Zイオン化傾0という．実験c通じ*学ぶ．

18族≠=と水=，17族≠=(ハロゲン)
水=_宇ìにîもåç存pし，水\どZ化合物とし*も存pし*いる．ïガス_そZ電¸配�Zため，化合物cつçりにçい．ハロ
ゲンZ単体_二原¸分¸�，(化�iòい．塩=_反応tiEきç，刺激õcもつ黄緑FZ有û\気体�ある．実験c通じ*学
ぶ．

16族≠=((=，硫黄)とそZ化合物，窒=化合物 硫(_òい(tc¬し，金.と反応する硫黄Z化合物�ある．(=_地殻にîもåç存pし，(=分¸ÑオゾンZ同=体iある
．窒=化合物Zう�，アンモニア_無F，刺激õZ気体�あり，水溶ú_§ア�カリt�ある．実験c通じ*学ぶ．

ア�ミニウ:イオンZtbc鉄(III)イオンと�¶し\iら，実験c通じ*学ぶ．ダイヤモンドと黒鉛Zlい，一(化炭=と二(化炭
=Zlいについ*学ぶ．

ア�カリ金.と2族≠=，鉄Z化合物，™Z化合物
ア�カリ金._1�Ztイオンに\りÑすい．単体_密?i�さç，¨め*反応tに≠ん�いる．マグネシウ:_反応tに≠R．そ
Z化合物_日常u3Z中�3用され*いる．鉄_イオン化傾0iEきç，2種UZイオンi存pする．それぞれi特有Z反応c
¬す．実験c通じ*学ぶ．

ア�コー�_ヒドロキシ�基cもつ．数種Zア�コー�につい*，tbc調べ，構造とZmわりcëíる．ア�コー�_数?(化さ
れた後，二(化炭=と水に分解される．ア�デヒド_分¸中にア�デヒド基cも�，還≠tiある．実験c通じ*学ぶ．

ケトン・エステ�化，炭化水=，分¸モデ�と構造異t体，化学¨Z決
定

酢(\どカ�ボキシ�基cもつ化合物cカ�ボン(という．カ�ボン(とア�コー�c縮合するとエステ�iu成する．ア�コー
�Z構造，tbc≠に炭化水=につい*ëíる．構造¨Z書きìc学B，異t体につい*ëíる．

ベンゼンªcもつ化合物c芳香族化合物という．芳香族炭化水=に_ベンゼンÑト�エン\どiある．高分¸化合物iu3Z中
�どZように利用され*いるかc実験c通じ*学ぶ．

H
考
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科　目

担当教員 小倉 和幸 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

物理 (Physics)

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

物理;<事物・現?についてD観察・考察<どI通してK物理学;に探MすO能QR態�ITてO.さらに基本;<概[や
原理・法_D理`IaめKそれI活用すO能QITfすOg第2学年ではK熱Q学K電磁気学K波pD基qI学ぶg

【A2】温�R熱について理`しK活用ができOg 本校がvめw期yにz{試}R適時z{レポーÉでK授業内ÖD理`�I評
áすOg

【A2】電磁気について理`しK活用ができOg 本校がvめw期yにz{試}R適時z{レポーÉでK授業内ÖD理`�I評
áすOg

【A2】波pD基本;<性âI理`しK活用できOよ{にすOg 本校がvめw期yにz{試}R適時z{レポーÉでK授業内ÖD理`�I評
áすOg

fãはK試}70%　レポーÉ30%　Rして評áすOg<おK試}fãはK中y試}Rv期試}D平均íRすOg100í満í
で60í以ñI合òRすOg

「高専テキスÉシリーズ 物理(ñ) Q学・波p」潮秀樹監修（森北出版）
「高専テキスÉシリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修（森北出版）

「セミナー 物理基q＋物理」 （第一学習社）
「フォÉサイエンス 物理図π」（数研出版）
「高専D物理問題集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）

国語K数学IK数学II

履修:�
注意事項

(i)授業計ŸRテキスÉに⁄いK必€予習IすOこRg学んだこRIv‡させOwめK必€復習や問題演習等D自習学習Iz
{こRg (ii)物理I理`すOwめには数学;知Êは必ÁR<ODでK数学IしっかりR勉ÏすOこR. まwK考えD伝達・享受
D能QÛ必Ù<DでK国語Û勉ÏすOこRg (iii)授業中におけO携帯電¯やゲー˙˚D使用K<らびに授業妨ˇにつ<が
O言pIzっw�はK原_Rして教�より退�させ欠席�いRすO.
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授4計画（物理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 温�R熱 絶対温�K熱K内
エネルギー<どD概[I理`すOg

2 熱量 熱Q学に特�<熱量K熱Ö量K比熱D概[I理`すOg

3 比熱D測v 物体yD熱量D出�りからK比熱について考察すOg

4 理想気体

5 気体D分子運p論 Q学D概[I用いてK気体D分子運p論I理`すOg

6 熱Q学第一法_ 熱Q学第一法_I理`しKそD応用I考えOg

7 熱Q学第二法_ 熱Q学第二法_I理`しKそD応用I考えOg

8 中y試}

9 中y試}D`説 中y試}D�え合わせR`説Iz{g

10 静電気Q 電�D性âや電�Dyに� QI理`すOg

11 電!R電位 電!・電気Q線・電位<どI考察すOgさらにガウスD法_D使い%I理`すOg

12 コンデンサー コンデンサーD仕)みI理`しKそD応用I考えOg

13 直流 電流R電�D速�D関係Kオー˙D法_K抵抗3について理`すOg

14 キルヒホッフD法_ 回8において起電QD代数和が電圧降下に等しいこRI理`しKキルヒホッフD法_I適用して回8I流れO電流I考察すOg

15 復習R演習 これまでD内ÖD復習R演習により理`IaめOg

16 ジュール熱 抵抗によって発@すOジュール熱について理`すOgまwK電QR電Q量D関係I考えOg

17 電流がつ O磁! 電流が磁!Iつ OこRI理`しK直線電流・円形電流・ソレノイED場合<どについて考察すOg

18 電流が磁!から受けOQ 磁!K磁束密�K磁束D関係I理`しK磁!中D電流が受けOQDIきさやそD%JI考察すOg

19 ローレンLQ 磁!中I運pすO�電粒子が受けOQであOローレンLQI理`すOgまwKそD応用I考えOg

20 電磁誘導 導体IQ 磁束D変化によって@じO誘導起電Qについて理`すOgまwK直流におけO自己誘導・相互誘導D現?I考察すOg

21 交流 交流D性âI学びK実z値K誘導リアクタンスKÖ量リアクタンスKインピーダンスD概[I理`すOg

22 電気振pR電磁波

23 中y試}

24 中y試}D`説 中y試}D�え合わせR`説Iz{g

25 正弦波

26 干cRde合わせD原理 波pに特�<現?RしてK干cI起こしKde合わせD原理により波D振fが決vされOこRI理`すOg

27 自由端・固v端反射

28 v常波 互いに逆Jきでoじ波長D進z波からKv常波が@じOこRI理`すOg

29 波D干c・回折・反射・屈折 ホイヘンスD原理I用いOこRでK波に特�<現?であO干c・回折・反射・屈折D現?I理`すOg

30 復習R演習 これまでD内ÖD復習R演習により理`IaめOg

前期K後期RÛに中y試}およびv期試}I実vすOg

理想気体についてfり立つKボイルD法_KシャルルD法_Kボイル・シャルルD法_I確zしK理想気体D状態%程}I理`す
Og

習熟�IみOwめに中y試}Iz{.

コイルRコンデンサーD)み合わせにより電気振pが起きOこRI理`すOgさらにKそれが電磁波D送受Äに関ÅしていOこRI
理`すOg

習熟�IみOwめに中y試}Iz{.

周期K角振p数K振p数K波長<どD基本;<概[RK波pD基本D形であO正弦波D表}I理`しK自Ñに変形できOよ{にす
Og

固v端R自由端でそれぞれで反射すORきにK位相がど{€れOかI理`すOgまwKそれによって@じO合f波について考察す
Og

I
考
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科　目

担当教員 森 寿代 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 細��構��細�小器��機��理�できているか%試'で評)する．

2 細�,�構��機��理�できているか%試'で評)する．

3

4 生殖細��形成過2�受4�しくみ�理�できているか%試'で評)する．

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 授:で随時紹>する．

関連科目 ?になし

?になし

神戸市立工:高等専門学校 2025年Oシラバス

生物 (BiologZ)

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本科jでは%生l�単位である細��構��機�%生l活o�維qするしくみ%生物rstu�vすしくみ�学wする．生
l科学�諸問zに関|�もち%理�するため�一Ç�なるよう%生物学�基礎áな素â�äにつける．

【A2】細��構��細�小器��機��理�する．

【A2】細�,�構��機��理�する．

【A2】酵素�はたらき%呼吸%発酵%光合成�しくみ�理�する． 酵素�はたらき%呼吸%発酵%光合成�しくみ�理�できているか%試'で評)
する．

【A2】生殖細��形成過2�受4�しくみ�理�する．

【A2】減数分裂%連鎖%組õえによって配偶†に多様£r生tるこ��理�
する．

減数分裂%連鎖%組õえによって配偶†に多様£r生tるこ��理�できてい
るか%試'で評)する．

【A2】遺¶�法®�遺¶†©�相互作用について理�する． 遺¶�法®�遺¶†©�相互作用について理�できているか%試'で評)
する．

【A2】DNA�構��タンパ≤質合成�過2�理�する． DNA�構��タンパ≤質合成�過2�理�できているか%試'で評)する．

【A2】実'�já�理�し%結∂に∑して授:内π�基に考ªできる． 実'�já�理�し%結∂に∑して授:内π�基に考ªできているか%レポー
øで評)する．

成¿は%試'80%　レポーø20%　�して評)する．試'成¿は中©試'�定期試'�平均«�する．100«満«で60
«以À�合Ã�する.

生物（東京書籍）
改訂版　フォøサイエンス生物図録 ：　鈴木孝仁　監修　(数研出版)

履修:�
注意事項
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授4計画（生物）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 細��構成する細�小器��はたらき�構�%細�小器�どうし�かかわË合いについて理�する．

2

3 細�,�はたらきÈ構�%半透£�浸透Ìについて理�する．

4 選択á透過£È受o輸ÒおよÛ�o輸Ò�しくみ%イオンチャネル%イオンポン˘�しくみについて理�する．

5

6 タンパ≤質合成に˙う情¸�˝れ�確�し%転�およÛ翻��しくみについて理�する．

7 演w 総合演w�おこなう．

8 中©試' 中©試'�おこなう．

9 酵素�構��はたらき

10 呼吸 呼吸���反応�˝れについて理�する．呼吸
�呼吸基質�関�について理�する．

11 発酵

12 実'：酵��アルコール発酵 酵���アルコール発酵に関する実'�おこなう．

13 光合成

14 実'：薄�≤ロマøグラフィーによる光合成色素�分離実' 光合成色素�植物組�から抽出し%それrど�ような色素�で構成されているか��べる．

15 演w 総合演w�おこなう．

16 細��光合成%窒素s化 細�における光合成�しくみについて理�する．窒素s化およÛ窒素固定�しくみについて理�する．

17 生殖�方法 生物によって#なる生殖�方法（無£生殖・有£生殖）�理�する．

18 減数分裂 減数分裂�しくみ�減数分裂で生tる配偶†�遺¶á多様£について理�する．

19 遺¶†�連鎖�組õえ

20 o物�配偶†形成�受4

21 ウ'�発生 ウ'�発生�様†�器�形成�過2について理�する．

22 演w 総合演w�おこなう．

23 中©試' 中©試'�おこなう．

24 カエル�発生 両生*�発生�様†�器�形成�過2について理�する．

25 被†植物�生殖 被†植物�配偶†形成�重複受4�概/�理�する．

26 被†植物�器�分化 植物�器��組�%組�0について�概/�理�する．

27 遺¶�法® メンデル�実'�メンデル�遺¶�法®について理�する．検定交5について理�する．

28 遺¶†©�相互作用 遺¶†�はたらきあいによË6られるいろいろな遺¶現9について理�する．複∑立遺¶†について理�する．

29 £�遺¶ £決定�仕組み�%雌=に共通する£染色体À�遺¶†による遺¶（˙£遺¶）について理�する．

30 演w 総合演w�おこなう．

前期%後期�もに中©試'およÛ定期試'�実Cする．

細�小器��はたらき（1）

細�小器��はたらき（2）%細�骨Ã 細��構成する細�小器��はたらき�構�%細�小器�どうし�かかわË合いについて理�する．細�骨Ã�はたらきについ
て理�する．

細�,�はたらき（1）

細�,�はたらき（2）

DNA�染色体 DNA�存在�GÈDNA�構��理�する．遺¶†�本体rDNAであるこ��Hらかにした研I�歴Kについて学ぶ．

DNA�タンパ≤質合成

酵素�活£部位�基質?#£について理�する．酵素活£�変£%最適温O%最適pHについて理�する．

アルコール発酵%乳酸発酵�過2について理�する．呼吸%発酵におけるATP�生産効Zについて理�する．

チラコイ[における光化学反応%電†¶達%ATP合成�しくみについて理�する．スøロマにおけるカルビン・ベンソン回bについて
理�する．

連鎖�組õえについて学wし%配偶†に多様£r生tるこ��理�する．組õえ)から染色体地図r作成されるしくみについて
理�する．

減数分裂による4†�d�形成�受4�過2%およÛde�過2について学ぶ.

I
考
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科　目

担当教員 李 庚鎬 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 中間・定期試��レポー��評�する．

2 中間・定期試��レポー��評�する．

3 中間・定期試��レポー��評�する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

自%�問'()くこ�,大.なの�1自宅学4(5らないこ�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

物理 (Physics)

応用化学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

第二学年ま�cdcつけg物理学の知識・思考方m(も�cして1音波・光波およv初等xな原子物理(理)し1自ら考え
応用し1探}する~(dcつける．各%Äの基礎xな事Ñ(よく理)し1工学xな応用(視ÄcÜれて1自ら探}する契機
(提ãする．

【A2】波åの基礎xな概é��もc1音波�光波の具体xな性í(理)す
る

【A2】前期量子ï�原子・原子核・素粒子物理の初等xな知識(1科学史
xな視ö��もc理)する．

【A2】演4(通して1基礎xな問'(自ら考え1)く~(dcつける．

成ùは1試�85%　レポー�15%　�して評�する．試�成ùは1中間試��定期試�の平均ö�する．最終成ùは1100
ö満ö�60ö以ß(合©�する．™状¨cよっては1再試�(Øう．）

「高専テキス�シリーズ 物理(ß) ~学・波å」潮秀樹監修™森北出版）
「高専テキス�シリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修™森北出版）
「セミナー 物理基礎＋物理」 ™第一学4社）

「フォ�サイエンス 物理図“」™数研出版）
「高専の応用物理[第2版]」小暮陽三監修™森北出版）
「理化学辞典」長倉三郎他編集™岩波書店）
「理科年表」国立天文台編集™丸善）
「高専の物理問'集[第3版]」田中冨士男編著™森北出版）

国語1数学I1数学II1応用物理ほかの専門科目

履修:�
注意事項

- C–39 -



授4計画（物理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 シラバス�授業の˜¯方の説明後1音の発˝�伝ˇおよv音の三要素cついて)説する．

2 音の発˝�伝ˇおよv音の三要素cついて)説する．

3 これま�c学ん�波性íから1うなり�共�cついて考える．

4 これま�c学ん�波性íから1うなり�共�cついて考える．

5 緊急車
,サイレン(�らして�づく�き��ざかる�き�は1音の高さ,�なる．このこ�cついて考える．

6 緊急車
,サイレン(�らして�づく�き��ざかる�き�は1音の高さ,�なる．このこ�cついて考える．

7

8 中間試�

9 中間試�の)説 中間試�の�え合わせ�)説(Øう．

10

11 シャボン�c�,�くのはなぜか．薄�cよる干�(考える．

12 シャボン�c�,�くのはなぜか．薄�cよる干�(考える．

13

14 鏡1¯,ね1光ファイバー1レーザーなどの光学機$cついて)説する．

15 鏡1¯,ね1光ファイバー1レーザーなどの光学機$cついて)説する．

16 電子の電%�í量,どのようc&られgか1�ムソンの実�1ミリカンの油滴実�(通じて)説する．

17 電子の電%�í量,どのようc&られgか1�ムソンの実�1ミリカンの油滴実�(通じて)説する．

18 原子�原子核 原子の構/cついて1科学史xな視ö(ふまえて)説する．

19 原子核の崩2�半減期1放射7cついて)説する．

20 原子核の崩2�半減期1放射7cついて)説する．

21 核融合�核%裂1核エネルギーcついて)説する．

22 核融合�核%裂1核エネルギーcついて)説する．

23 中間試� 中間試�(Øう．

24 中間試�の)説 中間試�の�え合わせ�)説(Øう．

25 光の粒子性�電子の波å性cついてcついて)説する．

26 光の粒子性�電子の波å性cついてcついて)説する．

27

28

29 素粒子cついて1クォーク模?の概要()説する．

30 素粒子cついて1クォーク模?の概要()説する．

前期1後期�もc中間試�およv定期試�(実@する．

音波1{音の発˝1音のBさ1音の三要素}

音波2{音の発˝1音のBさ1音の三要素}

音波3{うなり1共�}

音波4{うなり1共�}

音波5{ドップラー効果}

音波6{ドップラー効果}

光波1{反射�屈折1回折�干�} 光波の反射�屈折12Nのスリッ�cよる光の回折�干�(考える．

1～7Qの範S�試�(Øう．

光波2{反射�屈折1回折�干�} 光波の反射�屈折12Nのスリッ�cよる光の回折�干�(考える．

光波3{薄�cよる光の干�}

光波4{薄�cよる光の干�}

光波5{偏光1%散1散乱} 光は横波�ある,1自然光は˜Ø方Zc垂\な]�あらゆる方Zc振åしている．一つの方Zc振å,偏っg光(つくる�どの
ようなこ�,`きる�ろうか．まg1夕cはdく1eはなぜfいのか．これらcついて)説する．

光学機$1{レンズ1レーザー}

光学機$2{レンズ1レーザー}

電子1

電子2

原子核の崩2�放射能1

原子核の崩2�放射能2

原子核の崩2�放射能3

原子核の崩2�放射能4

波å性�粒子性1

波å性�粒子性2

原子の構/1 原子の7スペク�ル1ボーiの原子模?1X7の波長cついて)説する．

原子の構/2 原子の7スペク�ル1ボーiの原子模?1X7の波長cついて)説する．

素粒子1

素粒子2
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科　目

担当教員 平野 洋平 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 �し���英��スラスラ��沢山�むことができるか�演)で評+する．

6 異�/0諸事3につ�6理8でき6�るか�9演)で評+する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科=はこ?以A0英語科が開DするE60科=に関Gする

電子辞書9または英和辞書�持Pすること

神戸市立工業高等専門学校 2025年_シラバス

英語 (English)

応用/学科・1年・通年・必修・4単位【D義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

4技x0バランスに配{しながら9第1学年とし6必�な英語Ä�総合ÉにÑにつける．演)科=でもある0で9授業àに
指äさ?る方çで予)・復)�必êëうこと9授業に積極ÉにPïすること9発óすること9英語音ô�利用した演)�ëう
ことがõ�úめら?る．

【B3】1年ûレベ°0語彙・ó£�)§する． 1年ûレベ°0語彙・ó£�)§でき6�るか�9à間・期末試験™´演)で
評+する．

【B3】1年ûレベ°0�ç項=�)§する． 1年ûレベ°0�ç項=�理8し6�るか�9à間・期末試験™´演)で評
+する．

【B3】1年ûレベ°0英語���≠し�8Æできる． 1年ûレベ°0英語���≠し�8Æでき6�るか�9à間・期末試験™´演
)で評+する．

【B3】1年ûレベ°0英語�Ø�6≠し�理8したり9リピー¥したりできる． 1年ûレベ°0英語�Ø�6≠し�理8したり9リピー¥したりできるか�9à間
・定期試験または演)で評+する．

【B3】�し���英����沢山�むことができる．

【D2】英��通し69異�/に∂する人∏0�/9生活様式9Ω0見方が理
8できる．

成¿は9試験70%　演)30%　とし6評+する．ただし9必�に応じ6再試験�ëう場合がある．授業à0演)が十«に
ëわ?な�場合9原 とし6年間総合評+は不Ãとなる．

「MY WAY English Communication I」⁄森住›ほか15名（三省堂）
「Vision Quest English Grammar 24 For 3rd Edition」⁄高校英語研究会・啓林館編集部（啓林館）

「Vision Quest 総合英語 3rd Edition」⁄野村恵造編著（啓林館）
「理工系学生0ため0必修英単語2600」⁄亀山太一監修（成美堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（英語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 Introduction 英語学)0心�え．予)復)0仕方0説明9Ä試し等

2 Lesson 1 Proverbs Around the World

3 Lesson 1 Proverbs Around the World

4 Lesson 2 Iwago Mitsuaki: An Animal Photographer

5 Lesson 2 Iwago Mitsuaki: An Animal Photographer

6 Lesson 3 Sending Canned Mackerel to Space

7 Lesson 3 Sending Canned Mackerel to Space

8 à間試験08答・8説 à間試験08答・8説�ëう

9 Lesson 4 Messages from Winnie-the-Pooh

10 Lesson 4 Messages from Winnie-the-Pooh

11 Lesson 5 Endangered Languages

12 Lesson 5 Endangered Languages

13 Lesson 6 A Wheelchair Traveler

14 Lesson 6 A Wheelchair Traveler

15 学)内�0復) ここまで0学)内���り�る

16 Lesson 7 The Fugees

17 Lesson 7 The Fugees

18 Lesson 7 From Landmines to Herbs

19 Lesson 8 Avatar Robots

20 Lesson 8 Avatar Robots

21 Lesson 8 Avatar Robots

22 学)内�0復) ここまで0学)内���り�る

23 à間試験．à間試験08答・8説 そ?までに学)したことにつ�6試験�ëう・à間試験08答・8説�ëう

24 Lesson 9 Kadono Eiko and the Power of Imagination

25 Lesson 9 Kadono Eiko and the Power of Imagination

26 Lesson 9 Kadono Eiko and the Power of Imagination

27 Lesson 10 SDGs

28 Lesson 10 SDGs

29 Lesson 10 SDGs

30 学)内�0復) ここまで0学)内���り�る

前期9後期ともにà間試験およ´定期試験�実"する．

・世$0ことわざ9&わ?るó£0'�(共通*など�,る．・£在形 / 過去形 / 進ë形 /SVO(O=that節)�理8し9ó£する

第26と7じ

・写真家 岩合光=さんが写真�通し6つたえた�こと．・助動詞 / BけÑ / 助動詞0つ�たBけÑ�理8し9ó£する

第46と7じ

・高校生がCった鯖Fが宇HIJ´立った．・動名詞 / to不定詞0名詞É用ç・副詞É用ç・形�詞É用ç�理8し9ó£する

第66と7じ

・世$àで�LMが?るNクP0プーさん』にSめら?たメッセージ．・£在完了形 / £在完了進ë形 / 過去完了形�理8し9ó
£する

第96と7じ

・消[0危]にある世$0言語とそ0�/．・関係代名詞 / It is ... to不定詞�理8し9ó£する

第116と7じ

・b�すで世$一cした三代達eさん0ブログ．・£在«詞・過去«詞0形�詞É用ç / «詞�� / It is ... that �理8し9ó
£する

第136と7じ

・難j0子kたち0ため0サッカーチーpが未r�sり開�きっかけに．・関係副詞 / 比較級・最上級�理8し9ó£する

第166と7じ

第166と7じ

・y?た場zに�6もコミュニケーション�Ãxにする«Ñロボッ¥．・条É�óすif節 / 仮定ç過去 / I wish ～ / as if ～ �理
8し9ó£する

第196と7じ

第196と7じ

・児童�学C家・角野栄子さん0Cä0魅Äと9想像Ä0世$．・SVO1O2 (O2=how to ＝) / SVO＋to 不定詞 / SVOC (=動
詞0原形9£在«詞） �理8し9ó£する

第246と7じ

第246と7じ

・SDGsに関する課ëにつ�6プレゼンテーション形式でîえる．・プレゼンテーション0基礎　�理8し9ó£する．

第276と7じ

第276と7じ

I
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科　目

担当教員 飯島 真之 助教

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 異文��諸事�につい�理�でき�いるかを$演&で評(する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科.はこ1以3�英語科6開8する9��科.に関;する

電子辞書$または英和辞書を持Dすること

神戸市立工業高等専門学校 2025年Tシラバス

英語 (Englis_)

応用�学科・2年・通年・必修・4単位【8義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

4技n�バランスに配qしな6ら$第2学年とし�必vな英語wを総合zに{につける．演&科.でもある�で$授業Äに
指Çさ1る方Öで予&・復&を必àâうこと$授業に積極zにDçすること$発èすること$英語音ëを利用した演&をâう
こと6ìîïめら1る．

【B3】2年óレベö�語彙・èúを&ùする． 2年óレベö�語彙・èúを&ùでき�いるかを$Ä間・定期試験£§演&で
評(する．

【B3】2年óレベö�文Ö項.を&ùする． 2年óレベö�文Ö項.を理�し�いるかを$Ä間・定期試験£§演&で評
(する．

【B3】2年óレベö�英語長文をßしî�®できる． 2年óレベö�英語長文をßしî�®でき�いるかを$Ä間・定期試験£§演
&で評(する．

【B3】2年óレベö�英語を©い�ßしî理�したり$リピーÆしたりできる． 2年óレベö�英語を©い�ßしî理�したり$リピーÆしたりできるかを演&
で評(する．

【D2】英文を通し�$異文�にØする人±�文�$生活様式$∂�見方6理
�できる．

成πは$試験70%　演&30%　とし�評(する．ただし$必vに応じ�再試験をâう場合6ある．授業Ä�演&6十¿に
âわ1ない場合$原√とし�年間総合評(は不≈となる．

「Grove Englis_ Communication II」”笹島’など◊文英堂）

「Vision Quest 3rd Edition」”野村恵造編著◊啓林館）
「Vision Quest Englis_ Grammar 24 For 3rd Edition / Ultimate 2nd」”高校英語研究会・啓林館編集部◊啓林館）
「理工系学生�ため�必修英単語2600」”亀山太一監修◊成美堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（英語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 Introduction 英語学&�心˜え．予&復&�仕方�説明$w試し等

2 Lesson 1 Breakfast Around t_e World

3 Lesson 1 Breakfast Around t_e World

4 Lesson 2 W_at Makes You a Good Street Dancer?

5 Lesson 2 W_at Makes You a Good Street Dancer?

6 Lesson 3 Volunteering and Music Bring Us Toget_er

7 Lesson 3 Volunteering and Music Bring Us Toget_er

8 Ä間試験．Ä間試験��答・�説 そ1までに学&したことについ�試験をâう・Ä間試験��答・�説をâう

9 Lesson 4 Zoos ― Roles and C_allenges

10 Lesson 4 Zoos ― Roles and C_allenges

11 Lesson 5 Paper Can C_ange t_e Future

12 Lesson 5 Paper Can C_ange t_e Future

13 Lesson 6 Our Advanced Network Society

14 Lesson 6 Our Advanced Network Society

15 学&内��復& ここまで�学&内�を�り�る

16 Lesson 7 Connecting wit_ People

17 Lesson 7 Connecting wit_ People

18 Lesson 7 Connecting wit_ People

19 Lesson 8 Practice Makes Perfect ・大�さん6国際�パンコンテスÆに むまで�経#を理�し�$$えを%める．・関係副(とそ�用Ö$¿(˜文

20 Lesson 8 Practice Makes Perfect

21 Lesson 8 Practice Makes Perfect

22 学&内��復& ここまで�学&内�を�り�る

23 Ä間試験．Ä間試験��答・�説 そ1までに学&したことについ�試験をâう・Ä間試験��答・�説をâう

24 Lesson 9 T_e World Wit_out Honeybees

25 Lesson 9 T_e World Wit_out Honeybees

26 Lesson 9 T_e World Wit_out Honeybees

27 Lesson 10 T_e Fort_ Bridge

28 Lesson 10 T_e Fort_ Bridge

29 Lesson 10 T_e Fort_ Bridge

30 学&内��復& ここまで�学&内�を�り�る

前期$後期ともにÄ間試験およ§定期試験を実1する．

・国2地4で5う朝7�特9につい�理�し�$$えを%める.・「S+V」「S+V+C」「S+V+O」「S+V+O1+O2」「S+V+O+C」�文
型$動名(

第2?と@じ

・スÆリーÆダンスについ�理�し�$$えを%める.・完了形$進â形$完了進â形

第4?と@じ

・若GをボランティJにDçさせるロックコープス�活動につい�理�し�$$えを%める.・助動($助動(+完了形$to不定(�
用Ö

第6?と@じ

・動∂P�役Rについ�理�し�$$えを%める.・Sけ{◊「S+V+O1+O2」「S+V+O+C」$助動(をTむ$進â形など）

第9?と@じ

・U�消W6必àしも森林破Zにつな6らないことについ�理�し�$$えを%める.・名(を修[する¿(／¿(�形�(z用
Ö$「S+V+(O+)O (=t_at節・S+V+C(=t_at節))」「S+V+(=seem[appearなど])+to不定(」

第11?と@じ

・ネッÆワーク社会�利便eと危険eについ�理�し�$$えを%める.・「S+V+O+(to不定(・¿(・原形不定()」「S+V+
(=seem[appearなど])+to不定(」

第13?と@じ

・社会zなつな6り6人にhえる影jについ�理�し�$$えを%める．・比較(as～as/not as～as)$関係代名(�用Ö

第16?と@じ

第16?と@じ

第19?と@じ

第19?と@じ

・ミツバq�有益eについ�理�し�$$えを%める．・仮定Ö過去・過去完了$if �ない仮定Ö$仮定ÖをTむèú

第24?と@じ

第24?と@じ

・スコッÆランw�フォースz6ど�ようなzかについ�理�し�$$えを%める．・倒置$省略$@��t_at$付帯状É�wit_

第27?と@じ

第27?と@じ
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科　目

担当教員 山本 長紀 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 外��諸事�につい�知�� かになったかを&演()評+する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科1は&こ4以外�英語科�開9するすべ��科1に関<する．

電子辞@または英和辞@を持Dすること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Tシラバス

英語 (Englis_)

応用化学科・3年・通年・必修・4単位【9義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

1&2学年)学(した内qを確sにしたt)&さらに4技x�バランスにz配|しな�ら&}にリーディンÇÉ�充sをÖる．
演(科1)zある�)&授業áに指âさ4る方ã)予(・復(を必éèい&また授業に積極íにDìし&発ïすること&英
語音óを利用した練(をèうこと�õúùめら4る．

【B3】3年üレベ¢�語彙&ï§を(•する． 3年üレベ¢�語彙&ï§を(•)き�いるかを&á間&定期試´およÆ演(
)評+する．

【B3】3年üレベ¢�文ã項1を(•する． 3年üレベ¢�文ã項1を(•し�いるかを&á間&定期試´およÆ演()評
+する．

【B3】さまざまなReading Skillを把πし�&3年üレベ¢�英語長文を正
しú解º)きる．

さまざまなReading Skillを把πし�&3年üレベ¢�英語長文を正しú解º)
きるかを&á間&定期試´およÆ演()評+する．

【D2】英文を通し�&外��人æ�文化&生活様式&√�見方�理解)きる
．

成«は&試´70%　演(30%　とし�評+する．100点満点)60点以tを合Õとする．再試´をsœする場合�ある．授
業á�演(�十“にèわ4ない場合&原’とし�年間総合評+は不ÿとなる．

「BIG DIPPER Englis_ Communication III」„石川慎一郎・áÈ�りこほか7名（数研出版）

「Vision Quest 総合英語 3rd Edition」„野村恵造編監修（啓林館）
「理工系学生�ため�必修英単語2600」„亀山太一監修（成美堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（英語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 Introduction / Lesson 1

2 Lesson 2 「健康」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�意見を�す・@úÉを�う．

3 Lesson 3 「討論」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�意見を�す・@úÉを�う．

4 Lesson 4 「食文化・歴史」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�意見を�す・@úÉを�う．

5 Lesson 5 「コミュニケーション」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／クラスメー と会�を"けるÉを�う．

6 Lesson 6 「娯楽・歴史」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�意見を�す・@úÉを�う．

7 Lesson 7 「ウェブサイ 」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／}定�+を人に,めるÉを�う．

8 á間試´&á間試´�解答・解説 á間試´�解答・解説をおこなう．

9 Lesson 8 「自然」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�意見を@úÉを�う．

10 Lesson 9 「異文化理解」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�意見を�す・@úÉを�う．

11 Lesson 10 「芸術」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�意見を�す・@úÉを�う．

12 Lesson 11 「リーフレッ 」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�6え
計9を�す・@úÉを�う．

13 Lesson 12 「心理」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�意見を�す・@úÉを�う．

14 Lesson 13 「経済」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“�意見を�す・@úÉを�う．

15 Lesson 14 「新聞記事」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／関<した写Aについ�描写するÉを�う．

16 Lesson 15 「スポーツ」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／パラÇラフ構成を把πするÉを�う．

17 Lesson 16 「言語・文化」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／パラÇラフ構成を把πするÉを�う．

18 Lesson 17 「環境」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／パラÇラフ構成を把πするÉを�う．

19 Lesson 21 「技術・社会」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／�約文を完成させるÉを�う．

20 Lesson 21

21 Lesson 22 「歴史・人権」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／内qをまとめたポスターを完成させるÉを�う．

22 Lesson 22

23 á間試´&á間試´�解答・解説 á間試´�解答・解説をおこなう．

24 Lesson 18 「教育・社会問題」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／パラÇラフ構成を把πするÉを�う．

25 Lesson 19 「メディア・倫理」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／パラÇラフ構成を把πするÉを�う．

26 Lesson 20 「健康・歴史」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／パラÇラフ構成を把πするÉを�う．

27 Lesson 23 「防災」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉを�う．

28 Lesson 23

29 Lesson 24 「科学・倫理」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／内qをリテリンÇするÉを�う．

30 Lesson 24

シラバス解説&英語学(�心構え&予(復(�仕方等．「食文化・環境」に関する英語を題
に&概�
�点を把πするÉ／自“
�意見を�す・@úÉを�う．

19週1とYじ

21週1とYじ

27週1とYじ

29週1とYじ

I
考

前期&後期とzにá間試´およÆ定期試´をsœする．
学生�英語(熟T・状況等によっ�授業計9を変aすること�ある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 英
によ�基本��コミュニケーショ�ができ�かどうか$演&で評(す�．

2 授業-.質疑・応3$4して7学9.リスニ�<能>$評(す�．

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科Aは7こD以F.英
科が開Hす�すべて.科Aに関Kす�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Xシラバス

英
演& (The Practice of English)

PILEGGI MARK 教授

応用化学科・3年・後期・必修・1単位【H義・演&】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

This class is the first time for students to have English class focusing on communication skills of 
speaking and listening. TOEIC study tips will also be introduced for the first time in this class.

【B3】英
によ�基本��コミュニケーショ�ができ�．

【B3】さまざま�コミュニケーショ�場è.7英
話ë.発ì$îきï�こ
とができ�．

【B3】TOEIC試験対ö.基õ$演&し7úにつけ�． TOEIC対ö.基õがúについてい�かどうか$7-間試験・定期試験7演&
で評(す�．

【D2】アメリ§.文化�内ßについて英
で®かDたも.$理¨でき�． アメリ§.文化�内ßについて英
で®かDたも.$理¨でき�か7-間試
験・定期試験7およÆレポー±で評(す�．

成≥は7試験70%　演&30%　として評(す�．

Comprehensive Practice for the TOEIC L&R Test: Lynch7 Shitori (Seibido)
プリ�±

履修:�
注意事項

英和・和英辞®（電子辞®$æむ）$準¬す�こと．�お7テキス±$紙媒«で購入（入手）してい�い場合7成≥$評(し�
い．
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授4計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Introduction to the Course

2 TOEIC Test Info and TOEIC Textbook Introduction

3 English Conversation and American Culture(1)

4 TOEIC Unit 2 Meetings & Seminars

5 English Conversation and American Culture(2)

6 English Conversation and American Culture(3) Conversation strategies – Confirmation questions - Giving directions to draw a picture.

7 Mostly reviewing for the exam Finish up with any leftover TOEIC or Conversation practice and review for midterm test.

8 -間試験 Midterm test and assessment.

9 TOEIC Unit 3 Restaurants

10 English Conversation and American Culture(4)

11 English Conversation and American Culture(5) Video about American lifestyle and holidays.

12 TOEIC Unit 4 Company Recruitment

13 English Conversation and American Culture(6)

14 Overall TOEIC review and conversation

15 Complete term review for the final exam

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Overview of the course ー Assessment of students' English proficiency.

Basic info about the test7 the 7 different parts. Start textbook Unit 1 Travel (未来表現).

Self-introductions7 Conversation Strategies - Rejoinders. American greeting styles and language.

Textbook grammar point: (現在分詞・過去分詞).

American trivia and information exchange. Conversation Strategies – Follow up Questions. What? Where? 
Why? When? With who? How...?

Go over midterm. Start a new TOEIC Unit. Textbook grammar point(代名詞).

Discussion about family and travel. Conversation Strategies – Clarification Questions. Also finishing TOEIC if 
not done unit 3.

Textbook grammar point:(不定詞・動名詞) .

Conversation Strategies – Keeping or killing the conversation. Overall review of English communication skills 
learned so far.

Taking time to review and clarify any TOEIC study points7 as well as continuing to practice all conversation 
skills learned so far.

Focusing on test content and confirming student's English communication progress. Also introducing self-
study apps for spring break.

J
考

後期-間試験およÆ後期定期試験$実Èす�．
Midterm and final tests created from about 1/3 homework7 1/3 TOEIC7 1/3 Conversation Strategies. I use Google Classroom a lot! (For submitting 
homework and sharing class data).
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(90%), B4(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 授業��質疑・応���して�各学��コミュニケーショ%能'�評)する．

3

4 授業��質疑・応���して�各学��リスニ%/能'�評)する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科3はこ6以8�英語科;開=する>て�科3?関Aする．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Oシラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] PILEGGI MARK 教授, [後期] 平野 洋平 准教授, [後期] ミラー 非常勤=師

応用化学科・4年・�年・必修・2単位【=義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

前期：Class alternates between English conversation skills and TOEIC test taking skills. American Culture 
and Global topics also introduced.後期：クラス�2つ?êけ�前íì後íî学�;ï6ñわる．8国人=師�授業î
は英語î�自己表現技ü��日本人教師?よる授業îは�TOEIC問£�解•�学習する．

【B4】TOEIC試験対©�基´�演習し¨?つける． TOEIC対©�基´;¨?ついているかどうか���間試験・定期試験�演習
î評)する．

【B3】英語?よる基本≥¥コミュニケーショ%;îきる．

【B3】∂しい英語�発∏;îきる． 授業��質疑・応���して�各学�;∂しい発∏;îきるかどうか�評)す
る．

【B3】さまざま¥コミュニケーショ%場Ω��英語話ø�発∏�¿き¡るこ
ì;îきる．

【B3】コミュニケーショ%?必¬¥英語�語彙�文•�理解îきる． 授業�?¡∆«っ…重¬語彙�文•項3?ついて�知Õ��間試験・定期試
験�演習î評)する．

成œは�試験70%　演習30%　ìして評)する．前期は�到達3標1�5��間・定期試験40%�演習10%î評)する． 後
期は到達3標2～4�演習20%�到達3標1�5��間・定期試験30%î評)する．…だし�必¬?応じて再試験�ÿう場合
;ある．

Climb High to the TOEIC L&R Test: Yasumaru�Watanabe�Totoki�Zitzmann�Hama (Kinseido)
Science for Tomorrow: Hattori� Yamashita� Hasegawa� Perkins (Kinseido)
プリ%ト

履修:�
注意事項

英和・和英辞書（電子辞書�Îむ）�準Ôするこì．¥お�テキスト�紙媒ıî購ï（ï手）してい¥い場合�成œ�評)し¥
い．
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授4計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Also TOEIC Information revisited

2 English Conversation (1)

3

4

5

6

7

8 Midterm assessment Midterm test and assessment

9

10

11 English Conversation (6) Asking about and describing routines and exercise (2)

12

13

14

15 Skill strengthening Strengthen weak points through various exercises

16 English Conversation (1) Overview of the course - International Introductions

17 English Conversation (2) Jobs and routines

18 English Conversation (3) Describing routines using adverbs of frequency

19 English Conversation (4)

20 English Conversation (5) Describing where classmates live using prepositions of space

21 English Conversation (6) Asking about life experiences (Have you ever...)

22 English Conversation (7)

23 Midterm Test Midterm test and assessment

24

25 Science for Tomorrow: Unit 1

26

27 Science for Tomorrow:: Unit 2

28

29 Science for Tomorrow: Unit 3

30

前期�後期ìも?�間試験およ�定期試験�実�する．

Introducing yourself; introducing others; checking information� exchanging personal information

English Conversation (2)� TOEIC演習(1) Describing school and daily schedules� Unit 5 Traffic & Travel �過去形・過去進ÿ形］

TOEIC演習(2) Finish Unit 5 Unit 5 Traffic & Travel �過去形・過去進ÿ形］

English Conversation (3)� TOEIC演習(3) Talking about likes and dislikes� Start Unit 6 News�未来表現］

TOEIC演習(4) Finish Unit 6  Unit 6 News�未来表現］

English Conversation (4)� (Review) Talking and describing about families� review for midterm test

English Conversation (5)� TOEIC演習(5) Return test. Asking about and describing routines and exercise (1)� Start Unit 7 Job Offers & Employment [現
在完了形]

TOEIC演習(6) Finish Unit 7 Job Offers & Employment [現在完了形]

English Conversation (7)� TOEIC演習(7) Talking about past events�Start Unit 8 Office Work & Meetings [受動態]

TOEIC演習(8) Finish Unit 8 Office Work & Meetings [受動態]

English Conversation (8)� (Review) Giving opinions about past experiences; talking about vacations� give final test data overview

Shopping� numbers and prices

Writing a postcard� simple past

TOEIC演習（9） 後期?おけるTOEIC学習�説�およ�Unit 9 Buisiness [接続詞]

Recyclable Glue that Sticks and Unsticks on Demand 変幻自在�エコ接着剤

TOEIC演習（10） Finish Unit 9 Buisiness [接続詞]

Bumble Bees Like to Play with Toys too! 昆$も%�;&き？

TOEIC演習（11） Unit 10 Announcements & Advertisements�前置詞］

Lab-Grown Chicken Approved for Sale in the US )∆*;る代ñ肉市場

TOEIC演習（12）ìまìめ Finish Unit 10 Announcements & Advertisements�前置詞］ and review 後期TOEIC学習内/�まìめ

J
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(70%), B4(30%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科�は，こ�以��英語科�開�するすべて�科��関!する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年2シラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] 濱口 由美乃 非常勤�師, [前期] ミラー 非常勤�師, [後期] 濱口 由美乃 非常勤�師

応用化学科・5年・通年・必修・2単位【�義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

前期は，クラスを2つ�iけ，少人数教oを実qする．授業計t�2回～8回と9回～15回�セッ}�なっており，学ÇはÉ�
Ñわること�なる．前期授業�半iは，英語á発âáきる技術çを�éし，自i�ëえを英語á発ìするため�技術�基
本を学習する．前期授業�半iと後期�授業áは，科学技術やそ�ô�テーõをúった英ùとTOEICテス}を演習形式
á学習する．また，プレゼンテーション・コンテス}�©けた演習™実qする．

【B3】英語�論理展開を理Æし，プレゼンテーション用原稿作≤�利用á
きる．

英語�論理展開を理Æし，プレゼンテーション用原稿作≤�利用áきている
かどうか，原稿チェック∫�評ºする．

【B3】プレゼンテーション�ため�態2や提ø�基本¿な方¬を理Æし実
√áきる．

プレゼンテーション�ため�態2や提ø�基本¿方¬を実√áきているかど
うか，発ìƒá評ºする．

【B4】科学技術やそ�ô�テーõ�関する英ùを≈み，正»�英ùを≈み
…ること�áきる．

科学技術やそ�ô�テーõ�関する英ù�≈Æ は，演習と中間試Œおよび
定期試Œá評ºする．

【B4】科学技術やそ�ô�テーõ�関する語“を増‘させる． 科学技術やそ�ô�テーõ�関する語“ は，演習と中間試Œおよび定期
試Œá評ºする．

【B3】TOEICテス}�演習を数◊くこなすこと�より，TOEIC�スコŸを©
⁄させること�áきる． TOEICテス}�関しては，演習と中間試Œおよび定期試Œá評ºする．

≤€は，試Œ70%　プレゼンテーション25%　演習5%　として評ºする．100点満点á60点以⁄を合‡とする．必·�応
じて再試Œを‰うこと�ある．�標1，2をプレゼンテーションá評ºする．到達�標3，4，5を中間試Œ・定期試Œおよび演習
á評ºする．なお，プレゼンテーションを‰わない場合は不合‡とする．

Best Practice for the TOEIC L&R Test :Yoshizuka， Skerritt， Schauerte (Seibido)
Science Bridge :Nozaki， Matsumoto， Graham-Marr (Kinseido)

「理科˝�ため�É門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）
「はじめて�英語プレゼンテーション」：飯泉恵美子，T. J. Oba著（ジャパンタイムズ）
「理工˝大学Ç�ため�英語ハンドブック」：東京工業大学�国語研究教oセンター編（三省堂）

履修:�
注意事項

電子辞書，'�英和・和英辞典，または辞書Ÿプ*等�Éった携帯端.を持0すること．また，éøさ�た課2や，予習・復
習を»実�‰うこと．なお，テキス}を'媒7á購É（É手）していない場合，≤€を評ºしない．
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授4計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 イン}ロダクション 教員紹介，少人数授業�ため�グループiけ，授業�Aめ方・内C�ついて�ガイダンスを‰う．

2

3

4

5 書き言FとGし言F�H�注Jを喚Lし，準Nしている原稿�英ùを洗Pさせる．発ì∫�態2�ついて™再2éQする．

6

7

8 中間試Œ�Æ答・Æ説 中間試Œ�Æ答とÆ説を‰う．

9

10

11

12

13

14

15 こ�まá�復習 こ�まá学習してきた内Cを復習する．

16 プレゼンテーション�準N プレゼンテーション�原稿作≤．

17

18

19

20

21 プレゼンテーション�発ìƒを実qする．

22 プレゼンテーション�発ìƒを実qし，校内�コンテス}�出場する代ìを決定する．

23 中間試Œ�Æ答・Æ説 中間試Œ�Æ答とÆ説を‰う．

24

25

26

27

28

29

30 授業�WりXり

前期，後期と™�中間試Œおよび定期試Œを実qする．

プレゼンテーションi析(1) こ�回から15回�まáは2グループ�iか�て，グループごと�授業．プレゼンテーション�実√\�]�，英ù�構≤，ì現，図
�提ø，発ì態2など�ついてi析し理Æする．

プレゼンテーションi析(2) 2回�とaじ．

原稿作≤実√(1) 自i�発ìしたい2�をbび，プレゼンテーション�ため�原稿を作≤する．そ�際，2～3回�á学習した内Cを反eさせるよう
�éQする．

原稿作≤実√(2)

発ìƒ(1) 授業をfける20g�学Ç�うh半数�10g�，準Nした原稿や図を™と�プレゼンテーションを‰う．学Ç�相互評º™‰う．

発ìƒ(2) 前回とak�lり�10g�，プレゼンテーションを‰う．学Ç�相互評º™‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス} Unit 5 (前半)と TOEIC 演習(1) 試科学技術英語≈Æ演習(Unit 5 :Pareidolia — Imaginary Faces)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス} Unit 5 (後半）と TOEIC 演習(2) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 5 :Pareidolia — Imaginary Faces)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 6 (前半)と TOEIC 演習(3) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 6 :Robotic Finger)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキスUnit 6 (後半)と TOEIC 演習(4) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 6 :Robotic Finger)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 7 (前半)と TOEIC 演習(5) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 7 :Delicious Insect Food)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 7 (後半)とTOEIC 演習(6) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 7 :Delicious Insect Food) とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 9 (前半)と TOEIC 演習(7) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 9:Wildfire and Air Pollution)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 9 (後半)と TOEIC 演習(8) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 9 :Wildfire and Air Pollution)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 11 (前半)と TOEIC 演習(9) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 11 :Might Toothpaste Cure Allergiesu)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 11(後半)と TOEIC 演習(10) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 11 :Might Toothpaste Cure Allergiesu)とTOEIC演習を‰う．

プレゼンテーション�発ìƒ1

プレゼンテーション�発ìƒ2

科学技術英語≈Æ演習：テキス}Unit 12 (前半)と TOEIC 演習(11) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 12 :NASA's DART Spacecraft)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 12 (後半)と TOEIC 演習(12) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 12 :NASA's DART Spacecraft)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 14 (前半)と TOEIC 演習(13) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 14 :The Doppler Effect)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 14 (後半)と TOEIC 演習(14) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 14 :The Doppler Effect)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 15 (前半)と TOEIC 演習(15) 科学技術英語≈Æ演習(Unit 15 :Surviving a Trip to Mars)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語≈Æ演習:テキス}Unit 15 (後半)と TOEIC 演習(16) 科学技術英語≈Æ演習(テキス}Unit 15 :Surviving a Trip to Mars)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語�≈Æ，英語プレゼンテーション，TOEIC対策，そ�ぞ��·点をおさらいする．

J
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試��演��評�する．

2 演��評�する．

3 演��評�する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新�アクティヴ・ドイ(語」清水薫（同学社）

参考書

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Bシラバス

国Hコミュニケーション(ドイ(語) (German for International Communication)

応用化学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日常生p�必rな表tu題wにしながら{ドイ(語|初歩的知Å�文Éu�Ñする．第二言語�しàドイ(語u学ぶこ��{
ネイティå�しà|日本語{義務教ê�学ん�きì英語u相対化しàóられるようにする．外国語学�は{そ|地域・国|文
化u理°するこ�につながるこ�u知る．

【D2】ドイ(語|基礎的な語彙{表t{文É知Åu¶にßける．

【D2】ドイ(語|学�u通しà日本語{英語u相対化しàóるこ�が�きる
ようになる．

【D2】言語u文化�しà理°する．

成™は{試�70%　演�（レポートØ∞テストØ課題発表など）30%　�しà評�する．試�成™は{中間試��定期試�|
平均ª�する．100ª満ª�60ª以øu合¡�する

『óるだけ�ƒし≈学べる「«らし」�「文化」ドイ(|こ�»図鑑』野口真南（KADOKAWA）2019年
『標÷ドイ(語』常木実（郁文堂）1990年
「こ�»�文化」 鈴木孝夫 （岩波新書）2004年

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 イントロダクション ドイ(語についà{学�|仕方{「外国語学�|意義」についà（一年u通しà学びながらÈえàÎしいこ�）．

2 英語�Ïい「つづÓ通Ó」に発Ôする練�{短母Ô{複母Ô{重母Ô|発Ô．

3 子Ô|発Ô変化|ルールu練�．

4 挨拶 表t練�{基数詞 簡単なあいさつ表tuˇえ{�っàみる．数詞|練�．

5 名前{出¶地など自己紹介．動詞|一人称{二人称�|練�．「あなìはどこから�ましìか�」など．

6 語�が規則的に変化する動詞（＝規則動詞）|人称変化|練�．次�に暗�テスト．

7 ここま�|ま�め 母Ô{子Ô|変化{あいさつ{数詞|復�．自己紹介|文における規則動詞|復�．

8 中間試� ここま�|範��中間試�u実施．

9 前期中間試�|°答・°説．自分以外|家%|紹介．動詞|三人称�|練�．「あなì|父(|趣*はなん�すか�」など．

10

11

12 商,|値./特1uìずねる{店5�6|会話場面．「すみません{プリン>はどこ�すか�」など．

13

14

15 ?き@Ó練�{ドイ(|文化紹介 ここま�|?き@Ó問題に挑Cする．ドイ(|文化u表すおもしろい表tなどu紹介．

16 家%構成/{所Hしàいるも|uìずねる．「あなìはIuJっàいますか�こ|IはK|も|�すか�」など．

17

18

19 「ど|商,がおLみ�すか�」/「Mは母(|手Oいuしàいます」など．

20

21

22 ここま�|ま�め おもに「定冠詞・不定冠詞・所H冠詞|¡変化」�{「不規則動詞|人称変化」u復�．

23 中間試� ここま�|範��中間試�u実施．

24 「誕生日は{お父さんにSuプレゼントしましìか�」など．〜に{〜u{など目的語が二つある表t．

25

26

27 「どこにW≈|�」「どこにいる|�」など|表t．（場所か方Xか）

28

29 前置詞u用いì熟語・慣用表tなど．ここま�|文Éポイント|ま�め．

30 ?き@Ó練�{ドイ(|文化紹介 ここま�|?き@Ó問題．ここま�|ドイ(語学�u\まえ{「外国語学�|意義」u]めà確認．

授4計画（国Kコミュニケーション(ドイW語)）

アルファベート�発Ô（1）

アルファベート�発Ô（2）

LEKTION1g名前{住所{出¶地

LEKTION1g文É|ポイント

LEKTION2g年齢{趣*{職業{家%

LEKTION2g文É|ポイント 文|kÓ方{sein（〜�ある{存nする）|tn人称変化．

LEKTION2g文É|ポイント 疑問詞{所H冠詞（M|／あなì|／彼r| etc.）{r性�|接�語などについà学�．

LEKTION3:wいxする場面�|表t

LEKTION3:文É|ポイント 名詞|性�¡（1¡／4¡）u学�．不定冠詞（＝一つ|）{定冠詞（＝そ|）{指示代名詞（それ）|�い方�{「¡変化」|練�．次
�暗�テスト．

LEKTION3:文É|ポイント{ここま�|ま�め 願}u表す助動詞möchte（〜しìい）|�い方．人称代名詞（彼{彼r{それ）|練�．ここま�|規則動詞|変化{文|kÓ方{
冠詞|¡変化{指示代名詞{人称代名詞などu復�．

LEKTION4gJÅxについàìずねる

LEKTION4:文É|ポイント haben（Jつ）|tn人称変化{定冠詞・不定冠詞・所H冠詞|¡変化．次�暗�テスト．

LEKTION4:文É|ポイント 2¡（所H）|用É．否定冠詞kein（＝ひ�つも〜ない）|�い方．否定疑問文に対する答え方．

LEKTION5:Lみ|表t{生p��う表t

LEKTION5:文É|ポイント 3¡支á|動詞|練�．不規則動詞|人称変化．次�に暗�テスト．

LEKTION5:文É|ポイント 定冠詞類{人称代名詞|3¡{男性弱変化名詞など．

LEKTION6:プレゼント|表t

LEKTION6:文É|ポイント 目的語が二つある文ã|練�{3¡・4¡支á|動詞．命令�|練�．

LEKTION6:文É|ポイント 名詞複数�|語�変化�¡変化{人称代名詞（1〜4¡）|導入．

LEKTION7:外出にêする表t

LEKTION7:文É|ポイント 前置詞|各支á．3¡支á{4¡支á|前置詞．

LEKTION7:文É|ポイント{ここま�|ま�め

D
考

前期{後期�もに中間試�および定期試�u実施する．
達成B|îいïには{暗ñu課する．
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科　目

担当教員 牛根 靖裕 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 ドイ�語，韓国語

神戸市立工業高等専門学校 2025年(シラバス

国-コミュニケーション(中国語) (Chinese for International Communication)

応用化学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現代中国語（標準語[\発^_基礎的文dを，発^・読解・作文\演jを通じl学jするo受講q\教授内uvwする理
解をはかる評価w}_しl，中間・定期試ÉvÑえ，随時àすàâ\àäをãå演jで\éèêみí重îするo

【D2】現代中国語\発^_そ\ピンインvよる表記dをjöするo 現代中国語\発^_そ\ピンインvよる表記dを講義中\演j（発^練j[
vよっl評価するo

【D2】現代中国語\漢字（簡体字[\中でí，比較的使用頻(\高いí\
\¶ß®をjöするo

現代中国語\漢字（簡体字[\¶ß®を演j（短文読解・作文・™テスト・à
ä[vよっl評価するo

【D2】現代中国語\簡単≠文d知Øをjöするo 現代中国語\簡単≠文d知Øを演j（短文読解・作文・™テスト・àä・口頭
発表[およ≥中間試É，定期試Évよっl評価するo

成µは，試É60%　演j（発^、読解、作文、™テスト、àä、口頭発表[40%　_しl評価するo試É成µは中間試É，定
期試É\平均点o演jでは授業内で\暗ºおよ≥™テストíàす（複数回[oコミュニケーション能¡\養成を重îするた
め，試É以â\評価を40%_するo試É・演j\評価を総«し，100点満点60点以…を« _するo

おíl≠し中国語教材開発研Œチーム—著］『初級中国語でおíl≠し　改訂版』（金星堂， 2024年[

相原茂—編著］『新装版　はじめl\中国語学j辞典』（朝日出版社 ，2021年[
相原茂・石田知子・戸沼市子〔著〕『WhyÚvこたえるはじめl\中国語\文d¶』（同学社，2016年再版[
相原茂・喜多山幸子・魯暁琨〔著〕『大˛≠こ_はみん≠やさしい中国語で�える』（朝日出版社，2001年[

履修:�
注意事項

現代中国語\学jを通じ，中国\文化・社�vwする関�を�めるo受講qvは講義\予j・演j・復jへ\自主的≠é
èêみ
�められるo辞¶を購�する場«は，講師からは『新装版　はじめl\中国語学j辞典』（相原茂[編著]，朝日出
版社，2021年[を推�するo
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3

4

5 基本構文を用いた短文\読み解ßを�≠い，練j問ävéèêåo

6

7 副�や動�を用いた基本構文を用いた短文\読み解ßを�≠い，練j問ävéèêåo

8 中間試É

9

10 動��を べる連動文，現代中国語で\時を表わすさまざま≠語�・表現\を学ぶoまた短文を講読し，練j問ävéèêåo

11

12 家族構成を)べる短文を読み解ß，練j問ävéèêåo

13

14 年*≠どを)べる短文を読み解ß，練j問ävéèêåo前期v-った現代中国語\基本語dvついl，復j・確0を�うo

15 総«復j 中間試É以2\講義で\学j内uvついl，復j・確0を�うo

16 前期学j内u\復j 動�)語構文，助動�≠ど前期学j内uvついl，復j・確0を�うo

17

18 物˛\所6を表現する短文を読み解ß，練j問ävéèêåo

19

20 存6を)べる短文を読み解ß，練j問ävéèêåo

21

22 復j

23 中間試É

24 中間試É\問ä，解8\確0を�い，内uvついl解9するo状;\持=を表わす動;助�“着@を学ぶo

25 推量・確0を表わす語�助�“吧@，)語C
主語＋)語_≠っlいる主))語文を学≥，短文を読み解ß，練j問ävéèêåo

26

27 短文を読み解ß，練j問ävéèêåo

28

29

30 総«復j 中間試É以2\文d，語dvついl，復j・確0を�うo

前期，後期_ív中間試Éおよ≥定期試Éを実Gするo

授4計画（国Kコミュニケーション(中国語)）

講義概I\9明，発^練j(1) 本講義\®針・目標・内u・評価®d\9明，およ≥同9明v関する質疑応8≠ど\後，中国語\声調・母^（単母^，複母
^，n/ngをTう母^[，発^記号（ピンイン[\表記dを学jするo

発^練j(2) 中国語\複母^，子^\発声d，表記dを学jするo現代中国（中華人民共和国[で公用文字_されlいる簡略字「簡体字^v
ついlí_れるo

発^練j(3) 中国語\子^，鼻母^\発声d，声調変化，r化^を学jするoまた発^練j\おさらいを�≠うo

第1à　人称代名�，動�“是@，疑問文(1) “…... @，疑問文� (2) - 疑
問�疑問文

中国語で常用する人称代名�，動�“是@を用いた基本構文を学jするo語気助�“ @を用いた当否疑問文，「什么^（何[・「� 谁
^（誰[を用いた疑問�疑問文を学jするo

第1à　短文講読，発展練j問ä

第2à　指示代名�，動�)語文，疑問文(3) “…...呢@，副� “也/不
/都@

現代中国語で用いる指示代名�，動作動�\基本構文を学ぶoまた語気助�“…...呢@を用いた省略疑問文，常用する副�\用
dvついlí学jするo

第2à　短文講読，発展練j問ä

第1yから第7yまで\内uvついl試Éを�うo

中間試É\解8_ま_め第3à　助動�“想@，助�“吧@(1) 中間試É\内uvついl解9するo中国語短文暗ºàä\9明oàä用短文は受講q\I|を}ん~…で告知するo中国語
vおける助動�\語d，提案・Éい命Öを表わす語気助�“吧@\用dを学ぶo

第3à　連動文(1)，時点表現，短文講読，発展練j問ä

第4à　構造助�“的@(1)，疑問文(4) - 選択疑問文，形u�)語文，
名�)語文(1)

連体修à\語�（定語[をâä構造助�“的@，選択ãから\選択を�める疑問文，形u�を用いた表現，日付・天候・身長・体重
≠どを表現する_ßv用いられる名�)語文vついl学ぶo

第4à　短文講読，発展練j問ä

第5à　名�)語文(2)，比較文，常用量� 月日・曜日・時間・年*・値î≠ど数を)べる名�)語文，形u�\程(を)べる比較表現，名�\数量表現v用いる量�を学
ぶo

第5à　短文講読，発展練j問ä　　文d\ま_め

第6à　介�(1)，時点_時量，連動文(2)，存6動�“6@ 動�\�óv関わる場所・w}≠どをâä介�，動�\発òする時間（時点[や動作\持=時間（時量[，動作�ó\®dや手
îを示す連動文，存6\所6を表わす動�“6@\用dを学ぶo

第6à　短文講読，発展練j問ä

第7à　介�(2)，存現文(1)，助動�“�/能@，®位� 動作\場所を示す介�“6@，存6動�“有@_“6@をíちいた存現文，可能\助動�“�@_“能@\用d，位ùを表わす中国語
\®位�を学ぶo

第7à　短文講読，発展練j問ä

第8à　動作\進�表現，構造助�“的@(2)，完了表現 動作\進�を表現する“6/正6/正…...(呢)@，動��を連体修à�化する構造助�“的@\用d，動作\完了を表わす動;助
�“了@，状£\変化\完了・発òを表わす語気助�“了@を学ぶo

第8à短文を読み解ß，練j問ävéèêåo第17回講義以2\学j内uvついl復jするo

第17回から第22回まで\講義で\学j内u\jö状£を，筆記試Évよè確0するo

中間試É\解9第9à　状;\持=表現

第9à　助�“吧@(2)，主))語文，短文講読，発展練j問ä

第10à　®向補語，数量補語，“是…...的@構文 人や物\移動\®向を表わす®向補語，動作\持=時間や回数を表わす数量補語，場所・時間・®©≠どをéè立ll)べる“
是…...的@構文を学ぶo

第10à　短文講読，発展練j問ä

第11à　結果補語，経É表現，可能補語 動作・�ó\結果を具体的v)べる結果補語，動作・�ó\経Éを)べる“过(過)@\用d，結果補語_®向補語\可能表現で
ある可能補語を学ぶo

第12à　二重目的語，使役表現，様;補語 目的語を2種éっl物˛\授与・éöを表わす動�\二重目的語表現，動�“让(讓)@を用いた使役表現，動作およ≥そ\結果
vwする評価や主体・w}\状;を)べる様;補語を学ぶo

D
考
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科　目

担当教員 高 秀美 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 『みんな���韓国語（文法編 』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社

参考書

関連科目 ドイ4語，中国語

課題，9テス<=準?をしBC�，授EF参HすることをMNOみます．

神戸市立工E高等専門�校 2025年]シラバス

国aコミュニケーション(韓国語) (Korean for International Communication)

応用化�科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

韓国語(ハングル =文ä=仕åみを理éしながê単語と文ë=íみìきïñきóり=練öをしながê�öする．文法事
úを理éしながê挨ûï自己紹¢など=基礎¶な会話表™を�öする．韓国=社会ï生活文化などが理é�きる映画
ïドラØを選∞し，語�能≤を≥¥文化=理éをµめる．

【D2】ハングル文ä構∏を理éし，日常生活�π∫ªNºわれる基礎¶な
短文表™を¿Fつける.

文ä�ö=段≈�は，9テス<を«なNと∫2»F1…�実Àし，文ä=ö得状
Œを把–しながê，—ìN」ことFついては9テス<およ◊前期，後期と∫中間試
›と∞期試›�評flする．

【D2】簡単な挨ûï自己紹¢かêはじめ，�ö内‰を基礎Fして場面Á=
会話表™をö得する．

会話表™は，それぞれ=表™を個ÁF発Ïïイン<ネーションを指導◊チェ
ッÙを授E中Fıい，後期Fおいては会話Fついて口˜�=発表Fより評fl
する．

【D2】韓国・朝¯=文化=理éをµめ，コミュニケーション能≤◊国a
感˙を¿Fつける．

韓国語=基礎¶な知¸ï会話�öと同˛F会話=背�Fある文化をついて
é�をıい，そ=理é]を前期，後期と∫中間試›と∞期試›�評flする．

∏�は，試›50%　9テス<20%　演ö30%　として評flする．∏�Fおいて，9テス<と演ö（課題◊授E中=暗唱・
発表など を重
する理�は初歩¶なコミュニケーション能≤を確�するBめ�ある．100点満点�60点以Cを合�とす
る．

『ポケッ<プログレッシ�韓日・日韓辞�』  油谷幸利　他編著　9�館，2004年
『パスポー<朝¯語9事�』  塚本勲　監修・熊谷明泰編集　白水社，2011年
『基礎かê��韓国語講座　初級』木内　明著，国ì刊ı会，2004年

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3 韓国語=基本子Ïを復ö後，激Ïと濃Ïを��．

4 韓国語=子Ïを復ö後，基本母Ïä=åみ合わせ�8êれB複合母Ïを勉Mする．

5

6 韓国文化ï韓国;=生活を映<を通じて��．

7

8 中間試›

9

10

11

12

13 漢数ä：日本語=いち，F，さんF相Bする年，月，日，値段，電話番号，何;前，�年，≈，…，号IなどFºう．漢数äを�ö．

14 Review 2

15 前期=まとめ ∞期試›FNけB課題演öをıう．まB，これま�=�ö内‰を再確�するとと∫F，口˜�質疑応Rする．

16 復ö◊数ä=活用 前期=�ö内‰を9テス<�再確�する．数äï数詞，数TUFついて�öする．

17

18 動詞ï形‰詞=否∞表™と˙TておきBい動詞を文ëを8りながê�öする．

19 接続語尾\して，\Nて，\�あり，\が，\けれどFついて�öする．

20 Review 3

21 韓国文化ï韓国;=生活を映<を通じて��．

22 用]=『�す・ます形』，『\ヘ_`』\と不可能=表™Fついて�öする．

23 中間試›

24 中間試›=内‰Fついてé�する．用]=『�す・ます形』，『\ヘ_`』を復öし，縮約形=『\ヘ_`』を�öする．

25 固有数ä：日本語=gつ，hつFBBる数ä，\歳，˛間，個，名，枚，lなどFºう，固有数äを�öする．

26 Review 4

27 動詞=過去形を�öする．oは\かê\ま�と手段を表す助詞を��．

28 さまざまな尊t=表™を�öする．

29 おuい表™，丁wな命令形Fついて�öする．

30

前期，後期と∫F中間試›およ◊∞期試›を実Àする．

授4計画（国Kコミュニケーション(韓国語)）

授Eガイダンス・文äと発Ï(1)基本母Ï 授E=ガイダンスとと∫F，簡単F韓国文化，韓国語=歴}ï文äFついて�明する．そして，韓国語=基本母Ï（10個 Fつい
て�明する．

文äと発Ï(2)子Ï（平Ï 韓国語=基本母Ïを復ö後，基本子Ï（10個 を��．

文äと発Ï(3)子Ï（激Ï・濃Ï 

文äと発Ï(4)h重母Ï

文äと発Ï(5)子Ï（終声子Ï ・íみU=法則 子Ïと母Ï=åみ合わせを単語をºって練ö後，パッチム(子Ï＋母Ï=後FÖる子Ï，ÜTると意味 Fついて勉Mする．

文化ú目（1 ：韓国=映画感想

第1課　åは吉田ひかる�す． \�す・�すか（ハムニダ` ，\は(助詞 ついて�öする．

第1»かê第7»ま�=内‰Fついて試›をıう．

中間試›=éRとまとめ，第2課　お名前は何�すか 中間試›=内‰Fついてé�する．\�す・�すか=（ヘ_` ，\が(助詞 Fついて�öする．

第3課　ここは出口�はありません． \�はありません（名詞文=否∞ ，\∫(助詞)Fついて�öする．自己紹¢=練öをıう．

Review 1，第4課　êNF地下ì=îありますか． 第1課かê第3課ま�=内‰を復öする．\います・\ありますoは\いません・ありません，\F(助詞)Fついて�öする．

第5課　�校=図ì館�アルバイ<をします． \をしますoは\�(場所＋�)を�öする．

第6課　å=誕生日は10月9日�す．

第4課かê第6課ま�=内‰を復ö，練ö問題を通じて確�する．

第7課　友úとランチをùべます． 用]=『�す・ます形』　『\ハムニダ`』，\と(助詞 ついて�öする．

第8課　日本=†はあまり°Nありません．

第9課　キムチは£いけどおいしい�す．

第7課かê第9課ま�=内‰を復ö，練ö問題を通じて確�する．

文化ú目（2 ：韓国=映画を通して=文化理é

第10課　今日は天¶がとて∫ªい�す．

第16»かê第22»ま�=内‰Fついて試›をıう．

中間試›=éRとまとめ，第11課　公®�友úを©ちます．

第12課　合コンは今日=夕U6˛�す．

第10課かê第12課ま�=内‰を復ö，練ö問題を通じて確�する．

第13課　KTX�3˛間かかりましB．

第14課　韓国=映画は≠き�すか．

第15課　ÆをØTてNださい．

Review 5，後期=まとめ 第13課かê第15課ま�=内‰を復ö，練ö問題を通じて確�する．これま�=�ö内‰を再確�するとと∫F，口˜�質疑応R
する．

D
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 新体
テス
�得��評�する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

宮内 健嗣 非常勤講師, 吉本 陽亮 准教授

応用化学科・1年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主bなスポーe活gh通してj生lにわたって心r�健sh保持増vしjwかなスポーeライzh継|するため�資質・
能
hÅ�通Ç育Éすることh目áす．1à各ä�運g�特çé社会生活における健s・安îについて理òするとともにj
技能hrにöけるようにする．2à生lにわたって継|して運gにùしû習†h育てる．3à健s�保持増vと体
�向¢h
目áしjwか�活
ある社会生活h§û能
h•う．

【C3】ソz
テニス�特çh理òしjサービスéス
ロー´など�安≠したラ
ケッ
操±hrにける．またjルールé審判法jスコ∏�öけ方等h学びjグ
ルーº内�自主bに簡æゲー¿¡運§�きる．

ソz
テニス�特ç�理ò・ルール・審判法・ゲー¿�vめ方などh理òして
いるかについてj学習記ƒh通じて評�する．またjラケッ
操±技能h修得し
ているかについてj実技試«�評�する．

【C3】バドミン
ン�特çh理òしjサービスéス
ロー´など�安≠したラ
ケッ
操±hrにける．またjルールé審判法jスコ∏�öけ方等h学びjグ
ルーº内�自主bに簡æゲー¿¡運§�きる．

バドミン
ン�特ç�理ò・ルール・審判法・ゲー¿�vめ方などh理òしてい
るかについてj学習記ƒh通じて評�する．またjラケッ
操±技能h修得して
いるかについてj実技試«�評�する．

【C3】À�特çéÃぎ�メカニズ¿h理òしj基本Ã法h学ぶ．またjÀ中
��自己防衛技◊として総合bなÀÃ能
�向¢h⁄る．

À�特çéÃぎ�メカニズ¿・Ã法・自己防衛技◊・救急法などh理òしjÀ
Ã技能h修得しているか実技試«�評�する．

【C3】剣fi�基本理flh学びj基本g±é打突・応じ技・得意技h修得す
る．またj対人技能�基本h学びj試合¡�きる技能・態*h修得する．

基本g±é打突・応じ技・得意技h修得しているかについてj実技試«�評�
する．またj応用技能é試合技能・態*h修得しているかについてj相互試合h
通じて評�する．

【C3】卓È�特çh理òしjサービスéス
ロー´など�安≠したラケッ

操±hrにけること¡�きる．またjルールé審判法jスコ∏�öけ方等h
学びjグルーº内�自主bに簡æゲー¿¡運§�きる．

卓È�特ç�理ò・ルール・審判法・ゲー¿�vめ方などh理òしているかに
ついて学習記ƒh通じて評�する．

【C3】毎時Ï�ス
レッÓéサーキッ

レーニングhうことによÇj継|
bな体
向¢・健s増v・傷害予防にÙする知ˆと技能h修得する．また
j各ä目�練習方法h学びj段階bな技能習˙h⁄ること¡�きる．

体
向¢・健s増v・傷害予防・技能習˙にÙしてj毎時Ï�技能習˙*h
Ù心・意欲・思考・技能・知ˆ�観�かˇ学習記ƒh通じて評�する．

【C3】新体
テス
h通じてj自��体
・運g能
�状態h総合評�基
�と�ˇし合わせて評�する．またj自��r体・運g能
�変化h把握
してj適
な生活様��実
é運g能
�向¢h⁄ること¡�きる．

前��到達目標毎1＝20%j2＝20%j3＝20%j6＝40%�割合�評�する．後��到達目標毎4＝50%j6＝40%j7＝
10%�割合�評�する．前�と後�hそれぞれ50�ずつとしj100�満��60�以¢h合 とする．

ステッº∏ッº高校スポーe!大修館書店
改訂新版「保健体育概論」!近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるgき�ò剖学!大修館書店
最新体育・スポーe科学研究法!大修館書店
スポーeマンなˇ;�も知っておきたい「かˇだ」�こと!大修館書店

レーニングá導>テキス
理論編!ベースボールマガジン社

レーニングá導>テキス
実
編!ベースボールマガジン社

履修:�
注意事項

1à前�授業において実技試«¡未実D�>�j9月末Hま�(後��2月末H)に再試«hJけること¡�きる．それ以降
�再試«�LしM�Jけöけない．Nしj診断書¡提Mされた病状é整形外科bな疾X�場合�j担当教\と相]�¢j
対応する．2à診断書¡提Mされた場合においてj実技試«hJけること¡困_な場合�レポー
�代aすること¡ある．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5 グルーº活gh通してj前b�学習内ch≠dさせる．またjダブルス�リーグhh通してjルールé試合�運§方法h学ぶ．

6

7

8

9 グルーº活gh通してj前b�学習内ch≠dさせる．またjシングルス�リーグhh通してjルールé試合�運§方法h学ぶ．

10 グルーº活gh通してj前b�学習内ch≠dさせる．またjダブルス�リーグhh通してjルールé試合�運§方法h学ぶ．

11

12

13 基本Ã法にÓャレンジしj前b�学習内ch≠dさせる．個人�能
に応じてjÃ
h高める．

14

15 ÀÃ技能h修得しているかについて実技試«�評�する．

16

17 剣fi�基本理fl・基本姿勢・mえなどh学ぶ．

18 基本技能j足pき・素rÇなどhう．

19 新体
テス


20 基本技能j左右面素rÇ・vみwみ足g±��連|面打ちなどhう．

21 基本技能j跳躍素rÇj残心について学ぶ．

22

23 応用技能j垂j小手jÄhdけて打ちwみ稽Çhう．

24 応用技能j剣fi具一�hdけて仕Üけ技�稽Çhう．

25 応用技能j剣fi具一�hdけて応じ技�稽Çhう．

26 応用技能j互角稽Çj試合練習hう．

27

28 応用g±�実技試«hう．

29 剣fiàき勝äによる試合�評�hう．

30

保健講義1 改≠新版「保健体育概論」h用いて「人Ïとスポーe　ースポーe�科学ー」�学習hいj自��興ç�あるテーマについて
探èする．またテーマにêったレポー
h±Éする．

ソz
テニス1 安îに留意するためjíしい用具ìボール・ラケッ
à�îい方hïえる．壁打ちé対人ボレーh通してj様óなラケッ
操±�方法
h学ぶ．またjラリー¡|くような簡æゲー¿にôÇöû．

ソz
テニス2 対人ラリーé壁打ちh通してj前b�学習内ch≠dさせる．またjス
ロー´練習éサーブ練習h通してjõいボールh打てるよう
になる．またj簡æゲー¿h通してjルールé試合�運§方法h学ぶ．

ソz
テニス3 テニスコー
�利用方法éネッ
�設置(撤去)方法h学ぶ．グルーº活gh通してj前b�学習内ch≠dさせる．またjダブルス
�リーグhh通してjルールé試合�運§方法h学ぶ．

ソz
テニス4

ソz
テニス5 これま��学習h生かしてjí�なルールに¢Çjグルーºごとに試合h運§する．またjラケッ
操±技能h修得しているかについ
てj実技試«�評�する．

バドミン
ン1 安îに留意するためjíしい用具ìシャ
ル・支•�運び方・ネッ
�設置方法・ラケッ
à�îい方hïえる．壁打ちé対人ラリー
h通してj様óなラケッ
操±�方法h学ぶ．またjラリー¡|くような簡æゲー¿にôÇöû．

バドミン
ン2 対人ラリーé壁打ちh通してj前b�学習内ch≠dさせる．またjス
ロー´練習éサーブ練習h通してj色óなÈäh打てるよう
になる．またj簡æゲー¿h通してjルールé試合�運§方法h学ぶ．

バドミン
ン3

バドミン
ン4

バドミン
ン5 これま��学習h生かしてjí�なルールに¢Çjグルーºごとに試合h運§すること¡�きる．またjラケッ
操±技能h修得して
いるかについてj実技試«�評�する．

ÀÃ1 À�特çh理òしjßき方・®み方などh学ぶ．またjÃぎ�メカニズ¿ìス
リー¿ライン・ローリング・息継ぎ・ス
ロー´àh学びj
基本Ã法にÓャレンジしj個人�能
に応じてÃ
h高める．

ÀÃ2

ÀÃ3 ÀにÙする事´とそ�原≠h知Çj自己防衛方法hd衣ÀÃéßきrh通して学ぶ．様óなリレーä目hいjÃぐことだけ�なく
j∞い合う±しみhçわう．

ÀÃ4

保健講義2 改≠新版「保健体育概論」h用いて「かˇだとこころ　ー健sと現代社会・心と健sー」�学習hいj自��興ç�あるテーマ
について探èする．またテーマにêったレポー
h±Éする．

剣fi1

剣fi2

反復∂とび・20mシャ
ルラン・立ち幅跳び・¢体πこし・長座体前屈・ハンドボールæげ・50m走・r長・体重・握
h測≠する．
á≠�用√に記ƒh記ƒする．

剣fi3

剣fi4

剣fi5 基本g±�実技試«hう.

剣fi6

剣fi7

剣fi8

剣fi9

剣fi10 応用技能j気剣体に基づいて技�判≠hう.

剣fi11

剣fi12

卓È1 安îに留意しjíしい用具ìボール・ラケッ
・卓È台・ネッ
à�îい方hïえる．対人ラリーh通してj様óなラケッ
操±�方法h
学ぶ．またjラリー¡|くような簡æゲー¿にôÇöû．

J
考

中Ï試«および≠�試«�実Dしない．
中Ï試«および≠�試«�実Dしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 新体
テス
�得��評�する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主\なスポー_活ab通してd生fにわたって心l�健mb保持増pしdqかなスポー_ライtb継vするため�資質・
能
b{�通|育}することb目Åす．1）　各Ñ�運a�特áà社会生活における健m・安éについて理íするとともに
d技能blにîけるようにする．2）　生fにわたって継vして運aにóしò習öb育てる．3）  健m�保持増pと体
�向
úb目Åしdqか�活
ある社会生活bûò能
büう．

【C3】ソt
ボー¢�特áb理íしd状§に応じたバッ
操®と走塁d安´し
た捕≠à送≠blにつける．またdチー±�特≤に応じた®≥b立ててd勝
µb∂う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�きる．

ソt
ボー¢�特á�理í・¢ー¢・審判法・ゲー±�pめ√などb理íして
いるかについてd学習記∆b通じて評�する．またdボー¢操®・バッ
操®技
能b修得しているかについてd実技試»�評�する．

【C3】バレーボー¢�特áb理íしd状§に応じたボー¢操®と三段攻撃
とそ�œ|等�連—したaきblにつける．またdチー±�特≤に応じた®
≥b立ててd勝µb∂う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�き
る．

バレーボー¢�特á�理í・¢ー¢・審判法・ゲー±�pめ√などb理íして
いるかについてd学習記∆b通じて評�する．またdボー¢操®技能b修得して
いるかについてd実技試»�評�する．

【C3】“�特áà”ぎ�メカニズ±b理íしd基本”法b学ぶ．またd“中
��自己防衛技‡として総合\な“”能
�向úb„る．

“�特áà”ぎ�メカニズ±・”法・自己防衛技‡・救急法などb理íしd“
”技能b修得しているか実技試»�評�する．

【C3】バスケッ
ボー¢�特áb理íしd状§に応じたボー¢操®と攻撃と
そ�œ|等�連—したaきblにつける．またdチー±�特≤に応じた®≥
b立ててd勝µb∂う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�きる
．

バスケッ
ボー¢�特á�理í・¢ー¢・審判法・ゲー±�pめ√などb理í
しているかについてd学習記∆b通じて評�する．またdボー¢操®技能b修得
しているかについてd実技試»�評�する．

【C3】サッカー�特áb理íしd状§に応じたボー¢操®と攻撃とそ�œ|
等�連—したaきblにつける．またdチー±�特≤に応じた®≥b立てて
d勝µb∂う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�きる．

サッカー�特á�理í・¢ー¢・審判法・ゲー±�pめ√などb理íしている
かについてd学習記∆b通じて評�する．またdボー¢操®技能b修得している
かについてd実技試»�評�する．

【C3】毎時Í�ス
レッチàサーキッ

レーニンÌbÓうことによ|d継v
\な体
向ú・健m増p・傷害予防にÚする知Ùと技能b修得する．また
d各Ñ目�練習√法b学びd段階\な技能習˜b„ることが�きる．

体
向ú・健m増p・傷害予防・技能習˜にÚしてd毎時Í�技能習˜*b
Ú心・意欲・思考・技能・知Ù�観�か˛学習記∆b通じて評�する．

【C3】新体
テス
b通じてd自ˇ�体
・運a能
�状�b総合評�基
�と�˛し合わせて評�する．またd自ˇ�l体・運a能
�変化b把握
してd適	な生活様��実�à運a能
�向úb„ることが�きる．

前��到達目標毎1＝20%d2＝20%d3＝20%d6＝40%�割合�評�する．後��到達目標毎4＝25%d5＝25%d6＝
40%d7＝10%�割合�評�する．前�と後�bそれぞれ50�ずつとしd100�満��60�以úb合�とする．

ステップアップ高校スポー_!大修館書店
改´新版「保健体育概論」!近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるaき�í剖学!大修館書店
最新体育・スポー_科学研究法!大修館書店
スポー_マンな˛:�も知っておきたい「か˛だ」�こと!大修館書店

レーニンÌÅ導=テキス
理論編!ベースボー¢マガジン社

レーニンÌÅ導=テキス
実�編!ベースボー¢マガジン社

履修:�
注意事項

1）前�授業において実技試»が未実B�=�d9月末Fま�(後��2月末F)に再試»bHけることが�きる．それ以降
�再試»�JしK�Hけîけない．Lしd診断書が提Kされた病状à整形外科\な疾U�場合�d担当教Yと相[�úd
対応する．2）診断書が提Kされた場合においてd実技試»bHけることが困^な場合�レポー
�代`することがある．3)
天bによる授業変cb考dしd屋外Ñ目と屋内Ñ目b隔h�実Bする．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 基本”法にチャレンジしd前j�学習内kb´lさせる．個n�能
に応じてd”
b高める．

14

15 “”技能b修得しているかについて実技試»�評�する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義3
改´新版「保健体育概論」b用いて「nÍとスポー_　ー運a�ˇ析ー」�学習bÓいd自ˇ�興ª�あるテーマについて探求
する．またテーマにuったレポー
b®}する．

バレーボー¢1
安éに留意するためdwしい用具yバレーボー¢・支柱・ネッ
）�}い√b~える．壁Åちà対nパスb通してd様Ñなボー¢操®
�√法b学ぶ．またdラリーがvくような簡àゲー±にâ|äò．

ソt
ボー¢1
安éに留意するためdwしい用具yバッ
・Ìローブ・ベース・ソt
ボー¢・マスク）�}い√b~える．キャッチボー¢b通してd様
Ñな送≠yピッチンÌbèò）と捕≠�√法b学ぶ．
スバッティンÌb通してdバッ
操®�√法b学ぶ．

バレーボー¢2
Ì¢ープ活ab通してd前j�学習内kb´lさせdスパイク練習àサーブ練習b通してd攻撃�√法b学ぶ．またd簡àゲー±b
通してd¢ー¢à運û√法b学ぶ．

ソt
ボー¢2
キャッチボー¢・
スバッティンÌ・シー
ノックb通してd前j�学習内kb´lさせる．またd簡àゲー±b通してd¢ー¢à試合
�運û√法b学ぶ．

バレーボー¢3
Ì¢ープ活ab通してd前j�学習内kb´lさせる．またd簡àゲー±b通してd三段攻撃àそ�œíなど�連ìプレイd¢ー¢
à試合�運û√法b学ぶ．

ソt
ボー¢3
Ì¢ープ活ab通してd前j�学習内kb´lさせる．またd簡àゲー±b通してd状§に応じたバッ
操®と走塁d安´した捕≠
à送≠と状§に応じたœíなど�aきb高める．

バレーボー¢4
Ì¢ープ活ab通してd前j�学習内kb´lさせる．またdw�ゲー±b通してdチー±�特≤に応じた®≥b立ててd勝µb∂
う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�きるようになる．

ソt
ボー¢4
Ì¢ープ活ab通してd前j�学習内kb´lさせる．またdw�ゲー±b通してdチー±�特≤に応じた®≥b立ててd勝µb∂
う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�きるようになる．

バレーボー¢5
これま��学習b生かしてdw�な¢ー¢にî|dÌ¢ープごとに試合b運ûする．またdボー¢操®技能b修得しているかについ
てd実技試»�評�する．

ソt
ボー¢5
これま��学習b生かしてdw�な¢ー¢にî|dÌ¢ープごとに試合b運ûする．またdボー¢操®・バッ
操®技能b修得してい
るかについてd実技試»�評�する．

“”1
“�特áb理íしdñき√・óみ√などb学ぶ．またd”ぎ�メカニズ±yス
リー±ライン・ローリンÌ・息継ぎ・ス
ローク）b学びd
基本”法にチャレンジしd個n�能
に応じて”
b高める．

“”2

“”3
“にÚする事öとそ�原úb知|d自己防衛√法bl衣“”àñきlb通して学ぶ．様ÑなリレーÑ目bÓいd”ぐことだけ�なく
d∂い合う∑しみbªわう．

“”4

保健講義4
改´新版「保健体育概論」b用いて「か˛だとこころ　ー疾病とそ�予防・大†�仕äみと¢きー」�学習bÓいd自ˇ�興ª�
あるテーマについて探求する．またテーマにuったレポー
b®}する．

バスケッ
ボー¢1
安éに留意するためdwしい用具yボー¢・ゼッケン・タイマー）�}い√b~える．シューティンÌàボー¢ハンドリンÌb通してd
様Ñなボー¢操®�√法b学ぶ．

サッカー1
安éに留意するためdwしい用具yボー¢・ゼッケン・ゴー¢）�}い√b~える．対nパスb通してd様Ñなボー¢操®�√法b学
ぶ．

新体
テス
1
反復´とび・20mシャ
¢ラン・立ち幅Æび・ú体Øこし・長座体前屈・l長・体重・握
b測´する．Å´�用µに記∆b記∂す
る．

新体
テス
2 ハンドボー¢∑げ・50m走b測´する．Å´�用µに記∆b記∂する．

バスケッ
ボー¢2
個n練習àÌ¢ープ活a(1対1d2対2d3対3)b通してd前j�学習内kb´lさせる．またd簡àゲー±b通してd連ìプレーà
¢ー¢d試合�運û√法b学ぶ．

サッカー2
個n練習àÌ¢ープ活a(1対1d2対2d3対3)b通してd前j�学習内kb´lさせる．またd簡àゲー±b通してd連ìプレーà
¢ー¢d試合�運û√法b学ぶ．

バスケッ
ボー¢3
個n練習àÌ¢ープ活a(1対1d2対2d3対3)b通してd前j�学習内kb´lさせる．またd簡àゲー±b通してd連ìプレーà
¢ー¢d試合�運û√法b学ぶ．

サッカー3
個n練習àÌ¢ープ活a(1対1d2対2d3対3)b通してd前j�学習内kb´lさせる．またd簡àゲー±b通してd連ìプレーà
¢ー¢d試合�運û√法b学ぶ．

バスケッ
ボー¢4
w�コー
b}って�ゲー±b通してdよ|高*な連ìプレーà¢ー¢d集団≥‡b学ぶ．またdチー±�特≤に応じた®≥b立て
てd勝µb∂う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�きるようになる．

サッカー4
w�コー
b}って�ゲー±b通してdよ|高*な連ìプレーà¢ー¢d集団≥‡b学ぶ．またdチー±�特≤に応じた®≥b立て
てd勝µb∂う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�きるようになる．

バスケッ
ボー¢5
w�コー
b}って�ゲー±b通してdよ|高*な連ìプレーà¢ー¢d集団≥‡b学ぶ．またdチー±�特≤に応じた®≥b立て
てd勝µb∂う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�きるようになる．

サッカー5
w�コー
b}って�ゲー±b通してdよ|高*な連ìプレーà¢ー¢d集団≥‡b学ぶ．またdチー±�特≤に応じた®≥b立て
てd勝µb∂う∑しさàπびbªわいd自主\にゲー±b展æ�きるようになる．

バスケッ
ボー¢6
リーÌ≥�運û√法b学びd自主\にゲー±b展æ�きるようになる．またdボー¢操®技能b修得しているかについて実技試»
�評�する．

サッカー6
リーÌ≥�運û√法b学びd自主\にゲー±b展æ�きるようになる．またdボー¢操®技能b修得しているかについて実技試»
�評�する．

J
考

中Í試»および´�試»�実Bしない．
中Í試»および´�試»�実Bしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 新体
テス
�得��評�する．

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

吉本 陽亮 准教授, 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

応用化学科・3年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主cなスポーf活hi通してk生mにわたって心s�健ti保持増wしkxかなスポーfライ{i継}するため�資質・
能
iÇ�通É育Ñすることi目àす．1） 各ã�運h�特éè社会生活における健t・安ïについて習得した技能i活
用�きる．2）生mにわたって継}して運hにöしõ習úi定ûさせる．3）健t�保持増wと体
�向¢i目àしkxか�
活
ある社会生活i§õ能
i高める．

【C3】これま�に学ん®水泳技能iいかしてk総合cな水泳能
�向¢i
≠る．

水�特éè泳ぎ�メカニズム・泳法・自己防衛技術・救急法などi理Ωしk水
泳技能i修得しているかについてk実技試ø�評�する．

【C3】バレーボー¬�特éi理Ωしk状ƒに応じたボー¬操«と攻…�連
Àしたhきisにけることが�きる．またkチームメンバーとチーム�課–i
共“しk課–Ω”に向けて主体cに‘É’õことが�きる．

バレーボー¬�特é�理Ω・¬ー¬・審判法・ゲーム�wめŸなどi理Ωして
いるかについて学習記€i通じて評�する．またkボー¬操«技能i修得して
いるかについて実技試ø�評�する．

【C3】軟式野fl�特éi理Ωしk状ƒに応じたバッ
操«と走塁k安定した
捕flè送flisにけることが�きる．またkチームメンバーとチーム�課–
i共“しk課–Ω”に向けて主体cに‘É’õことが�きる．

軟式野fl�特é�理Ω・¬ー¬・審判法・ゲーム�wめŸなどi理Ωしてい
るかについて学習記€i通じて評�する．またkボー¬操«・バッ
操«技能i
修得しているかについて実技試ø�評�する．

【C3】卓fl�特éi理Ωしkサービスèス
ローÈなど�安定したラケッ

操«isにけることが�きる．またkチームメンバーとチーム�課–i共“し
k課–Ω”に向けて主体cに‘É’õことが�きる．

卓fl�特é�理Ω・¬ー¬・審判法・ゲーム�wめŸなどi理Ωしているかに
ついて学習記€i通じて評�する．またkラケッ
操«技能i修得しているかに
ついて実技試ø�評�する．

【C3】バドミン
ン�特éi理Ωしkサービスèス
ローÈなど�安定したラ
ケッ
操«isにけることが�きる．またkチームメンバーとチーム�課–i
共“しk課–Ω”に向けて主体cに‘É’õことが�きる．

バドミン
ン�特é�理Ω・¬ー¬・審判法・ゲーム�wめŸなどi理Ωしてい
るかについて学習記€i通じて評�する．またkラケッ
操«技能i修得してい
るかについて実技試ø�評�する．

【C3】ソ{
テニス�特éi理Ωしkサービスèス
ローÈなど�安定したラ
ケッ
操«isにけることが�きる．またkチームメンバーとチーム�課–i
共“しk課–Ω”に向けて主体cに‘É’õことが�きる．

ソ{
テニス�特é�理Ω・¬ー¬・審判法・ゲーム�wめŸなどi理Ωして
いるかについて学習記€i通じて評�する．またkラケッ
操«技能i修得して
いるかについて実技試ø�評�する．

【C3】バスケッ
ボー¬�特éi理Ωしk状ƒに応じたボー¬操«と攻…
�連Àしたhきisにけることが�きる．またkチームメンバーとチーム�課
–i共“しk課–Ω”に向けて主体cに‘É’õことが�きる．

バスケッ
ボー¬�特é�理Ω・¬ー¬・審判法・ゲーム�wめŸなどi理Ω
しているかについて学習記€i通じて評�する．またkボー¬操«技能i修得
しているかについて実技試ø�評�する．

【C3】サッカー�特éi理Ωしk状ƒに応じたボー¬操«と攻Óとそ�…É
等�連Àしたhきisにけることが�きる．またkチームメンバーとチーム�
課–i共“しk課–Ω”に向けて主体cに‘É’õことが�きる．

サッカー�特é�理Ω・¬ー¬・審判法・ゲーム�wめŸなどi理Ωしている
かについて学習記€i通じて評�する．またkボー¬操«技能i修得している
かについて実技試ø�評�する．

【C3】新体
テス
i通じてk自�体
・運h能
�状Òi総合評�基
ÛとÙらし合わせて評�する．またk自�s体・運h能
�変化i把握
してk適˙な生活様式�実¸è運h能
�向¢i≠ることが�きる．

【C3】毎時ˇ�ス
レッチèサーキッ

レーニン�i�うことによÉk継}
cな体
向¢・健t増w・傷害予防に	する知�と技能i修得する．また
k各ã目�練習Ÿ法i学びk段階cな技能習�i≠ることが�きる．

体
向¢・健t増w・傷害予防・技能習�に	してk毎時ˇ�技能習�)i
	心・意欲・思考・技能・知��観�から学習記€i通じて評�する．

前��到達目標毎1＝20%k到達目標毎2～6＝40%k到達目標毎10＝40%�評�する．後��到達目標毎2k4～8＝
50%k到達目標毎9＝10%k到達目標毎10＝40%�評�する．前�と後�iそれぞれ50�ずつとしk100�満��60�
以¢i合'とする．

ステップアップ高校スポーf*大修館書店
改訂新版「保健体育概論」*近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるhき�Ω剖学*大修館書店
最新体育・スポーf科学研究法*大修館書店
スポーfマンならD�E知っておきたい「から®」�こと*大修館書店

レーニン�à導Gテキス
理論編*ベースボー¬マガジン社

レーニン�à導Gテキス
実¸編*ベースボー¬マガジン社

履修:�
注意事項

1）前�授業において実技試øが未実L�G�k9月末Oま�(後��2月末O)に再試øiQけることが�きる．それ以降
�再試ø�SしT�QけUけない．Vしk診断書が提Tされた病状è整形外科cな疾_�場合�k担当教cと相e�¢k
対応する．2）診断書が提Tされた場合においてk実技試øiQけることが困hな場合�レポー
�代jすることがある．3）
前��水泳�k必修とする．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 選択ã目�競技特éi理Ωしk小�¬ープ�課–練習i�う．またk自主cに簡oゲームが運§�きるようになる．

5 選択ã目�競技特éi理Ωしk小�¬ープ�課–練習i�う．またk自主cに簡oゲームが運§�きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12 設定された練習プロ�ラムから泳法i選択しk個r�泳
に応じて一定時ˇ泳ぎk総合cな泳
i高める．

13 設定された練習プロ�ラムから泳法i選択しk個r�泳
に応じて一定時ˇ泳ぎk総合cな泳
i高める．

14 設定された練習プロ�ラムから泳法i選択しk個r�泳
に応じて一定時ˇ泳ぎk総合cな泳
i高める．

15 水泳技能i修得しているかについて実技試ø�評�する．

16

17

18

19 新体
テス


20 選択ã目�競技特éi理Ωしk小�¬ープ�課–練習i�う．またk自主cに簡oゲームが運§�きるようになる．

21 選択ã目�競技特éi理Ωしk小�¬ープ�課–練習i�う．またk自主cに簡oゲームが運§�きるようになる．

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義5
改定新版「保健体育概論」i用いて「rˇとスポーf　ースポーf
レーニン�ー」に	する学習i�いk自�興x�あるテー
マについて探zする．またテーマに{ったレポー
i«Ñする．

選択実技1
選択ã目�競技特éi理Ωしk小�¬ープ�課–練習i�う．またk簡oゲームi実Lしk競技¬ー¬è試合�運§Ÿ法i理Ω
する．

選択実技2
選択ã目�競技特éi理Ωしk小�¬ープ�課–練習i�う．またk簡oゲームi実Lしk競技¬ー¬è試合�運§Ÿ法i理Ω
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技6
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技7
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技8
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技9
チーム�特éに応じた戦術i選択・遂��きるようにチームá�協âする．またk正Å¬ー¬にäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．またk授業�学ん®技能i修得しているかについてk実技試ø�評�する．

選択実技10
チーム�特éに応じた戦術i選択・遂��きるようにチームá�協âする．またk正Å¬ー¬にäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．またk授業�学ん®技能i修得しているかについてk実技試ø�評�する．

水泳1

水泳2

水泳3

水泳4

保健講義6
改定新版「保健体育概論」i用いて「健tと生m　ー生活と地fl環境・健tと環境ー」に	する学習i�いk自�興x�ある
テーマについて探zする．またテーマに{ったレポー
i«Ñする．

選択実技1
選択ã目�競技特éi理Ωしk小�¬ープ�課–練習i�う．またk簡oゲームi実Lしk競技¬ー¬è試合�運§Ÿ法i理Ω
する．

選択実技2
選択ã目�競技特éi理Ωしk小�¬ープ�課–練習i�う．またk簡oゲームi実Lしk競技¬ー¬è試合�運§Ÿ法i理Ω
する．

反復èとび・20mシャ
¬ラン・立í幅îび・¢体ïこし・長座体前屈・ハンドボー¬öげ・50m走・s長・体重・握
i測定する．
à定�用ûに記€i記üする．

選択実技3

選択実技4

選択実技5
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技6
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技7
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技8
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技9
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技10
試合i通じてよÉ高)な技能è集団戦術i学びk競技特é�理Ωi�める．またk正Å¬ー¬にÛじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．

選択実技11
チーム�特éに応じた戦術i選択・遂��きるようにチームá�協âする．またk正Å¬ー¬にäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．またk授業�学ん®技能i修得しているかについて実技試ø�評�する．

選択実技12
チーム�特éに応じた戦術i選択・遂��きるようにチームá�協âする．またk正Å¬ー¬にäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．またk授業�学ん®技能i修得しているかについて実技試ø�評�する．

選択実技13
チーム�特éに応じた戦術i選択・遂��きるようにチームá�協âする．またk正Å¬ー¬にäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運§�きるようになる．またk授業�学ん®技能i修得しているかについて実技試ø�評�する．

J
考

中ˇ試øおよび定�試ø�実Lしない．
中ˇ試øおよび定�試ø�実Lしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 新体
テス
�得��評�する．

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授, 宮内 健嗣 非常勤講師, 吉本 陽亮 准教授

応用化学科・4年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主iなスポーl活no通してq生sにわたって心y�健zo保持増}しq~かなスポーlライÅo継Éするため�資質・
能
oà�通â育äすることo目éす．1） 各ë�運n�特îï社会生活における健z・安õについて習得した技能o活
用�きる．2）生sにわたって継Éして運nに†し°習¢o定§させる．3）健z�保持増}と体
�向®o目éしq~か�
活
ある社会生活o™°能
o高める．

【C3】健z�保持増}・傷害予Æと体
�向®に必Øな知±o修得しq~
か�活
ある社会生活o™°能
o≤う．

健z�保持増}・傷害予Æと体
�向®に必Øな知±o理µしているかに
ついてqレポー
およ∏小テス
�評�する．

【C3】バレーボー∫�特îo理µしq状ºに応じたボー∫操øと攻¡�連
√したnきoyにけることが�きる．またqチームメンバーとチーム�課Ào
共Õしq課ÀµŒに向けて主体iにœâ–°ことが�きる．

バレーボー∫�特î�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�}め’などo理µして
いるかについて学習記ÿo通じて評�する．またqボー∫操ø技能o修得して
いるかについて実技試⁄�評�する．

【C3】軟式野fi�特îo理µしq状ºに応じたバッ
操øと走塁q安定した
捕fiï送fioyにけることが�きる．またqチームメンバーとチーム�課À
o共Õしq課ÀµŒに向けて主体iにœâ–°ことが�きる．

軟式野fi�特î�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�}め’などo理µしてい
るかについて学習記ÿo通じて評�する．またqボー∫操ø・バッ
操ø技能o
修得しているかについて実技試⁄�評�する．

【C3】卓fi�特îo理µしqサービスïス
ローËなど�安定したラケッ

操øoyにけることが�きる．またqチームメンバーとチーム�課Ào共Õし
q課ÀµŒに向けて主体iにœâ–°ことが�きる．

卓fi�特î�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�}め’などo理µしているかに
ついて学習記ÿo通じて評�する．またqラケッ
操ø技能o修得しているかに
ついて実技試⁄�評�する．

【C3】バドミン
ン�特îo理µしqサービスïス
ローËなど�安定したラ
ケッ
操øoyにけることが�きる．またqチームメンバーとチーム�課Ào
共Õしq課ÀµŒに向けて主体iにœâ–°ことが�きる．

バドミン
ン�特î�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�}め’などo理µしてい
るかについて学習記ÿo通じて評�する．またqラケッ
操ø技能o修得してい
るかについて実技試⁄�評�する．

【C3】ソÅ
テニス�特îo理µしqサービスïス
ローËなど�安定したラ
ケッ
操øoyにけることが�きる．またqチームメンバーとチーム�課Ào
共Õしq課ÀµŒに向けて主体iにœâ–°ことが�きる．

ソÅ
テニス�特î�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�}め’などo理µして
いるかについて学習記ÿo通じて評�する．またqラケッ
操ø技能o修得して
いるかについて実技試⁄�評�する．

【C3】バスケッ
ボー∫�特îo理µしq状ºに応じたボー∫操øと攻¡
�連√したnきoyにけることが�きる．またqチームメンバーとチーム�課
Ào共Õしq課ÀµŒに向けて主体iにœâ–°ことが�きる．

バスケッ
ボー∫�特î�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�}め’などo理µ
しているかについて学習記ÿo通じて評�する．またqボー∫操ø技能o修得
しているかについて実技試⁄�評�する．

【C3】サッカー�特îo理µしq状ºに応じたボー∫操øと攻Ôとそ�¡â
等�連√したnきoyにけることが�きる．またqチームメンバーとチーム�
課Ào共Õしq課ÀµŒに向けて主体iにœâ–°ことが�きる．

サッカー�特î�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�}め’などo理µしている
かについて学習記ÿo通じて評�する．またqボー∫操ø技能o修得している
かについて実技試⁄�評�する．

【C3】新体
テス
o通じてq自Ò�体
・運n能
�状Úo総合評�基
ˆと˜らし合わせて評�する．またq自Ò�y体・運n能
�変化o把握
してq適˝な生活様式�実ˇï運n能
�向®o�ることが�きる．

【C3】毎時��ス
レッチïサーキッ

レーニン�o�うことによâq継É
iな体
向®・健z増}・傷害予Æに�する知±と技能o修得する．また
q各ë目�練習’法o学∏q段階iな技能習�o�ることが�きる．

体
向®・健z増}・傷害予Æ・技能習�に�してq毎時��技能習�)o
�心・意欲・思考・技能・知±�観�から学習記ÿo通じて評�する．

前��到達目標毎1＝20%q到達目標毎2～6＝40%q到達目標毎10＝40%�評�する．後��到達目標毎4～8＝
50%q到達目標毎9＝10%q到達目標毎10＝40%�評�する．前�と後�oそれぞれ50�ずつとしq100�満��60�
以®o合#とする．

ステップアップ高校スポーl&大修館書店
改訂新版「保健体育概論」&近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるnき�µ剖学&大修館書店
最新体育・スポーl科学研究法&大修館書店
スポーlマンなら@�A知っておきたい「からだ」�こと&大修館書店

レーニン�é導Dテキス
理論編&ベースボー∫マガジン社

レーニン�é導Dテキス
実ˇ編&ベースボー∫マガジン社

履修:�
注意事項

1）前�授業において実技試⁄が未実I�D�q9月末Lま�(後��2月末L)に再試⁄oNけることが�きる．それ以降
�再試⁄�PしQ�NけRけない．Sしq診断書が提Qされた病状ï整形外科iな疾\�場合�q担当教`と相b�®q
対応する．2）診断書が提Qされた場合においてq実技試⁄oNけることが困eな場合�レポー
�代gすることがある．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 選択ë目�競技特îo理µしq小�∫ープ�課À練習o�う．またq自主iに簡lゲームが運™�きるようになる．

5 選択ë目�競技特îo理µしq小�∫ープ�課À練習o�う．またq自主iに簡lゲームが運™�きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12

13

14 健z�保持増}・傷害予Æと体
�向®に�する学習o�いqテーマにmったレポー
øäAしく�小テス
o�う．

15 健z�保持増}・傷害予Æと体
�向®に�する学習o�いqテーマにmったレポー
øäAしく�小テス
o�う．

16

17

18

19 新体
テス


20 選択ë目�競技特îo理µしq小�∫ープ�課À練習o�う．またq自主iに簡lゲームが運™�きるようになる．

21 選択ë目�競技特îo理µしq小�∫ープ�課À練習o�う．またq自主iに簡lゲームが運™�きるようになる．

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義7 改定新版「保健体育概論」o用いて「現代社会とスポーl　ースポーlへ�アプローチ・スポーl�文化史ー」�学習o�いq自
Ò�興w�あるテーマについて探yする．またテーマにmったレポー
oøäする．

選択実技1 選択ë目�競技特îo理µしq小�∫ープ�課À練習o�う．またq簡lゲームo実Iしq競技∫ー∫ï試合�運™’法o理µ
する．

選択実技2 選択ë目�競技特îo理µしq小�∫ープ�課À練習o�う．またq簡lゲームo実Iしq競技∫ー∫ï試合�運™’法o理µ
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技6 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技7 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技8 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技9 チーム�特îに応じた戦}o選択・遂��きるようにチーム内�協Üする．またq正Ä∫ー∫にáったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．またq授業�学んだ技能o修得しているかについてq実技試⁄�評�する．

選択実技10 チーム�特îに応じた戦}o選択・遂��きるようにチーム内�協Üする．またq正Ä∫ー∫にáったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．またq授業�学んだ技能o修得しているかについてq実技試⁄�評�する．

選択実技11 チーム�特îに応じた戦}o選択・遂��きるようにチーム内�協Üする．またq正Ä∫ー∫にáったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．またq授業�学んだ技能o修得しているかについてq実技試⁄�評�する．

選択実技12 チーム�特îに応じた戦}o選択・遂��きるようにチーム内�協Üする．またq正Ä∫ー∫にáったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．またq授業�学んだ技能o修得しているかについてq実技試⁄�評�する．

保健講義8

保健講義9

保健講義10 改定新版「保健体育概論」o用いて「健zと生s　ー福祉・障害とスポーl・保健�åと医療制)ー」�学習o�いq自Ò�興
w�あるテーマについて探yする．またテーマにmったレポー
oøäする．

選択実技1 選択ë目�競技特îo理µしq小�∫ープ�課À練習o�う．またq簡lゲームo実Iしq競技∫ー∫ï試合�運™’法o理µ
する．

選択実技2 選択ë目�競技特îo理µしq小�∫ープ�課À練習o�う．またq簡lゲームo実Iしq競技∫ー∫ï試合�運™’法o理µ
する．

反復íと∏・20mシャ
∫ラン・立ï幅ó∏・®体òこし・長座体前屈・ハンドボー∫ùげ・50m走・y長・体重・握
o測定する．
é定�用°に記ÿo記¢する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技6 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技7 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技8 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技9 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技10 試合o通じてよâ高)な技能ï集団戦}o学∏q競技特î�理µo~める．またq正Ä∫ー∫にˆじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．

選択実技11 チーム�特îに応じた戦}o選択・遂��きるようにチーム内�協Üする．またq正Ä∫ー∫にáったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．またq授業�学んだ技能o修得しているかについて実技試⁄�評�する．

選択実技12 チーム�特îに応じた戦}o選択・遂��きるようにチーム内�協Üする．またq正Ä∫ー∫にáったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．またq授業�学んだ技能o修得しているかについて実技試⁄�評�する．

選択実技13 チーム�特îに応じた戦}o選択・遂��きるようにチーム内�協Üする．またq正Ä∫ー∫にáったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主iに運™�きるようになる．またq授業�学んだ技能o修得しているかについて実技試⁄�評�する．

J
考

中�試⁄およ∏定�試⁄�実Iしない．
中�試⁄およ∏定�試⁄�実Iしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 新体
テス
�得��評価対�としない．

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年,シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

春名 桂 教授, 小森田 敏 教授, 吉本 陽亮 准教授

応用化学科・5年・前期・必修・1単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主dなスポーg活ijkしてm生oにわたって心u�健vj保持増yしmzかなスポーgライ}j継�するため�資質・
能
jÜ�ká育àすることj目ãす．1） 各é�運i�特ëí社会生活における健v・安òについて習得した技能j活
用できる．2）生oにわたって継�して運iにùしû習üj定°させる．3）健v�保持増yと体
�向•j目ãしmzかで
活
ある社会生活jßû能
j高める．

【C3】健v�保持増y・傷害予´と体
�向•に必¨な知Æj修得しmz
かで活
ある社会生活jßû能
jØう．

健v�保持増y・傷害予´と体
�向•に必¨な知Æj理≤しているかに
ついてmレポー
およµ小テス
で評価する．

【C3】バレーボー∑�特ëj理≤しm状πに応じたボー∑操ºと攻æ�連
¿したiきjuにけることができる．またmチームメンバーとチーム�課»j
共 しm課»≤Àに向けて主体dにÃáÕûことができる．

バレーボー∑�特ë�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�yめ“などj理≤して
いるかについて学習記’jkじて評価する．またmボー∑操º技能j修得して
いるかについてm実技試◊で評価する．

【C3】軟式野€�特ëj理≤しm状πに応じたバッ
操ºと走塁m安定した
捕€í送€juにけることができる．またmチームメンバーとチーム�課»
j共 しm課»≤Àに向けて主体dにÃáÕûことができる．

軟式野€�特ë�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�yめ“などj理≤してい
るかについて学習記’jkじて評価する．またmボー∑操º技能j修得してい
るかについてm実技試◊で評価する．

【C3】卓€�特ëj理≤しmサービスíス
ローÂなど�安定したラケッ

操ºjuにけることができる．またmチームメンバーとチーム�課»j共 し
m課»≤Àに向けて主体dにÃáÕûことができる．

卓€�特ë�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�yめ“などj理≤しているかに
ついて学習記’jkじて評価する．またmボー∑操º技能j修得しているかに
ついてm実技試◊で評価する．

【C3】バドミン
ン�特ëj理≤しmサービスíス
ローÂなど�安定したラ
ケッ
操ºjuにけることができる．またmチームメンバーとチーム�課»j
共 しm課»≤Àに向けて主体dにÃáÕûことができる．

バドミン
ン�特ë�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�yめ“などj理≤してい
るかについて学習記’jkじて評価する．またmボー∑操º技能j修得してい
るかについてm実技試◊で評価する．

【C3】テニスÍµソ}
テニス�特ëj理≤しmサービスíス
ローÂなど
�安定したラケッ
操ºjuにけることができる．またmチームメンバーとチ
ーム�課»j共 しm課»≤Àに向けて主体dにÃáÕûことができる．

テニスÍµソ}
テニス�特ë�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�yめ“など
j理≤しているかについて学習記’jkじて評価する．またmボー∑操º技能
j修得しているかについてm実技試◊で評価する．

【C3】新体
テス
jkじてm自Ï�体
・運i能
�状Ìj総合評価基
ÒとÚらし合わせて評価する．またm自Ï�u体・運i能
�変化j把握
してm適¯な生活様式�実˙í運i能
�向•j˚ることができる．

【C3】毎時˛�ス
レッチíサーキッ

レーニン�j�うことによám継�
dな体
向•・健v増y・傷害予´に�する知Æと技能j修得する．また
m各é目�練習“法j学µm段階dな技能習�j˚ることができる．

体
向•・健v増y・傷害予´・技能習�に�してm毎時˛�技能習�,j
�心・意欲・思考・技能・知Æ�観�から学習記’jkじて評価する．

到達目標毎1＝20%m到達目標毎1～6＝40%m到達目標毎8＝40%で評価する．100�満�で60�以•j合�とする．

ステップアップ高校スポーg�大修館書店
改訂新版「保健体育概論」�近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみるiき�≤剖学�大修館書店
最新体育・スポーg科学研究法�大修館書店
スポーgマンなら4で5知っておきたい「からだ」�こと�大修館書店

レーニン�ã導8テキス
理論編�ベースボー∑マガジン社

レーニン�ã導8テキス
実˙編�ベースボー∑マガジン社

履修:�
注意事項

1）前期授業において実技試◊が未実=�8�m9月末Aまでに再試◊jCけることができる．そE以F�再試◊�Gし
H�CけIけない．Jしm診断書が提HさEた病状í整形外科dな疾S�場合�m担当教Wと相Y�•m対応する．2）診
断書が提HさEた場合においてm実技試◊jCけることが困[な場合�レポー
で代]することがある．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 選択é目�競技特ëj理≤しm小�∑ープで課»練習j�う．またm自主dに簡bゲームが運ßできるようになる．

5 選択é目�競技特ëj理≤しm小�∑ープで課»練習j�う．またm自主dに簡bゲームが運ßできるようになる．

6

7

8

9

10

11

12

13 新体
テス


14 健v�保持増y・傷害予´と体
�向•に�する学習j�いmテーマにcったレポー
ºà5しく�小テス
j�う．

15 健v�保持増y・傷害予´と体
�向•に�する学習j�いmテーマにcったレポー
ºà5しく�小テス
j�う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義11 改定新版「保健体育概論」j用いて「現代社会とスポーg　ースポーgと社会ー」に�する学習j�いm自Ï�興i�あるテーマ
について探kする．またテーマにcったレポー
jºàする．

選択実技1 選択é目�競技特ëj理≤しm小�∑ープで課»練習j�う．またm簡bゲームj実=しm競技∑ー∑í試合�運ß“法j理≤
する．

選択実技2 選択é目�競技特ëj理≤しm小�∑ープで課»練習j�う．またm簡bゲームj実=しm競技∑ー∑í試合�運ß“法j理≤
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合jkじてよá高,な技能í集団戦oj学µm競技特ë�理≤jpめる．またm正r∑ー∑にÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主dに運ßできるようになる．

選択実技6 試合jkじてよá高,な技能í集団戦oj学µm競技特ë�理≤jpめる．またm正r∑ー∑にÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主dに運ßできるようになる．

選択実技7 試合jkじてよá高,な技能í集団戦oj学µm競技特ë�理≤jpめる．またm正r∑ー∑にÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主dに運ßできるようになる．

選択実技8 試合jkじてよá高,な技能í集団戦oj学µm競技特ë�理≤jpめる．またm正r∑ー∑にÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主dに運ßできるようになる．

選択実技9 試合jkじてよá高,な技能í集団戦oj学µm競技特ë�理≤jpめる．またm正r∑ー∑にÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主dに運ßできるようになる．

選択実技10 試合jkじてよá高,な技能í集団戦oj学µm競技特ë�理≤jpめる．またm正r∑ー∑にÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主dに運ßできるようになる．

選択実技11 チーム�特ëに応じた戦oj選択・遂�できるようにチームxで協zする．またm正r∑ー∑に{ったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主dに運ßできるようになる．またm授業で学んだ技能j修得しているかについて実技試◊で評価する．

反復�とµ・20mシャ
∑ラン・立Ç幅Ñµ・•体Öこし・長座体前屈・ハンドボー∑äげ・50m走・u長・体重・握
j測定する．
ã定�用éに記’j記èする．

保健講義12

保健講義13

J
考

中˛試◊およµ定期試◊�実=しない．
中˛試◊およµ定期試◊�実=しない．
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科　目

担当教員 大倉 恭子 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 歌��テスト��テスト演習��カノ �作"�採点%&評(する．

2 歌��テスト%&そ�正.さ0評(する．

3 歌��テスト%&発20評(する．

4 カノ �作"�採点%&評(する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 4し

関連科目 4し

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

芸術 (ArM)

応用化学科・1年・前期・必修・1単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

2楽（歌`0身b&cじ�生涯学習&つなげる.歌��指導�mn個人qテスト�そ�%�個人指導&よって�変声直後mn
y&いる変声途|�}0出�るだÅÇい状ÑへÜ導きたい．カノ 作â&よって既習した理å�.çÜ�正しé楽è0êé
こÜ0体ìさせたい．生涯学習Üïñ観点からも�できるúù流ü&左°されないâ0体ìさせたい．

【C3】基本•な楽è�見方�êき方0®る．

【C3】リズム�メロディ∞0理±しながら歌ñ．

【C3】諸外µ�â0歌ñこÜ&よってそ�µ�2楽�ï∂&∑れる．

【C3】カノ �作â0∏して楽π0理±し�.çする．

歌�テスト50%  カノ 30%  授業|&実ªする�テスト演習20%　こ�ºつ�項æ�合¿0100点満点で評(し�60点
以ƒ0合≈Üする．

ON!1（2楽�友社`
プリ ト

履修:�
注意事項

半期�授業�Õ&1Œ�歌��テスト0üñ．実技�演習が|œ�教科な�で出席�授業ÑEも重要‘する．
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授4計画（芸術）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 説明�歌� 授業0◊めるため�説明 Ÿ0éださい・校歌�è⁄み�歌詞�．

2 歌��楽π 既習â 少年%代�楽π（2符・休符・記è`そ�‚�â

3 歌��楽π

4 歌��楽π

5 歌��カノ 作â 既習â そ�‚�â�カノ 作â（カノ 作â�„�説明�演習`

6 歌��カノ 作â 既習â ‰nÂé カノ （演習Ü個人指導`

7 歌�� カノ 作â 既習â カノ （演習Ü個人指導`�アニ∞・ロ∞リ∞（合�`

8 歌�� カノ 作â 既習â カノ （演習Ü個人指導`�そ�‚�â（合�`

9 歌�� カノ 作â 既習â  カノ （演習Ü個人指導`

10 歌��カノ 作â 既習â �カノ 作â（演習Ü個人指導`

11 歌�テスト�カノ 提出

12 歌�テスト

13 歌��カノ �テスト 既習â�カノ &Èする�テスト

14 歌�� カノ 作â 既習â

15 2楽観賞 2楽観賞（パッヘルベル�カノ �そ�‚バロッ2楽�鑑賞Ü±説`

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

既習â Caro mio benè⁄み�カ トリ∞ロ∞ド��さな空�楽π（2階・和2`

既習â Caro mio ben歌詞�（イタリア∂�説明`楽π（2程`

Caro mio ben歌�テスト（個人qテスト・‚�}nカノ 0提出��テスト�準備)

Caro mio ben歌�テスト（個人qテスト・‚�}nカ�テスト�準備`．テスト終了後�必要�ある}&再試ì．

I
考

|Õ試ìおよ�定期試ìn実ªしない．
歌�テスト�カノ �提出�授業|&実ªする�テスト0以て試ì�代わùÜする．
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科　目

担当教員 武久 真士 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 授業内���じ�プリン��配!する

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年1シラバス

日本言語文化論 (Japanese Language and Culture)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本授業では[近代^_短歌[俳句[歌dなどひろくj韻文」�テキス�として[文学作s�精uするとはどのような営zである
のかということ�ついて学ぶÅ受講Éは講師Ñ解Üする方法論�参ä�[提åされ�作s�èする自ëなりの解ì�立ち
ïげることÑóめられるÅu解�öしては[グループでの作業ûüうÅ文学作s�題°として[他£と協•し意ß�交©し合
う能¨�涵Æすることû本授業の重∞な目≤であるÅ

【C3】日本の文学・文化の特¥�ついて適∂�Ü∑できる 日本の文学・文化の特¥�πする知ª�ついて[中間・定期試¿とレポー�で
評ƒする

【C3】日本の文学・文化の歴∆�πする«しい知ªと理解�…し[適∂�
Ü∑できる

日本の文学・文化の歴∆�πする知ª�ついて[中間・定期試¿とレポー�で
評ƒする

【D2】文学作s�精uし[自ëなりの理解�適∂�表Àできる 文学作s�uÃ能¨ÑÕ�ついているか[中間・定期試¿とレポー�で評ƒ
する

成œは[試¿70%　レポー�30%　として評ƒするÅ到達目標1～3�ついての試¿70%[到達目標1～3�πするレポー�
30%として評ƒ[100点満点で60点以ï�合ŸとするÅ

松本和‹ら編fiテクス�ë析入門』„ひつじ書房）
廣野由美子fi批評理論入門』„中公新書）
西原大輔編fi一ÙでuÃ日本の近代^500』„笠間書院）
鮎¯ぱてfi東京大学jボーカロイ�音楽論」講義』„文藝春秋）
豊崎由美・広瀬大志fiカッ
よくなきゃ[ポエ�じゃない�』„思潮社）

第1[2[3年j国語」

履修:�
注意事項
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授4計画（日本言語文化論）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 ガイダンス�文学作s�精uするとはどのようなことか 授業�ついて概Üし[本授業�おけるj精u」の定義�ついて解Üする

2 三好達治・立原道造 三好達治・立原道造の作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

3 最$タヒ・水(なお 最$タヒ・水(なおの作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

4 À代短歌 岡野大*_木下龍‹など塚本邦夫以1のÀ代短歌�精uし[どのような短歌であるか自ëの言"で表Àする

5 北原白秋・萩原朔太郎 北原白秋・萩原朔太郎の作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

6 米津玄師 米津玄師の作s�精u・精;し[どのような音楽であるか自ëの言"で表Àする

7 谷¯俊太郎・大岡信 谷¯俊太郎・大岡信の作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

8 中間試¿ 中間試¿�実@する

9 鮎¯信夫・田村隆一

10 宮(賢治・入(康夫 宮(賢治Ñのちの^G�Hえ�影K�学びつつ[Mらの作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

11 吉本隆∑

12 VOCALOID

13 小野十三郎・金時鐘

14 令和の^

15 本講義のまとめ 授業の総Z�üう

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試¿および前期定期試¿�実@するÅ

鮎¯信夫・田村隆一�中[�[戦]�èして^GÑどのよう�^き合っ�のか�学びつつ[Mらの作s�精uし[どのような^であ
るか自ëの言"で表Àする

吉本隆∑�中[�[50～60年代の^Ñ社`とどのよう�かかわり�ûっ�のか�学びつつ[MらMbらの作s�精uし[どのよう
な^であるか自ëの言"で表Àする

VOCALOID楽cの歌dÑ言語表Àとしてどのよう�近代^とdのeうûの�åしているか学びつつ[作s�精u・精;し[どの
ような音楽であるか自ëの言"で表Àする

小野十三郎・金時鐘�中[�[^Gと社`運gとのπh�ついて学びつつ[Mらの作s�精uし[どのような^であるか自ëの言
"で表Àする

i�2010年代以1�発表され�^�概kし[^のÀ在mÑどのようなûのであるか知る

N
考

- C–72 -



科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト こちら�プリン�など�用!します．

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年6シラバス

哲学A (Philosophy A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

SたちU日常�無!XYZ[\れた^_じた^していc法ef常XghYはjkきな哲学的nいUoまれています．こg
授業�はj有rな哲学sたちUj独ug視wx方法�z{|いた}nいx~{〉g連Å�概Éしj哲学Yおいて「なぜそれ
Unàxなcgか？」「どうしてそういうz{方�すcgか？」などg思zパターン�学ん�いきます．

【C3】日常Yíされた哲学的nい�uî�ïつ[óしj哲学的Yz{cた
めgモデõ�獲ùすcこx．

日常Yíされた哲学的nい�uî�ïつ[óしj哲学的Yz{cためgモデ
õ�獲ùすcこxU�きcかjûテス�x定期試¢�評§すc．

【D2】哲学Y•かせない思z法f概ßYついてg理®�©めjuîgz
{�よ^明´Y表≠�きcようYなcこx．

哲学Y•かせない思z法f概ßYついてg理®�©めjuîgz{�よ^明
´Y表≠�きcかjûテス�x定期試¢�評§すc．

成Øはj試¢80%　ûテス�20%　xして評§すc．100w満w�60w以≥�合µxすc．ûテス�はj授業�登∑すcj
哲学g基本的概ß�∫しª理®していcこx�´ºすcためY実æすc．そg理®gもxj試¢�はjuîな^gz{Y結
びつ[c．

貫成人『哲学マップ«ちªま新書j2004年
熊野純彦『西洋哲学史　古”からh‘’«岩波新書j2006年
熊野純彦『西洋哲学史　近”から≠”’«岩波新書j2006年
畠山 創『k論争! 哲学バ�õ« KADOKAWAj2016年
そg他j授業�紹‰します．

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 イン�ロダクション　哲学�学ぶxはどういうこxか？

2 古”ギリシÏ哲学Ìソクラテス登∑ま� 古”ギリシÏg哲学sたちYよcj「万g根Ú」など�nうj独Ûな‘界É�理®�きcようYすc．

3 古”ギリシÏ哲学Ìソクラテスjプラ�ン

4 古”ギリシÏ哲学ÌÏリス�テレス 「目的因」などU登∑すc理論哲学からj「美˘」�˙い˚めc実践哲学ま�j幅˛いÏリス�テレスg哲学gエッセンス�学ぶ．

5 h‘哲学Ì�マス・Ïクィナスなど 「神学x哲学」g関��テーマY活�したh‘g哲学sたちUj後‘Y	{た影響�など�理®�きcようYすc．

6 ここま�gまxめ　ûテス� ここま�g哲学概ßなどg理®6�´ºしj復�すc．

7 「我　思うゆ{Y　我あ^」�有rな「方法的懐�」Yついてj理®�きcようYすc．

8 「主É／客É」xいう二項対立g‘界Éfj「心身nà」などjデカõ�哲学gエッセンス�理®�きcようYすc．

9 k陸合理論Ìライプニッツ

10 k陸合理論Ìスピノザ

11 イギリス経¢論Ìロック

12 イギリス経¢論Ìバークリー すべてg存&はj経¢的な知(Yよって説明されな[ればならないxすcjバークリーg哲学g要w�理®�きcようYすc．

13 イギリス経¢論Ìヒューム 人0xは「知(g1」�あcxしてj因果関�f「u我」Yついても否定したjヒュームg哲学g要w�理®�きcようYすc．

14 ここま�gまxめ　ûテス� ここま�g哲学概ßなどg理®6�´ºしj復�すc．

15 ディスカッション 学ん4内6�uîg言8�どgようY表≠しj思zすcか�試すディスカッション�ディベー�形;�<う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（哲学A）

生活�「>た^前」xされcこx�具体AYしなUらj「哲学」xいう学nUどgようYnいjz{cgかYついてjおおまかなイメー
CUùられcようすc．

「無知g知」f「対D」�Eじてj「〜xはなYか？」xいう本GYHろうxすcソクラテスgz{�理®�きcようYすc．またjそg弟
K�あcプラ�ンU提Mした「イデÏ」xいう概ß�学ぶ．

近‘哲学Ìデカõ�（1）

近‘哲学Ìデカõ�（2）

数学sj外交Sなど多UY活�しなUらj哲学sxしては「経¢よ^知V�重視すc」k陸合理論�あったライプニッツ．「モナX論
」などg要w�理®�きcようYすc．

k陸合理論�あ^なUらもjこれま�gキリス�教的‘界ÉYはxどまらないjスピノザg「神＝u然＝‘界」（汎神論）xいう哲学
g要w�理®�きcようYすc．

医s�あ^なUら市民社aYついてz{j「知Vは経¢Yよって成^立つ」xいうイギリス経¢論g哲学g立∑�つªったjロック
哲学g要w�学ぶ．

D
考

前期定期試¢�実æすc．
ûテス��2回実æすc．
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 日��他���関�について�期 レポート%授業内課)によって評-する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント5配7する

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

日�史学A (Japanese History A)

全学科%5年%前期%選択%1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

�授業では�20世紀前j�日��政治%社会%文pについてqrsう．日露戦争後以z�日�は�いわゆるデモクラシー
Ä進ÇしÑ時ÜであっÑÄ�1930年Üにâる�急ãに戦争�時Üへ�çréわる．それはなぜな�か．明治以z�急ãに
大都市�なっÑ神戸�状ò5qrôげなÄら�こ�時期�日�について理û5深めÑい．

【C3】歴史�°れについて理û5深めるこ�Äできる． 歴史�°れについて理û5深めるこ�Äできるか�期 レポート%授業内課)
によって評-する．

【C3】歴史資§5•じて歴史学�あrß5学ぶ． 歴史資§5•じて歴史学�あrßについて�期 レポート%授業内課)によっ
て評-する．

【D2】日��他���関�について理û5深める

成©は�期 レポート85%　授業内課)15%　�して評-する．これら5総´して�100点満点で60点以ô5´Ø�する．
資§（史§±5も�にオリジナ∂な思∏5ま�めるこ�は�ど�世ªで活ΩするÑめにも必øである．そ�Ñめ試¡は¬わず�
レポート5重≈する．

原田敬一『日清%日露戦争』（岩波書店�2007年±
成田龍一『大”デモクラシー』（岩波書店�2007年±

1年「歴史」�2年「歴史」�5年「日�史学B」

履修:�
注意事項

レポートにおいて�いわゆる「コピ⁄」Äある�判‹される場´は�総´成©559点以fl�する．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 導â――日��歴史5学ぶ意義 日�史5学ぶにあÑって�そ�意„5これまで�研究史から∏える．まÑ歴史資§�はÁか�そしてそ�大Ëさについて∏える．

2 日露戦後�日�社会�ép 明治維新後�日��Îみ�概Ó5確し�日露戦争後�日�社会Ä再編成されていÛ状ò5学ぶ．

3

4 前Ùにıじ．

5 大戦景˜�そ�後�不òÄ日�社会に˘えÑ影˚�¸で�˝に社会問)�発��そ�対�5�る．

6 前Ùにıじ．

7 前々Ù�前Ùにıじ．

8 憲政�常道

9 昭和恐�Ä日�社会に˘えÑ影˚について�地域社会�状ò����政�などからそ�˝��意„5�る．

10 前Ùにıじ．

11 民�は満州事é以z�戦争についてど�ような姿�であっÑか5学ぶ．まÑ�民��植民地��関�についても理ûする．

12 前Ùにıじ．

13 前々Ù�前Ùにıじ．

14 歴史資§�そ�保存 歴史学に不可�である歴史資§�そ�保存�重ø�について学ぶ．

15 �授業�ま�め

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

¸間試¡およ�定期試¡は実"しない．

授4計画（日本史学A）

第一次世ª大戦�日�社会（1± 第一次世ª大戦Ä日�に˘えÑ影˚�帝�主義�時Üにおける日��位(5�る．まÑアジア諸��日��関�について確
する．

第一次世ª大戦�日�社会（2±

社会問)�発��デモクラシー（1±

社会問)�発��デモクラシー（2±

社会問)�発��デモクラシー（3±

1920年Üから30年Ü初,�政党政治�あrß�そ�問)点について学ぶ．

昭和恐��衝撃（1±

昭和恐��衝撃（2±

�民%民��戦争（1±

�民%民��戦争（2±

�民%民��戦争（3±

20世紀初,�日��動1についてま�め�世ª�¸で�日�について∏える．

D
考

- C–76 -



科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー�およ�プリン�講義

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資'について,授業.に紹0する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Aシラバス

環GH人JK歴史 (Environment and Human Histor\)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

人J,k環G」へK適oH依qrstuし，さらにそれr改|してきた．対ÄHする地ÇÉ時ÖÉ多áにわたるが，テーãごH
に通時éにèう．したがって通史で,ない．文化人J学，考古学なñ歴史学に連òする分öK成úおよ�遺伝学ü自然科
学史なHK知£r援•する．

【C3】人Jが直ßした諸課題，気候|≠ü感染∞なñによる歴史é環G
K|化r理≤するこHができる．

人Jが直ßした諸課題，気候|≠ü感染∞なñによる歴史é環GK|化に
ついて理≤できているかñうかr，プリン�H.間試∑およ�定期試∑で評価
する．

【C3】栽培植æH農業，牧¡H遊牧なñK生業形≈H歴史é事件・事ÄK
関連…について理≤できる．

栽培植æH農業，牧¡H遊牧なñK生業形≈H歴史é事件・事ÄK関連…に
ついてについて理≤できているかñうかr，プリン�H.間試∑およ�定期試
∑で評価する．

【D2】日本以ÕK世œK他地Çについて，そK歴史é環Gr理≤した上
で，当該地Çにおける社÷H文化について具体éなテーãについて説明
するこHができる．

受講‹が選んfi世œK特定地Çについて，歴史é環Gr理≤した上で，当該
地Çにおける社÷H文化r，正·にかつわかtüす‚説明できるかñうかr，レ
ポー�で評価する．

成Â,，試∑80%　レポー�10%　プリン�10%　Hして評価する．到達目標1，2について,授業.に作業するプリン�お
よ�.間試∑，定期試∑K平均Ìで評価する．到達目標3について,レポー�Ó具体éな作成手,指Úする）で評価す
る．これらr総ıして100Ì満Ìで60Ì以上rı¯Hする．

.尾佐助『栽培食æH農˛K起源』Ó岩波新書）
山本太郎『感染∞H文明―共生へK道』Ó岩波新書）
.川毅『人JH気候K10万年史』Ó講談社ブルーバックス）
川北稔『砂�K世œ史』Ó岩波ジュニ�新書）
篠田謙一『人JK起源―古ÖDNAが"るホモ・サピエンスK(いなる旅』Ó.公新書）

歴史Ó1年生），歴史Ó2年生），日本史学AÓ5年生），日本史学BÓ5年生），社÷H文化K歴史Ó5年生）

履修:�
注意事項
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授4計画（環C�人E�歴史）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 講義K概-r説明し，.なる学問分ör関連させて学ぶこHK意義r考える．k人4」H,5か，について考える．

2

3 人JK出7H環GへK適o，文化K誕生H|9について理≤し，人JH環GHK関:について考える．

4 人JK出7H環GへK適o，文化K誕生H|9について理≤し，人JH環GHK関:について考える．

5 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

6 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

7 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

8 .間試∑

9

10 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

11 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

12 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

13 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

14 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

15 まHめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期.間試∑およ�前期定期試∑r実Nする．

導入・人JH環G適o(1)

人JH環G適o(2) k人4」Hk民R」，k文化」Hk文明」K定義r理≤する．人JK出7H環GへK適o，文化K誕生H|9について理≤し，人JH環
GHK関:について考える．

人JH環G適o(3)

人JH環G適o(4)

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(1)

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(2)

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(3)

第1Uから第7UまでK講義内9r整理し，そK内9r理≤できているかr試∑形Yで·Zする．

.間試∑答\Ku却，農˛H牧¡K歴史H社÷|9(4) .間試∑答\Ku却r^ねて，第7U目までK講義内9r復aする．農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技
術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(5)

病気H人JK歴史(1)

病気H人JK歴史(2)

病気H人JK歴史(3)

病気H人JK歴史(4)

人JH自然環GK関:r歴史éに把dするこHK意義H，21世eK人間社÷K課題について考える．

M
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 人��知��行��文��関��理!できる%定期試験・演,で評.する

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー3講義

参考書 授業78提示

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Hシラバス

地理学A (Geography A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

交通現g�地h�関�，人��知�・行�，都市・産業・施m�立地，情o�拡散・伝s8ついv数値�・図式�しv分析
する方�Ä学,する

【C3】交通，知�・行�，産業・施m�立地パターン，拡散現gÄ数値Ñ8
分析するこ��できる

交通，知�・行�，産業・施m�立地パターン，拡散現gÄ数値Ñ8分析するこ
��できる%定期試験・演,で評.する

【D2】人��知��行��文��関��理!できる

成áは，試験80%　演,20%　�しv評.する．100点満点で評.し60点以éÄ合ê�する．期ë8再試験Ä行うこ��
ある

1年「地理」

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 交通�地h�相互関�

2 交通ô�計量Ñ分析

3 交通現gÄ指ù�しû地h分析

4 知��成ü立ち

5 空�認£�図式�

6 人�行��成ü立ち

7 個人行��地h分析へ�応用

8 演, 交通�地h，知��行��範©8おける演,

9 都市�立地�商圏分布

10 都市システ∞�中心地論

11 工業�立地

12 工業�立地

13 公共施m�立地

14 情o�拡散・伝s�パターン

15 情o�拡散・伝s�パターン

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験Ä実施する．

授4計画（地理学A）

交通�地h1

交通�地h2

交通�地h3

知��行�1

知��行�2

知��行�3

知��行�4

都市�立地�都市システ∞1

都市�立地�都市システ∞2

施m�産業�立地1

施m�産業�立地2

施m�産業�立地3

拡散�伝s1

拡散�伝s2

D
考
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科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポート�発��評�する．

2 試験�レポート�発��評�する．

3 試験�レポート�発��評�する．

4 レポート�発��評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「イプシロン・デル,論法完全攻2」4原惟行・松永秀章 著（共立出版）

参考書

関連科目

・時DE余Gがある場KEは�発展NO話QRSうこともある．・参考ZE[げ]Z^は全部`える必cはOい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年rシラバス

数学特講A (Mathematics A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

大学数学R学ぶ]めì数学ì基ïとOる事óR丁ôE講義する．さらE�演ùR行うことEより�内°ì定£と応用¶ì養
®Rはかる．

【C3】大学数学R理´する]めE必cO基本NO記ÆR理´�きる.

【C3】証≤ì基本NO構®R理´し�自∂�Zくことが�きる.

【C3】数学R主体NE学∫ªめる]めì�基本NO課Q´決能¶Røる.

【D2】¿ì学¡と協¶し√演ùEƒみ�課Q´決することが�きる.

®∆は�試験70%　レポート10%　発�20%　とし√評�する．

「»R…かし√まOぶε-δ論法」4藤岡敦 著（裳華房）
「はじめ√学ぶイプシロン・デル,」4細井勉 著（日本評論社）

国語�2年ì数学I

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 極限 高校数学Eおける極限E‡し√´·し�演ùR行う．

2 実数ì性質 実数ì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

3 イプシロンエÊ論法Eよる数Áì極限ì定義E‡し√´·し�演ùR行う．

4 収Èする数Áì性質RイプシロンエÊ論法R用い√´·し�演ùR行う．

5 収ÈしOい数ÁE‡し√´·し�演ùR行う．

6 収ÈしOい数Áì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

7 演ù これま�ì内°ì総KNO演ùR行う．

8 イプシロンデル,論法Eよる‡数ì極限ì定義E‡し√´·し�演ùR行う．

9 ‡数ì極限ì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

10 イプシロンデル,論法Eよる‡数ì連続性ì定義E‡し√´·し�演ùR行う．

11 連続‡数ì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

12 発�ÓÔけ√ì準備�発�練ùR行う．

13 発�ÓÔけ√ì準備�発�練ùR行う．

14 発�Ó ÙグループEよる®果発�R行う．

15 総K演ù これま�ì内°ì復ùと総KNO演ùR行う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験R実¯する．

授4計画（数学特講A）

数Áì極限1

数Áì極限2

数Áì極限3

数Áì極限4

‡数ì極限1

‡数ì極限2

‡数ì連続性1

‡数ì連続性2

発�準備1

発�準備2

D
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地学，数学

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

自然科学特講A (Natural Sciences A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

先人QRSTUげてきY基礎科学か]最先_`現代科学まで，自然科学4分野(物理，化学，生物，地学)`発展jk講義
l演nkど`座学，あるいは，自]R調vしY結yz発表/要~するkど`機ÅzÇして，我ÑzÖÜáà環äR自然科学
`枠åで記éできることz学ぶ.まY，自然科学zさ]î主体jî学óòめてöàYめ`，感性，知j好奇†z°い，基本j
k課題発見力，問題解決力z©うことz目¨とする.

【C3】我ÑzÖÜáà環äR自然科学(物理，化学，生物，地学)`枠åで記
éできることz理解する.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【C3】自然科学`基ºとkる知Ωz理解し，様Ñk現ø`説¡îこれ]`
知Ωz√いることRできる.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【D2】自然科学z主体jî学óòめてöàYめ`，基本jk課題発見力，
問題解決力z©う.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

成≈は，試∞85%　レポー∂15%　として評∫する．100点満点で60点以Uz合Àとする．

「相対性理論 (物理学レクチャーコース)」： 河辺哲次 著（裳華房）

「第3版 シュッツ 相対論入門I 特殊相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「第3版 シュッツ 相対論入門II 一般相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「相対性理論 (基礎物理学選書) 」： 江沢洋 著（裳華房）
「Ùとıでよàわかる 相対性理論」： ニュー∂ンプレス 著（ニュー∂ンプレス）

履修:�
注意事項

(i)微分，S分，微分方程式，ベク∂�解�kど`数学`知ΩR必要とkる．(ii)授業�îおける携帯電
lゲー�機`使√
，そ`他授業妨�îつkRる言�zöっY�î対しては，「欠席�い」l「教�か]`退�」z�じる場合Rある．

- C–83 -



テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 特殊相対性理論z概!する．

2 一般相対性理論z概!する．

3 時Æ`"れîついて#える．

4 ローレンツ収'îついて#える．

5 ローレンツ変)z導出する．

6 速*`変),z導出する．

7 ミンコフスキー時0z理解する．

8 相対性理論î基づà諸現ø ミュー粒4`寿�kど`特殊相対性理論R関7する8つか`現øz#9する．

9 ベク∂�`変)性，反変;と共変;z理解する．

10 ローレンツ変)`ö列表現，ベク∂�場とテンソ�場z理解する．

11 相対論jk電磁気学z理解する．

12 相対論jk電磁気学î基づà諸現øz#9する．

13 相対論jk力学z理解する．

14 相対論jk力学î基づà諸現øz#9する．

15 復nと演n 復nと演nîよÜ理解zCめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期≠期試∞z実Eする．

授4計画（自然科学特講A）

導入I

導入II

特殊相対性理論I

特殊相対性理論II

ローレンツ変)I

ローレンツ変)II

ローレンツ変)III

相対性理論î必要k数学I

相対性理論î必要k数学II

相対論jk電磁気学I

相対論jk電磁気学II

相対論jk力学I

相対論jk力学II

D
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 英会話��上�させることができたかどうか��中間試験・演&で評(する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書2む）�準6すること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

応用英語A (Applied English A)

PILEGGI MARK 教授

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

アメリr文t�紹vw英会話技y�向上させるため�様}~技y�活用w~がら�バラエティÑÖÜむ活á�àう．グルÑプ
ワÑçとプロジェçë作ìでグロÑバル~視ïで物ó�òえる�と英語öコミュニケÑショ°能��上�させる．

【D2】アメリrö文tö諸§�よりよß理©w�™た~発¨�表Æできる． アメリrö文tö諸§�理©w™た~発¨�表Æできるか��中間試験・演&
で評(する．

【C3】グロÑバルシ°キ°グ�テçノロジÑ�±wてより≥ß理©できる． グロÑバルシ°キ°グ�テçノロジÑ�±wてより≥ß理©できるかどうか��
授業中ö質疑・応∂で評(する.

【C3】テçノロジÑ�∏って研究手Ωとwてö英語表Æ��高める． テçノロジÑ�∏って研究手Ωとwてö英語表Æ��高めるóができたか�グ
ルÑプ・プロジェçëで評(する.

【C3】英会話��上�させる．

ìæは�試験35%　演&30%　プロジェçë35%　とwて評(する．

プリ°ë
Google Classroom Documents� Slides & Spreadsheets

本科 はこÀ以Õö英語科が開講する全てö科 Ö関–する.

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency

2 English Conversation and American Culture (1)

3 Technology and studying English (1) Introduction of technology useful when studying English as a second language

4 Global thinking and technology (1)

5 English Conversation and American Culture (2) Focus on conversation skill building and American culture. Introduce ESL Card games from previous classes.

6 Technology and studying English (2) Discuss using technology to develop self-study tools and discuss groups for the group projects.

7 Global thinking and technology (2) Discuss using technology and English to interact on a global scale. Social media and Online gaming.

8 中間試験 Midterm test and assessment

9 Return exams & Technology and studying English (3) Brainstorming on group project: new ESL self-study ideas and tools to make them. Discuss English databases.

10 Global thinking and technology (3) Use technology to find out how other countries' college students live and study.

11 English Conversation and American Culture (3)

12 Technology and studying English (4) Start to develop ESL original (analog/digital) language projects' prototypes in groups.

13 Global thinking and technology (4) Using technology to help in the development of study tools and continuation of group projects.

14 Check Group projects ESL language group projects presented to other groups for final feedback before final submission.

15 Celebrate the completed Group projects

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（応用英語A）

Self introductions� American greeting styles and language

Introduce global thinking� global topics� using technology.

Conversation skills for debate� opinions and refusals connecting to group projects.

The English Learning group projects should all be finished with final edits so they can be presented to the 
class.

D
考

前期中間試験�実‰する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.
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科　目

担当教員 石原�の�子�准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%),�D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適�プリン�教��配�する

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校�2025年/シラバス

日5の文学�(Japanese�Literature)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】�(�学修単位I�)

授4�
概6�方針

文学作STUれること�Yして\我^_他aの視cかe世g�hることができる．それ_nかToきることTpがるだけで
なく\ものごと�客観yThた�{えた�する素~Tもなる．古典文学_ÅÇÉTÑかれたもので_あるが\ÜきTわた�\人
びとがäもとTãき\åしみ\éえてきたことで\今我^_それTUれることができる．5講義で_\物ëí随筆\日ïí和歌
とÇったさまざまな文学作S�úむこと�Yして\その作Sのみなeず\日5の文üí歴史\ことばTつÇても学ぶ．

【C3】日5の文学の特¶TつÇて理®し\適©T説´できる． 日5の文学の特¶TつÇての知≠í理®/�\定期試∞とレポー�で評µす
る．

【C3】日5文学T関∑する歴史í文üTつÇて理®し\適©T説´できる
．

日5文学T関∑する歴史í文üTつÇての知≠í理®/�\定期試∞とレポ
ー�で評µする．

【D2】日5文学T影π�∫えた外国文学TつÇて理®し\適©T説´でき
る．

日5文学T影π�∫えた外国文学TつÇての知≠í理®/�\定期試∞とレ
ポー�で評µする．

成æ_\試∞80%　レポー�20%　として評µする．到達目標1～3TつÇての試∞80%\到達目標1～3T関するレポー�
20%として評µ\100c満cで60c以«�合…とする．なお\再試∞�実Õする場合_\70c以«で合…とし\定期試∞の
c–�60cとする．

保立道久『平安王朝』（岩波新Ñ）
池田亀鑑『平安朝のo„と文学』（ちくま学芸文庫）
益田勝実『火山列Ïの思想』（講談社学術文庫）
土田直鎮『王朝の貴族』(中公文庫)
橋5義彦『平安貴族』（平凡社ライブラリー）

第1\2\3年「国ë」

履修:�
注意事項
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授4計画（日C�文学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 ガイダンス 授業で����作STつÇての概説

2 『源氏物ë』「桐壺巻」の概
TつÇて学ぶ

3 『源氏物ë』「桐壺巻」の概
TつÇて学ぶ

4 『源氏物ë』「桐壺巻」の概
TつÇて学ぶ

5 「Ü恨歌」の影π 『源氏物ë』�_じめ\日5古典文学T多�な影π�∫えた「Ü恨歌」白居�TつÇて学ぶ

6 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

7 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

8 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

9 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

10 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

11 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

12 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

13 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

14 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

15 一条朝と女流文学#まとめ 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ#まとめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試∞�実Õする．

ものがた�の_じま�-「桐壺巻」

ものがた�の_じま�-「桐壺巻」

ものがた�の_じま�-「桐壺巻」

J
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリン��配�する

参考書 毎��授業 !紹#する

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年1シラバス

日本史学B (Japanese History B)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

満州事変以[� 代（十五年戦争期bcばれるこbもある）からl占領期�op現r!sるまで�日本�歴史!ついp学
ぶz戦争{国民生�!ど�ようÉ影Ö�Üえた�かlまた現代�日本社äb戦前・戦中・戦å{ど�ようÉ関係èがある�
かl身íÉ話î�ïñóげつつl現代!生きる一õ�õúbしp理ü�深めたいz

【C3】歴史�°れ�理üしl現代社ä�¢える£がかñbするz 歴史�°れ�理üしpいるかどうかl試•およßレポー�・提出≠!よっp評
∞するz

【C3】歴史資≤≥身��ñ�も�からl歴史学�あñ¥�学ぶz 歴史資≤≥身��ñ�も�からl歴史学�あñ¥�理üできpいるかどうかl
試•およßレポー�・提出≠!よっp評∞するz

【D2】日本b他国b�関係è!ついp歴史�学ぶこb!よっp理üするz 日本b他国b�関係è!ついp理üが深められpいるかどうかl試•およßレ
ポー�・提出≠!よっp評∞するz

成∂{l試•80%　レポー�・提出≠20%　bしp評∞するzこれら�総∏しpl100点満点で60点以ó�∏ªbするz

1年「歴史」l2年「歴史」l5年「日本史学A」

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 Éø太平洋戦争�開戦したか 丸山眞«�議…�£がかñ!しpl日本�指導Ãたち�特œ!ついp¢えるz

2 戦 期�社äb文化 戦争bいう事“が日本社ä!ど�ようÉ影Ö�Üえた�か�文化的側’から¢えるz

3 「十五年戦争」期�日本社ä�「総力戦体ÿ」bbらえlそ�特œ!ついp¢えるz

4 前⁄!€じz

5 戦争�激化b民衆 総力戦fl!おいp日本�民衆がど�よう!¢えl行·しpいた�か�‚るz

6 œ兵ÿがある社äb{ 特!太平洋戦争期�日本社ä!おいpl軍Â≥œ兵b{ど�ようÉも�であった�か�学ぶz

7

8 前⁄!€じz

9 戦å日本{戦争�ど�よう!ÊñÁñlそれが戦å社ä�どう¥Ëづけたか�¢えるz

10 前⁄!€じz

11

12 前⁄!€じz

13 安定成長期から現代!いたるまで�日本!ついpl社ä�·Ë�中Ó!¢えるz

14 前⁄!€じz

15 日本í現代史�学ぶ意味 これまで�授業�内Ú�まbめl日本�í現代史�学ぶ意味�¢えるz

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試•�実Ùするz

授4計画（日本史学B）

総力戦体ÿ…�¢える（1）

総力戦体ÿ…�¢える（2）

占領fl日本�·Ë（1） 戦å�民主化�中Óbする改˜!ついplそ�特œ�学ぶz特!日本国憲˘�ÿ定�意義!ついp¢えるzまた戦å�文化!つ
いp学ぶ.

占領fl日本�·Ë（2）

戦å日本社äb戦争�ÊñÁñ¥（1）

戦å日本社äb戦争�ÊñÁñ¥（2）

高1o済成長å¸�日本社äb文化（1） 高1成長期å¸l特!1970年前å�日本社ä!ついpl当 �文化からそ�特œ�¢えるz

高1o済成長å¸�日本社äb文化（2）

1980年代以[�日本（1）

1980年代以[�日本（2）

D
考

- C–90 -



科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資�について!講#$%&適宜紹*する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年<シラバス

社BC文D$歴史 (Social and Cultural HistorT)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講#】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

cCc意e$観gかi世界各地n$社BC文D$歴史o考える．具体sに!前近u$%国c，イスラーyc，ヨーロッパ
c$発�CアメリÉ合衆国$c制<oáàâげる．それ!多様Dする21世è$日本社Bo考えていíì$指ïCなàうる
だろう．

【C3】世界各地n$c制<Cc意eについて，歴史s事õCして理ûする
こCが&きる．

世界各地n$c制<Cc意eについて$理ûo，プリン§C%間試ßおよび
定期試ß&評≠する．

【C3】前近uおよび近u以Ø$各地n&$c制<およびc意e$変±C
それが社Bに≤え≥影µo，歴史s事õCして多角sに理ûするこCが&
きる．

前近uおよび近u以Ø$各地n&$c制<およびc意e$変±Cそれが社
Bに≤え≥影µo理û&きているかどうかo，プリン§Cレポー§&評≠する．

【D2】c制<o%∫Cする世界各地$歴史s事õo，世界$動ºC関連
させて，21世è$日本列¬に√きる社BƒCして理ûするこCが&きる．

c制<o%∫Cする世界各地$歴史s事õo，世界$動ºC関連させて，21
世è$日本列¬に√きる社BƒCして理û&きているかo，%間試ßおよび
定期試ß&評≠する．

成∆!，試ß80%　レポー§10%　プリン§、ノー§10%　Cして評≠する．試ß80%　レポー§10%　プリン§10%　Cし
て評≠する．到�目標1，3!プリン§，ノー§および%間試ß，定期試ß$平均g&評≠する．到�目標2!プリン§，ノー§お
よびレポー§$平均g&評≠する．これio総合して100g満g&60g以âo合—Cする．

宮崎市定『雍正帝：%国$独裁君主』（%公文庫）
井筒俊彦『イスラーy文DÊそ$根Ëにあるも$』 (岩波文庫)
大沼保昭 『国ìc』（ちíÚ新書）
山内進『増補 決闘裁判 ：ヨーロッパc精神$原風景』（ちíÚ学芸文庫）
ジェーyス・M・バーダマン (著)， 水谷 八也 (翻訳)『黒ƒ差�CアメリÉ公民権運動 ―�もなきƒ�$�い$記録』 (集英社新書)

歴史（1年√），歴史（2年√），日本史学A（5年√），日本史学B（5年√），社BC文D$歴史（5年√）

履修:�
注意事項
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授4計画（社C�文E�歴史）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 も$$考え�について，いíつか$�co紹*する．

2 推!$形#について紹*し，$せてƒ間社BCc，c意e，c制<について概観する．

3 前近u%国$c制<o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

4 前近u%国$c制<o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

5 前近u%国$c制<o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

6 前近u$イスラーycC社B$関+o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

7 前近u$イスラーycC社B$関+o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

8 %間試ß

9

10 古u$ローマcかi近世における国ìc$誕√Ú&$歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

11 古u$ローマcかi近世における国ìc$誕√Ú&$歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

12

13

14

15 ÚCめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期%間試ßおよび前期定期試ßo実1する．

導入（1）

導入（2）

前近u%国$c制<（1）

前近u%国$c制<（2）

前近u%国$c制<（3）

イスラーycCそ$社B（1）

イスラーycCそ$社B（2）

第15かi第75Ú&$講#内±o理û&きているかどうかo試ß形#&確8する．

%間試ß答:$返却，ヨーロッパcCそ$社B(1) %間試ß答:$返却，û説．古u$ローマcかi近世における国ìc$誕√Ú&$歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$
特)o考*する．

ヨーロッパcCそ$社B(2)

ヨーロッパcCそ$社B(3)

アメリÉ合衆国$c制<Cそ$社B(1) アメリÉ合衆国憲c$成立かi20世è?ば$公民権運動にAる歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

アメリÉ合衆国$c制<Cそ$社B(2) アメリÉ合衆国憲c$成立かi20世è?ば$公民権運動にAる歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

アメリÉ合衆国$c制<Cそ$社B(3) アメリÉ合衆国憲c$成立かi20世è?ば$公民権運動にAる歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

近u以Ø$日本ƒ$c意eについて，21世è$日本社B$Bà�C関連させて考*する

M
考
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科　目

担当教員 伊藤 国彦 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト テキス��指�せず�講 ノー�#$う&講 レジュ*+プリン�/配1する&

参考書

関連科目

受講5+理解89:じて+進8>内@/調Bする+#�授業計F9若H+変JがあMNる&

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

経済学Ⅰ (Economics I)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講 】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本科x#��ミク{経済学+基本}~理論（消費5$動�生産5$動�価á*カニズã等å/学び�最è+経済問ë/理解
するため+知ï/ñ9つける&また�技術5として社ü#活°するため+見方・§•方/¶う&

【C3】需®+理論および消費5$動+理論/理解する& 需®と消費5$動+理論9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価す
る&

【C3】供±+理論および生産5$動+理論/理解する& 供±と生産5$動+理論9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価す
る&

【C3】完全競争市µ9おける市µ均∑と資源分配+効率Ω9ついて理解
する& 市µ(価á)*カニズã9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価する&

【C3】市µ+失øと外部効¬9ついて理解する& 市µ+失ø>外部効¬9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価する
&

【D2】不確実Ω>ゲーã理論9ついて理解する& 不確実Ω+問ë>ゲーã理論9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評
価する&

成»��試≠100%　として評価する&成»���期試≠100%として評価する&�期試≠�100Æ満Æ#�60Æ以Ã/合
áとする&

D.A.*イヤー著�桜田訳�÷ア*リカ+高校生が学ん#いる経済教室』�SBクリエイティブ
N.G.マンキュウー著�足立他訳�÷マンキュウー経済学I　ミク{経済学編(第4版)』�東洋経済è報社&

政治・経済（3年å�経済学II（5年å

履修:�
注意事項
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授4計画（経済学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 授業ガイダンス 授業+進め方>評価方Ú~ど/説ıする&

2 経済学と�？ 経済学�ミク{経済学と�ど+よう~学問か/理解する&

3 企業+種˙としくみ 代表}~企業形�#ある株式ü社9ついて理解する&

4 企業+x}と$動 営�/x}とする企業+�潤最大化$動/理解する&

5 企業9	わる�ピックス 現実+企業>企業$動9	わる�ピックス/紹�する&

6 経済学9おける家計 日常#+家計と経済学9おける家計と+�い/理解する&

7 家計+x}と$動

8 現実+家計+$動 不確実Ω+�#+選択>現実+家計+消費$動9ついて解説する&

9 理想}~市µとそ+機能

10 市µ均∑+�ましさ

11 寡占企業>独占企業 企業が少�#ある市µ#+企業$動/ゲーã理論� いて理解する&

12 市µ+限界 市µ*カニズãがうまく機能し~いケース9ついて紹�する&

13

14 政$+役割 市µ+限界/'う組)として+政$+役割と予+/理解する&

15 今-+市µと政$+あM方 政財政赤0が1•る2#+今-+市µと政$+あM方/§•る&

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期�期試≠/実3する&

家計+効 (満足8)最大化$動/理解する&

完全競争市µ#機能する市µ(価á)*カニズã/理解する&

市µ+均∑(需±一致)状�+�ましさ/余剰分9#確:する&

IT・AI時代+経済 IT>AIが市µ経済9�たらす影?/§•る&

J
考
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科　目

担当教員 横山 卓司 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

線形代数��中�とし�数�について，これま%習'し�内)�復習し，実践-.演習�0う．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試4%評6する

2 試4%評6する

3 試4%評6する

4 試4%評6する

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「演習 線形代数 改訂版」：村上 正康・野澤 宗平・稲葉 尚志 共著（培風館）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門�校 2025年aシラバス

数�特講B (Mathematics B)

全�科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

【C3】ベクトÉÑ0ÖÜ計算，連立方程åÜ解法，0ÖåÜ計算�理解し，
問ëí解ける

【C3】ベクトÉ空ïÑ線型写òÜ理ô�理解し，問ëí解ける

【C3】0ÖÜ対角úÑ二次形åについて理解し，問ëí解ける

【D2】様†.現¢と数�Ü対£�ë§とし�£用問ëí解ける

成ßは，試4100%　として評6する．試4成ßは中ï試4と定期試4Ü平™とする．100点満点%60点以上�合∞とす
る．

「1±%マスター　大�Ü線形代数」 : 石井俊全 (技術評ô社)
「線形代数� 初æか¿ジョÉダƒ標準形«」:三宅 敏恒 著（培風館）
「線形代数 (ドリÉと演習シリーズ) 」日本数�教育�会高専・大�部会教§研’グÉープTAMS著 (電気書院)
「ドラゴƒ桜å大�数�入門ドリÉ 線形代数íわかる」：牛瀧文宏著 (講談社)
「キーポイƒト線形代数」:薩摩 順吉・Ô谷 晶二 (岩波書店)

1〜3年Ü数�，4年Ü£用数�

履修:�
注意事項

参考書に˙げ�書¸は全部˝い˛える必�は.い. 必�.�に図書館%参�するとよい．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 線形代数Ü基本計算

2 ベクトÉÜ復習と空ï図形

3 0ÖÜ計算， 様†.0Ö， 連立一次方程å 0ÖÜ計算，正則性，対称0Ö・交代0Ö・直交0Ö.どについて演習する．連立一次方程åÜ解法について演習する．

4 0ÖÜ簡約úと階数 ベクトÉÜ一次関係，およ�0ÖÜ階数.どについて演習する．

5 0Öå

6 ベクトÉ空ï ベクトÉ空ïÜ定義�確�する．多項åÜ�るベクトÉ空ï.どについて演習する．

7 内積空ï 直交補空ï， グラム・シュミットÜ正規直交ú法， およ�正射$ベクトÉ.どについて演習する．

8 中ï試4 前%%�ん'内)について試4する．

9 線型写ò，線型変換

10 固有値・固有ベクトÉ・固有空ï 0ÖÜ固有値，固有ベクトÉ，固有空ï.どについて演習する．

11 0ÖÜ対角ú 対角ú可能性，およ�対称0ÖÜ直交0Öによる対角ú.どについて演習する．

12 二次形åÜ標準形 二次形åÜ標準形，およ�正定値.どについて演習する．

13

14 ジョÉダƒ標準形 ジョÉダƒ標準形�ë§にし�£用問ëについて演習する．

15 微分方程åと0Ö 微分方程åと0ÖÜ関係�ë§にし�£用問ëについて演習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（数学特講B）

授業%1う用2Ñ表4Ü確��0う. 線型代数%基本技術とされる0ÖÜ簡約ú， 0ÖåÜ計算， 固有値Ü67方， 0ÖÜ
対角úÜ方法.ど�確�する.

ベクトÉÜ内積と正射$，外積と面積・体積Ü関係について復習する．空ï図形(直線，平面，球)Ü方程å，点と平面Ü距=Ü公
åについて復習する．

0ÖåÜ計算， 余因A�用い�逆0ÖÜ計算.どについて演習する.

核Ker とòIm， 線型写òÜ表現0Ö.どについて演習する．

0ÖÜn乗， 数Öと0Ö 0ÖÜn乗， 数Öと0ÖÜ融合問ëについて演習する．

D
考

前期中ï試4およ�前期定期試4�実Iする．
再試4�実Iすることíある．
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科　目

担当教員 児玉 宏児 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

微分積分など�高専数��知��確!し#大�・専攻'で��)につなが-問/�0い��ぶ

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験・レポー8で評:す-

2 試験・レポー8で評:す-

3 レポー8で評:す-

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 編入数�徹底研究（金子書房）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門�校 2025年Tシラバス

数�特講C (Mathematics C)

全�'・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

【C3】微分・積分・偏微分・重積分など�問/�rけ-

【C3】微分方程v�理rし#問/�rけ-

【D2】様yな現{|数��対応# 数理モデÅ�考Éでき-

成Üは#試験80%　レポー820%　|しà評:す-â試験成Üは中間試験|定期試験�平é|す-â100点満点で60点
以ì�合ï|す-â

大�編入�ため�数�問/集 : 碓氷 久 (大日本図書)

1〜3年�数�#応用数�

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 ガイダンス#微分積分 授業計ß�説明#授業に™す-諸注≠�Æうâ 微分積分

2 微分 微分�計算

3 積分 積分

4 積分 積分

5 広義�積分 広義�積分

6 院™数�微分 院™数�微分

7 不等v 不等v

8 中間試験 前¥で�ん∂内∏�試験す-

9 試験�r説 試験�r説|要点復)

10 不等v 不等v

11 漸化v|数Ω�収束 漸化v|数Ω�収束

12 条件¬き極値 条件¬き極値

13 条件¬き極値 条件¬き極値

14 合成™数�微分 合成™数�微分

15 微分方程v|数�モデÅ 微分方程v|数�モデÅ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験およ«前期定期試験�実…す-â

授4計画（数学特講C）

D
考
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 �にはあげないが�必�に�じて�参考資$%書'(講義+,紹.する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年@シラバス

手話言語学Ⅰ (Sign Language Linguistics I)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本手話(ゼfかh学i本講義,は�まk言語学l基礎oな概q%考rs(学んだうr,�日本手話l構x(yし{理解
し�さhに少数言語使用É,ある�ろうÉへについてyし{áる．実â,は�指文åç基本oな手話単語・表è(学êする．

【C3】日本手話がë言語」,あるこç(言語学l視ï,説ó,きる． 日本手話がë言語」,あるこç(言語学l視ï,説ó,きるか(�定期試õ,
評ùする．

【D2】手話話É,あるëろうÉ」について理解し説ó,きる． 手話話É,あるëろうÉ」について理解し説ó,きるか(�定期試õ,評ùす
る．

【C3】指文åç基本手話単語・表è(表すこçが,きる． 指文åç基本手話単語・表è(表すこçが,きるか(�定期試õおよ†演ê
,評ùする．

成£は�試õ85%　演ê15%　çして評ùする．到達目標1ç3(定期試õ�到達目標3(演ê,評ùする．演ês®l評
ùs©については講義™に´し{解説する．

プリント
授業,指定し∞動画

本科目は手話言語学II�およ専攻科l手話言語学に関µする．

履修:�
注意事項

毎∑l授業に出πして手話l演ê(∫い�基本oな手話表è(必kêªするこç．参ºにあ∞って�積極oに発言するこ
çç�倫理¬l問ƒに留∆するこçが«めhれる．
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授4計画（手話言語学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダンス 授業目o・授業実施s©・評ùs©などについて説óする．

2 ëきこrない」çは？

3

4

5

6

7 言語l定義

8 手話表èl記述© 手話表èl記述©について学êする．

9

10

11

12

13

14 手話表èl総括 これま,学êし∞手話表èl実â(総復êする．

15 総括 授業全’l総括(÷じて�手話言語に◊する理解(ÿめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試õ(実施する．

Ÿl構xç⁄こrlメカニズflについて学êする．ë指文å1ç単語1」(学êする．

言語êª1 ろう‡l家庭環‰ç手話言語学êªについて学êする．ë指文å2ç単語2」(学êする．

言語êª2 ろう‡l音声言語êªç�ろう教Áについて学êする．ë指文å3ç単語3」(学êする．

手話l歴史1 世Îl手話l歴史について学êする．ë指文å4ç単4」(学êする．

手話l歴史2 日本l手話l歴史について学êする．ë指文å5ç単語5」(学êする．

言語l定義について学êする．ë指文å6ç単語6」(学êする．

手話l構x1 日本手話l階層構xについて学êする．ë単語7ç表è1」(学êする．

手話l構x2 日本手話l基本oな構文について学êする．ë単語8ç表è2」(学êする．

手話l構x3 日本手話l複Úな構文について学êする．ë単語9ç表è3」(学êする．

手話l�徴1 日本手話l手指表èl�徴について学êする．ë単語10ç表è4」(学êする．

手話l�徴2 日本手話l映ˆ(もちいて非手指表èl�徴について学êする．ë単語11ç表è5」(学êする．

L
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 英会話��上�させることができたかどうか�中間試"と演$で評&する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書1む）�準5すること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Dシラバス

応用英語B (Applied English B)

PILEGGI MARK 教授

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

英語によるプレゼンテーション�さらに上�させるためz原|}書き~から発表術zスライÉ}改Öまでáたà発â�紹ãし
z海éでèプレゼンできる技術�ëにつける．

【D2】オーディエンスにòわりやすúプレゼンテーション�するため}工夫
ができる．

オーディエンスにòわりやすúプレゼンテーション�するため}工夫ができる
かどうか�z授業中に教員・peer・自己評&�用ú¢評&する．

【C3】グローバルシンキング�利用し表現技術�©く. グローバルシンキング�利用し表現技術�©けたかどうか�z質疑・応Æ�通
し¢評&する．

【C3】テクノロジー�≥っ¢研究手∏とし¢}英語表現��高める． テクノロジー�≥っ¢研究手∏とし¢}英語表現��高めることができたか�
zプレゼン・演$で評&する．

【C3】英会話��上�させる．

成∫はz試"35%　プレゼンテーション35%　演$30%　とし¢評&する．

プリント
Google Classroomz Documentsz Slides & Spreadsheets

本科«はこ»以é}英語科が開講する全¢}科«に関Ãする.

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 Introduction to the course

2 Presentation tips (1) Discussion about the ingredients of a good presentation.

3 Technology and presenting (1)

4 Global thinking and technology (1)

5 Presentation tips (2) Developing presentation slides using Google Suite apps & Microsoft PowerPoint.

6 Technology and presenting (2)

7 Global thinking and technology (2)

8 中間試" Midterm test and assessment

9 Return exams & Presentation tips (3)

10 Technology and presenting (3)

11 Global thinking and technology (3) Gain more understanding of the Pecha Kucha format by watching examples of good presentations using it.

12 Presentation tips (4)

13 Pecha Kucha presentation scripts & slides due

14 Final individual (Pecha Kucha) presentations (1) Pecha Kucha PowerPoint Presentations in English with peer - assessment

15 Final individual (Pecha Kucha) presentations (2) Pecha Kucha Powerpoint Presentations in English with peer - assessment

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（応用英語B）

Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Self introductions in a mini presentation 
format. Using eye contact.

Introduction of technology advances and tools used in presentations. Learn to use Google search more 
effectively in English.

TED Talksz Breaking News English and other online resources for presenting ideas.

Group work. Groups of students research a recent news topicz and present that information after quick 
summarizing and preparation.

Introduce more inspiring online presentation resources. Review of all information so far and preparations for 
the midterm exam.

Introduce the Pecha Kucha presentation formatz  after reviewing the midterm tests.

Brainstorming about Pecha Kucha topics. Organize a database with student's topics and final presentation 
scheduling.

Script editing and peer/group/self assessment explanation of Pecha Kucha format. Asking the teacher for 
more natural English edits.

Completion of preparation early so enough time can be spent memorizing the final presentation. Confirm that 
all tech is working correctly in advance.

D
考

前期中間試"�実‡する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.
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科　目

担当教員 土居 文人 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリン�教材

参考書 ドナルド・キーン�日本文学"」$中公文庫）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年6シラバス

国文学・国語学 (Japanese Linguistics and Japanese Literature)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本文学およ\日本語学]分_かa�ピッdefghげj概lするo日本文学は1000年にわたる伝uv存xしz{v国
v|るべ~事Ä]ひとつであるo本授業ではz日本文学と外国文学と]関àあるいは世界文学としj]日本文学]位置z
日本語と外国語と]比較等z多面的視_で日本文学ì日本語eîïñすoこれによgz国際化社úeù~る視û]創†に
°するo

【C3】日本文学]特£についj理•しz適ßにl®で~るo 日本文学]特£についj]知™ì理•6z表現≠ez中間試験・定期試験で
評≥するo

【C3】日本語]特£についj理•しz適ßにl®で~るo 日本語]特£についj]知™ì理•6z表現≠ez中間試験・定期試験で評
≥するo

【D2】外国]文化・言語と比較しj]日本文化]特£e理•しz適ßにl
®で~るo

外国]文化と比較しj]日本文化]特£についj]知™ì理•6z表現≠
e中間試験・定期試験で評≥するo

成∂はz試験100%　としj評≥するo到達目標1z2z3についj]中間試験・定期試験]平均Ωe試験成∂とするo100点
満点で60点以he合√とするo

1～3年国語o4年国語表現法o

履修:�
注意事項
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授4計画（国文学・国語学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 日本文学は世界でど]ように評≥されjいる]か 日本]古典文学・現代文学についj]評≥ez具体œe–げつつ—ïるo

2 日本文学は世界でど]ように評≥されjいる]か 日本]古典文学・現代文学についj]評≥ez具体œe–げつつ—ïるo

3 日本語とはど]よう“言語“]か 世界]中]言語としj]日本語]特£と面”さについjz具体œe–げつつ—ïるo

4 日本語とはど]よう“言語“]か 世界]中]言語としj]日本語]特£と面”さについjz具体œe–げつつ—ïるo

5 日本文学]歴"とキーワード$古代編）

6 日本文学]歴"とキーワード$平安時代編）

7 日本文学]歴"とキーワード$鎌倉・室町・安土桃山時代編）

8 中間試験 中間試験e実‡するo

9

10 日本文学]歴"とキーワード$江戸時代編）

11 日本文学]歴"とキーワード$江戸時代編）

12 日本文学]歴"とキーワード$江戸時代編）

13 日本文学]歴"とキーワード$近代編）

14 日本文学]歴"とキーワード$現代編）

15 総括 学んで~たこと]総括eおこ“うo

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験およ\後期定期試験e実‡するo

8世紀以前$奈良時代以前）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

8～11世紀頃$平安時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

12～16世紀頃$鎌倉・室町・安土桃山時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

中間試験]•lo日本文学]歴"とキーワード$鎌倉・室町・安土桃山
時代編）

中間試験]•leおこ“うo12～16世紀頃$鎌倉・室町・安土桃山時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキー
ワードe学ぶo

16～19世紀中頃$江戸時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

16～19世紀中頃$江戸時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

16～19世紀中頃$江戸時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

19～20世紀$®治・大正・昭和）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

21世紀]現代]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

J
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト なし

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年'シラバス

哲学B (Philosophy B)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

DたちはHIJKることができるのか？U自W」とはなにか？近[とい]時[はH宗`の意bcdわりはじめi意義がなくなる
kではなく）H科学技術H市民社会H国民国家H資本主義などH現[のyとなるcのがzく登|した}一�でH自らがÅりÇし
たcのによってU自Üとはなにか？人àとはなにか？」J見ä]ことcãえてきた}この授業ではH近[以èに活ëした哲学
íたちのUìいとîえ」の連ñJ学びH現[のDたちの哲学的考öのヒンùにします}

【C3】日常に°された哲学的ìいJ自Üで見つ•ÇしH哲学的に考えるた
めのモデ®J獲™すること

日常に°された哲学的ìいJ自Üで見つ•ÇしH哲学的に考えるためのモデ
®J獲™することができるかH´テスùと定期試Øで評±する}

【D2】哲学に≤かせない思考µ∂概∏についての理πJ∫めH自Üの考
えJより明ªに表現できるよ]になること}

哲学に≤かせない思考µ∂概∏についての理πJ∫めH自Üの考えJより明
ªに表現できるかH´テスùと定期試Øで評±する}

成æはH試Ø80%　´テスù20%　として評±する}100点満点で60点以¬J合ƒとする}´テスùはH授業で登|するH
哲学の基本的概∏J∆しく理πしていることJª«するために実…する}その理πのcとH試ØではH自Üなりの考えに結
びつ•る

貫成人『哲学マッ–—ちくま新書H2004年
熊野純彦『西洋哲学史　近[から現[‹—岩波新書H2006年
畠山 創『大論争! 哲学バù®— KADOKAWAH2016年
その他H授業で紹Ïします}

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 インùロダクション　哲学J学ぶとはど]い]ことか？

2 近[«識論の二大ア–ローチ

3

4

5 ここまでのまとめ　´テスù ここまでの哲学概∏などの理π'Jª«しH復˘する}

6 ドイ˚観∏論˝フィヒテHシェリングHヘーゲ®

7 近[の不安˝ショーペンハウアーHキ®ケゴー®Hフェオイエ®バッハ

8 近[の�わり˝マ®クスHフロイùHニーチェ

9 現象学と実存思想˝フッサー®Hハイデッガー

10 フランス実存思想˝サ®ù®Hメ®ロ＝ポンティ

11 ここまでのまとめ　´テスù ここまでの哲学概∏などの理π'Jª«しH復˘する}

12 Ü析哲学のはじまり˝ラッセ®Hヴィドゲンシュタインなど

13 言 ∂社会H心理のÜ析からH戦後の哲学に大きな影響%えたU構造主義」の要点J学ぶ}

14 東洋思想

15 ディスカッション 学ん,内.J自Üの言/でどのよ]に表現しH思考するかJ試すディスカッションJディベーù形2で3]}

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（哲学B）

生活でU5たり6」とされることJ具体9にしながらHU哲学」とい]学ìがどのよ]にìいH考えるのかについてHおおまかなイメー
;が™られるよ]する}

1＋1＝2が∆しいことH=の6のコッ–の存?などJ@めるのはH経ØかKBか？これらのU«識」JめぐってH神学と科学がせめぎ
あ]17世紀〜18世紀にH哲学¬ではイギリス経Ø論と大陸合理論とい]二大ア–ローチの論争があったことの全体象Jつかむ}

カンùi1）«識論
イギリス経Ø論と大陸合理論J調NしたことでcKられるHカンùによるUカテゴリー」とい]概∏とHその«識論の要点J理πでき
るよ]にする}

カンùi2）倫理学 倫理学でU義務論」としてcKられるHカンù倫理学の要点J理πできるよ]にする}とりわ•H各自の理BからQじられる道徳µ則
によるH自律的な規Wの重要Bについて}

自我H自然H精神などH世\のあらゆる側_J説明するための統一的な原理JcめたH三人の哲学íたちの要点J学ぶ}ヘーゲ®
のU弁証µ」など}

都市工業hがiむ時[H一人ひとりのか•がえのなさ∂H現実社会で生きるU不安」などJ哲学にkりlc]としたH三人の哲学í
たちの要点J学ぶ}ショーペンハウアーの悲観主義iペシミズム）など}

経済活r∂労tから人àの生き�J説いたマ®クスH無意識など心理的Åvから自我‹ア–ローチしたフロイùH近[までの西
洋哲学の固定的概∏J破yしよ]としたニーチェなどJ学ぶ}

世\大戦6後に現れたH現象学∂ドイ˚実存思想のエッセンスJ学ぶ}フッサー®による«識論HハイデッガーによるU本来的実存
」など}

わたしたちはU自Wとい]{に|されている」と言ったサ®ù®HU身体」の実存に徹底的に焦点J5てたメ®ロ=ポンティなどHフラ
ンス実存思想の要点J理πできるよ]にする}

ラッセ®によるU記述理論」∂HヴィドゲンシュタインのU言 ゲーム」などH現[論理学∂言 Ü析からはじまるH現[哲学の一片
JKる}

構造主義のはじまり˝ソシュー®Hレヴィ=スùロースなど

ウパニシャッド哲学H仏`H儒`H道`などH古[からの東洋思想∂HそれJå•て日本で発生した独自の思想などについてH概要
J学ぶ}

D
考

後期定期試ØJ実…する}
´テスùJ2回実…する}
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科　目

担当教員 伊藤 国彦 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 マク�経済指�について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

2

3 金融市6について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト テキス;<指定せず%講?ノー;BCう．講?レジュH プリン;を配Mする．

参考書

関連科目

受講O 理解#にPじて 進#S内Uを調Wする B%授業計[に若] 変_があ-得る．

神戸市立工業高等専門学校 2025年#シラバス

経済学II (Economics II)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講?】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本科ÜB<%マク�経済学 基本àâ理論（GDP%マク�経済政策%IS-LMモデñ等óを学び%最ö 経済問úを理解する
ため 知†を°につける．また%技術Oとして社©B活´するため 見方・ÆØ方を∞う．

【C3】マク�経済指�について理解する．

【C3】GDPと総需≥ 理論について理解する． GDPと総需≥ 理論について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

【C3】金融市6について理解する．

【C3】マク�経済政策について理解する． マク�経済政策(財政政策と金融政策)について 理解#を%定期試) 得+
によ-評/する．

【D2】IS-LMモデñ・分∂について理解する． IS-LMモデñ・分∂について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

成∏<%試)100%　として評/する．成∏<%定期試)100%として評/する．定期試)<100+満+B%60+以ºを合
æとする．

D.A.Hイヤー著%桜田訳%«アHリ… 高校 が学んBいる経済教室』%SBクリエイティブ
N.G.マンキュウー著%足立他訳%«マンキュウー経済学I　マク�経済学編(第4版)』%東洋経済ö報社

政治・経済（3年ó%経済学II（5年ó

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 授業ガイダンス 授業 進め方S評/方·âどを説‰する．

2

3

4 経済全ÂB消ÁS投Èがど ようにÍまる かを理解する．

5

6 財市6BCう財政政策 財政政策 手Ìと財市6 理論をPÓした財政政策 効果分∂を理解する．

7 貨幣乗Ù 理論を基ıに金融政策 基本àâしくみを解説する．

8 日本銀Cが実˚しきた金融政策を˝にして%現実 金融政策について理解をˇめる．

9 物/%物/指Ù%インフレ�について理解し%統計か�物/動�を�み解く．

10 労働市6における問ú 失業%低賃金%所得æ�âど労働市6 問úを紹�する．

11 失業�S実質賃金âどについて理解し%統計か�労働市6動�を�み解く．

12 貨幣市6と利子� 貨幣市6における利子� 役�を重�するケイン� 貨幣理論を理解する．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試)を実˚する．

授4計画（経済学II）

経済循�と国内総 産(GDP) 経済循� しくみと国内総 産(GDP) 概 について説‰する．

マク�経済指�(GDP統計・景気指�) GDP統計と景気指�か�日本経済  産S需≥ 動�を�み解く．

財市6 理論そ 1

財市6 理論そ 2 経済全ÂB 総需≥＝GDP Í定H…ニ�&を理解する．

貨幣市6と金融政策そ 1

貨幣市6と金融政策そ 2

マク�経済指�(物/統計)

マク�経済指�(雇Ó統計)

IS－LMモデñと< IS<財市6 需給一致,B%LM<貨幣市6 需給一致,Bあることを確/する．

IS－LMモデñによる分∂ IS(財市6)とLM(貨幣市6)を同1にÆ2して分∂する手·を°に3ける．

IS－LMモデñによるマク�政策効果分∂ IS－LMモデñをÓいて財政政策と金融政策 効果を分∂する．

D
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 途上�におけ�貧困問��理�できてい�$演習・定期試+で確-す�

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー2講義

参考書 　

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Cシラバス

地理学B (GeographyB)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

_めに途上�におけ�貧困問�について学ぶ．そe後，資源問�，経済活le世界的拡大，経済的格sについて学習す�
．最後に，それらをふまえてSDGse達~�先進�e役Éについて学習す�．

【C3】資源問�，経済活le世界的拡大�影Öについて理�でき� 資源問�，世界的経済e世界的拡大�影Öについて理�できてい�$演習・
定期試+で評áす�

【C3】SDGs�先進�e$$わりについて理�でき� SDGs�先進�e$$わりについて理�できてい�$定期試+で評áす�

【D2】途上�におけ�貧困問��理�でき�

~äは，試+80%　演習20%　�して評áす�．100点満点で評áし60点以上を合格�す�．期íに再試+をîうこ��
あ�

地理（1年）

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3

4

5

6

7

8 演習 途上�におけ�貧困�資源問�にöす�演習

9 �家úe経済格s 世界経済eùにおけ�途上�経済e位ûづけ

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試+を実°す�．

授4計画（地理学B）

途上�におけ�貧困問�1 途上�におけ�貧困e原因1

途上�におけ�貧困問�2 途上�におけ�貧困e原因2

途上�におけ�貧困問�3 貧困を原因�す�途上��§え�問�1

途上�におけ�貧困問�4 貧困を原因�す�途上��§え�問�2

資源問�1 資源確¶に$$わ�問�1

資源問�2 資源確¶に$$わ�問�2

資源問�3 資源確¶に$$わ�問�2

経済ße~立�変化1 経済活le活性化・広域化に≠う経済ße~立�変化1

経済ße~立�変化2 経済活le活性化・広域化に≠う経済ße~立�変化2

経済ße~立�変化3 経済活le活性化・広域化に≠う経済ße~立�変化3

SDGs�途上� SDGs�途上�eö係

SDGs�先進�e役É1 SDGs�日∞e$$わり1

SDGs�先進�e役É2 SDGs�日∞e$$わり2

D
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地学，数学

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

自然科学特講B (Natural Sciences B)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

先人QRSTUげてきY基礎科学か]最先_`現代科学まで，自然科学4分野(物理，化学，生物，地学)`発展jk講義
l演nkど`座学，あるいは，自]R調vしY結yz発表/要~するkど`機ÅzÇして，我ÑzÖÜáà環äR自然科学
`枠åで記éできることz学ぶ.まY，自然科学zさ]î主体jî学óòめてöàYめ`，感性，知j好奇†z°い，基本j
k課題発見力，問題解決力z©うことz目¨とする.

【C3】我ÑzÖÜáà環äR自然科学(物理，化学，生物，地学)`枠åで記
éできることz理解する.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【C3】自然科学`基ºとkる知Ωz理解し，様Ñk現ø`説¡îこれ]`
知Ωz√いることRできる.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【D2】自然科学z主体jî学óòめてöàYめ`，基本jk課題発見力，
問題解決力z©う.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

成≈は，試∞85%　レポー∂15%　として評∫する．100点満点で60点以Uz合Àとする．

「相対性理論 (物理学レクチャーコース)」： 河辺哲次 著（裳華房）

「第3版 シュッツ 相対論入門I 特殊相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「第3版 シュッツ 相対論入門II 一般相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「相対性理論 (基礎物理学選書) 」： 江沢洋 著（裳華房）
「ÛとÙでよàわかる 相対性理論」： ニュー∂ンプレス 著（ニュー∂ンプレス）

履修:�
注意事項

(i)微分，S分，微分方程式，ベク∂ˇ解�kど`数学`知ΩR必要とkる．(ii)授業�îおける携帯電	lゲー�機`使√
，そ`他授業妨�îつkRる言�zöっY�î対しては，「欠席�い」l「教�か]`退�」z�じる場合Rある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 特殊相対性理論z概 する．

2 一般相対性理論z概 する．

3 時Æ`!れîついて"える．

4 ローレンツ収&îついて"える．

5 ローレンツ変(z導出する．

6 速*`変(+z導出する．

7 ミンコフスキー時/z理解する．

8 相対性理論î基づà諸現ø ミュー粒3`寿�kど`特殊相対性理論R関6する7つか`現øz"8する．

9 ベク∂ˇ`変(性，反変:と共変:z理解する．

10 ローレンツ変(`ö列表現，ベク∂ˇ場とテンソˇ場z理解する．

11 相対論jk電磁気学z理解する．

12 相対論jk電磁気学î基づà諸現øz"8する．

13 相対論jk力学z理解する．

14 相対論jk力学î基づà諸現øz"8する．

15 復nと演n 復nと演nîよÜ理解zBめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期≠期試∞z実Dする．

授4計画（自然科学特講B）

導入I

導入II

特殊相対性理論I

特殊相対性理論II

ローレンツ変(I

ローレンツ変(II

ローレンツ変(III

相対性理論î必要k数学I

相対性理論î必要k数学II

相対論jk電磁気学I

相対論jk電磁気学II

相対論jk力学I

相対論jk力学II

D
考
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書 講義��随時指�する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年0シラバス

手話言語学II (Sign Language Linguistics II)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

手話言語学I履修ST対V�W手話�Xする知Z[実]T発_させる．前期学習内eTfまえW日本手話[日本語k比較
�よりW日本手話へk理rTさら�tめる．ろwSTxりyz社会問~やそれTrÇするÉk科学]Ñ�ÖÜれる．実]はW
単語だけでなzW手話文çÖ学習しW様êな場í�おいてk基本óなコミュニケーションができるよw�なるこ[T目指す．

【C3】日本手話k特徴・ルールT理rしW音声言語[比較して説©できる． 日本手話k特徴・ルールT理rしW音声言語[比較して説©できるかどwかT
定期試験・レポートで評≤する．

【D2】ろwST対V[し≥福祉分∑�科学]Ñが貢πする可能º�つい
て議øできる．

ろwST対V[し≥福祉分∑�科学]Ñが貢πする可能º�ついて議øで
きるかどwかTW定期試験・レポートで評≤する．

【C3】日本手話T¿って様êな場íでk基本óなコミュニケーションがで
きる．

日本手話T¿って様êな場íでk基本óなコミュニケーションができるかどw
かT定期試験・演習で評≤する．

成ƒはW試験50%　レポート40%　演習10%　[して評≤する．演習方«k評≤方ç�ついては講義��»しzr説す
る．

本科k手話言語学IW専攻科k手話言語学�X する．

履修:�
注意事項

毎Ãk授業�出Œして手話k演習TœいW基本óな手話表—T“”習‘するこ[.参◊�あ≥ってW積極ó�発言するこ
[[W倫理‹k問~�留fiするこ[がflめられる．

- C–113 -



テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 ガイダンス 講義k授業方ç�ついて説©する．　　

2 日本手話[日本語対応手話

3

4 ろw文‰T映Êから学ぶ．　　

5 レポート講評 レポートk講評[プレゼンテーションk説©Tœw．

6 学Íkレポート発表会Tœw．

7 ひきつづき学Íkレポート発表会Tœw．

8

9 学習し≥手話T¿っ≥ペアワー演習Tœw．

10 「音Úkサポート

11 「音声Úkサポート

12 ろwS[社会 ろwSTxりyz社会k仕ıみT学習する．

13 学習し≥手話T¿っ≥グループワーk準˘Tœw．

14 学習し≥手話T¿っ≥グループワーTœw．

15 総括 授業全¸k総括TœいW手話[ろwS�対する理rTtめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試験T実˝する．

授4計画（手話言語学II）

日本手話[日本語対応手話k˛い�ついて学習する．「文ç表—1ÚT学習する．

ろw文‰1 ろw文‰�ついて学ぶ．「文ç表—2ÚT学習する．

ろw文‰2

プレゼンテーション1

プレゼンテーション2

ペアワー1 ペアワー演習k≥めk準˘Tœw．「文ç表—3ÚT学習する．

ペアワー2

ろwST支�する音�Xする]Ñ�ついて学習する．「文ç表—4ÚT学習する．

ろwST支�する]Ñ�ついて学習する．「文ç表—5ÚT学習する．

グループワー1

グループワー2

D
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 ゴル�につい�毎時��学習記��技能習熟�によっ�評#する．

2 'がい)スポー-につい�毎時��学習記��レポー/によっ�評#する．

3 /レーニン2計4�立案・実9し;結=>レポー/によっ�評#する．

4 2ルー?@A発CしDメンバーA相互評#する．レポー/によI評#する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

スポー-科学演習A (Sports Science A)

寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

これまAに学んÖスポー-にÜする知àâ経験å>様éな角�かëíつめなおしDスポー-��ï;なかかわIâ学び>
òめるこ�>目ö�する．  1．ゴル�理論＆演習 2．'がい)スポー->ûし;共存社¢�考察 3．/レーニン2理論＆実9 
4．海ßスポー->ûし;日©スポー-�問題¨�発≠�可能Ø�模索

【C3】生≥スポー-Aあるゴル�>学びDµかな健∑ライ�にπげる．

【C3】'がい)スポー->ûし�D共存社¢>考える．

【C3】/レーニン2にÜする理論>学びDºë�/レーニン2計4>立案しD
実9Aきる．

【D2】海ßスポー-�知í>ûし�D日©スポー-�問題¨>発íしD発≠
�方ø>模索する．

科目�特ØによI授業@A�実技試験>¬みDƒ�ように評#する．到達目標毎1＝30%D2＝20%D3＝30%D4＝20%�
割ÀA評#しD100¨満¨A60¨以œ>À–�する．

4．「カルチ‘�休日」　@ß出版社

履修:�
注意事項

1）実技試験が未実€�)はD2月末日まA再試験>‡けるこ�がAきる．それ以„�再試験�‰し出は‡けÂけない．但
しD診断Èが提出され;病Ìâ整形ß科öな疾Ò�場ÀはD担当教ı�相ˆ�œD対¯する．2）診断Èが提出され;病
Ìâ整形ß科öな疾Òにおい�実技試験>‡けるこ�が困˙な場ÀはDレポー/A代¸するこ�がある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 ゴル�理論＆演習 座学˛ゴル�初心)講座 実習˛2リッ?・スタンス・アドレス・スウイン2�基©

2 座学˛パラリンピッ��歴
につい�　実習˛ パターゲーム

3 座学˛パラリンピッ�選��は�'がい別） 実習˛斜�かë�つ

4 座学˛パラリンピッ�競技�は　 実習˛ バンカー克服

5 座学˛ゴル��ルール 　実習˛視覚'がい)体験

6 座学˛'がい)��共存 　実習˛ア?ローチコンテス/

7 座学˛'がい)��共存�レポー/） 実習˛ゴル�ラウンド

8 中�試験 中�試験は実€しない

9 座学˛/レーニン2�計4・実€に必!な基礎理論>理#する．

10 実技˛œ半身・体&�ス/レン2ス・/レーニン2

11 実技˛下半身�ス/レン2ス・/レーニン2

12 座学＆実技˛目öに¯じ;サーキ//レーニン2�理#�実9

13 海ßスポー-�知í>学びD日©�スポー-��+いについ�理#する．

14 参考図È>事/にû0しD2ルー?@A意í交3>4う．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（スポーK科学演習A）

ゴル�理論＆演習・パラスポー-1

ゴル�理論＆演習・パラスポー-2

ゴル�理論＆演習・パラスポー-3

ゴル�理論＆演習・パラスポー-4

ゴル�理論＆演習・パラスポー-5

ゴル�理論＆演習・パラスポー-6

/レーニン2理論＆演習1

/レーニン2理論＆演習2

/レーニン2理論＆演習3

/レーニン2理論＆演習4

海ßスポー-1

海ßスポー-2

海ßスポー-3 これまA�授業A5;知í>も�にD海ß�日©�スポー-�+い>明8にしD日©スポー-�発≠�方øについ�2ルー?@
A発Cする．

D
考

中�試験および定期試験は実€しない．
中�試験および定期試験は実€しない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 スポー�文�ついて�内��レポー�によって評�する．

3 グループワー&における相互評�+,レポー�によって評�する．

4 テーピング�実技試験+,レポー�によって評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

スポー�科学演習B (Sports Science B)

吉本 陽亮 准教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

これまでに学んyスポー�にzする知|}経験�Ä様Çな角EかÖÜつめなおしàスポー�と�äたなかかわり}学,Ä
éめることÄ目êとする．  1．ニュースポー� 2．スポー�文��ìり立ち 3．コーチング理論＆実践 4．スポー�傷害理論＆
演習

【C3】ニュースポー�Ä学,àメンバーと実践できる． ニュースポー��ルールÄ理†しàz心à意£Äもって実践しているか評�す
る．

【D2】スポー�文�とそ�概ßÄ学,à現©�スポー�がど�ように≠り上
げÖれてきたか背±Ä理†する．

【C3】コーチングにzする理論Ä学,àメンバーにコーチングできる．

【C3】スポー�活≥に起µする外傷}∑がい�特πÄ学,àそ�具体êな
予防対øとしてテーピング�手¡Ä習¬する．

科目�特√により授業内で�実技試験Äƒみà∆�ように評�する．到達目標毎1＝30%à2＝20%à3＝30%à4＝20%�
割Õで評�しà100点満点で60点以上ÄÕ“とする．

履修:�
注意事項

1）実技試験が未実’�÷はà2月末⁄までに再試験Ä‹けることができる．それ以›�再試験�fiしflは‹け‡けない．
·しà診断‰が提flされた病Ë}整形外科êな疾Ï�場Õはà担当教と相Ò�上à対Úする．2）診断‰が提flされた
病Ë}整形外科êな疾Ïにおいて実技試験Ä‹けることが困Ùな場Õはàレポー�で代ˆすることがある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3

4 交˘Ä主目êとしてàアルティメッ��ゲーˇÄ�う．

5

6 交˘Ä主目êとしてàアルティメッ��ゲーˇÄ�う．

7 スポー�と体育à部活≥�文�について

8 中間試験 中間試験は実’しない

9 コーチング�理論Ä学,à知|Äéめる．

10 グループワー&Ä�してàコーチ・プレイヤー相互�経験Ä�う．

11 簡
な身体活≥場�で�コーチング実践Ä�して経験Ä高める．‹講÷相互�コーチング実践Ä�して相互評�Ä�う．

12 スポー�活≥場�で�コーチング実践Ä�して経験Ä高める．‹講÷相互�コーチング実践Ä�して相互評�Ä�う．

13

14

15 実技試験：足z��テーピング

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（スポーK科学演習B）

スポー�文��ìり立ち1/ニュースポー�1 スポー��原点と�,/ボッチ�についてルールÄ理†しà実践する．

スポー�文��ìり立ち2/ニュースポー�2 実教�として�スポー�/モルッ&についてルールÄ理†しà実践する．

スポー�文��ìり立ち3/ニュースポー�3 近現代におけるスポー�とナショナリズˇ/アルティメッ�についてルールÄ理†しà実践する．

ニュースポー�4

スポー�文��ìり立ち4/ニュースポー�5 近代スポー��ゆくえ/キンボールについてルールÄ理†しà実践する．

ニュースポー�6

スポー�文��ìり立ち5

コーチング理論＆演習1

コーチング理論＆演習2

コーチング理論＆演習3

コーチング理論＆演習4

スポー�傷害理論＆演習1 スポー�活≥に起µする外傷}∑がい�特πÄ学,à知|Äéめる．　　テーピング実技1：足z��テーピング手¡Ä理†しà
実践する．

スポー�傷害理論＆演習2 テーピング実技2：足z�・膝z��テーピング手¡Ä理†しà実践する．

スポー�傷害理論＆演習3

D
考

中間試験およ,定期試験は実’しない．
中間試験およ,定期試験は実’しない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 タイピングテス��結��評�する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information TechnologE)

松露 真 准教授, 藤田 政宏 講師

応用化学科・1年・通年・必修・2単位【演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本演習はc現代社gにおいk数理・データサイエンス・AIrsえる影vw利活用�z��留意}~理�しc基礎ÅÇデー
タ�ÉrÑえるようにÇること~目Åとしkいる．演習�はcデータサイエンス~学ä重要性c深層学習Çど�先端技î~活
用しï社gサービス�動向cAI~活用するz��留意事öÇどについk学習する．さらにcPEthon~用いïデータ�Éお
よü可視化に¢する演習~Ñう．

【A3】現£�社g変化に数理・データサイエンス・AIrsえる影vおよü
自¶�生活と�¢®についk理�しkいる．

現£�社g変化に数理・データサイエンス・AIrsえる影vおよü自¶�生
活と�¢®についk理�しkいる©前期中間試Ø�評�する．

【A3】深層学習Çど�先進技îwそれ~活用しï≥しい社gサービスÇ
ど�動向についk理�しkいる．

深層学習Çど�先進技îwそれ~活用しï≥しい社gサービスÇど�動向
についk理�しkいる©前期中間試Ø�評�する．

【A3】数理・データサイエンス・AI~活用するz�遵µするべ∑法πwモラ
ªについk理�しkいる．

数理・データサイエンス・AI~活用するz�遵µするべ∑法πwモラªについ
k理�しkいる©前期中間試Ø�評�する．

【A3】情報処理~Ñうz�必要Çコンピュータwネッ�ワー¬に¢する基本
Å知ƒ~≈ちcそれら~説»することr�∑る．

情報処理~Ñうz�必要Çコンピュータwネッ�ワー¬に¢する基本Å知ƒ~
≈ちcそれら~説»することr�∑る©前期中間試Ø�評�する．

【A3】様 Ç種Ã�データ~Õうz��基本Å知ƒ~≈ちcそれら~統計
Åに�Éすることr�∑る．

様 Ç種Ã�データ~Õうz��基本Å知ƒ~≈ちcそれら~統計Åに�É
することr�∑る©演習w後期中間試Ø�評�する．

【A3】条件分‘w’÷◊し処理Çど基本ÅÇプログラミング技î~≈ちcそ
れら~€っk簡単Çデータ�É~Ñうことr�∑る．

条件分‘w’÷◊し処理Çど基本ÅÇプログラミング技î~≈ちcそれら~€
っk簡単Çデータ�É~Ñうことr�∑る©演習と後期中間試Ø�評�する．

【A3】大規‡データw時系„データÇど~Õうz��基本Å知ƒ~≈ちc
簡単Çデータ�É~Ñうことr�∑る．

大規‡データw時系„データÇど~Õうz��基本Å知ƒ~≈ちc簡単Çデ
ータ�É~Ñうことr�∑る©演習�評�する．

【A3】タッチタイピングr�∑る．

成Êはc試Ø30%　タイピングテス�10%　演習60%　としk評�する．総合評�~100}満}としkc60}以z~合格
とする．試Ø成Êは2Ì�試Ø�平均}とする．演習は授業�されるÒ�提出Ù�評�する．

必要に応じkcwebÇど�資˘~配˚する．

「はじめk�AIリテラシー」�岡嶋 裕史c吉田 雅裕（技î評論社）
「教�としk�データサイエンス」�内田 誠�ほ©（講談社）
「PEthonユー��ïめ� JupEter�実践］入門」�池内 孝啓c片柳 薫 ほ©（技î評論社）
「PEthon�はじめるアªゴリズ$入門 伝統ÅÇアªゴリズ$�学ä定'と計算量 」�増井 敏克（翔泳社）
「PEthonによる機械学習入門」�株式g社システ$計画研究所（オー$社）

C3 情報処理IcC4 情報処理IIcC1-C2 数学IcC1-C2 数学IIcC4 確率・統計

履修:�
注意事項

本科目は演習~通じk修>する科目�ある．そ�ïめ総合情報センター�演習室開C~積極Åに利用する�rFましい．
まïc¬ラウドツーª~用いk学習可KÇ内Lに¢しkはc自M��演習~積極ÅにÑうことrFましい．
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授4計画（情報基礎）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 演習システ$�利用方法 演習室�利用方法w利用z�マナーについk学習する．

2 タイピング練習cコンピュータ基礎 タイピング練習~Ñう．コンピュータ�ハードウェアおよüソフ�ウェア��般ÅÇ知ƒについk学習する．

3 タイピング練習cネッ�ワー¬基礎 タイピング練習~Ñう．社g~Wえる情報通Xネッ�ワー¬�仕Zみとそれ~Wえる技îについk学習する．

4 タイピング練習~Ñう．社g�\∑kいる変化~知÷cデータサイエンス~学ä意]~学習する．

5

6

7

8 前期中間試Ø ここま��内L�理�*~確^するïめに前期中間試Ø~Ñう．

9 データ�種Ã・代表値 質Åデータと量Åデータ�bいについk学習する．様 Ç代表値によっkデータ~統計Åに要c�∑ること~学習する．

10 データ�ばらつ∑・観fデータ�誤差 観fされïデータにiまれるばらつ∑~理�しcばらつ∑�大∑さ~評�するïめ�代表値�ある標準偏差についk学習する．

11 層mデータ�Õい・¬ロス集計 層m因 ~iむようÇcひとまとめにしk�Éすべ∑�はÇいデータについk学習する．

12 データ間�相¢と因�

13 データ�集計・�É データ�集計・可視化についk学習する．データ�種Ãw表現しïい内Lについk様 Ç可視化方法rあること~学習する．

14 データ�可視化・データ�比較 データ�可視化についk学習する．データ�種Ãw表現しïい内Lにuしï可視化~学習しc表計算ソフ�~€っï演習~Ñう．

15 演習

16

17 ’÷◊し処理~用いること�c大量�処理~簡vに記xする方法についk学習しcそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

18 演習

19 条件分‘~用いること�c様 Ç入yデータ~�Éする方法についk学習しcそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

20 演習

21 線形探}w素数判定Çど�基本ÅÇアªゴリズ$~学習しcそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

22 演習

23 後期中間試Ø ここま��内L�理�*~確^するïめに後期中間試Ø~Ñう．

24

25 演習

26

27 演習

28 時系„データ�É 時間変化にともÇっk変化するデータとそ��É・可視化についk学習しcそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

29 演習

30 演習

タイピング練習c社gにおけるデータ・AI�利用と活用(1)

タイピング練習c社gにおけるデータ・AI�利用と活用(2) タイピング練習~Ñう．データサイエンスr様 Ç業種�活用されkいる事Ç~知÷cデータ・AI�活用rど�ように�値~生む©
~学習する．

タイピング練習c社gにおけるデータ・AI�利用と活用(3) タイピング練習~Ñう．深層学習Çど�先端技îwそれ~活用しïサービス~学習する．社gへ�展開r進むこと�生じる問Ò
についkも学習する．

タイピング練習cデータ・AI~利活用するÜ�倫理 タイピング練習~Ñう．データ・AI~Õうz��基本倫理についk学習する．実Ü�事Ç~àÇrらcデータ~活用する社gにおけ
るリス¬についkも学習する．

2変数データ間�相¢についk学習する．相¢と因��bいw疑似相¢についkも学習する．

14週目ま�に学習しï内L�演習~Ñう．

プログラミング入門 - PEthon�導入 - 機械学習~はじめçく�分è�€われkいる汎用ス¬リプ�言ì�あるPEthonについk学習しcそれ~理�するïめ�演習~Ñ
う．

プログラミング入門 - ’÷◊し処理 -

17週目に学習しï内L~中ïとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - 条件分‘ -

19週目に学習しï内L~中ïとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - アªゴリズ$ -

21週目に学習しï内L~中ïとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - データ�可視化 - matplotlibライブラリ~用いïデータ�可視化についk学習しcそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

24週目に学習しï内L~中ïとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - 大規‡データ- pandasライブラリ~用いï大規‡データ��Éw可視化についk学習しcそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

26週目に学習しï内L~中ïとしï演習~Ñう．

28週目に学習しï内L~中ïとしï演習~Ñう．

29週目ま�に学習しï内L�演習~Ñう．

J
考

前期中間試Øおよü後期中間試Ø~実ôする．
状õによっkは臨時試Ø~実ôすることrある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C1(10%), A4-C2(50%), B1(10%), B2(10%), C4(10%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 テー���レポー��内��評�する．

5 テー��実験操#$%し'理)しているか$レポー��内��評�する．

6 テー���レポー�提出状0�評�する．

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年?シラバス

基礎化学実験 (Laboratory Work in Fundamental Chemistry)

[前期] 下村 憲司朗 教授, 小島 達弘 准教授, [後期] 宮下 芳太郎 教授, 増田 興司 准教授

応用化学科・1年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本格ÅÇ化学実験$ÉめてÖÜ学á$対âとしている��ã化学å興ç$éつことが�きるよÜÇ内�$中ïå化学実験
�基礎ÅÇ技ó$修òさせる．またã溶û�濃?å†して°演習問§$中ïå理)させる．

【A4-C1】化学実験å必•Ç基本Å操#およß器©�使用´$修òする． 基本操#が確実åÖわれã適∞Ç実験結≤$出すことが�きているか$ã≥å
実験�レポー��評�する．

【A4-C2】定性分析実験�原理$理)しã操#方´$修òする．またã未知
�試Ωå対してã含有¿$同定することが�きる．

定性分析実験�原理と操#´�理)?$レポー��内��評�する．¬å未
知試Ω中�含有¿$同定�きるか$後期å実√する小テス��評�する．

【A4-C2】溶û�濃?が計≈�きる． 溶)?ã重量百分率ãモÀ濃?�計≈åついて理)しているか$ã前期å実√
する小テス��評�する．

【B1】実験結≤$適∞åÃす図・ÃがŒける．

【B2】操#åついてÅ確Ç説—が�きる．

【C4】期限内åレポー�$提出�きる．

【D1】廃û$適∞å分‘しã処理することが�きる． 実験廃û$水◊ÿ重金属ã有機系廃ûとして適∞å分‘するため�知›$修
òしたか$実験技ó�評�する．

成fl°ãレポー�80%　小テス�10%　実験技ó（実験ノー�#成）10%　として評�する．総合評�°前期・後期�平均
Ëとしã100Ë満Ë�60Ë以Ï$合格とする．小テス�åついて°ã前期°濃?計≈問§$対âとしã後期°未知試Ω�定
性分析$対âとする．未提出レポー�があった場合°不合格とする．

「基礎化学実験テキス�」：応用化学科　編（配付冊子）
「第8版 実験$安˝åÖÜためå」：化学同人編集部　編（化学同人）
「第4版 続・実験$安˝åÖÜためå」：化学同人編集部　編（化学同人）

「改訂版 フォ�サイエンス 化学図録」：数研出版編集部　編（数研出版）
「図)とフローチャー�åよる定性分析　第2版」：浅田誠一・内出茂・小林基宏　共著（技報堂出版）
「基礎化学実験　第2版」：京都大学大学院人間・環境学研究科化学部会　編（共立出版）
「演習 $�も�きる 化学濃?計≈ 実験・実習�基礎」：立屋敷哲　著（丸善）
「イラス��+る化学実験�基礎知›　第3版」：飯田隆・菅原%雄・鈴木3ら　編（丸善）

C1化学

履修:�
注意事項

実験中°ã白6Çらßå安˝眼8もし'°眼8$着用�こと．同時期å学習する1年á�化学$しっかりと勉=しã化学å
対する十分Ç理)$?めてい'ことが@ましい．
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授4計画（基礎化学実験）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 化学実験˝Aå†する説—

2 ガラス細工 軟Eガラス�ガラスFとガラスGからãブンゼンバーナー$用いてãかきまKFãスポイ�ãミクロスパチュラã毛細G$#Qする．

3 濃?計≈ã�ムソン熱量計åよる炭V�発熱量測定

4 ペーパークロ��グラフィー ペーパークロ��グラフィー$用いてãサインペン�色V�分]$ÖÜ．

5 石_�Q造 簡単Ç有機化学実験としてã石_�合成$ÖÜ．植¿性油dåオÀ�けいfナ�リウム$iえãケン化$Öい石_$Q造する．

6 ミョウバン$アÀミニウムより合成しã再結晶´åより高純?�ミョウバン結晶$òる．

7 ミョウバン$アÀミニウムより合成しã再結晶´åより高純?�ミョウバン結晶$òる．

8 ミョウバン�融Ë測定

9 蒸留´åよる純水�Q造 ûu$精Qする方´として蒸留´がある．食xとメチÀオレンz$iえた溶û$ã蒸留することåより純水$#り出す．

10 溶û�比重�測定

11 工場+学 工場+学$Öいã実|å化学がど�よÜå社会å貢Äしているか$学ぶ．

12 定性分析´�説—ã定性分析å用いる試Ç�調Q・準備

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26 未知試Ω�同定

27 未知試Ω�同定

28 未知試Ω�同定

29 未知試Ω�同定

30 実験å使用した試Ç等�片付け 実験å使用した試Ç等�片付け$ÖÜ．試Ç�適∞Ç処理åついて学ぶ．

中間試験およß定期試験°実√しÇい．

Éめて本格ÅÇ化学実験$ÖÜことåÇる��ã実験å対する準備ÿïáえã実験à��諸注意ãÇå�çい方ã実験廃û�処
理方´ã緊急時�Ö動ãレポー��Œき方等ã化学実験˝Aå†する説—$ÖÜ．

化学実験å°ëかせÇいã溶û�濃?計≈等åついて)説する．またãデモンス�レーション実験としてã木炭ì$�ムソン熱量計
�燃ïさせã炭V�発熱量$ñめる．

ミョウバン�合成I

ミョウバン�合成II

固u¿E�純?$知る�åã融Ë$測定する方´がある．前ò�実験�合成したã粗Qミョウバンと再結晶ミョウバン$使いã双方
�融Ë$測定しã¿E�純?と融Ë�†õ$調べる．

比重測定用ùきû$用いてã食x水等�比重$測定しã濃?と比重�間å比例（直線）†õがあること$調べる．またã濃?が未
知�食x水ãxfã水f化ナ�リウム溶û�比重$測定しã比例†õ$用いて濃?$決定する．

定性分析（半微量分析´）�原理およß操#方´åついて説—する． •イオン�半微量定性分析�必•とÇる試Ç�準備$Ö
Ü．

第1属•イオン�反応：各個反応I 第1属•イオン�特™$理)しã各イオン�特™ÅÇ反応$確かめる．

第1属•イオン�反応：各個反応II 第1属•イオン�特™$理)しã各イオン�特™ÅÇ反応$確かめる．

第1属•イオン�反応：系統分析 第1属•イオンが˝て含まれる試Ω溶ûからã各イオン$個‘å分析する方´$修òする．

第2属A•イオン�反応：各個反応I 第2属A•イオン�特™$理)しã各イオン�特™ÅÇ反応$確かめる．

第2属A•イオン�反応：各個反応II 第2属A•イオン�特™$理)しã各イオン�特™ÅÇ反応$確かめる．

第2属A•イオン�反応：系統分析 第2属A•イオンが˝て含まれる試Ω溶ûからã各イオン$個‘å分析する方´$修òする．

第2属B•イオン�反応：各個反応I 第2属B•イオン�特™$理)しã各イオン�特™ÅÇ反応$確かめる．

第2属B•イオン�反応：各個反応II 第2属B•イオン�特™$理)しã各イオン�特™ÅÇ反応$確かめる．

第2属B•イオン�反応：系統分析 第2属B•イオンが˝て含まれる試Ω溶ûからã各イオン$個‘å分析する方´$修òする．

第3属•イオン�反応：各個反応 第3属•イオン�特™$理)しã各イオン�特™ÅÇ反応$確かめる．

第3属•イオン�反応：系統分析 第3属•イオンが˝て含まれる試Ω溶ûからã各イオン$個‘å分析する方´$修òする．

第4属•イオン�反応：各個反応 第4属•イオン�特™$理)しã各イオン�特™ÅÇ反応$確かめる．．

第4属•イオン�反応：系統分析 第4属•イオンが˝て含まれる試Ω溶ûからã各イオン$個‘å分析する方´$修òする．

各個人å配付したã未知試Ωåついて系統分析$Öいã未知試Ω中å含まれる•イオン$同定する．4¨å≠ってÖÜ．

各個人å配付したã未知試Ωåついて系統分析$Öいã未知試Ω中å含まれる•イオン$同定する．4¨å≠ってÖÜ．

各個人å配付したã未知試Ωåついて系統分析$Öいã未知試Ω中å含まれる•イオン$同定する．4¨å≠ってÖÜ．

各個人å配付したã未知試Ωåついて系統分析$Öいã未知試Ω中å含まれる•イオン$同定する．4¨å≠ってÖÜ．

K
考
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科　目

担当教員 宮下 芳太郎 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

授業中�すべて�テキス�およ!配#プリン�'()参+でき.状0)しておくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Cシラバス

無機化学Ⅰ (Inorganic Chemistry I)

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

無機化学�基礎理iと元k�各i'学ぶことで�周期p'身r)sじ�多種多wx元k'yz物|�性|~化学変化)
興Å'Çち�化学反応ÖÜ手à)âけ.よう)す.．

【A4-C2】元k記号�元ké'日本ëおよ!英ëでâけ.．無機物|�基
本ìx命éïÜ理ñでき.．

元k記号�元ké'日本ëおよ!英ëでâけ.か�無機物|�基本ìx命é
ï)ついて理ñし�説õでき.か'�前期ùテス�およ!後期定期試°で評価
す.．

【A4-C2】原•�構ß)®す.基礎ì事項（水k原•モデØ~量•±x
ど）Ü理ñでき.．

原•�構ß)®す.基礎ì事項（水k原•モデØ~量•±xど）)ついて理
ñし�説õでき.か'�前期中間試°で評価す.．

【A4-C2】各元k�電•配∂と周期p)おけ.位∂®∑Ü理ñでき.． 各元k�電•配∂と周期p)おけ.位∂®∑)ついて理ñし�説õでき.か
'�前期レポー�およ!前期中間・定期試°で評価す.．

【A4-C2】原•�物性（原•半ºとイオン半º�イオン化エネØギー�電気
陰性Cxど）と周期p�®∑Ü理ñでき.．

原•�物性（原•半ºとイオン半º�イオン化エネØギー�電気陰性Cxど）と
周期p�®∑)ついて理ñし�説õでき.か'�前期レポー�およ!前期定期
試°で評価す.．

【A4-C2】結晶構ß~無機材«�概…)ついて理ñし�説õでき.． 結晶構ß~無機材«�概…)ついて理ñし�説õでき.か'�後期レポー�お
よ!後期中間試°で評価す.．

【A4-C2】代pìx分•�構ß~結合理i)ついて理ñし�説õでき.． 代pìx分•�構ß~結合理i)ついて理ñし�説õでき.か'�後期ùテ
ス�およ!後期中間試°で評価す.．

【A4-C2】水k�酸kおよ!s-ブロッ—元k�単体・化合物�製ï~性|'
理ñす.ととも)�’x化学ì現◊'化学反応Öでâけ.．

水k�酸kおよ!s-ブロッ—元k�単体・化合物�製ï~性|)ついて理ñ
し�説õでき.か�’x化学ì現◊'化学反応Öでâけ.か'�後期ùテス��
後期レポー��後期中間・定期試°で評価す.．

【A4-C2】原•�物性�熱化学およ!水k�酸kおよ!s-ブロッ—元k�各
i)®す.基本ìx計算問‹Üñけ.．

原•�物性�熱化学およ!水k�酸kおよ!s-ブロッ—元k�各i)®す.基
本ìx計算問‹Üñけ.か'�後期ùテス�およ!前後期中間・定期試°で
評価す.．

成fiは�試°80%　レポー�10%　ùテス�10%　として評価す.．100点満点で60点以Â'合Êとす.．

「無機化学 基礎かË学ぶ元k�世界 改訂版」：長尾宏隆・大山大 共著（裳華房）
「改訂版 フォ�サイエンス化学図録」：±研出版編集部 編（±研出版）
「化合物命éï－IUPAC勧
)準拠－ 第2版」：日本化学会命éï専門委員会 編（東京化学同人）

「基礎講義 無機化学」：ù澤文幸 著（東京化学同人）
「初�かË学ぶ無機化学」：平川和貴 著（コロ�社）
「図ñ入門 よくわか.最新 無機化学�基本と仕&'」：若狭直道 著（秀和システム）
「シュライバー・ア�キンス無機化学〈Â〉〈下〉」：M. Weller・T. Overton et al. 共著�田中勝;Ë 訳（東京化学同人）
「無機化学命éï－IUPAC2005年勧
－」：N. G. Connelly et al. 共著�日本化学会化合物命éï委員会 訳（東京化学同人）

C1 化学� C1 基礎化学実°� C2 分析化学I� C2 応用化学実°I

履修:�
注意事項
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授4計画（無機化学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 無機化学ガイダンス�元k�é称

2 原•�構ß

3 原•量�元k�存在C

4 水k原•モデØ

5 量•±と軌道

6 遮Hと有効核電荷

7 原•�電•配∂

8 中間試°

9 中間試°�ñ説�元k�分Mと周期p

10 原•半º�周期性�イオン�生成 原•半º�周期性)ついて説õす.．Oイオンおよ!陰イオン�電•配∂~半º)ついて説õす.．

11 比較ì単Rx無機物|�命éï（化学Ö�英ëéおよ!日本é）�基礎'説õす.．

12 SきTき無機物|�命éï)Uえ�イオン�命éï（化学Ö�英ëéおよ!日本é）)ついても説õす.．

13

14

15

16

17 イオン半º比)基づくイオン結晶�種M)ついて説õす.．共有結合結晶と分•結晶)ついて説õす.．

18 代pìx宝Y'紹[し�&成�M似点xど']べ.．代pìx無機材«（合金�めっき�半導体xど）)ついて概…'説õす.．

19

20

21

22

23 中間試°

24

25

26 ’xオキb酸�製ïと性|)ついて説õす.．非()重…で身rx水k化合物であ.水�特異性)ついて説õす.．

27

28 ��リウム化合物�性|~反応'説õしi後�工業ì製ï（溶融塩電ñ・イオン交換膜ï・アンモニアbーダï）'説õす.．

29

30

前期�後期とも)中間試°およ!定期試°'実qす.．

2年かËrま.専門科tとして�「無機化学」�位∂#け~そ�範w)ついて]べ.．元k記号と元ké)ついて説õす.．超重
元k�暫定ì命éï)ついてもzれ.．

原•'構成す.k粒•)ついて説õす.．同位体�存在と原•番号~|量±xど)ついて]べ.ととも)�元k記号�pし~)
ついて説õす.．

|量欠Äと原•量)ついて説õす.．地殻中�元k�存在C（—ラー—±）およ!海水中~人体中xどと�存在C�Ñい)つ
いて]べ.．

電•Üと!と!�特定�大きさ�エネØギー状0（エネØギー準位）しかとれxいこと'水k原•�輝áスペ—�ØかË説õす
.．水k原•モデØ�歴ä']べ�原•半º~軌道'まわ.電•�エネØギー)®して説õす.．

量•±（’量•±・副量•±・磁気量•±・スピン量•±）という概é'導入し�軌道と�®∑)ついて説õす.．軌道�è)つ
いて説õす.．

遮H~有効核電荷という概é'導入し�軌道�エネØギーと�®∑)ついて説õす.．スレーター�規í)よ.有効核電荷�推
定)ついても説õす.．電•�分î)ついて説õす.．

原•軌道と電•配∂と�®∑)ついて説õす.．各原•�電•配∂'規定す.ïíであ.構成原理（ï'Âñ原理）�パウリ�
排他律�フン��規í)ついて説õす.．閉殻と半閉殻�安定性)ついて説õす.．

1週tかË7週tまで�内†で中間試°'°う．

中間試°�ñ説'°う．元k�電•配∂)よ.分M（典型元k・遷移元k）と周期pÂ)おけ.位∂®∑)ついて説õす.とと
も)�¶�é称)ついても]べ.．

無機化学命éï(1)

無機化学命éï(2)

化学結合とエネØギー(1) イオン化エネØギーおよ!電•親和®�概é']べ�それË�周期性'説õす.．種©�~ïで定義されi電気陰性C)ついて
説õす.．

化学結合とエネØギー(2) 金属性（非金属性）と元k�周期律~化学結合と�®∑'説õしi後�対角á®∑)ついて説õす.．種©�化学結合（共有結
合�イオン結合�金属結合xど）)ついて相Ñ点'説õす.．共有結合性とイオン結合性)ついてもzれ.．

化学結合とエネØギー(3) 化学結合�結合エネØギーおよ!結晶�Ê•エネØギー)ついて説õす.．ヘス�ïí)ついて]べi後�ボØン-ハーバーサ
イ—Ø�意Åと簡単x計算~ï'説õす.．

結晶と無機材«(1) 3種M�金属�結晶Ê•（六~最密構ß・立~最密構ß・体心立~構ß）)ついて�M似点と相Ñ点'説õす.．

結晶と無機材«(2)

結晶と無機材«(3)

分•�èと結合理i(1) 原•価結合理i（VB理i）'用いて混成軌道~多重結合)ついて説õす.．

分•�èと結合理i(2) 原•価殻電•対反発理i（VSEPR理i）'用いて分•�構ß'定性ì)推定す.~ï'説õす.．

分•�èと結合理i(3) 分•軌道理i（MO理i）'用いて結合次±~磁性)ついて説õす.．

水kと酸k(1) 最も簡単x元kであ.水k（H）�製ï�物理ì・化学ì性|�反応性�貯蔵・運搬ï)ついて説õす.．金属�イオン化傾≈と水
k�発生と�®∑)ついてもzれ.．特∆x水k化合物であ.水k化物)ついて説õす.．

16週tかË22週tまで�内†で中間試°'°う．

中間試°�ñ説�水kと酸k(2) 中間試°�ñ説'°う．酸k（O）�単体�物理ì性|~電•構ß�実°室ì製ï'説õす.．

水kと酸k(3) 酸化物�過酸化物�超酸化物�生成~反応性)ついて�酸k�酸化±と®…づけて説õす.．オキb酸�酸化®~酸性C)つ
いて�酸化±�観点かË説õす.．オキb酸�構ßおよ!命éï)ついて説õす.．

水kと酸k(4)

1¶元k(1) アØカリ金属元k（Li�Na�K�Rb�Cs�Fr）�一般ì性|（比重�融点�イオン化エネØギーxど）)ついて説õしi後�特)単体�
水と�反応性)ついて]べ.．

1¶元k(2)

2¶元k(1) アØカリ土M金属元k（Be�Mg�Ca�Sr�Ba�Ra）�一般ì性|'アØカリ金属�も�と比較しxÜË説õす.．アØカリ土M金属
化合物�性|~反応)ついて説õす.．

2¶元k(2) カØシウムとマグネシウム)®…して�水�硬C~Y÷�洗浄作用へ�影‹xど身rx事項)ついて説õす.．ベリリウム�特∆
x性|)ついて]べ.．

K
考
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科　目

担当教員 小泉 拓也 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

応用化学��基礎����つです�試!�ためだけ�知'としないようにしてください�

神戸市立工業高等専門学校 2025年@シラバス

有機化学Ⅰ (Organic Chemistry I)

応用化学�・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

有機化合物bアルカン，シクロアルカン，アルケン，アルキン，芳香族化合物，有機ハロゲン化合物q�構sと命名，物理的性
質，合成法，反応性など~中Äに有機化学�基本的な事ÉおよÖ理Ü~学áする�アルコール�構sと命名について学á
する�

【A4-C1】有機化合物�構sと結合について理åでき，飽和炭化水素bア
ルカン，シクロアルカン類q�命名法~修îする�

飽和炭化水素�命名法ï反応理Ü~理åし説óできるか，小テスöと演á問
題åûレポーöと前期中間試!で評•する�

【A4-C1】不飽和炭化水素bアルケン，アルキン類q�命名法~修îし，構
s・合成法・性質・反応について理åできる�

不飽和炭化水素�命名法ï反応理Ü~理åし説óできるか，小テスöと演á
問題åûレポーöと前期定期試!で評•する�

【A4-C1】芳香族化合物bベンゼンおよÖそ�誘導体q�命名法~修îし，
構s・合成法・性質・反応について理åできる�

芳香族化合物�命名法ï反応理Ü~理åし説óできるか，小テスöと演á問
題åûレポーöと後期中間試!で評•する�

【A4-C1】立体化学にØする基礎知'~修îし，光学異性体�構s・命名
≤記¥できる�

立体化学にØする定義，光学異性体�構s・命名≤記¥できるか，小テスöと
演á問題åûレポーöと後期中間試!およÖ後期定期試!で評•する�

【A4-C1】有機ハロゲン化合物�命名法~修îし，構s・合成法・性質・反
応について理åできる�

有機ハロゲン化合物�命名法ï反応理Ü~理åし説óできるか，小テスöと
演á問題åûレポーöと後期定期試!で評•する�

【A4-C1】アルコール類bアルコール，フェノールq�命名法~修îし，構s
について理åできる�

アルコール類�命名法，構sについて理åし説óできるか，小テスöと演á問
題åûレポーöと後期定期試!で評•する�

成∏は，試!80%　レポーö10%　小テスö10%　として評•する�試!成∏は4ª�試!�平均æとする�100æ満æ
で60æ以¬~合√とする�なお，原≈として未提»レポーö≤あった場合は不合√とする�

「ハーö基礎有機化学」：H.ハーö・L.E.クレーンら 共著・秋葉欣Ÿら 共訳b培風館q

「化合物命名法－IUPAC勧‚に準拠－第2版」：日本化学会命名法専門委員会 編b東京化学同人q

C1 化学， C2 無機化学I， C2 分析化学I

履修:�
注意事項
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授4計画（有機化学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 有機化学�ガイダンス，原ˆ�電ˆ構s

2

3

4

5

6 アルカン�立体配座，シクロアルカン�立体配座についてå説する�アルカンとシクロアルカン�酸化反応についてå説する�

7 アルカンとシクロアルカン�ハロゲン化反応，およÖラジカル置換反応についてå説する�

8 中間試!

9 中間試!åû~å説する�不飽和炭化水素bアルケンq�構sと命名法についてå説する�

10

11

12

13 アルキン�構sと命名についてå説する�

14

15 アルキン�酸性@についてå説する�

16

17 ベンゼン�共˛エネルギーについてå説する�芳香族化合物における求電ˆ置換反応についてå説する�

18

19 芳香族ジアゾニウ�化合物�合成法と利用法についてå説する�

20 多環式芳香族化合物，複素環式芳香族化合物�構sと命名~å説する�

21

22

23 中間試!

24 中間試!åû~å説する�立体化学と化学反応性およÖ光学分割法についてå説する�

25

26

27

28 有機ハロゲン化合物における求核置換反応と脱離反応�競争反応についてå説する�

29 多ハロゲン置換された脂肪族化合物についてå説する�

30 アルコール，フェノール アルコール，フェノール�命名法，分類，構sについてå説する�アルコール，フェノール�水素結合についてå説する�

前期，後期ともに中間試!およÖ定期試!~実�する�

有機化学�領�ï本質について興�ある話題~提�しな≤らå説する�化学�基本である原ˆ�電ˆ構s~電ˆ�ï原ˆ軌
道理Ü~"って説óする�

有機化合物�構sと結合(1) 化学結合bイオン結合，共有結合，配位結合qについてå説する�分ˆ式ï構s式�$き%についてå説する�基本的な飽和炭
化水素�命名法bIUPAC命名法q~å説する�

有機化合物�構sと結合(2) 原ˆ•，構s異性，形式電荷，共˛構sについてå説する�基本的な飽和炭化水素�命名法bIUPAC命名法q~å説する�

有機化合物�構sと結合(3) 炭素原ˆ�σ結合とsp3混成軌道についてå説する�種-�反応性~.つ官能基についてå説する�基本的な飽和炭化水素�
命名法bIUPAC命名法q~å説する�

アルカンとシクロアルカン(1) 飽和炭化水素化合物であるアルカン�構sと命名法bIUPAC命名法q，シクロアルカン�構sと命名法bIUPAC命名法q，アル
カン�物性と非結合性分ˆ間相互作用についてå説する�

アルカンとシクロアルカン(2)

アルカンとシクロアルカン(3)

1週�から7週�まで�内9で中間試!~:う�

中間試!åû，アルケン(1)

アルケン(2) アルケン�結合であるπ結合とsp2混成軌道についてå説する�cis－trans異性体についてå説する�

アルケン(3) アルケンへ�求電ˆ付加反応とMarkovnikov≈についてå説する�

アルケン(4) アルケン�酸化反応についてå説する.共Cジエン�付加反応とDiels-Alder反応についてå説する�

アルキン(1)

アルキン(2) アルキン�sp混成軌道，アルキンへ�求電ˆ付加反応についてå説する�

アルキン(3)

芳香族化合物(1) 芳香族化合物�構sと命名bIUPAC名，慣用名q~å説する�芳香族化合物�共˛構sと軌道モデルについてå説する�

芳香族化合物(2)

芳香族化合物(3) 芳香族化合物における求電ˆ置換反応にJする置換基�反応性と配向性についてå説する�置換基�誘起効Nと共˛効Nに
ついてå説する�

芳香族化合物(4)

芳香族化合物(5)

立体化学(1) キラリティ，J掌体，不斉炭素についてå説する�R-S表示法，E-Z表示法についてå説する�

立体化学(2) Fischer投影式についてå説する�ジアステレオマーおよÖメ]化合物についてå説する�

16週�から22週�まで�内9で中間試!~:う�

中間試!åû，立体化学(3)

有機ハロゲン化合物(1) 有機ハロゲン化合物�構sと特徴，およÖ命名bIUPAC名，慣用名q~å説する�有機ハロゲン化合物�合成法についてå説す
る�

有機ハロゲン化合物(2) 有機ハロゲン化合物における求核置換反応bSN2とSN1)についてå説する�

有機ハロゲン化合物(3) 有機ハロゲン化合物における脱離反応bE1とE2qについてå説する�

有機ハロゲン化合物(4)

有機ハロゲン化合物(5)

K
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

分析化学Ⅰ (Analytical Chemistry I)

[前期] 濱田 守彦 准教授, [後期] 安田 佳祐 准教授

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

分析化学M基OとなR溶液UM化学平衡（酸塩基平衡・錯生成平衡・沈殿平衡・分配平衡abcすR基Oeな理gM修
hi目eとしl演ni多用しながq理risめR．

【A4-C2】単位M換wおよz濃�M|し}bついÄ理rできR． 単位M換wおよz濃�M|し}bついÄ理rできÄいRかil前期中間試験
làテスäおよzレポーäで評èすR．

【A4-C2】反応速�l質量作用M法則lルシャäリöM法則およz活量など
M溶液UM化学平衡M基O理gbついÄ理rできR．

反応速�l質量作用M法則lルシャäリöM法則およz活量などM溶液UM
化学平衡M基O理gbついÄ理rできÄいRかil前期中間試験l後期中間
試験l後期定期試験làテスälおよzレポーäで評èすR．

【A4-C2】酸塩基平衡bcすR基O理gbついÄ理rできR． 酸塩基平衡bcすR基O理gbついÄ理rできÄいRかil前期中間試験l
前期定期試験làテスäおよzレポーäで評èすR．

【A4-C2】酸およz塩基M水溶液l塩M水溶液およz緩衝液bcすRpH
i£めR§i誘¶しlpHM計wができR．

酸およz塩基M水溶液l塩M水溶液およz緩衝液bcすRpHi£めR§i
誘¶しlpHM計wができÄいRかil前期中間試験l前期定期試験làテスä
およzレポーäで評èすR．

【A4-C2】酸塩基滴定b用いqれR指示¨bついÄ理rできl各滴定量b
おけRpHi£めlそM∞かq酸塩基滴定曲≤が≥けR．

酸塩基滴定b用いqれR指示¨bついÄ理rできl各滴定量bおけRpHi
£めlそM∞かq酸塩基滴定曲≤が≥けÄいRかil前期定期試験およzレポ
ーäで評èすR．

【A4-C2】錯生成平衡bcすR基O理gbついÄ理rできR． 錯生成平衡bcすR基O理gbついÄ理rできÄいRかil後期中間試験l
àテスäおよzレポーäで評èすR．

【A4-C2】錯生成平衡bcすR錯¥M生成定数l逐次生成定数およz条
件生成定数bついÄ理rできR．

錯生成平衡bcすR錯¥M生成定数l逐次生成定数およz条件生成定数b
ついÄ理rできÄいRかil後期中間試験làテスäおよzレポーäで評èすR
．

【A4-C2】沈殿平衡bcすR基O理gbついÄ理rできR． 沈殿平衡bcすR基O理gbついÄ理rできÄいRかil後期定期試験là
テスäおよzレポーäで評èすR．

【A4-C2】溶r�b∫ぼす種ΩM効果（異種イオンl共通イオンl錯生成お
よzpHM効果abついÄ理rできR．

溶r�b∫ぼす種ΩM効果（異種イオンl共通イオンl錯生成およzpHM効
果abついÄ理rできÄいRかil後期定期試験làテスäおよzレポーäで評
èすR．

【A4-C2】分配平衡bcすR基O理gbついÄ理rできR． 分配平衡bcすR基O理gbついÄ理rできÄいRかil後期定期試験およ
zレポーäで評èすR．

成≈はl試験80%»レポーä10%»àテスä10%»としÄ評èすR．総合成≈は前期成≈と後期成≈M平均ÃとすR．試
験成≈は中間試験と定期試験M平均ÃとすR．100Ã満Ãで60Ã以–i合—とすR．ただしl原則としÄ未提◊レポーä
があった場合は不合—とすR．またl必›b応じÄ再試験i‡うことがあR．

「溶液Uイオン平衡b基づく 分析化学 第2版」： 姫野貞之・市村彰男 共著（化学同人a
「改訂版 フォäサイöンス化学図録」：数研◊版編集部 編（数研◊版a»

「基O 分析化学演n」：宗林由樹・向井浩 共著（サイöンス社a
「化学M新標準演n 第3版」：卜部吉庸 著（三省堂a
「クリスチャン分析化学 原書7版 I. 基O編」：G.D.Christian・P.K.Dasgupta et al. 共著・今任稔彦q 監訳（丸善◊版a
「スクー$分析化学」：D.A.Skoog・D.M.West et al. 共著・à澤岳昌 訳（東京化学同人a
「ハリス分析化学 –」：D.C.Harris 著・宗林由樹 監訳・岩元俊一 訳（化学同人a

C1 化学l C2 無機化学Il C2 応用化学実験I

履修:�
注意事項

暗8b9qずlできR;<理rすRよう=めRことが>ましい．またl計w問@i多くAうためblc数電CiDb持FすRこ
と．
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授4計画（分析化学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2 濃�M|し} 分析化学で用いqれR濃�M|し}bついÄ説Hしl濃�計wbcIすR演n問@irく．

3 化学平衡およz質量作用M法則bついÄ説Hしl化学平衡bcIすR演n問@irく．

4 イオンM活量およz活量係数bついÄ説Hしl活量bcIすR演n問@irく．

5

6 酸塩基Mr離平衡l水M電離平衡 水溶液中でM酸塩基Mr離平衡およz水M電離平衡bついÄ説HすR．

7 強酸およz強塩基M水溶液

8 中間試験

9 中間試験Mr説l弱酸M水溶液

10 弱塩基M水溶液

11 塩M加水分r

12

13

14 強酸と強塩基M反応bおけR酸塩基滴定曲≤i作成すR．酸塩基滴定曲≤かq滴定b用いqれR指示¨M妥当Qi説HすR．

15

16 化学平衡bついÄ復nした後lルシャäリöM法則bついÄ説HすR．

17 金属錯¥bcすR基O理g 金属錯¥bcすR基O理g（ルイス酸塩基l配位結合l配位数lおよzキレーä効果abついÄ説HすR．

18

19 錯生成平衡bおけR錯¥M逐次生成定数およz全生成定数bcIすR演n問@irく．

20 錯生成平衡bおけR錯¥M生成率 錯生成平衡bおけR錯¥M生成率i£めR§i誘¶しl錯¥M生成率bcIすR演n問@irく．

21

22

23 中間試験

24 中間試験Mr説l沈殿平衡bcすR基O理g 中間試験Mr説i‡う．沈殿平衡bcすR基O理g（溶r�およz溶r�積abついÄ説HすR．

25 溶r�b∫ぼす種ΩM効果（温�l異種イオンlおよz共通イオンM効果abついÄ説HしlそM演n問@irく．

26

27 分別沈殿l沈殿滴定

28 沈殿生成M条件およz汚染 沈殿生成M条件およz汚染M概›bついÄ説HすR．

29 分配平衡bcすR基O理g 分配平衡bcすR基O理gbついÄ説HすR．

30 分配比l抽◊百分率 分配比およz抽◊百分率bついÄ説Hしl分配比およz抽◊百分率bcIすR演n問@irく．

前期l後期ともb中間試験およz定期試験i実cすR．

分析化学ガイダンスlSI単位系 「分析化学」M定義igべlそM分ij位置lけi説HすR．SI単位系（基本単位l誘¶単位l接頭語abついÄ説HすR．

溶液UM化学平衡M基O理g(1)

溶液UM化学平衡M基O理g(2)

溶液UM化学平衡M基O理g(3)l酸塩基M定義 水qイオン指数（pHabついÄ説HすR．またl溶液UM化学平衡M平衡濃�bcIすR演n問@irく．さqbl酸塩基M定義
（アレニウスおよzブレンステッド・ローリーabついÄ説HすR．

強酸およz強塩基M水溶液MpHi£めR§i誘¶しl強酸およz強塩基M水溶液bcIすR演n問@irく．

1週目かq7週目までMU{で中間試験i‡う．

中間試験Mr説i‡う．弱酸M水溶液MpHおよzr離�i£めR§i誘¶しl弱酸M水溶液bcIすR演n問@irく．

弱塩基M水溶液MpHi£めR§i誘¶しl弱塩基M水溶液bcIすR演n問@irく．

強酸と強塩基l弱酸と強塩基lおよz強酸と弱塩基かqなR塩M加水分r|MpHi£めR§i誘¶しl塩M加水分rbcIす
R演n問@irく．

緩衝液(1) 緩衝液M定義i説Hしl弱酸とそM塩M混合水溶液MpHi£めR§i誘¶すR．

緩衝液(2) 弱塩基とそM塩M混合水溶液MpHi£めR§i誘¶しl緩衝液bcIすR演n問@irく．

酸塩基滴定曲≤(1)

酸塩基滴定曲≤(2) 強塩基bよR弱酸l強酸bよR弱塩基M滴定bおけR酸塩基滴定曲≤i作成すR．酸塩基滴定曲≤かq滴定b用いqれR指示
¨M妥当Qi説HすR．

溶液UM化学平衡M基O理g(4)

HSAB則l錯生成平衡bおけR錯¥M生成定数(1) HSAB則およz錯生成平衡bおけR錯¥M逐次生成定数およz全生成定数bついÄ説HすR．

錯生成平衡bおけR錯¥M生成定数(2)

錯生成平衡bおけR錯¥M条件生成定数(1) 錯生成平衡bおけR錯¥M条件生成定数（配位�Mプロäンl加反応abついÄ説Hしl錯¥M条件生成定数bcIすR演n
問@irく．

錯生成平衡bおけR錯¥M条件生成定数(2) 錯生成平衡bおけR錯¥M条件生成定数（金属イオンM副反応およz副反応係数M加成QabついÄ説Hしl錯¥M条件生成
定数bcIすR演n問@irく．

16週目かq22週目までMU{で中間試験i‡う．

溶r�b∫ぼす種ΩM効果(1)

溶r�b∫ぼす種ΩM効果(2) 溶r�b∫ぼす種ΩM効果（錯生成およzpHM効果abついÄ説HしlそM演n問@irく．

分別沈殿bついÄそM分離理gbついÄ説HすR．沈殿生成反応i利用すR沈殿滴定法bついÄ説Hしl分別沈殿およz沈殿
滴定bcIすR演n問@irく．

K
考

- C–128 -



科　目

担当教員 宮下 芳太郎 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(20%), A4-C1(20%), A4-C2(20%), A4-C3(20%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上記関連科��十� 理"したうえ'履)すること./ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Aシラバス

安全管理学 (Safety Management)

応用化学科・2年・後期・必)・1単位【講義】 ( 学)単位I )

授4�
概6�方針

化学実b おける操fやそれ 用いる物k ついてnoい�pるとqきs事u v.るwれ.ある．本講義'は{化学実
b�安全 |うため {各種法Åや危険・有害物kn性k ついて"áする．

【D1】化学物k 関連する法Åや資ân概ã.理"'きる． 化学物k 関連する法Åや資ân概ã ついて理"し{áå'きるか�{後
期中間・定期試bおよìレポーó'評ôする．

【D1】化学実b おける潜在危険とそn対ù.理"'きる． 化学実b おける潜在危険とそn対ù ついて理"し{áå'きるか�{後期
中間試bおよìレポーó'評ôする．

【D1】化学物k おける危険性・有害性n調査法.理"'きる． 化学物k おける危険性・有害性n調査法 ついて理"し{áå'きるか�{
後期定期試bおよìレポーó'評ôする．

【A2】化学物k�混合{廃£する§n注意ß.理"'きる． 化学物k�混合{廃£する§n注意ß ついて理"し{áå'きるか�{後期
中間試bおよìレポーó'評ôする．

【A2】放射性物kや環境汚染物knoいÆ.理"'きる． 放射性物kや環境汚染物knoいÆ ついて理"し{áå'きるか�{後期
定期試bおよìレポーó'評ôする．

【A4-C3】高Øガスや寒≤noいÆ.理"'きる． 高Øガスや寒≤noいÆ ついて理"し{áå'きるか�{後期中間試bお
よìレポーó'評ôする．

【A4-C2】毒劇物noいÆ.理"'きる． 毒劇物noいÆ ついて理"し{áå'きるか�{後期中間試bおよìレポー
ó'評ôする．

【A4-C1】危険物noいÆ.理"'きる． 危険物noいÆ ついて理"し{áå'きるか�{後期定期試bおよìレポー
ó'評ôする．

成∂は{試b70%　レポーó30%　として評ôする．100ß満ß'60ß以上�合âとする．

「実b�安全 |うため º第8版）」：化学同人編集部 編º化学同人）
「続 実b�安全 |うため º第4版）」：化学同人編集部 編º化学同人）

「安全s実b室管理nためn化学安全ノーó 第4版」：日本化学会 編º丸善出版）
「労働安全衛生法クイックガイド2025」：後藤博俊 著º第一法規）
「12訂版 危険物法Ånflわか·」：神戸市消防局予防部危険物保安課 監){神戸市危険物安全協会 編º東京法Å出版）
「ユーキャÔn甲種危険物取o者 速ÙレッスÔ 第3版」：ユーキャÔ危険物取o者試b研究会 編著ºユーキャÔ）
「甲種危険物取o者試b Å和7年版」：公論出版 編º公論出版）

C1 化学{ C1 基礎化学実b{ C1 防災・減災入門{ C2 無機化学I{ C2 有機化学I{ C2 �析化学I{ C2 応用化学実bI

履修:�
注意事項
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授4計画（安全管理学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 安全管理n基本{関連法Ån概要

2 実b室n安全管理{災害対ù

3 事u�と対ù

4 混ぜるs危険

5 実b廃£物n処理

6 寒≤{高Øガス

7 有害物k{応急処置法

8 中間試b

9 中間試b"á{危険性・有害性n調査法

10 放射性物k{環境汚染物k

11 静電気{燃
と消火

12

13

14

15 �き続き{危険物�取·oう§n法Å ついてáåする．甲種危険物取o者試b ついてáåする．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試bおよì後期定期試b�実�する．

1�n重q事un背� は多�n軽�s事u.存在すること�ハイÔリッ�n法�という．化学n立�か�安全管理n概ã�
áåする．また{化学物k 関連する法Åや資â ついて{それ�n概ã�áåする．

災害.発生した§n被害�最小$ %えるため は日&か�n'え.必要'ある．潜在危険�把)することn重要性 ついて
áåする．

ここ�年事u.*こっていsくて-油/や慢1 よる事u.*こる可能性.ある．化学実b室4'*こ·うる事u�想定し{それ
�防ぐためn対ù ついてáåする．

化学物k は混合すると爆発した·{有害物k.発生した·する危険s89合わせ.ある．混触危険物kn実��<げてáå
する．

化学実b よ·生じた廃?や固体廃£物{不要とsった試薬Dn適Fs処理Æ法 ついてáåする．Gせて{本校4 おけるル
ール ついて-áåする．

寒≤として用い�れる?体窒Jn適FsoいÆ ついてáåする．高Øガス保安法 基づき{高Øガスn�DおよìボÔMn
適FsoいÆ ついてáåする．

毒物Nì劇物取締法や労働安全衛生法 基づき{毒劇物n有害性 ついてáåする．薬P よる障害n応急処置法 ついて
-触れる．

1週�か�7週�ま'n4S'中間試b�|う．

中間試bn"á�|う．化学物k おける危険性・有害性�SDSº安全データシーó） よ·調査するÆ法 ついてáåする．

放射性物kn半減期や放射Wn種D よる人体へn影Z ついてáåする．環境基本法やPRTR制Aº化学物k排出移動量
届出制A） 基づき{環境汚染物kn有害性 ついてáåする．

静電気n*こ·やすい条�や防止法 ついてáåする．燃
n三要Jº可燃物{酸J供給源{ß火源）と消火n三要Jº除去消
火{窒息消火{冷却消火） ついてáåする．�火ßと発火ß ついてáåする．消火pn種Dや使用法 ついて-触れる．

危険物(1) 国連n勧tや各種法Å よる危険物n�D�紹vする．消防法 基づき{指定�量 ついてáåした後{危険物第4Dº�火性
?体） 指定された物k ついてáåする．

危険物(2) 危険物第2Dº可燃性固体）{第3Dº自然発火性物kNì禁水性物k）{第5Dº自己反応性物k） 指定された物k ついて
áåする．

危険物(3) 危険物第1Dº酸化性固体）{第6Dº酸化性?体） 指定された物k ついてáåする．危険物�取·oう§n法Å ついてá
åする．

危険物(4)

K
考

- C–130 -



科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C2(60%), B1(10%), B2(10%), C4(10%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 実験結�につい�説�でき�いるかを�前・後#レポー'で評)する．

8 グルー./で0行23実験に4する姿6を前・後#実験技8で評)する．

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Hシラバス

応用化学実験Ⅰ (Laboratory Work I in Applied Chemistry)

[前#] 濱田 守彦 准教授, 宮下 芳太郎 教授, [後#] 濱田 守彦 准教授, 下村 憲司朗 教授

応用化学科・2年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

前#15�Ä無機化学で学習しÑ化学物Üを合àし�それら0性Üをçべることで無機化学実験に必ëí基礎的技ñを
習óさせる．後#15�Ä分析化学で学習しÑ容量分析0/容0うち�†に日常生§で馴¶み0ある試™を´りあげ�実験
を通じ�化学に興∞を±Ñせるとともに基礎的分析技8を習óさせる．

【A4-C2】無機化学反応における当量関∏を学習し理∫する． 化学反応における当量関∏をªり�量的íºいについ�理∫でき�いるかを�
前#レポー'およæøテス'で評)する．

【A4-C2】目的とする最終生à物を収≈よ∆合àできる．もし失»し�もそ
0原 À把Õでき�失»を今後0実験に生かすことÀできる．

目的とする最終生à物を収≈よ∆óられÑかどうか�失»し�もそ0原 À把
Õでき�いるかを�前#レポー'で評)する．

【A4-C2】容量分析で使用する化学用体積”0使用技8を習óし応用で
きる．

容量分析に使用する化学用体積”0使用方ñを適÷に理∫し技8習óでき
�いるかを�後#実験技8�後#レポー'およæøテス'で評)する．

【A4-C2】酸塩基滴定�酸化還元滴定�キレー'滴定�沈殿滴定0理‡を理
∫し応用できる．

酸塩基滴定�酸化還元滴定�キレー'滴定�沈殿滴定に利用される化学反応と
そ0基礎理‡À理∫でき�実試™に応用でき�いるかを�後#レポー'およæ
øテス'で評)する．

【A4-C2】無機化学実験3分析化学実験に必ëí基本的操‰を習Âする
．

無機化学実験3分析化学実験に必ëí基本的操‰を習Âし�いるかを�前・
後#実験技8およæøテス'で評)する．

【B1】無機合à実験につい��生à反応3収≈を変2させるë につい�
考ËすることÀできる．定量分析によっ�óられÑデーÎ0誤差ë につ
い�考ËすることÀできる．

無機合àÓ0収≈を変2させるë 3容量分析における誤差につい�考Ë
でき�いるかを�前・後#レポー'で評)する．

【B2】実験結�を説�することÀできる．

【C4】グルー.で協し�実験を行うことÀできる．

【D1】実験廃液�廃棄物0分Ù3処理À的ˆにできる． 実験廃液�廃棄物0分Ù3処理À的ˆにでき�いるかを�前・後#実験技8
で評)する．

à˜Ä�レポー'75%　øテス'10%　実験技815%　とし�評)する．前#（無機合à）�後#（容量分析）0平¸を学
年評)とする．提˛ÀˇれÑ場合にÄそ0日�に比�し�減�する．100�満�で60�以	を合
とする．Ñだし�未提
˛レポー'ÀあっÑ場合Ä原則不合
とする．

前#：「応用化学実験I実験手引書［無機化学実験編］」： 応用化学科 編（配付冊子）
後#：「応用化学実験I実験手引書［分析化学実験編］」： 応用化学科 編（配付冊子）
後#：「図∫とフローチャー'による定量分析（第二版）」 : 浅田誠一・/˛茂・ø林基宏 共著（技報堂˛版）

「第8版　実験を安1に行うÑめに」 : 化学同人編集部 編（化学同人）
「第4版　続 実験を安1に行うÑめに」 : 化学同人編集部 編（化学同人）
「改訂版 フォ'サイエンス化学図録」 :�研˛版編集部 編（�研˛版）
「図∫でわかるB理工C0Ñめ0よい文E0書き方」 : 福地 健太郎・園山 隆輔 共著（翔泳社）
「レポー'・‡文0書き方入門 第4版」 : 河野 哲也 著（慶應義塾大学˛版会）

C1 基礎化学実験� 化学� C2 無機化学I� 分析化学I� 安1管理学

履修:�
注意事項

C2 無機化学I� 分析化学I� 安1管理学を十分学習し�理∫し�お∆ことÀ]ましい．

- C–131 -



授4計画（応用化学実FⅠ）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1

2 基本操‰0∫説 溶∫・沈殿・`過・洗浄・結晶化íど0基本操‰（理‡と方ñ）0説�．

3

4 前�0続きを行い本実験を完fさせる．

5

6

7

8 前�0続きを行い本実験を完fさせる．

9

10

11

12 前�0続きを行い本実験を完fさせる．

13

14 前#実験1g0まとめあるいÄ工場見学 前#で行っÑ実験0まとめを行う．あるいÄ工場見学を行い�実iに化学Àど0ように社会に貢kし�いるかを学ぶ．

15 後片付け 配付器o0洗浄と返却�実験台sり0清掃．

16 分析化学実験0ガイダンス�班分け�器o0配付

17 ビュレッ'台0|み立�とビュレッ'0配付．ホールピペッ'・ビュレッ'・メスフラスÅ0使用方ñ0説�．

18 ホールピペッ'排˛ÓÉ0ˆ認�水一滴0体積測定 ホールピペッ'0排˛ÓÉを測定し�ホールピペッ'0規
と04比を行う．ビュレッ'を用い�水一滴0体積を測定する．

19 炭酸ナ'リウå標準液・塩酸標準液0çèと標定

20 水酸化ナ'リウå標準液0çèと標定 水酸化ナ'リウå水溶液をçèし�çèしÑ塩酸二次標準液を用い�水酸化ナ'リウå水溶液0標定を行う．

21 食酢ì0酢酸0定量

22 シュウ酸ナ'リウå標準液・過マンガン酸カリウå標準液0çèと標定

23 オキシドールì0過酸化水ò0定量 標定しÑ過マンガン酸カリウå標準液を用い��オキシドールìにôまれる過酸化水òを定量する．

24 二クロå酸カリウå標準液・チオ硫酸ナ'リウå標準液0çèと標定

25 塩òC漂白剤ì0有効塩ò0定量 標定しÑチオ硫酸ナ'リウå標準液を用い��塩òC漂白剤ìにôまれる有効塩òを定量する．

26

27 硝酸銀標準液・塩化ナ'リウå標準液0çèと標定

28 醤油ì0塩化ナ'リウå0定量（モールñ） モールñを用い��種ß0醤油ìにôまれる塩化ナ'リウåを定量する．

29 後#実験1g0まとめあるいÄ工場見学 後#で行っÑ実験0まとめを行う．あるいÄ工場見学を行い�実iに化学Àど0ように社会に貢kし�いるかを学ぶ．

30 後片付け 配付器o0洗浄と返却�実験台sり0清掃．

ìÉ試験およæ定#試験Ä実®しíい．

年É”画�応用化学実験I0/容�無機化学実験0ガイダンス�班分け
�器o0配付

一年É0授業”画0概ë．前#に無機化合物0合à実験を�後#に分析化学0定量分析実験を実®することを説�．応用化学
実験I0前半分「無機化学実験」0テーマと概ë0説�．班分け．無機化学実験に用いる個人±ち器o0配付．

テーマ1：硫酸≠に関ÆしÑ実験　実験1 硫酸≠0è造(1) ≠片を濃硝酸で溶∫し�これに炭酸ナ'リウåを反応させることによっ�塩基性炭酸≠を造る．これを濃硫酸で溶∫し�硫酸≠と
する．濃縮後�硫酸≠五水和物とし�結晶化させる．óられÑ硫酸≠五水和物0結晶を観Ëすると共に定性反応も行う．

テーマ1：硫酸≠に関ÆしÑ実験　実験1 硫酸≠0è造(2)

テーマ1：硫酸≠に関ÆしÑ実験　実験2 硫酸≠から複塩と錯塩0è
造

硫酸≠と硫酸アンモニウåを反応させ�複塩（硫酸アンモニウå≠(II)六水和物）を造り�保温溶液ìから大きí結晶にàºさせ
る．まÑ硫酸≠とアンモニア水を反応させ�錯塩（テ'ラアンミン≠(II)硫酸塩一水和物）を造り�エÎノール溶液から沈殿させる．

テーマ1：硫酸≠に関ÆしÑ実験　実験3 亜鉛粉√と硫酸≠から酸化
亜鉛0è造

硫酸≠溶液に亜鉛粉√を添≈し�イオン化傾«0差によっ�≠を回収し�溶∫しÑ亜鉛Ä硫酸亜鉛七水和物とし�回収する．次
に炭酸ナ'リウåと反応させ�塩基性炭酸亜鉛とし�これを熱分∫し�酸化亜鉛とする．酸化亜鉛0定性反応も行う．

テーマ2：ミョウバンに関ÆしÑ実験　実験4 硫酸アンモニウå鉄(III)
十二水和物0è造(1)

鉄粉を硫酸で溶∫し�硫酸鉄(II)とし�さらに硝酸で酸化し�硫酸鉄(III)とする．óられÑ硫酸鉄(III)を硫酸アンモニウåと反応
させ�硫酸アンモニウå鉄(III)十二水和物を造り�そ0後大きí八面体結晶にàºさせる．鉄アンモニウåミョウバン0定性反応
も行う．

テーマ2：ミョウバンに関ÆしÑ実験　実験4 硫酸アンモニウå鉄(III)
十二水和物0è造(2)

テーマ2：ミョウバンに関ÆしÑ実験　実験5 'リス(オキサラ')鉄(III)
酸カリウå0è造

鉄アンモニウåミョウバンを水酸化ナ'リウåと反応させ�水酸化鉄(III)とし�これにœÑにçèしÑシュウ酸水òカリウåを反応
させることによっ�'リス(オキサラ')鉄(III)酸カリウå三水和物を造る．

テーマ2：ミョウバンに関ÆしÑ実験　実験5’ 'リス(オキサラ')鉄(III)
酸カリウåによる青写真

'リス(オキサラ')鉄(III)酸カリウåとヘキサシアニド鉄(III)酸カリウåまÑÄヘキサシアニド鉄(II)酸カリウåを用いÑ青写真（白
線ñと青線ñ）を試みる．

テーマ3：カルシウå化合物に関ÆしÑ実験　実験6 炭酸カルシウå
0è造(1)

大理◊を塩酸で溶∫後�不純物を除⁄し�塩化カルシウå六水和物をóる．こ0無水物に炭酸カリウåを反応させ�（沈降）炭酸
カルシウåを造る．炭酸カルシウå0定性反応も行う．

テーマ3：カルシウå化合物に関ÆしÑ実験　実験6 炭酸カルシウå
0è造(2)

テーマ3：カルシウå化合物に関ÆしÑ実験　実験7 硫酸カルシウå
半水和物（焼◊膏）0è造

塩化カルシウåと硫酸ナ'リウåから硫酸カルシウå二水和物をóる．これを硝酸存在下で≈熱処理することにより�硫酸カルシ
ウå半水和物（焼◊膏）にかえる．

応用化学実験I0後半分「分析化学実験」0テーマと概ë0説�．班分け．分析化学実験に用いる個人±ち器o0配付．ビュレッ
'台0|み立�とビュレッ'0配付．

化学用体積”0使用方ñ0説�（ビュレッ'�ピペッ'�メスフラスÅí
ど）

酸塩基滴定0概·を説�する．一次標準液である炭酸ナ'リウå水溶液およæ二次標準液である塩酸水溶液をçèし�炭酸ナ'
リウå一次標準液を用い�塩酸水溶液0標定を行う．

20�目に標定しÑ水酸化ナ'リウå標準液を用い�食酢ì0酢酸を定量する．

酸化還元滴定0概·を説�する．酸化剤とし�過マンガン酸カリウå水溶液およæ還元剤とし�シュウ酸ナ'リウå標準液をç
èし�シュウ酸ナ'リウå標準液を用い�過マンガン酸カリウå水溶液0標定を行う．

ニクロå酸カリウå標準液およæチオ硫酸ナ'リウå水溶液をçèし�ニクロå酸カリウå標準液を用い�チオ硫酸ナ'リウå水溶
液0標定を行う．

EDTA 2Na標準液0çè・飲™水ì0カルシウå�マグネシウå0定
量

キレー'滴定0概·を説�する．キレー'試ÁであるEDTA 2Na標準液をçèする．çèしÑEDTA 2Na標準液を用い��種ß
0飲™水ìにôまれるカルシウåとマグネシウåを定量する．

沈殿滴定0概·を説�する．硝酸銀水溶液およæ塩化ナ'リウå標準液をçèし�塩化ナ'リウå標準液を用い�硝酸銀水溶液
0標定を行う．

M
考
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科　目

担当教員 林田 平馬 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 表計�ソフ���い�基本��統計�分 !演#�$い評&する．

2 表計�ソフ�!分 ツー,��い-反復計�!演#�$い評&する．

3

4 簡1�化学資料・技術資料作:!演#�$い評&する．

5

6 可視化ライブラ@��い�数BデーD�可視化する演#�$い評&する．

7 力学!問G�解 するプログラL�作:する演#�$い評&する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年\シラバス

情報処cⅠ (Information Processing I)

応�化学科・3年・後期・必修・11位【講義・演#】 ( 学修1位I )

授4�
概6�方針

パソコÄ��い�Å情報処c!活�ÉÑ応�Éまで�演#する．ま-論c��àâä!土åと�るプログラミÄグ!基本（
àâäÅ変数ÅデーD型Å制御Åア,ゴ@ズLó�#òする．プログラミÄグ実#�öし�プログラミÄグ!基本�úにつける．

【A3】表計�ソフ���い-基本��デーD解 äÉ�#òする．

【A3】表計�ソフ���い-分 ツー,!利�äÉ�#òする．

【A3】工学�に重¢�図表�作:しÅ報告•�作:する技術�#òする． 対数グラフ!よう�工学�に重¢�図表�Å表計�ソフ�で作:する演#�$
い評&する．

【A3】化学資料・技術資料�作:するäÉ�#òする．

【A3】プログラミÄグ!àâä（基本構造ÅデーD構造Å制御構文Åア,ゴ@
ズLó�#òする．

プログラL!基本構造�作:できるかÅデーD構造!概Ø�c解し�いるかÅ
基本��制御構文Ñア,ゴ@ズL��い-プログラミÄグ!∞れ�c解し�
いるか�ど�定期試µで評&する．

【A3】プログラミÄグにおけるデーD�可視化するäÉ�#òする．

【A3】簡1�物c学!問G�プログラミÄグ��い�解 するäÉ�#ò
する．

:∏はÅ試µ40%　演#60%　とし�評&する．試µ:∏は定期試µ!:∏とする．総合評&60点以¿で合¡とする．

web¿で講義資料�閲≈する．ま-必¢に応じ�Å資料�配»する．

「PythonユーÕ!-め! Jupyter“実践］入門」◊池内孝啓・片柳薫子・岩·エ„はるか ‰共著（技術評論社ó
「Pythonではじめるア,ゴ@ズL入門 伝統��ア,ゴ@ズLで学È定Íと計�Î」◊増井敏克 著（翔泳社ó
「Pythonによる機械学#入門」◊株式会社システL計画研究所 編（オーL社ó

C1 情報基礎ÅC3 有機化学IIÅC3 応�化学実µIIÅC4 情報処cII

履修:�
注意事項
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授4計画（情報処EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 構造式描画ソフ���い�構造式�描画しÅ構造式���報告•�作:するäÉについ�学#する．

2 構造式描画ソフ���い�構造式�描画しÅ構造式���報告•�作:するäÉについ�学#する．

3 構造式描画ソフ���い�構造式�描画しÅ構造式���報告•�作:するäÉについ�学#する．

4 表計�ソフ�!各種関数��い�Å統計処c�するäÉについ�学#する．

5 表計�ソフ�!各種関数��い�Å統計処c�するäÉについ�学#する．

6 表計�ソフ���い�Å表とグラフ�作:する演#�$う．対数グラフ�どÅ工学で重¢�グラフ!作:äÉについ�学#する．

7 表計�ソフ�!分 ツー,��い�Å反復計��ど!分 �$うäÉについ�学#する．

8 演#

9 プログラミÄグ基礎 基本��関数ÑÅ反復処c・条件分
�ど!制御構文につい�学#する．

10 数BデーD!可視化 可視化ライブラ@��い-数BデーD!可視化につい�学#する．

11 デーDフィッティÄグ プログラミÄグによる実µデーD!フィッティÄグについ�学#する．

12 演#

13 質点!運��ど!基礎��数B計��$う．

14 質点!運��ど!基礎��数B計��$う．

15 画像解 プログラミÄグによる基礎��画像解 につい�学#する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試µ�実�する．

構造式描画ソフ�演#（1ó

構造式描画ソフ�演#（2ó

構造式描画ソフ�演#（3ó

表計�ソフ�演#（1ó

表計�ソフ�演#（2ó

表計�ソフ�演#（3ó

表計�ソフ�演#（4ó

¿記4�!内�!演#�$う．

¿記3�!内�!演#�$う．

数B計�とシミュレーショÄ (1)

数B計�とシミュレーショÄ (2)

L
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上
�関連科��十分学�し�理�しておくこと!"ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年4シラバス

無機化学Ⅱ (Inorganic Chemistry II)

[前期] 安田 佳祐 准教授, [後期] 宮下 芳太郎 教授

応用化学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

2年jk学�しなかっo典型元sおよu遷移元s�各y�学ぶとともに�金属錯Ä�構Çと物Ñと�関Ö�学ぶ．まo�放
射化学àj物無機化学について学�する．

【A4-C2】p-�d-およuf-ブロッí元s�単Äおよu化合物�名ïà製ó�
理�し�種ô�物öと�反応�化学反応úkùせる．

p-�d-およuf-ブロッí元s�単Äおよu化合物�名ïà製ó�理�し�種ô
�物öと�反応�化学反応úkùせるか��前期中間・定期試験�§テス¶お
よuレポー¶k評´する．

【A4-C2】p-�d-およuf-ブロッí元s�単Äおよu化合物�Ñö�電子配
Øと関連づけて説≥kきる．

p-�d-およuf-ブロッí元s�単Äおよu化合物�Ñö�電子配Øと関連づけ
て説≥kきるか��前期中間・定期試験�§テス¶およuレポー¶k評´する．

【A4-C2】酸化∂について理�し�酸化還元反応ú�つくること!kきる． 酸化∂について理�し�酸化還元反応ú�つくること!kきるか��前期中間・
定期試験�§テス¶およuレポー¶k評´する．

【A4-C2】原子核反応�基ªと応用について理�し�説≥kきる． 原子核反応�基ªと応用について理�し�説≥kきるか��後期中間試験お
よu§テス¶k評´する．

【A4-C2】分子�対ïÑà結晶øについて理�し�説≥kきる． 分子�対ïÑà結晶øについて理�し�説≥kきるか��後期中間試験およ
uレポー¶k評´する．

【A4-C2】金属錯Ä�命名ó�異Ñ現象�電子構Çおよu反応Ñについて
理�し�説≥kきる．

金属錯Ä�命名ó�異Ñ現象�電子構Çおよu反応Ñについて理�し�説≥
kきるか��後期中間・定期試験およu§テス¶k評´する．

【A4-C2】jÄƒにおける金属元s�役∆à金属�«»jÄ分子�機能
について理�し�説≥kきる．

jÄƒにおける金属元s�役∆à金属�«»jÄ分子�機能について理�
し�説≥kきるか��後期定期試験およuレポー¶k評´する．

成Àは�試験80%　レポー¶10%　§テス¶10%　として評´する．前期成Àは到達�標1～3について�後期成Àは到
達�標4～7について評´する．総合成Àは前期成Àと後期成À�平均÷とする．100÷満÷k60÷以上�合⁄とする．
oだし�原‹として未提flレポー¶!あっo場合は不合⁄とする．

「無機化学 基ªか‰学ぶ元s�世界」：長尾宏隆・大山大 共著（裳華房）
「三訂版 フォ¶サイエンス化学図録」：∂研fl版編集部 編
「化合物命名ó－IUPAC勧
に準拠－第2版」：日本化学会命名ó専門委員会 編（東京化学同人）

「基ª無機化学」：下井守 著（東京化学同人）
「無機化学演�（化学演�シリーズ7）－大学院入試問��中 に－」：中沢浩 編著（東京化学同人）
「基ªø化学 無機化学I・II・III」：東京大学工学教程編集委員会 編（丸善fl版）
「改訂版 フォ¶サイエンス物理図録」：∂研fl版編集部 編（∂研fl版）
「三訂版 フォ¶サイエンスj物図録」：∂研fl版編集部 編（∂研fl版）

C2 j物� C2 無機化学I� C2 分析化学I� C2 応用化学実験I� C3 物理� C3 分析化学II� C3 物理化学I

履修:�
注意事項
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授4計画（無機化学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2 ランタノイド・ランタニド・希土類元s�0い�説≥しo後�希土類元s�一般的Ñö�4べる．

3

4

5

6

7

8 中間試験

9

10

11

12

13

14

15

16 アíチノイドと超重元s�原子核反応 アíチノイドと超重元s�特;について4べる．核種à原子核反応�半減期な>放射化学�基ª的事@�説≥する．

17 放射Ñ同位Ä 放射Ñ同位Äは天然放射Ñ同位Äと人工放射Ñ同位Äとに分類される．崩壊øGà元s合成について4べる．

18 放射化学�応用 放射Ñ同位Ä�用いo年代測定óà原子Jにおける制御方ó�高速増殖Jにおける燃R�再jTについて4べる．

19 分子�対ïÑ

20 対ïÑ�応用と結晶ø

21 錯Ä�概Vと命名ó

22 錯Ä�構Çと異Ñ 錯Ä特W�構Ç異ÑÄおよu立Ä異ÑÄ（幾何異ÑÄ�鏡像異ÑÄ）について説≥する．原子´結合理y�錯Äに適用する．

23 中間試験

24 中間試験��説�結晶場理y�概V 中間試験��説�]う．配位子�_�÷電`とみなしo結晶場理y�概V�4べる．

25 結晶場理y�分光化学øG

26 錯Ä�cと磁Ñ�配位子場理y

27 W機金属化合物 錯Ä�うち�金属－炭s結合�もつW機金属化合物�代表h�紹jする．

28 錯Ä�反応 錯Ä�安定4à配位子Ø換反応について説≥する．キレー¶効nà¶ランス効nについてoれる．

29 jÄƒ微量金属元s

30 j物無機化学 金属�«»jÄ分子àj理活Ñ物ö�機能について紹jする．金属酵s�酸s運uタンパíö�医薬yな>について4べる．

前期�後期ともに中間試験およu定期試験�実zする．

d-ブロッí元s�Ñö d-ブロッí元s�原子半径�酸化∂�磁Ñな>�Ñöについて説≥する．

3族元s（希土類元s）

4族元s�5族元s チタン族元s（Ti�Zr�Hf）�一般的Ñö�説≥しo後�チタン化合物�反応àÑöについて4べる．まo� バナジウÉ族元s（V�
Nb�Ta）�一般的Ñö�説≥しo後�ポリ酸�áりàすいバナジウÉ化合物�反応àÑöについても4べる．

6族元s�7族元s íロÉ族元s（Cr�Mo�W）�およuマンガン族元s（Mn�Tc�Re）�一般的Ñö�説≥しo後�íロÉàマンガン化合物�反応à
Ñö�酸化∂によるc�変化�酸化還元反応úについて4べる．

8族元s�9族元s�10族元s 鉄族元s（Fe�Co�Ni）�一般的Ñö�説≥しo後�鉄族元s�化合物�反応àÑöについて4べる．まo�白金族元s
（Ru�Rh�Pd�Os�Ir�Pt）�一般的Ñöà用ïについても説≥する．

11族元s 銅族元s（Cu�Ag�Au）�一般的Ñö�説≥しo後�銅�電�精òについて4べる．まo�銅およu銅イオン�反応�öおよuöイ
オン�反応についても説≥する．

12族元s 亜鉛族元s（Zn�Cd�Hg）とそれ‰�もつ電子構Ç�特;�説≥しo後�こ�族�元s�化学的Ñö�共通÷と相0÷につい
て4べる．

第1üか‰第7üまk�ƒ†k中間試験�]う．

中間試験��説�13族元s(1) 中間試験��説�]う．ホウs族元s（B�Al�Ga�In�Tl）�一般的ÑöàタリウÉな>�高周期元sに¶‰れる不活Ñ電子対効
n�4べる．さ‰に�ホウs�電子配Øに依®しo欠電子結合についても説≥する．

13族元s(2)�14族元s(1) ホウs化合物àアルミニウÉ化合物�Ñöà反応およuバイヤーó�ホール-エルーóについて4べる．さ‰に�炭s族元s
（C�Si�Ge�Sn�Pb）について�一般的Ñöà電子構Ç�特;�説≥する．

14族元s(2) 炭sとスズ�同sÄについて説≥する．まo�炭s�Æな化合物（一酸化炭sà二酸化炭s）�製óとÑö・用ï�4べる．さ‰
に�ケイs化合物�種類àÑöな>についても説≥する．

15族元s 窒s族元s（N�P�As�Sb�Bi）�一般的Ñö�そ�電子配Øか‰説≥しo後�窒s酸化物�Ñöおよu反応について4べる．ま
o�アンモニア�実験室的およu工業的製ó�およuリン�同sÄについても説≥する．

16族元s 酸s族元s（O�S�Se�Te�Po）�一般的Ñö�そ�電子配Øか‰説≥しo後�硫µ�同sÄについて4べる． まo�硫µ酸化物
à硫化水sな>�硫µ�化合物�種類àÑöについても説≥する．

17族元s ハロゲン元s（F�Cl�Br�I�At）�一般的Ñö�そ�電子配Øか‰説≥しo後�ハロゲン元s�単Ä�Ñöについて4べる．まo�
ハロゲン元s�«»オキπ酸àハロゲン化水s�Ñöについても説≥する．

18族元s ∫ガス（He�Ne�Ar�Kr�Xe�Rn）�一般的Ñö�そ�電子配Øか‰説≥しo後�∫ガス原子�とりこんだíラスレー¶化合物につ
いて4べる．

物Äにある対ï操á�zす場合�操á前と操á後k区¿kきないとき�そ�物Äは対ïÑ�もつ．対ï¡�周り�回√à鏡ƒに
よる反射�はじめとしo分子にzされる対ï操áと対ïVsについて説≥する．

対ïVs�«み合わせ�特に÷…について説≥する．さ‰に�原子à分子!規‹的にÀぶ結晶構Çについて�対ïÑ�ÃÕ方�
適用する．

分子àイオン（配位子）!金属イオンに配位結合しo物ö�錯ÄとŒぶ．錯Ä�概VについてHSAB‹と関連づけて説≥する．
錯Ä�命名óについて説≥するとともに�代表的な配位子�紹jする．

第16üか‰第22üまk�ƒ†k中間試験�]う．

八ƒÄ型�四ƒÄ型�平ƒ四角形型錯Ä�結晶場分”について説≥するとともに�配位子�結晶場分”�大きさ�‘にÀべo
分光化学øGについて4べる．

錯Ä�特;kあるcと磁Ñについて�それ‰�V’�電子配Øと関連づけて説≥する．結晶場理y�拡◊しo配位子場理yに
ついて説≥する．

jÄƒ�重Vな反応には�金属イオンà金属錯Ä!関ÿするも�も∂Ÿく⁄‰れている．jÄƒにおける微量金属元s�役∆
について4べる．

K
考
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科　目

担当教員 小泉 拓也 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

有機化学Ⅱ (Organic Chemistry II)

応用化学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

有機化合物 (アルコール，フェノール，チオール，エーテル，エポキシド，アルデヒド，ケトン，カルボン^とそa誘導体，アミン) 
a命名法，構造，合成法，反応mなどについs解uする．

【A4-C1】アルコール，フェノール，チオールa合成法，反応mについs理解
できる．チオールa命名法についs理解できる．

アルコール，フェノールa反応理論，チオールa命名法およ�反応理論Ä理解
し，それらa命名，合成法，反応およ�反応機構Ä化学ÑÖ文áÄ用いsu明
できるかÄ前期中間試験，小テストおよ�レポートで評íする．

【A4-C1】エーテル，エポキシドa命名法，構造，合成法，反応mについs理
解できる．

エーテル，エポキシドa命名法およ�反応理論Ä理解し，それらa命名，構造，
合成法，反応およ�反応機構Ä化学ÑÖ文áÄ用いsu明できるかÄ前期中
間試験，前期定期試験，小テストおよ�レポートで評íする．

【A4-C1】アルデヒド，ケトンa命名法，構造，合成法，反応mについs理解
できる．

アルデヒド，ケトンa命名法およ�反応理論Ä理解し，それらa命名，構造，合
成法，反応およ�反応機構Ä化学ÑÖ文áÄ用いsu明できるかÄ前期定期
試験，小テストおよ�レポートで評íする．

【A4-C1】カルボン^，カルボン^誘導体a命名法，構造，合成法，反応m
についs理解できる．

カルボン^，カルボン^誘導体a命名法およ�反応理論Ä理解し，それらa命
名，構造，合成法，反応およ�反応機構Ä化学ÑÖ文áÄ用いsu明できるか
Ä後期中間試験，後期定期試験，小テストおよ�レポートで評íする．

【A4-C1】エノラートイオンにñする反応についs理解できる.
エノラートイオンa概ôÄ理解し，エノラートイオンにñする反応(アルドール反
応およ�Claisen縮合)Ä化学ÑÖ文áÄ用いsu明できるかÄ後期中間試
験，後期定期試験，小テストおよ�レポートで評íする．

【A4-C1】アミンa命名法，構造，物mについs理解できる．
アミンa命名法，構造およ�物mÄ理解し，それらa命名，構造，合成法Ä化学
ÑÖ文áÄ用いsu明できるかÄ後期定期試験，小テストおよ�レポートで評
íする．

成úは，試験80%　レポート10%　小テスト10%　としs評íする．なお，試験成úは4üa試験a平均¢とする．100¢
満¢で60¢以¶Ä合ßとする．また，自己学¨aためにÆえられたレポートa提±Ä≤める．ただし，原µとしs，未提±レ
ポートがあった場合は不合ßとする．

「ハート基礎有機化学 三訂¬」：H. Hart・L. E. Craine et al. 共著・秋葉欣Õら 共訳（培風館）

「化合物命名法-IUPAC勧◊に準拠- 第2¬」：日本化学会命名法専門委員会 編（東京化学同人）
「マクマリー有機化学（¶中下）第9¬」：J. McMurry 著・伊東椒・石井三明ら 共訳（東京化学同人）
「ボルハルト・ショアー現代有機化学  第8¬（¶下）」：K. P. C. Vollhardt・N. E. Schore 共著・古賀憲˝ら 共訳（化学同人）
「モリソン・ボイド有機化学 （¶中下）第6¬」：R. T. Morrison・R. N. Boyd 共著・中西香�ら 共訳（東京化学同人）
「ジョーン�有機化学（¶下）（ 第5¬）」：M. Jones， Jr.・S. A. Fleming 共著・奈良坂紘�ら 監訳（東京化学同人）

C2 有機化学I， C2 無機化学I， C2 分析化学I， C3 無機化学II， C3 分析化学II， C3 化学英語I， C3 応用化学実験II

履修:�
注意事項

C2 有機化学Iで学んだ内容 (�に基礎理論，命名法) Ä十分学¨し，理解しsおくことが�ましい．
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授4計画（有機化学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3 アルコールからハロゲン化アルキルÄ る方法についs解uする．

4

5 フェノールにおける芳香族置換反応，^化反応，チオールa命名法，m質，構造，反応mについs解uする．

6 エーテルa命名法，m質，構造，合成法についs解uする．

7 エーテルa反応mについs解uする．

8 中間試験

9 中間試験a解uÄ(う．エポキシドa命名法，m質，構造，合成法についs解uする．

10 エポキシドa反応mおよ�環+エーテルについs解uする．アルデヒドa命名法，構造についs解uする．

11 ケトンa命名法，構造およ�アルデヒド，ケトンa物理的m質についs解uする．

12

13

14

15 カルボニル基に.する窒素系≤核3a付加脱離反応についs解uする．

16

17 アルドール反応，交9アルドール反応についs解uする．カルボン^a構造についs解uする．

18 カルボン^a命名法，物理的m質およ�^m!についs解uする．

19 カルボン^a^m!にÆえる構造a影響，カルボン^からa<a形成についs解uする．

20

21 カルボン^a合成法（ニトリルa加水分解），ニトリルa構造と命名法，カルボン^a誘導体a構造についs解uする．

22

23 中間試験

24

25

26 活m化されたアシル化合物a用途，反応mおよ�^ハロゲン化物，^無水物についs解uする．

27 アミドa命名法，構造およ�カルボン^誘導体a≤核アシル置換に.する反応maBいについs解uする．

28

29 アミンa分類，構造，命名法についs解uする．

30 アミンa物理的m質，合成法についs解uする．

前期，後期ともに中間試験およ�定期試験Ä実Eする．

アルコール，フェノール，チオール (1) アルコールa反応 (脱水反応によるアルケンa生成) についs解uする．

アルコール，フェノール，チオール (2) アルコールa反応 (ハロゲン化水素とa反応) についs解uする．

アルコール，フェノール，チオール (3)

アルコール，フェノール，チオール (4) アルコールとフェノールaBい，アルコールa^化，水^基Ä 2 つ以¶もつアルコールについs解uする．

アルコール，フェノール，チオール (5)

エーテルとエポキシド (1)

エーテルとエポキシド (2)

1週Hから7週Hまでa内容で中間試験Ä(う．

中間試験a解uおよ�エーテルとエポキシド (3)

エーテルとエポキシド (4)およ�アルデヒドとケトン (1)

アルデヒドとケトン (2)

アルデヒドとケトン (3) アルデヒドおよ�ケトンa合成法，カルボニル基に.する≤核付加反応 (アルコールa付加)についs解uする．

アルデヒドとケトン (4) カルボニル基に.する≤核付加反応 (水a付加，Grignard 試Ka付加) についs解uする．

アルデヒドとケトン (5) カルボニル基に.する≤核付加反応 (シアン化水素a付加) についs解uする．

アルデヒドとケトン (6)

アルデヒドとケトン (7) カルボニル化合物a^化反応，還元反応，ケト-エノール互変異m，α-水素a^m! (エノラートイオン) についs解uする．

アルデヒドとケトン (8)およ�カルボン^ (1)

カルボン^ (2)

カルボン^ (3)

カルボン^ (4)およ�カルボン^誘導体 (1) カルボン^a合成法（第�Rアルコールおよ�アルデヒドa^化，芳香族環¶側Ta^化，二^化炭素とGrignard 試Kとa反
応）についs解uする．

カルボン^誘導体 (2)

カルボン^誘導体 (3) エステルa命名法と構造，^触Xエステル化反応 (Fischeraエステル化(≤核的アシル置換反応)) についs解uする．

16週Hから22週Hまでa内容で中間試験Ä(う．

中間試験a解uおよ�カルボン^誘導体 (4) 中間試験a解uÄ(う．環+エステルであるラクトンa命名法と構造およ�エステルa反応 (けん化，加アンモニア分解) につい
s解uする．

カルボン^誘導体 (5) エステルa反応 (Grignard 試Kとa反応，還元) についs解uする．

カルボン^誘導体 (6)

カルボン^誘導体 (7)

カルボン^誘導体 (8) エステル α 位a水素a^m!，エステルからaエノラート生成およ� Claisen 縮合反応についs解uする．

アミン (1)

アミン (2)

K
考
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科　目

担当教員 梶本 健太郎 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「例��演���ぶ　物理化�」村上能規・渡辺昭,ら　著（森北出版）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門�校 2025年Cシラバス

物理化�Ⅰ (Physical Chemistry I)

応用化�科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

化�a基c�なe物理化�よりh物ia状kl化�変化noわe化�熱力��hそa応用�しu平衡xnついu講義すe
|化�熱力��はh物理~�単位h気Äa状k方程式h熱力�（第一h第二h第三法則）�そa化�へa応用nついu解説
すe|平衡xnついuは相平衡h化�平衡a分è�そa基c�応用nついu理解させe|さらn電気化�ついuもそa基
c的事ñó�ぶ|

【A4-C3】気Äa状k方程式およô気Ä分子運動xnついu理解すe|
気Äa状k方程式（完全気Ä�実在気Äa°い）�気Ä分子運動xnoす
e事¢ó説£すeこ�が�きeかどうかhレポー≠ならôn前期中間試≥�評
µすe|

【A4-C3】熱力�a各法則ó理解しh反応nおけeエンタルピーおよôエン
≠ロピー変化ó理解すe|

エンタルピーhエン≠ロピーhギブズエネルギーnついu理解しh反応nおけe各
~a変化が√められeかóレポー≠ならôn前期定期h後期中間試≥�評µ
すe|

【A4-C3】化�平衡nついuh平衡定»�化�平衡a熱力�的原理ó理
解すe|

化�平衡ao連hファン≠ホッフa式など平衡a圧力h温C依存”nついu説
£�きeか後期中間試≥ならônレポー≠�評µすe|

【A4-C3】純物iおよô混合物a相平衡a熱力�的記ÿó理解すe|
ギブズエネルギー�各状k（固－液－気Ä）間a相図hならôn純物iおよô
混合物a相変化ó熱力��a対応nついu説£�きeかどうかh後期中間試
≥�評µすe|

【A4-C3】電解i溶液a”inついu理解すe. 溶液a”ih‡n電解ia各”i（伝導率hイオン移動h化�電Áなど）nつ
いu説£�きeかどうかh後期定期試≥ならônレポー≠�評µすe|

成Èはh試≥90%　レポー≠10%　�しu評µすe|各期a中間・定期試≥a平Îó試≥成È�すe|100点満点�60点
以上ó合�すe|

「物理化�要x　第7版」P. W. Atkins・J.de.Paula著・千原 秀昭ら 訳（東京化�同人）
「ア≠キンス物理化� 第10版（上・下）」：P. W. Atkins・J.de.Paula著・千原 秀昭ら 訳（東京化�同人）
「たaしい物理化�1 化�熱力�・反応速Cx」：加納 健司h山本 雅博 共著（講談社）
「バーロー物理化� 第6版（上・下）」：G. M. Barrow 著（東京化�同人）
「物理化�」 ：PEL編集委員会 監修 福地 賢治 編著（実教出版）

C1からC3ま�a»�h 物理�h C1 化�h C3 化�工�I

履修:�
注意事項

物理化�はh物理a視点から化�a基本原理ó考%すe教科�あea�h当然h物理��そa基c�なe»�n精通しu
いeこ�が*ましい|1～3年ま�a物理�l»�aみならずh同時進0���すe化�工�a内2も必要�なっuくe|
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授4計画（物理化学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2 気Äa状k方程式ó解く（完全気Ä） 完全気Äa”inついu理解しhまた状k方程式nついua理解ó5めe| ドル≠ンa分圧a法則hモル分率nついuも�ぶ|

3 気Ä分子運動xa考8方からもh完全気Äa状k方程式が導き出せeこ�ó�ôh統計的手法a考8方ó�ぶ|

4 平Î自由0程ならôn衝突頻Cnついu�ぶ|

5 完全気Ä�実在気Äa°いnついu理解すe|またh実在気Äa状k方程式�あeビリアル方程式nついu�ぶ

6

7 エネルギーCôボルツマン分Ga概念　気Ä運動xa補足　

8 中間試≥

9 中間試≥解答　およô　これま�a復�

10 熱力�a考8方ó�ぶ|熱力�第一法則ó主Ä�しh仕事h熱a考8方h内Pエネルギーnついu�ぶ|

11 定積・定圧変化�内Pエネルギー・エンタルピー 定積・定圧変化nついu�ぶ|各変化が内Pエネルギー�エンタルピーn対応しuいeこ�ó�ぶ|

12 熱化��反応エンタルピー 種Saエンタルピー変化（燃焼h反応h生成）nついu�ぶ|

13 エン≠ロピーnついu�ぶ|様Sなエン≠ロピー変化a計算方法nついu�ぶ|

14 自由エネルギー

15 これま�a復�・演� これま�a講義nついu必要n応じた演�ó実Zすe|

16 化�平衡�平衡定»h熱力��ao係 化�平衡�平衡定»nついu�ぶ|またh平衡定»�ギブズエネルギーao係nついuも�ぶ|

17 平衡a移動

18 相平衡�相図 相平衡nついuh相図�ao係ó\めu�ぶ|ギブズa相]nついu�ぶ|

19

20 理想溶液h理想希薄溶液�そa基�なe法則（ラウールa法則hヘンリーa法則）nついu�ぶ|

21 液Äa束一的”iからh沸点上el凝固点降下がhこeこ�ó�ぶ|

22 固Äa”i 結ja子エネルギーlブラッka反射条nnついu�ぶ|

23 中間試≥

24 中間試≥解答 中間試≥a解答ó黒pó用いu説£しh注意点ó指tすe|

25 電解i 電解ia”inついu�ぶ|

26 電気化�（イオンa移動） 電解i溶液中nおけeイオンa電気伝導率hイオン移動Cなどh水溶液中aイオンa移動�電va移動nついu��すe|

27 電気化�（半反応�電極h電Á反応h電極電位） 種Sa電Áa電Á反応�そa半反応ó��すe

28 電気化�（標準電位） 標準電位は標準水素電極a電位ó基準n|されuいe|ネルンス≠a式nついu��しh標準電位a考8方ó��すe|

29 電気化�（熱力�o»a決定） 標準電極電位�標準反応ギブスエネルギー�ao係より反応式から電Áa電圧が計算�きeこ�ó��すe|

30 これま�a復�・演� 講義全Änわたっu必要n応じた演�ó実Zすe|

前期h後期�もn中間試≥およô定期試≥ó実Zすe|

物理化�はどんな��か（物理化�~�SI単位h»値計算方法 ） 物理化�a��意義nついu説£すe|またh各物理~a定義nついu�ôhSI単位Ç�それ以ÉaÇ�a変Ñl実Öa»値
óÜった単位Ñ算nついu��すe|

気Ä分子運動x　そa1

気Ä分子運動x　そa2

気Äa状k方程式ó解く（実在気Ä）そa1

気Äa状k方程式ó解く（実在気Ä）そa2 実在気Äa状k方程式�あevan der Waals方程式nついu�ぶ|

エネルギーa概念�熱平衡a重要な概念�あeボルツマン分Gnついu簡単n説£すe.気Ä分子運動xn基づくh気Ä分子
がãn衝突すeこ�から生ずe圧力ó|す式a導出nついuも��すe|

1～7åa内2noすe試≥ó0う|

中間試≥a解答ó黒pó用いu説£しh注意点ó指tすe.試≥範éa内2a復�óすe|

熱力�第1法則

熱力�第2h第3法則

ギブズエネルギーhヘルムホルツエネルギー�いった自由エネルギーa考8方nついu�ぶ|化�ポテンシャルa考8方nつい
u�ぶ|

化�平衡a移動a条nnついu�ぶ|ファン≠ホッフa式から温C変化nよe平衡a移動óhまたルシャ≠リエa原理�íらし合
わせuh圧力変化nよe平衡a移動nついuも�ぶ|

蒸気圧曲ï�クラウジウス-クラペイロンa式h多成分Ça相図 クラウジウス-クラペイロンa式nついu�ぶ|2成分Ça相図a考8方nついu�ぶ|

液Äa”i（そa1）

液Äa”i（そa2）

16～22åa内2nついu試≥ó0う|

K
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

分析化学Ⅱ (Analytical Chemistry II)

[前期] 安田 佳祐 准教授, [後期] 濱田 守彦 准教授

応用化学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

2年NO学PしなかっU溶液XY酸化還元平^_`すb基礎理f_ついてj演Pl多用しながo理plqめb．さo_j分
析機vlwっU分析xY原理z応用_ついて学ぶ．テー~はjクロ~トグラフィーjX線分析xj熱分析xj紫外可視分光xj
蛍光光�xj原子吸光分析xj発光分析xj顕微îl用いUイメージングj赤外線吸öスペクトúxj核磁気共°スペクト
úxおよ§質量分析xOあb．

【A4-C2】酸化還元平^Y基礎理fj起電™Y計¨およ§酸化還元滴定
x_ついて理pOきb．

酸化還元平^Y基礎理fj起電™Y計¨およ§酸化還元滴定x_ついて理
pOきbかlj前期中間試験j¥テストjレポートO評∏すb．

【A4-C2】ガラス電極式pHメーターY原理およ§w用方x_ついて理p
Oきb．

ガラス電極式pHメーターY原理およ§w用方x_ついて理pOきbかlj前
期中間試験jレポートO評∏すb．

【A4-C2】クロ~トグラフィー_`すb基礎理f_ついて理pOきjクロ~ト
グラ¿Yp析がOきb．

クロ~トグラフィー_`すb基礎理f_ついて理pOきjクロ~トグラ¿Yp析
がOきbかlj前期定期試験j¥テストjレポートO評∏すb．

【A4-C2】X線分析x_`すb基礎理f_ついて理pOきjX線回¬パタ
ーンかo回¬現≈l説«Oきb．

X線分析x_`すb基礎理f_ついて理pOきjX線回¬パターンかo回¬
現≈l説«Oきbかlj前期定期試験j¥テストjレポートO評∏すb．

【A4-C2】熱分析_`すb基礎理f_ついて理pOきjTG-DTAおよ§
DSC曲線Yp析がOきb．

熱分析_`すb基礎理f_ついて理pOきjTG-DTAおよ§DSC曲線Yp
析がOきbかlj前期定期試験jレポートO評∏すb．

【A4-C2】原子Õ分子Y吸光・発光Y原理およ§測定x（顕微分光xl含
む）_ついて理pOきj測定データYp析がOきb．

吸光・発光現≈_ついて理pOきj吸光�Y濃�変化かo検量線l導ÿOき
bかlj後期中間試験j¥テストjレポートO評∏すb.

【A4-C2】電子顕微îY原理およ§w用方x_ついて理pOきb． 電子顕微îY原理およ§w用方x_ついて理pOきbかlj後期中間試験j
レポートO評∏すb．

【A4-C2】赤外線吸öスペクトúx_`すb基礎理f_ついて理pOきj
赤外線吸öスペクトúYp析がOきb．

赤外線吸öスペクトúx_`すb基礎理f_ついて理pOきj赤外線吸öス
ペクトúYp析がOきbかlj後期定期試験j¥テストjレポートO評∏すb．

【A4-C2】核磁気共°スペクトúx_`すb基礎理f_ついて理pOきj
核磁気共°スペクトúYp析がOきb．

核磁気共°スペクトúx_`すb基礎理f_ついて理pOきj核磁気共°ス
ペクトúYp析がOきbかlj後期定期試験j¥テストjレポートO評∏すb．

【A4-C2】質量分析x_`すb基礎理f_ついて理pOきj質量スペクト
úYp析がOきb．

質量分析x_`すb基礎理f_ついて理pOきj質量スペクトúYp析がO
きbかlj後期定期試験O評∏すb．

成€はj試験80%›レポート10%›¥テスト10%›zして評∏すb．総合成€は前期成€z後期成€Y平均·zすb．試
験成€は中間試験z定期試験Y平均·zすb．100·満·O60·以Âl合Êzすb．Uだしj原Ëzして未提ÿレポート
があっU場合は不合Êzすb．

「溶液Xイオン平^_基づく 分析化学 (第2版)」：姫野貞之・市村彰男 共著 (化学同人)
「基礎かoわかb機v分析」：加藤正直・X山一美・鈴木秋弘 共著 (森北ÿ版)
プリント

「機v分析」：大谷肇・梅村知也・金子�o 共著(講談社)
「新版 入門機v分析化学」：庄野利之・脇田久伸 編著(三共ÿ版)
「ハリス分析化学 $」：Daniel C. Harris 著(化学同人)
「発光Y事典 ―基礎かoイメージングまO―」：木$修一 ・太田信廣 ・永井健/o 編(朝倉書店)
「基礎かo学ぶ機v分析化学」：井村久Ë・樋Â照男 編著(化学同人)

C2 分析化学Ij 無機化学Ij 有機化学Ij 応用化学実験I（容量分析）j C3 無機化学IIj 物理化学Ij 応用化学実験II（物
理化学）

履修:�
注意事項

2年;まO_学PしてきU一般化学j物理j数学_`すb理pが必要．
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授4計画（分析化学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 酸化還元反応・電気化学セú 酸化還元反応およ§電気化学セú_ついて説«すb．

2 電極電位 電池反応_おけb電極電位_ついて説«すb．

3 電池Y起電™・電池Y平^定数 電池Y起電™lCめb式（ネúンストY式）l誘導しjそY演P問Hlpく．さo_j酸化還元反応Y平^定数_ついて説«すb．

4

5 錯N成反応_おけb電池Y起電™lCめb式l誘導しjそY演P問Hlpく．

6 酸化還元滴定 酸化還元滴定x_ついて説«しj各滴定量_おけb電極電位lCめb式l誘導しjそY演P問Hlpく．

7

8 前期中間試験

9 前期中間試験Yp説lKう．クロ~トグラフィーY基本原理_ついて説«すb．

10 ガスクロ~トグラフィーYキャリヤーガスjカラ¿j検ÿvおよ§クロ~トグラ¿_ついて説«すb．

11

12

13

14

15

16

17 紫外可視分光x_用いb分光光�計Yしくみz測定xおよ§測定データYp析x_ついて説«すb．

18

19 標準試Uzされていb有機色XY吸öスペクトúz蛍光スペクトúl紹Zしj蛍光スペクトú測定Y多様\_ついて説«すb．

20 原子吸光分析xz発光分析x

21 顕微分光x

22 電子顕微î

23 後期中間試験

24 後期中間試験Yp説lKう．赤外線吸öスペクトúY原理_ついて説«すb．

25 赤外線吸öスペクトúY測定xおよ§p析x_ついて説«すb．

26 核磁気共°スペクトúY原理およ§測定x_ついて説«すb．

27 核磁気共°スペクトúp析x_ついて説«すb．

28 核磁気共°スペクトúp析x_ついて説«すb．

29 質量分析x 質量分析スペクトúYp析x_ついて説«すb．

30 機v分析_`すbまzめ 機v分析xY活用例j今後Y動a_ついて説«すb．

前期j後期zも_中間試験およ§定期試験l実cすb．

種eY条g_よb電池Y起電™1 沈殿反応ÕpHY影k_よb電池Y起電™lCめb式l誘導しjそY演P問Hlpく．

種eY条g_よb電池Y起電™2

濃淡電池・ガラス電極式pHメーター・機v分析概f 濃淡電池およ§ガラス電極式pHメーターY原理・構o_ついて説«すb．近年j発qが著しい機v分析_ついてjそY種rz相
互`uなo§_長wz短wl紹Zすb．

1週zかo7週zまOYX容O中間試験lKう．

前期中間試験Yp説jクロ~トグラフィー1

クロ~トグラフィー2

クロ~トグラフィー3・X線分析x1 液|クロ~トグラフィー_ついて説«すb．さo_jX線Y発N方xおよ§X線Y種r_ついても}べb．

X線分析x2 X線回¬分析x_`すb基礎的概念（結晶系・ミラー指数・ブラッグY条g）_ついて説«すb．

X線分析x3 X線回¬分析xOàoれb回¬現≈Õ検ÿv_ついて説«すb．

熱分析x1 熱重量測定（TG）j示差熱分析（DTA）およ§示差走査熱量測定（DSC）_ついて説«すb．

熱分析x2 TG-DTAおよ§DSC曲線Yéみèê方xl説«すb．

紫外可視分光x1 電子遷íエネúギー_相ïすb電磁ñl用いb機v分析xY概要l}べU後j紫外可視分光x（吸光光�x）Y原理_ついて
説«すb．

紫外可視分光x2

蛍光光�x1 蛍光光�xY原理j分光蛍光光�計Yしくみz測定x（蛍光励起スペクトúx・蛍光スペクトúx・êò光スペクトúx）_つい
て説«すb．

蛍光光�x2

原子分析（原子吸光分析x・発光分析x）Y特öl}べU後j原子吸光分析xz発光分析xY原理j原子吸光分析装úYしく
みz測定xj 各種定量x（絶対検量線x・標準添加x・X標準x）_ついて説«すb．

光学顕微îl用いU光学測定Y原理z装úYしくみl}べU後j 単一分子Õ単一粒子j細¢Yイメージング_ついて説«すb.

走査型電子顕微î（SEM）j透過型電子顕微î（TEM）およ§原子間™顕微î（AFM）_ついて説«すb．

16週zかo22週zまOYX容O中間試験lKう．

後期中間試験Yp説・赤外線吸öスペクトúx1

赤外線吸öスペクトúx2

核磁気共°スペクトúx1

核磁気共°スペクトúx2

核磁気共°スペクトúx3

K
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト 「ベーシッ�化学工学　増補�」�橋本健治 著（化学同人）

参考書

関連科目

熱力学%基'(相平衡関-%理/0前提．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Aシラバス

化学工学Ⅰ (Chemical Engineering I)

[前期] 増田 興司 准教授, [後期] 小島 達弘 准教授

応用化学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

化学工学%基'(してq物質収支q熱力学第一法則qエネルギー収支q流動操作q拡散単位操作（蒸留qガス吸収）について
学ぶ．

【A4-C4】単位操作におけé物質収支%計算法ë習ìすé． 単位操作に応じて物質収支ñëóきq物質収支ëôめé方法ë的ùに説üし
q計算できéかどうかëレポー¶およ®前期中間試¨で評Æすé．

【A4-C4】熱力学第一法則(熱化学ë理/すé． 熱力学第一法則およ®熱化学%基'について的ùに説üできéかどうかëレ
ポー¶およ®前期中間試¨で評Æすé．

【A4-C4】単位操作におけéエネルギー収支%計算法ë習ìすé． 単位操作に応じてエネルギー収支ñëóきqエネルギー収支ë計算できéか
どうかëレポー¶およ®前期中間試¨で評Æすé．

【A4-C4】流Ø∞%物質収支(エネルギー収支%計算法ë習ìすé． 流Ø∞%物質収支(エネルギー収支ë的ùに説üしq計算できéかどうかëレ
ポー¶およ®前期定期試¨で評Æすé．

【A4-C4】流動%特≥(特≥に応じ¥エネルギー収支%計算法ë習ìす
é．

流動%特≥(流Ø%状∂に応じ¥エネルギー収支ë的ùに説üしq計算でき
éかどうかë前期定期試¨で評Æすé．

【A4-C4】気液平衡関-%表示法%計算法ë習ìすé．
2成分∞%気液平衡関-%表示法(してx-yグラ¿(t-x-yグラ¿%意√およ®
理想∞%気液平衡計算法q沸点計算法ë的ùに説üしq組成およ®沸点ë計
算できéかどうかëレポー¶およ®後期中間試¨で評Æすé．

【A4-C4】段…%構À%理/(マッケーブシール法によé理論段–%決定
0できé．

蒸留…%代表的”装’であé段…%構Àë的ùに説üできéかどうかqおよ
®マッケーブシール法によé理論段–ë決定できéかどうかëレポー¶およ®
後期中間試¨で評Æすé．

【A4-C4】ガス吸収速Aë表ÿすé–ñë理/しqそ%計算法ë習ìすé． 二重境膜説に基づflガス吸収速Aë表ÿすé–ñë的ùに説üしq物質移動
速Aë計算できéかどうかëレポー¶およ®後期定期試¨で評Æすé．

【A4-C4】充填…ë用い¥ガス吸収操作法%理/(充填…%高さ(直径
ë算Êできé．

吸収…%代表的”装’であé充填…%構Àë的ùに説üしqそ%高さë
HTU(NTUë用いて算Êできéかどうかëレポー¶およ®後期定期試¨で評
Æすé．

成Îはq試¨85%　レポー¶15%　(して評Æすé．”おq試¨成Îはq4Ó%試¨%平均点(すé．100点満点で60点以
Ûë合ı(すé．

「化学工学概論」�大竹伝雄 著（丸善）
「入門化学工学（改訂�）」�小島和夫・本郷尤・鈴木�ら 共著（培風館）
「化学プロセス工学」�小野木克ü・田川智彦・小林敬�ら 共著（裳華房）
「物理化学要論(第7�)」�P. W. Atkins・J. de Paula 共著・千原秀(ら 訳（東京化学同人）

C3 物理化学I

履修:�
注意事項
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授4計画（化学工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 化学工学%ó入q単位換算 化学工学%背.およ®単位(そ%換算法について/説すé．

2 反応ë0わ”い物質収支 物理的過3%物質収支について/説すé．

3 反応ë0う物質収支 化学反応過3%物質収支について/説すé．

4

5 熱化学 エンタルピーおよ®そ%収支について/説すé．

6 反応ë0わ”いエネルギー収支 物理的過3%エネルギー収支について/説すé．

7 反応ë0うエネルギー収支 化学反応過3%エネルギー収支について/説すé．

8 中間試¨

9 中間試¨%/説・流Ø∞%物質収支 中間試¨%/7(/説ë8う．流Ø∞%物質収支について/説すé．

10 流Ø∞%エネルギー収支 流Ø∞%エネルギー収支について/説すé．

11 流9%≥質 流9%粘Aq流Ø%状∂について/説すé．

12

13 流9%≥質 流Ø%状∂q流速%分;について/説すé．

14 流動によéエネルギー損失 管内流動によéエネルギー%損失について/説すé．

15 流9輸Aに必要”エネルギー 流9ë輸Aすé¥めに必要”エネルギー%計算法について/説すé．

16 気液平衡関-%表示法(理想溶液%ラウール則について/説すé．

17 理想溶液%気液平衡計算法(非理想溶液%取Fいについて/説すé．

18 単蒸留(¿ラッシG蒸留%物質収支(そ%図/法について/説すé．

19 連続蒸留%原理(物質収支(操作K%意√について/説すé．

20 マッケーブシール法によé階段作図で理論段–ëôめé手法について/説しqそ%演習ë8う．

21 還流P(理論段–%関-について/説すé．

22

23 中間試¨

24 中間試¨%/説・ガス吸収操作（気9%液9にQすé溶/A） 中間試¨%/7(/説ë8う．気9%液9にQすé溶/A%表示法(理想溶/A%意√やそ%限Tについて/説すé．

25 異相∞%物質移動モデルであé二重境膜説%XY方(そØë用い¥移動速A%算Ê法について/説すé．

26 物質移動-–%実測\(そØë用い¥吸収速A%算Êについて/説すé．．

27 ガス吸収装’%分](充填…%構À(そ%充填物について/説すé．

28 段…ë用い¥理論段–%図/法によéôめ方について/説すé．

29

30

前期q後期(もに中間試¨およ®定期試¨ë実_すé．

演習(1) Û記3a%演習ë8う．

1abから7abまで%内dで中間試¨ë8う．

演習(2) Û記3a%演習ë8う．

蒸留操作1（気液平衡関-）

蒸留操作2（気液平衡計算）

蒸留操作3（単蒸留(¿ラッシG蒸留）

蒸留操作4（連続蒸留(そ%原理）

蒸留操作5（蒸留装’q段…q充填…）

蒸留操作6（蒸留装’q段…q充填…）

演習(3) Û記6a%演習ë8う．

16abから22abまで%内dで中間試¨ë8う．

ガス吸収操作1（物質移動速A）

ガス吸収操作2（物質移動速A）

ガス吸収操作3（吸収装’）

ガス吸収操作4（段…によé連続ガス吸収）

ガス吸収操作5（充填…によé連続ガス吸収） NTU(HTU%算Êから充填…%高さëôめé方法について/説すé．

演習(4) Û記6a%演習ë8う．

J
考
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科　目

担当教員 根本 忠将 教授

対象学年等

学習・教育目標 B4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 英語，英語演習，応用化学科専門科��全分野

講"�#には，電子辞)*英和辞,�持./0める．

神戸市立工業高等専門学校 2025年@シラバス

化学英語Ⅰ (ESP, Chemistry I)

応用化学科・3年・前期・必修・1単位【講"】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

テキス`/用いb講"/cう．化学にeする基礎的文k�読解n�向上，英作文能n�養成，専門単語�修u/�vす．
毎講"，単語テス`/実yする．

【B4】化学分野�簡単{英文和|ができること，{らびに英語文献，専門
)，特許等/読解できること/�áとする．

専門単語�修u，àび専門英語�読解nについb中間試験・定期試験・èテ
ス`で評ëする．まìレポー`課òによる評ëöcう．

【B4】化学分野�簡単{英文/作成できること/�áとする． 化学分野における専門的{英語表û/用いb英文/作成することが出†る
°中間試験・定期試験で評ëする．まìレポー`課òによる評ëöcう．

成¢は，試験70%　レポー`10%　èテス`20%　としb評ëする．試験成¢は中間試験・定期試験�平均ßとする．è
テス`は全b�èテス`�平均ßとする．総合評ëは100ß満ßで60ß以上/合≠とする．ìだし，未提出�レポー`があ
っì場合は不合≠とする．

「化学英語101　リスニンπとスピーキンπで効率的に学Ω」：國安均 著・Jeffrey M. Stryker 英語監修（化学同人）

「化学英語�活用辞,　第2版」：足立吟也・èe治男・片岡◊ら 共編（化学同人）
「化学・英和用語集　第3版」：橋爪斌・原正 共編（化学同人）
「化学・和英用語集」：橋爪斌・原正 共編（化学同人）

履修:�
注意事項

- C–145 -



授4計画（化学英DⅠ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 テキス`文k�読解

2 テキス`文k�読解

3 テキス`文k�読解

4 テキス`文k�読解

5 テキス`文k�読解

6 テキス`文k�読解

7 テキス`文k�読解

8 中間試験

9 中間試験�返却・解答，テキス`文k�読解，和文英|

10 テキス`文k�読解，和文英|

11 テキス`文k�読解，和文英|

12 テキス`文k�読解，和文英|

13 テキス`文k�読解，和文英|

14 テキス`文k�読解，和文英|

15 テキス`文k�読解，和文英|

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Chapter 3 Lesson 1，Chapter 4 Lesson 1�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 2，Chapter 4 Lesson 2�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 3，Chapter 4 Lesson 3�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 4，Chapter 4 Lesson 4�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 5，Chapter 4 Lesson 5�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 6，Chapter 4 Lesson 6�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 7，Chapter 4 Lesson 7�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．単語テス`/cう．

1週�°ら7週�まで�内で中間試験/cう．

中間試験�返却{らびに解答/cう．Chapter 3 Lesson 8，Chapter 4 Lesson 8�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．Chapter 
6�例文/用いb，和文英|についb簡単{説Î/する．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 9，Chapter 4 Lesson 9�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．Chapter 6�例文/用いb，和文英|についb
簡単{説Î/する．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 10，Chapter 4 Lesson 10�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．Chapter 6�例文/用いb，実#に和文英|
/cう．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 11，Chapter 4 Lesson 11�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．Chapter 6�実践問ò/用いb，和文英|/
cう．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 12，Chapter 4 Lesson 12�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．Chapter 6�実践問ò/用いb，和文英|/
cう．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 13，Chapter 4 Lesson 13�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．Chapter 6�実践問ò/用いb，和文英|/
cう．単語テス`/cう．

Chapter 3 Lesson 14，Chapter 4 Lesson 14�各文k/輪読し，説Î/Ïえる．Chapter 6�実践問ò/用いb，和文英|/
cう．単語テス`/cう．

K
考

前期中間試験および前期定期試験/実yする．
Chapter 4�各文k，{らびにChapter 6�和文英|についbは，講"�進捗状˘に応じb説Î/省¸することがある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C1(30%), A4-C3(30%), B1(10%), B2(10%), C4(10%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 実験結��説�できるか�レポー�で評 する．

8 グルー%&で'行)*実験+,する姿.�実験技0で評 する．

9 実験廃液，廃棄5'分7*処9:的<+できるか�実験技0で評 する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

各実験テー@'基Bとなる反応9G*計算9G�十分+9Kしておくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2025年_シラバス

応用化学実験Ⅱ (Laboratory Work II in Applied Chemistry)

[前期] 渡辺 昭敬 教授, 九鬼 導隆 教授, 根本 忠将 教授, 小泉 拓也 教授, [後期] 渡辺 昭敬 教授, 根本 忠将 教授, 小
泉 拓也 教授, 安田 佳祐 准教授

応用化学科・3年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本実験で†有機化学分£と59化学分£'実験�行う．有機化学実験で†，有機化学反応+おける9G+ついて講©�
通して9Kし™&´と関≠させて，基本的な実験+よ±操作¥およµ∂∑∏�修πさせる．59化学実験+おいて†59
化学'講©'9K_�∫めるととも+，各種測定機¿'¡±¬い¥およµそ'応用�習πさせる．

【A4-C1】有機化学'講©で学ん≈知«�実験�行うこと+よ±<かめる
ととも+反応»*反応機…:9Kできる．

有機化合5'反応»*反応機…'9K_�実験技0とレポー�+よ±評 
する．

【A4-C1】有機化合5'合成¥（反応，分離・精製，同定¥—+必“な基本
的な操作¥�習πする．

有機化合5'合成実験（反応，分離・精製，同定¥—+おける操作¥'習熟_
�実験技0とレポー�+よ±評 する．

【A4-C3】気体・液体・固体'基B5»'測定∏¥+ついて実験'精_と
とも+9Kできる．

蒸気密_，液体'密_・粘_・屈折率，凝固点降‡など'基B5»'測定結
�+ついて，レポー��提„させて測定¥'9K:できているか評 する．

【A4-C3】液体相互Êで'各種反応+おける59化学的5»�測定し，現
Ë�9Kできる．

液体'相互溶K_，分配係数，吸着，表面張Úなど'実験結�+ついて，レポ
ー��提„させて測定¥'9K:できているか評 する．

【A4-C3】電K質溶液ıで'電気化学的な挙)+ついて計測し，現Ë�9
Kできる．

起電Ú，分K電圧，輸率，pH緩衝液など'実験結�+ついて，レポー��提„
させて測定¥'9K:できているか評 する．

【B1】シミュレーショ�計算+よって各種デー��予測すること:できる．ま
™，結��既�'デー�と比
すること:できる．

シミュレーショ�計算（�+Gaussian 16+よる分�+関する種々5質�'計
算—�実行し，πられ™デー��文�と比
，検�:できるかレポー�で評 す
る．

【B2】実験結��説�すること:できる．

【C4】グルー%で協Úして実験�行うこと:できる．

【D1】実験廃液，廃棄5'分7*処9:的<+できる．

成�†，レポー�85%　実験技015%　として評 する．100点満点で60点以��合�とする．原 として未提„'レポ
ー�:あっ™場合†不合�とする．ま™，レポー�'提„:%れ™場合+†そ'日数+比'して減点する．なお実験技0'
評 +†事前'実験ノー�作成�ふくめる．

（有機化学実験— %リ��
（59化学実験— %リ��　およµ　-59化学実験¥」/鮫島実三郎 著（掌華房—

（有機化学実験—-ハー�基B有機化学 三訂版」/H. Hart・L. E. Craineet al. 共著・秋葉欣Aら 共訳（培風館—
（59化学実験—-59化学“G 第7版」P. W. Atkins・J.de.Paula 著・千原秀昭・稲葉章 訳（東京化学同人—
（59化学実験—-溶液&イオ�平T+基づく 分析化学 第2版」/ 姫£貞之・市村 彰男 共著（化学同人—

C2 有機化学I，C2 分析化学I，C3 分析化学II，C3 有機化学II，C3 59化学I

履修:�
注意事項
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授4計画（応用化学実FⅡ）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1

2 ガラス細工およµ炭化水a'実験

3 アルコールおよµエーテル'実験 アルコールおよµエーテル'反応»*化学的»質�eべる．

4 臭化エチル'合成 臭化エチル'合成実験�通して実験操作¥�修πする．

5 ハロゲ�化合5'実験

6 アルデヒlおよµケ��'実験 アルデヒlおよµケ��'実験�通して，カルボニル化合5'反応»*検„¥など�修πする．

7 酢rエチル'合成およµガスクロ@�グラフィー分析 酢rエチル'合成実験�通して実験操作¥�修πする．ま™，ガスクロ@�グラフィー分析+ついて学ぶ．

8

9 液体'相互溶K_

10 分配係数 分配'¥ +基づいて，コハクr'水とエーテル+,する分配係数�測定する．

11 一次反応速_ 酢rメチル'塩r+よる加水分K反応�時Ê的+追�すること+よ±擬一次反応'¡±¬い�9Kする．

12 液体'密_・粘_・屈折率

13 凝固点降‡

14 蒸気密_'測定Åµそ'分��'評 

15 前期実験全É'まとめあるい†工場見学 前期で行っ™実験'まとめ�行う．あるい†工場見学�行い，実Ö+化学:ど'よう+社á+貢�しているか�学ぶ．

16

17

18

19 エステル化反応+おける平T反応‡で'合成実験操作¥�習πする．

20

21 �ルエ�'ニ�ロ化反応�行い，生成5�ガスクロ@�グラフィー分析すること+よ±異»体生成比�ãめる．

22 安息香rメチル'ニ�ロ化反応�行い，生成5�ガスクロ@�グラフィー分析すること+よ±異»体生成比�ãめる．

23

24

25

26 液体ı'吸着現Ë

27

28 起電Ú・分K電圧'測定

29 輸率・表面張Ú'測定

30 後期実験全É'まとめあるい†工場見学 後期で行っ™実験'まとめ�行う．あるい†工場見学�行い，実Ö+化学:ど'よう+社á+貢�しているか�学ぶ．

(前期有機化学実験) 説� (実験&´，レポー�，安全管9等注意) 前期+行う実験&´+ついて説�し，レポー�'ëき∏+ついて注意点など�説�する．ま™実験�行うÖ'機¿，薬品等'¡±
¬い，安全管9+ついて説�する．

ガラス細工'技0�習πし，実験+使用する¿具 (ピペッ�，毛細管等) �作製する．炭化水a'化学的»質�eべる．

ハロゲ�化合5'反応» (SN1，SN2反応) *化学的»質�eべる．

(前期59化学実験) 説� (実験&´，レポー�，安全管9等注意) 前期+行う実験&´+ついて説�し，レポー�'ëき∏+ついて注意点など�説�する．ま™実験�行うÖ'機¿，薬品等'¡±
¬い，安全管9+ついて説�する．

水-ベ�ゼ�-酢r'三成分混合5ü'相互溶K_�測定する．同時+三角座¢�用い™グラフ'作成¥も学ぶ．

基本的な5»定数�9Kし，そ'測定¥�学ぶ．水と2-%ロパノール混合液+ついてそ'密_・粘_・屈折率�測定する．

溶§+ベ�ゼ�，溶質+メチルナフ�レ��用いて，ベック@�温_計でモル凝固点降‡�eべること+よ±溶質'分���測定
する．

ビク�ー@イヤー¥+よ±，クロロホルム，ジクロロメ��およµ�リクロロエチレ�'蒸気密_�測定する．そ'結�からそれぞれ'
分���計算+よ±ãめ，9GÆと'比
�行う．

(後期有機化学実験) 説� (実験&´，レポー�，安全管9等注意) 後期+行う実験&´+ついて説�し，レポー�'ëき∏+ついて注意点など�説�する．ま™実験�行うÖ'機¿，薬品等'¡±
¬い，安全管9+ついて説�する．

�リフェニルメ�ノール'合成1 Grignard反応+よる�リフェニルメ�ノール'合成実験�通し，無水条件‡で'実験操作¥�習πする．

�リフェニルメ�ノール'合成2 生成5'分離・精製 (水蒸気蒸留，再結晶) と融点測定'操作¥�習πする．

アジピ�rジエチル'合成1

アジピ�rジエチル'合成2 生成5'分離・精製 (減圧蒸留) '操作¥�習πする．

�ルエ�'ニ�ロ化反応およµガスクロ@�グラフィー�用い™異»体
'分離

安息香rメチル'ニ�ロ化反応およµガスクロ@�グラフィー�用い™
異»体'分離

(後期59化学実験) 説� (実験&´，レポー�，安全管9等注意) 後期+行う実験&´+ついて説�し，レポー�'ëき∏+ついて注意点など�説�する．ま™実験�行うÖ'機¿，薬品等'¡±
¬い，安全管9+ついて説�する．

��化学計算実習1 Gaussian16Wならµ+GaussView6�使用して，簡単な��化学計算�実行できるよう+操作¥�習πする．

��化学計算実習2 習πし™操作¥�もと+，種々'化合5'振)スペク�ル*NMRスペク�ル，UVスペク�ルなど'各種分øスペク�ル���化
学計算+よって予測し，既�'デー�ベースと'比
�行う．

数種¿'濃_'酢r水溶液�作±，これ+活»炭�√れ，それぞれ'酢r'吸着��滴定+よってãめる．次+そ'濃_と吸着
�'関係�フロイ�lリッヒ'≈+代√し，グラフから定数a， n �ãめる．

pHメー�ー'使用，緩衝液 r塩基滴定，キレー�滴定'pH�測定し，そ'pH曲…�作成する．そ'結�よ±緩衝液'原9�9Kし，pHメー�ー'使用∏¥
�習πする．

カlミウム¢準電Ã�用いて乾電Ã'起電Ú�測±，ま™こ'乾電Ã�用いて，濃淡電Ã，ダニエル電Ã'起電Ú�ãめる．次+
分K電圧測定装—�“”立て，4種¿'金属塩'電K液+ついて電流-電圧'関係から分K電圧�ãめる．

硝r銀水溶液ı+おける銀イオ�およµ硝rイオ�'輸率�測定する．ま™，デュヌイ'表面張Ú計�用いて水'表面張Úから
エ�ノールおよµベ�ゼ�'表面張Ú�ãめる．

M
考

ıÊ試験およµ定期試験†実€しない．
クラス�2グルー%+分け，グルー%‹+前期・後期とも2分£ (有機化学実験およµ59化学実験) �実€する．
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科　目

担当教員 林田 平馬 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

応用数学Ⅰ (Applied Mathematics I)

応用化学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

ベクトF解HおよK線形代数O基本RS概UV理解し，それらV道^とし`aえるようにSることV目hとするjkl抽象
RにSりすぎSいよう^体sV豊uにvい， wくO計zV実|に}うことV重�するjÄOÅに，計zO背Éにある数学R
世ÜOイメーälãけるようにSることV目hとするj

【A1】スカラー場・ベクトF場O概UV理解するj勾配，発散，回îO概UV
理解するj Å間試óおよKレポートö評úする.

【A1】線積分，面積分O概UV理解し，そO計zlöきるj発散定理，ストー
クスO定理O概£V理解するj Å間試ó，定期試óおよKレポートö評úする.

【A1】}§O基本RS演zlöきるj}§O基本変形V理解し，連立1次
方程´O解¨に利用öきるj 定期試óおよKレポートö評úする.

【A1】}§O階数V計zöきるjベクトFO一次結合，一次独立・従¥につ
い`理解し`いる. 定期試óおよKレポートö評úする.

成∑は，試ó85%　レポート13%　実力試ó2%　とし`評úするj100点満点ö60点以¿V合¡とするj

「基礎解H学コース ベクトF解H」：矢野健太郎・石原繁 共著（裳華房）
「演習 線形代数 改訂版」：村¿ 正康・野澤 宗平・稲葉尚志 共著（培風館）

「新版数学シリーズ 新版応用数学 改訂版」：岡本和夫 著(実教出版)
「電磁場とベクトF解H」：深谷賢治 著(岩波書店)
「改訂新版 ベクトF解HからO幾何学入門」：千葉逸人 著(現代数学社)
「キーポイント ベクトF解H」：高木隆司 著(岩波書店)
「ガウスO¨�Oaい方」：大槻義彦・小牧研一郎 共編・小野嘉之 著(共立出版)

2年数学I，数学II，3年数学I，4年応用物理I・II

履修:�
注意事項

・参考書に�げ�書�は全部�い�える必£はSいj必£に応じ` 図書館等ö参�することl ましいj・こO科目O内
#は，2年数学I，数学II，3年数学IおよK 4年応用物理I・IIO内#と関%l深いj  適宜，それらO教科書・問題*V参�
することj
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授4計画（応用数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3 ベクトFO微分

4 ベクトFO積分

5 スカラー場と勾配， 勾配O性質 スカラー場とそO勾配V理解するj方向微分%数/等位面V定義し，勾配とO関連V理解するj

6 発散 ベクトF場とそO発散V理解するjラプラシアンO計zV}うj

7 回î ベクトF場O回îについ`理解するj

8 演習 ベクトFO基本RS計zについ`O総合RS演習V}うj

9 空間曲線 曲線O表示，弧長，9ベクトFSどV理解するj

10 線積分 曲線に;っ`Oスカラー場とベクトF場O線積分につい`解=し，演習V}うj

11 曲面

12 面積分 曲面に;っ`Oスカラー場/ベクトF場O面積分につい`解=し，演習V}うj

13

14 ベクトF解Hについ`O総合RS演習V}うj

15 Å間試ó Å間試óV実>するj

16 試ó返却，ガウスO発散定理

17 ストークスO定理

18

19 特BS}§ 零}§，単位}§，べき等}§，べき零}§V理解するjî置}§，対称}§，交代}§， 直交}§V理解するj

20 正�}§， }§O分割

21 }§O基本変形と階数

22

23 }§O階数V用い`連立方程´O解Oあり方V分Kするj

24 正�}§とそO逆}§ 正�}§O逆}§につい`解=し，演習V}うj

25 ベクトF空間 ベクトF空間V定義し，いくつかOsl実|に定義V満�し`いることV確Nするj

26 部分空間

27

28 ベクトF空間O基と次元 ベクトF空間O基と次元O定義V理解するj

29 連立方程´O解空間 連立方程´O解空間O次元と基Pについ`解=し，演習V}うj

30 演習

前期Å間試óおよK前期定期試óV実>するj

ベクトF解HO概£(1) ベクトF解HはどOようS数学かV理解するjベクトFO演z(内積)につい`解=し，演習V}うj

ベクトF解HO概£(2) ベクトFO演z(外積)につい`解=し，演習V}うj

ベクトFO演z(微分)につい`解=し，演習V}うj

ベクトFO演z(積分)につい`解=し，演習V}うj

2パラメーSVa用し�曲面O表示につい`理解する. ¨単位ベクトF，ベクトF面£TSどV理解する.

演習1 線積分，面積分につい`O演習V}う.

演習2

前期Å間試óO答VV返却し，解答・解=V}うj発散定理につい`理解する.

ストークスO定理につい`理解する.

線形代数学O概£/}§O演z 高等数学における線形代数学O位置づけV理解するj}§O定義につい`確Nするj}§O和， 差， 積， スカラーZO計z方¨
V理解するj

正�}§と逆}§O定義V理解するj}§Vブロックに分割し`積V計zし， 特に}ベクトF， §ベクトFへO分割l有用öある
ことV理解するj

}§O基本変形V理解するj}§O簡約化V}い階数(ランク)Vbめるj

連立1次方程´O解¨ 連立1次方程´O%数}§およK拡大%数}§V利用し`連立1次方程´V解くj

連立1次方程´O解O存在条件

部分空間V定義し，いくつかO^体sについ`それl部分空間öあることV確NするjベクトFO1次結合，ベクトFOiから生
成される部分空間V理解するj

ベクトFO1次独立と1次従¥ ベクトFO1次独立と1次従¥O定義V理解し，}§O階数とO関連につい`確Nするj

線形代数OこれまöO内#につい`演習V}う.

K
考
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科　目

担当教員 林田 平馬 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「演習 線形代数 改訂版」：村上正康・野澤宗平・稲葉尚志 共著（培風館）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年>シラバス

応用数学Ⅱ (Applied Mathematics II)

応用化学科・4年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

線形代数`基本cd概fg理iし， 道mとしopえるようにdることg目xとするz{|抽象cにdりすぎdいようm体例
g豊ÖにÜい， áく`計äg実åにçうことg重èするzê`ëに， 計ä`背ìにある数学c世ñ`イメーö|õけるよう
にdることg目xとするz

【A1】ç列ûについo理iし， ç列û`計ä|できる. ë間試•およßレポー™で評¨する.

【A1】内積空間`上で， 内積・∞さ・dす≤g計äできるz ë間試•およßレポー™で評¨する.

【A1】線形写¥`概f， 線形写¥とç列`関∂g理iするz 定期試•およßレポー™で評¨する.

【A1】固有値・固有ベク™Ωについo理iし， ç列`対≤化|çえるz対称
ç列g直交ç列で対≤化できるz2次形û`x準化|çえるz 定期試•およßレポー™で評¨する.

成≈は，試•90%　レポー™10%　としo評¨するz100点満点で60点以上g合Õとするz

「新版数学シリーズ 新版線形代数 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「はじめo学◊ベク™Ω空間」：碓氷久・松澤寛・高遠節夫・山下哲・濵口直樹 共著（大日本図書）
「キーポイン™ 線形代数」：薩摩順吉・Ô谷晶二 共著（岩波書店）
「線形代数学 初¯か˙öョΩダンx準形˝」：三宅敏恒 著（培風館）
「線形代数`演習」：三宅敏恒 著（培風館）

2年数学II

履修:�
注意事項

・参考書に�げ�書�は全部�い�える必
はdいz必
に応じo図書館等で参�すること|�ましいz・öョΩダンx準
形についoは，�めにÜう.
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授4計画（応用数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 階数

2 順列

3 ç列û`定義

4

5

6

7 余因子展開

8 余因子ç列と逆ç列 余因子ç列g利用しo逆ç列g計äするz

9 クラメΩ`公û クラメΩ`公ûg利用しo連立方程û`ig�めるz

10 ç列û`まとめ

11 内積， 内積空間

12 グラム・シュミッ™`正規直交化法 グラム・シュミッ™`正規直交化法についoi&し，演習gçうz

13 直交補空間 直交補空間，正射)についo理iするz

14 演習

15 ë間試• ë間試•g実*するz

16 試•返却，写¥

17 線型写¥

18 基.`/り0え

19 線型写¥`表現ç列

20 線形写¥`¥と核 線形写¥`¥と核g定義し，それ˙`次6|線型写¥`表現ç列`階数と関∂|あることg理iするz

21 固有値，固有ベク™Ω，固有á項ûと固有空間

22 ç列|対≤化できる�め`必
十分条;g理iし，<え˙れ�ç列g対≤化するz

23 ç列`対≤化に関する演習gçうz

24 直交変0 直交変0`定義と，直交ç列と`関∂g理iするz

25 対称ç列`対≤化 対称ç列g直交ç列により対≤化するz

26

27

28

29 öョΩダンx準形 öョΩダンx準形についo概
g理iするz

30 演習 固有値・固有ベク™Ω，対称ç列`対≤化とそ`応用についoまとめ`問題演習gçうz

後期ë間試•およß後期定期試•g実*するz

ç列`階数(ランク)についo復習する.

偶順列，奇順列についo学◊.

ç列û`定義についo学◊.

ç列û`計ä(1) 2次，3次`ç列û`計ägçうz

ç列û`計ä(2) 4次以上`ç列û`計ägçう.

ç列û`計ä(3) 文E`Fっ�Hし複Jdç列û`計äについoi&し，演習gçう.

余因子展開gçdっo4次以上`正方ç列`ç列ûg計äする.

ç列ûについoこれまで`復習gçう.

内積`定義g理iし，内積・∞さ・dす≤`計ägçうz内積`導Fされ�ベク™Ω空間についo理iする.

これまで`内Lについo総合cd演習gçう.

後期ë間試•`答Og返却し，i答gi&するz写¥についo理iする. 全射，単射，全単射，逆写¥，写¥`合成についo理i
する.

線型写¥g定義する. 同型写¥およßベク™Ω空間`同型についo理iする.

基.`/り0えに対する座x`変化g線型写¥としoと˙える. 基.`/り0えç列についo理iする.

線型写¥`表現ç列についo理iする. 基.`/り0えに対しo表現ç列|ど`ように変化するか計ägçう.

線形変0`固有値，固有ベク™Ω，固有空間`定義に関しoi&gçうzç列`固有á項ûg利用しo，線形変0`固有値，固
有空間g�めるz

ç列`対≤化(1)

ç列`対≤化(2)

2次形û 2次形û|ç列g用いo表現できることg理iするz

2次形û`x準形 対称ç列`対≤化`応用としo，2次形û`x準形g計äするz

2次曲線`分類 2次形û`x準形`応用としo，2次曲線`分類gçう.

K
考
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科　目

担当教員 九鬼 導隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

応用物%Ⅰ (Applied Physics I)

応用化学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

%学・工学?基AとなD物%学よりG物%学?基HとなDニュートM力学とG微視QなRSTU化学V必W?量子力学Vつ
い\講義すD^ニュートM力学で`質点R?力学ScりdげGニュートM力学S微積gS中iVjk立\lす作業SnU^
量子力学で`エネルギーs離散QであDことと波yと粒子?二重}S中iV量子力学S概�しG量子力学?簡単な入門
SnU^

【A2】質点?位置G速�G加速�等SベクトルでàすことsできGベクトル?
演ãå微積gS用い\G質点?運yS記èすDことsできD^

前期中間試îとレポートでG基HQな物%Rで位置G速�G加速�等SóめD
ことsできDかどUかで評úすD^

【A2】運y?3法üs%†できG重力°で?質点å調和振y子?運y等
S記èすDことsできD^

前期中間試îとレポートでG重力°?質点å調和振y子?運y等?基HQ
な物%R?質点?運ys記èできDかどUかで評úすD^

【A2】作用反作用?法üと力?¶りßいs%†できG基HQな束縛運y
S記èすDことsできD^

前期定期試îとレポートでG斜¨S≠りÆちD運yå単振り子等G基HQな束
縛運yS記èすDことsできDかどUかで評úすD^

【A2】力学Qな仕±?基H概≤S%†しG運yエネルギーとポテMシャル
エネルギーGエネルギー保存üS%†G応用すDことsできD^

前期定期試îとレポートでG仕±とポテMシャルエネルギーGエネルギー保存
üVつい\説∏さ∫適ºV説∏できDかどUかGまたG質点?運yと各¿?エ
ネルギー?関係等s記èできDかどUかで評úすD^

【A2】運y量保存üG重iR?運yと相対運y等?基HQな概≤S%†
しG粒子?衝突等?基HQな2体問…S†くことsできGまたG運y量等?
物%量å衝突À?粒子?軌道等s計ãできD^

À期中間試îとレポートでG基HQな2体問…s†けDかどUかGまたG質点?
軌道å運y量等s計ãできDかどUかで評úすD^

【A2】慣}モーメMトå角運y量保存ü等?基HQな概≤S%†しG中i
力‘VおけD質点?運yVつい\?基HQな力学問…S†くことsできG
またG角運y量åエネルギー等?物%量s計ãできD^

À期中間試îとレポートでG中i力‘VおけD基HQな2体問…s†けDか
どUかGまたG慣}モーメMトå角運y量等s計ãできDかどUかで評úすD^

【A2】黒体輻ÿå光電効‹と電子線回折等からG古典物%学?限界Gエネ
ルギーs離散QであDことG波yと粒子?二重}等Vつい\説∏できD^

À期定期試îとレポートでG黒体輻ÿå光電効‹等S説∏さ∫G古典物%学
?限界Gエネルギーs離散QであDことG波yと粒子?二重}等Vつい\定}
QV説∏できDかどUかで評úすD^

【A2】ボルM?確率†ËとハイゼMベルク?不確定}原%S定}QV説
∏できD^

À期定期試îとレポートでGボルM?確率†Ëと不確定}原%S説∏さ∫GQ
確V説∏できDかどUかで評úすD^

【A2】一次元無限大井戸ÙポテMシャルS用い\エネルギーs離散Qで
あDことs説∏できD^

À期定期試îとレポートでG一次元無限大井戸ÙポテMシャルVıˆ˜めら
れた粒子?エネルギー状˙å波y関˚sQ確V説∏できDかどUかで評ú
すD^

【A2】水素Ù原子?主量子˚G方位量子˚G磁気量子˚?意味G量子˚と
波y関˚?�?˚と?関係等S%†しG水素Ù原子?原子軌道?概形
s�けD^

À期定期試îとレポートでG水素Ù原子中?電子?軌道Vつい\説∏さ∫G
量子˚?意味sQ確V説∏できGかつG電子?軌道?形s�けDかどUかで
評úすD^

成	`G試î90%�レポート10%�とし\評úすD^各期?中間・定期試î?単純平�S試î成	とすD^100点満点で
60点以dSß�とすD^

「裳華�テキストシリーズ-物%学 力学」：川村清 著G阿部龍蔵・川村清 監修（裳華�）
「量子力学入門ノート 第二版」：九鬼導隆 著（神戸高専生協）
「物%化学要論（第7版）」：P. W. Atkins・J. de Paula 著／千原秀∏ら 訳（東京化学同人）

「物%?AB方1 力学?AB方」：砂川重信 著（岩波書店）
「物%入門コース1 力学」：戸田盛和 著（岩波書店）
「力学（I） - 質点・剛体?力学 -」：原島鮮 著（裳華�）
「新装版 なっとくすD量子力学」：都筑卓司 著（講談社）
「アトキMス物%化学 第10版 d・°X」：P. W. Atkins・J. de Paula 著／中野元Zら 訳（東京化学同人）

C1～C3?物%・˚学I・IIG C4 応用˚学I・IIG C4 確率・統計

履修:�
注意事項

物%学`˚学で?記è?dV成り立っ\いD?でG˚学S十gV%†し\いDことs_ましい^またG基HQな物%学?知
aS十gV%†し\いDことs_ましい^1～3年まで?物%å˚学I・II?kならずG同時進nで学eすD応用˚学I・IIå
確率・統計?内gh関係し\くD?でGこれら?科iS十g復eしたりGよく学eし\おくことs_ましい^
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授4計画（応用物EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 応用物%?全般Qな説∏と学eV関すD諸注意等 H講義で教授すD内g?全般Qな概説と受講時・学e時?諸注意SnU^

2 力学と微積g 位置と速�?関係S中iVG微積g?基HQな演ãå意味G力学と?関係Vつい\?復eSnU^

3 運y?àし方

4 速�と加速�

5 運y（ニュートM）?法ü

6 重力°で?運y 一番基HQなRとし\重力°で?質点?運yScりdげGいろいろな公ss運y方程sより導uできDことS†説すD^

7 重力°で?運y（空気抵xSAyした‘ß）

8 中間試î

9 エネルギー積gとエネルギー保存üG中間試î?†答・†説

10 単振y 基HQなRであD調和振y子つい\G運y方程sS立\G運y方程sS†きG単振yVつい\†説すD^

11 単振y?エネルギー

12 力?¶りßいと作用反作用?法ü

13 束縛運y 斜¨S運yすD‘ßåG単振り子等G基HQな束縛運yVつい\†説すD^またG摩|?あDRVつい\h†説すD^

14 力学Qな仕± 力学Qな仕±S定義しGポテMシャルエネルギーと仕±と?関係Vつい\†説すD^

15 エネルギーと仕±

16 運y量保存ü }いV力S~ぼしあっ\運yすD質点R?運y方程sVつい\説∏しG運y量G運y量保存üVつい\†説すD^

17 衝突?問… 運y量保存üS応用しG基HQな衝突問…S†説すD^またG反発係˚å力積Gエネルギー保存üVつい\h†説すD^

18 重iR?運yと相対運y

19 惑Ç?運yよりケプラー?法üと万有引力等S説∏しG角運y量å角運y量保存ü等Vつい\†説すD^

20

21 慣}モーメMト

22 古典物%学?破綻

23 中間試î

24 黒体輻ÿG中間試î?†答・†説

25 光電効‹と電子線回折

26 シュレディMガー方程sGド・ブロイ波とボルM?確率†Ë

27 不確定}原% ド・ブロイ波と粒子?運y量?関係G波y関˚s確率振êであDことからハイゼMベルク?不確定}原%S†説すD^

28 一次元無限大井戸ÙポテMシャル?厳密†

29 水素類似原子?構造：量子˚と原子軌道?エネルギー・形

30 自然科学Q世界像 õまで学んできた内gS通し\G人間と自然と?関わりG人間?対象認a等G人間sど?よUV対象S認aし\きたかS概�すD^

質点?位置S座°とし\àしG質点?位置s位置ベクトルといUベクトルでà¢できDことS説∏しGベクトル同£?演ãVつい
\†説すD^

ベクトル?微積gS説∏しG速さå速�G加速�Vつい\†説しGまたG等加速�運yå等速円運y等S•VG位置ベクトルG速�
ベクトルG加速�ベクトルåそれら?関係Vつい\†説すD^

運y?3法ü（慣}?法üG運y方程sG作用・反作用?法ü）Vつい\†説しG物体?運ys2ß?常微g方程sでàされDこ
とS©す^

重力°?運yでG質点?速�V比•した空気抵xsあD‘ßSABG運y方程sS立\\微g方程sS†きG質点?運ySA
BD^

1週iから7週iまで?内gで中間試îSnU^

運y方程sSエネルギー積gしG力学Qエネルギーs保存量であDことS©す^またGポテMシャルエネルギーVつい\h†説す
D^またG中間試î?†説hnU^

調和振y子?運y方程sSエネルギー積gしGエネルギーs保存すDことG運yエネルギーとポテMシャルエネルギー?相}変
≠Vつい\†説すD^

力?¶りßいå作用・反作用Vつい\説∏しG束縛力?あD‘ß?基HQな物%RVつい\†説すD^垂lx力åØ?張力等
Vつい\†説すD^

線積gSAB\G力学Qな仕±S一般化しG仕±GポテMシャルエネルギーG保存力?関±Vつい\GまたGエネルギー保存üVつ
い\†説すD^

2体問…で?運yS重iR?運yと相対運yVg離しG運y量保存üs成り立つ‘ßå外力s≥い\いD‘ß等G力学Rsど
U記èできDかS†説しG運yエネルギーと重iR?運y・相対運ysどUいU関係VあDかS説∏すD^

中i力‘VおけD2体問…

万有引力VよDポテMシャルエネルギーGy径運yと角運y?エネル
ギー

万有引力VよDポテMシャルエネルギーS説∏しGエネルギー保存üS極座°で書きlし\G各エネルギー項Gy径運yVよD運
yエネルギーG角運yVよD角運yエネルギーG中i力‘?ポテMシャルエネルギーS†説すD^

簡単なRで慣}モーメMトS説∏しG質量と運y量å運yエネルギー?関係と対比さ∫なsらG角運y量å角運y?エネルギー
と慣}モーメMト?関係S†説すD^

19世紀∏から20世紀初∫Vかけ\?物%学界?状ªS概�すD^いわゆDエーテル問…と黒体輻ÿからG相対論と量子論s
誕生した歴史Q経¡SG簡単V説∏すD^

16週iから21週iまで?内gで中間試îSnU^

黒体輻ÿVおけDレイリー-ジーMズ?法üと紫外部?破綻åプラMク?輻ÿsS†説しGプラMク?量子仮説?発見過程とエ
ネルギーs離散QであDこと?意味S講義すD^またG中間試î?†説hnU^

光電効‹?実îとアイMシュタイM?†ËS説∏しG電磁波（波y）s光子（粒子）とし\?}質S…つことGまたG電子線回折?
実îよりG電子（粒子）s波yとし\?}質S…つこととド・ブロイ?物質波Vつい\†説しG波yと粒子?二重}Vつい\講義す
D^

微視QなR?基H方程sであDシュレディMガー方程sS提©しG古典QハミルトニアMから量子QハミルトニアMへ?移nS
†説すD^電子線回折等?実îよりGド・ブロイ波s確率振êであDことS©しGボルM?確率†ËVつい\†説すD^

量子力学?基Hでありかつ近似法等?応用?基HとなD厳密V†けDRVつい\†説すD^一次元無限大井戸ÙポテMシャル
V拘束された粒子S†説しGまたG一次元無限大井戸ÙポテMシャル?応用•とし\Gl鎖共役Rg子?共役R?”と主吸収帯
?極大波”s比•すDことS説∏できDことS©す^

中i力‘V拘束された粒子ScりdげGそ?†法S定}QV説∏しG主量子˚G方位量子˚G磁気量子˚とそ?意味Vつい\†
説すD^またGこれら?量子˚?jkßわ∫とG水素Ù原子?電子?軌道?種類å特ŸVつい\†説しG量子˚と電子?存在確
率?�・�¨?˚?関係からG各軌道?形s予‹できDことS©す^

L
考

前期GÀ期とhV中間試îおよ›定期試îS実fiすD^
H科i?修flV`G60 時間?授業?受講と 30 時間?±前・±À?自己学es必要であD^
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科　目

担当教員 林田 平馬 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年 シラバス

情報処(Ⅱ (Information Processing II)

応用化学科・4年・前期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

最KでMNれP汎用プログラUV数XY流[しており`通bc用dにM十gである．しかし`コンピューqにrかをさせると
きに`xYcブラックボックスであるかX}なりと�原(V(Åできているかで`対応Ñ結Üc評価等`âきYäなってYる．
本講義・演習でM基礎èな文ëと総合èな演習îびAI活用c検òを通して`システU開発úcモデü化`プログラUc構
造・戦略等を(Åし`物•をシステU化するßc基本èな®©™を修´することを目Æとする．

【A3】システU開発における言±c役≥を(Åし`コンピューqで処(する
Pめc要∂にgÅすることVでき`さらに`gÅしP要∂を再構πして`コン
ピューq処(c道ªを立てることVできる．

基本èなC言±c文ëîび応用Ωを説øし`処(内¡をフローチャー≈にでき
る�しYMプログラUとして∆YことVできるかどうかを演習と定期試Àを通し
て評価する.

【A3】化学実À等を効œよY—うPめc基本èな戦略を(Åし`戦略c(
Åc“に`適‘なシステUc検òVできる．

化学実À等における課÷を整(し`コンピューq(AI等)で処(させるPめc要
∂を抽Ÿでき`⁄c作業と‹›合わせPシステUとして説øできるかどうかを
演習で評価する.

πflM`試À40%　演習60%　として評価する．100点満点で60点以“を合‰とする．

「ø快入門 C スーパービギナー編」：林 晴比古（SBクリエイティブ）

「NSライブラリ6 ザ・数値計˛リテラシ」：戸川 隼⁄（サイエンス社）

C1 情報基礎` C3 情報処(I` C4 応用数学I

履修:�
注意事項

数値計˛とプログラミングc授業であるV`コンピューqを使用する前�として`C1 情報基礎`C3情報処(Ic内¡を(Å
しておY必要Vある．
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授4計画（情報処EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2 変数・デーq�について 変数Ñデーq�c性質`代入演˛
c使い™`キーボー�入�を変数�‰�する™ëを学ぶ．

3 数値計˛について ˛術演˛
から整数�と実数�c�いを学ぶ．˛術演˛
と代入演˛
c処(c順�を学ぶ．

4 選択処(について

5 �り�し処(について

6 関数について

7 Æ�ライブラリ関数について Æ�ライブラリ関数を用いP文字列処(Ñ数学関数について学ぶ．

8 ファイü処(について

9

10

11

12

13

14 化学実Àc省�化・自動化を想定しP仕‹›に必要となる技術について学ぶ．

15 化学実Àc省�化・自動化を想定しP仕‹›について検òする．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試Àを実'する．

C言±について 実ßに実習に使うプログラミング言±であるC言±について`基本èなプログラUc‹›™`実—ファイüc作り™等を学ぶ．

比較演˛
を使っP条件+について学ぶ．if～else文c使い™について学ぶ．

while文`for文による�り�し処(について学ぶ．

関数に関して`引数・仮引数・関数c定義・関数c2びŸし・3り値・void�・return文について学ぶ．ローカü変数`グローバü
変数について学ぶ．

ファイüc入Ÿ�について学ぶ．fopen関数`fclose関数について学ぶ．

IoT・通信 IoTで利用される通信プロ≈コüについて学ぶ．通信を通じてデーqを収>し`ファイüに保@する™ëを学ぶ．

C言±総合演習1 エッジデバイスを想定しPC言±プログラミングを実Bし学ぶ．

C言±総合演習2 エッジデバイスを想定しPC言±プログラミングを実Bし学ぶ．

機械学習とAI 機械学習(回帰・g類・最適化等)Ñニューラüネッ≈ワークについて学ぶ．

機械学習とAI 機械学習環Lを設定し`AI(機械学習)を実Bし動作を確Oする．

AI技術を用いP化学実Àc省�化と自動化

AI技術を用いP化学実Àc省�化と自動化

L
考
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科　目

担当教員 宮下 芳太郎 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 錯��結合理�につい�理�し 説"できるかを 定期試+で評-する．

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「化3�指5シリーズ 錯�化3」：佐々木陽一・柘植清志 共著（裳華房）

参考書

関連科目

上記関連科Rを十Tに理�したうえで履Yすること\]ましい．

神戸市立工業高等専門3校 2025年lシラバス

無機化3Ⅲ (Inorganic Chemistry III)

応用化3科・4年・前期・必Y・2単位【講義】 ( 3Y単位II )

授4�
概6�方針

錯�は 金çイオêと配位íと�ìî合わせによò多種多õú構ûü物性 反応性を£する興味¶い化合物ßである．錯
�に関する基礎理�につい�は3年¨で3≠し�いる�で 本科Rでは よòØしい�説を∞うとともに 歴史的背∂ü他
T∏における応用ªúどもΩめ�講義する．

【A4-C2】錯�化3�歴史と現¿につい�理�できる． 錯�化3�歴史と現¿につい�理�し 説"できるかを 中間試+およ√レポ
ー∆で評-する．

【A4-C2】錯��特性ü多õ性と周期…と�関連につい�理�できる． 錯��特性ü多õ性と周期…と�関連につい�理�し 説"できるかを 中
間試+およ√レポー∆で評-する．

【A4-C2】単核錯�およ√多核錯��構û�特Àについ�理�できる． 単核錯�およ√多核錯��構û�特Àについ�理�し 説"できるかを 中
間試+およ√レポー∆で評-する．

【A4-C2】錯�特£�異性現Õおよ√異性��選択性につい�理�でき
る．

錯�特£�異性現Õおよ√異性��選択性につい�理�し 説"できるかを
 中間・定期試+およ√レポー∆で評-する．

【A4-C2】錯��結合理�につい�理�できる．

【A4-C2】錯��電íスペク∆”ü磁性�原理につい�理�できる． 錯��電íスペク∆”ü磁性�原理につい�理�し 説"できるかを 定期試
+で評-する．

【A4-C2】錯��安定性ü反応性につい�理�できる． 錯��安定性ü反応性につい�理�し 説"できるかを 定期試+で評-す
る．

【A4-C2】¨�関連T∏ü超Tí化3T∏における錯��利用につい�
理�できる．

¨�関連T∏ü超Tí化3T∏における錯��利用につい�理�し 説"
できるかを 定期試+およ√レポー∆で評-する．

成⁄は 試+80%　レポー∆20%　とし�評-する．100点満点で60点以上を合‡とする．

「金ç錯��構ûと性質」：三吉克彦 著（岩波書店）
「サクÎと錯�! 世Óは錯�ででき�いる」：中沢浩 著（化3同人）
「化3ü物理�ため� üさしいß�入門」：藤永茂・成田進 共著（岩波書店）
「化3�指5シリーズ 超Tí�化3」：菅原正・木村榮一 編（裳華房）
「錯�化合物事典」：錯�化3会 編（朝倉書店）

C2 無機化3I  C2 T析化3I  C2 応用化3実+I（無機合成）  C3 無機化3II  C3 T析化3II  C4 応用化3実+
III（機器T析）

履修:�
注意事項
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授4計画（無機化学Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 錯�化3�歴史 錯�を�う3	である錯�化3�歴史 特にウェ”ナー�配位説につい�紹�する．

2 錯�と周期…

3 単核錯��構û

4 複��金çイオêを£する多核錯��構ûと金ç間結合につい��説する．また 代…的úキレー∆配位íを紹�する．

5 大環¿配位í 多核化配位í 錯�配位íúど特�ú配位íを紹�するとともに 配位õ�を…す記�につい��説する．

6 錯�特£�構û異性�およ√立�異性�（幾何異性� 鏡像異性�úど）につい��説する．

7

8 中間試+

9

10

11

12

13 磁性 錯��安定性

14 錯��反応性 錯��溶液中における配位í置換反応と酸化還元反応につい��説する．

15 錯��応用 ¨�関連化3T∏ü超Tí化3T∏における錯��利用につい�紹�する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

錯��構ûü性質は金ç�種#ü酸化¿態 配位í�種#によっ�大き&変化する．こ�ようú錯��特性ü多õ性につい�
周期…と関連づけ��説する．

1つ�î�金çイオêを£する単核錯��配位�と構ûについ��説する．

多核錯��構û 配位í(1)

配位í(2)

錯��異性現Õ(1)

錯��異性現Õ(2) 異性��選択性 錯�特£�立�異性�（ジアステレオ異性�）につい��説する．立�配置と立�配,につい��説する．錯�合成におい� 
特定�異性�を選択的に-る方/üT離・T1する方/につい��説する．

1週Rから7週Rまで�内6で中間試+を∞う．

中間試+�説 錯��結合理�(1) 中間試+��説を∞う．結晶場(C9)理�につい�復≠するとともに よòØしい�説を∞う．スピê・クロスオーバー錯� 水>エ
êタ”ピーについ��説する．

錯��結合理�(2) 構û�対称性を低下させることで安定化するヤーê・テラー効Fについ��説する．配位í場(L9)理�につい�復≠するととも
に よòØしい�説を∞う．

錯��結合理�(3) 電íスペク∆”(1) 金ç原í軌Iと配位íß軌Iと�相互作用ü金ç間多重結合におけるδ結合につい��説する．錯��Oと密Qに関連する
紫外可視吸Wスペク∆”につい��説する．

電íスペク∆”(2) d-d遷Zに[え CT遷Z 配位í内遷Z 金ç間遷Zúどについ��説する．発^スペク∆”ü旋^性 円二O性につい��説す
る．

錯�中�不対電í\関cする磁性につい��説する．錯��固�¿態およ√種々�溶液中における安定性につい��説する．
ソ”バ∆クロミズム サーモクロミズムについ��説する．

K
考

前期中間試+およ√前期定期試+を実iする．
本科R�Y-には 30 時間�授業�受講と 60 時間�事前・事l�自己3≠\必oである．教科書�該qする箇sを事前3≠すること．事l3≠�内6につい�は講義中に
指tする．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 前�プレゼンテーション�資料，内�によ�評�する．

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年3シラバス

有機化学Ⅲ (Organic Chemistry III)

[前�] 大淵 真一 非常勤講師, [後�] 小泉 拓也 教授

応用化学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

赤外吸収(Il)スペクトル，核磁気共鳴(NMl)スペクトル，質量分析(M|)スペクトルについて，そ�原ÇÉスペクトル解析法
Ü解áし，演習問åÜ解かせるこÉによ�Ç解させる．アミンì複素環化合ò�命名法，構造，合成法，反応üなどについて
解áする．有機化合ò�構造ì¢É塩§�概¶およ®置換§効¨ì共鳴Ç≠Ü解áする．

【A4-C1】Il，NMl�原ÇÆÇ解できる．Il，NMlスペクトルか±構造既
知有機化合ò�解析Æできる．Il，NMlスペクトルか±構造未知有機化
合ò�解析Æできる．

Il，NMl�原ÇÆÇ解できたか，Il，NMlスペクトルか±構造既知有機化合
ò�解析Æできるか，Il，NMlスペクトルか±構造未知有機化合ò�解析Æ
できるかÜ前�レポートおよ®前�中間試∫で評�する．

【A4-C1】アミン�命名法，反応についてÇ解できる． アミン�命名法およ®反応Ç≠ÜÇ解し，それ±�構造，反応Ü化学ºì文章
Ü用いてáøできるかÜ前�レポートおよ®前�中間試∫で評�する．

【A4-C1】M|�原ÇÆÇ解できる．M|スペクトルか±構造既知有機化合
ò�解析Æできる．M|スペクトルか±構造未知有機化合ò�解析Æでき
る．

M|�原ÇÆÇ解できたか，M|スペクトルか±構造既知有機化合ò�解析
Æできるか，M|スペクトルか±構造未知有機化合ò�解析ÆできるかÜ前�
レポートおよ®前�定�試∫で評�する．

【A4-C1】Il，NMl，M|スペクトルか±構造未知有機化合ò�解析Æで
きる．

Il，NMl，M|スペクトルか±構造未知有機化合ò�解析ÆできるかÜ前�
小テスト，前�レポートおよ®前�定�試∫で評�する．

【A4-C1】Il，NMl，M|スペクトル解析�演習問å解¡Ü発√できる．

【A4-C1】複素環化合ò�命名法，反応についてÇ解できる．
複素環化合ò�命名法およ®反応Ç≠ÜÇ解し，それ±�構造，反応Ü化学
ºì文章Ü用いてáøできるかÜ後�小テスト，後�レポートおよ®後�中間
試∫で評�する．

【A4-C1】有機化合ò�構造ì¢É塩§�概¶についてÇ解でき，また有
機化学反応Ü≈える«で重…かつ§本Àな事Õである置換§効¨ì共
鳴Ç≠ÆÇ解できる．

有機化合ò�構造ì¢É塩§�概¶，置換§効¨ì共鳴Ç≠ÜÇ解し，化
学ºなどÜ用いてáøできるかÜ後�小テスト，後�レポート，後�中間試∫
およ®後�定�試∫で評�する．

前�œ到達目標1-3�試∫70%，レポート10%，到達目標4�小テスト10%，到達目標5�発√10%で，後�œ到達目標6， 
7Ü試∫80%，レポート10%，小テスト10%で評�する．総合評�œ前後��平均€Éする．100€満€で60€以«Ü合格
Éする．

「§‡か±わかる機器分析」：加藤正直・内山一美・鈴木秋弘 共著（森北出版）
「ハート§‡有機化学 三訂版」：H. Hart・L. E. Craine et al. 共著・秋葉欣�± 共訳（培風館）
「§‡有機化学演習」：吉原正邦・神川忠雄 共著（三共出版）

「有機化合ò�スペクトルによる同定法（第8版）」：l. M. |ilverstein・F. X. Webster et al. 共著・ 岩澤伸�± 共訳（東京化学同人
）
「化合ò命名法-IUPAC勧�に準拠- 第2版」日本化学会命名法専門委員会 編（東京化学同人）
「マクマリー有機化学（«中下）第9版」：J. McMurry 著・伊東椒・石井三ø± 共訳（東京化学同人）
「ボルハルト・ショアー現代有機化学  第8版（«下）」：K. P. C. Vollhardt・N. E. |chore 共著・古賀憲8± 共訳（化学同人）
「モリソン・ボイ<有機化学 （«中下）第6版」：l. T. Morrison・l. N. Boyd 共著・中西香A± 共訳（東京化学同人）

C2 有機化学I， C3 有機化学II， C3 分析化学II， C4 応用化学実∫III

履修:�
注意事項

«記科目Ü十分にÇ解して履修するこÉÆFましい．また，自己学習�ためにJえ±れたレポート�提出ÜLめる．ただし，
原NÉして，未提出レポートÆあった場合œ不合格Éする．
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授4計画（有機化学Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 有機化合ò�構造Éスペクトル

2

3

4

5

6 アミン�構造É命名，òÇÀü質について解áする．

7

8 中間試∫

9

10

11

12

13

14

15

16

17 ピリジンにおけるL電子置換反応，ピリジンにおけるL核置換反応，ピリジン誘導Y�構造É命名について解áする．

18 多環º複素環化合òであるキノリン，イソキノリン�構造É命名，キノリン�L電子置換反応について解áする．

19

20

21

22 有機化合ò�互変異ü，回転異ü，シクロアルカン�構造Éジアステレd異üについて解áする．

23 中間試∫

24

25

26

27 共鳴 共鳴Ç≠，共鳴Æeこる条件，共鳴極限構造ºÜjくÉき�注mおよ®共鳴極限構造ºか±nÆわかるかについて解áする．

28 誘e効¨É共鳴効¨

29

30 塩§�oさÜ支qする因子について解áする．例åì章末問åなど，¢É塩§に関vする演習問å�解áÜwう．

有機化合òœ種z�波|�電磁波Ü吸収し，構造に特有な吸収スペクトルÜ~すこÉÜ解áする.

Il�原ÇÉ解析法，Il�解析演習 Ilスペクトル�原ÇÉ解析法について解áする.構造既知化合ò�Ilスペクトルか±官能§Ü特定する演習Ü解かせる.

NMl�原Ç NMl�原Ç，1H NMl�原Ç(化学シフト，カップリンÉ定数，吸収線面積)について解áする.

NMl�解析法 13C NMl�原Ç(化学シフト)について解áする.1H NMl，13C NMl�具YÀなデーä解析について解áする.

NMl�解析演習 構造既知化合òおよ®構造未知化合ò�演習問åÜ解かせる.

アミン (1)

アミン (2) アミン�化学Àü質，反応について解áする.

1週目か±7週目まで�内�で中間試∫Üwう．

中間試∫�解¡，M|�原Ç 中間試∫�解¡Ü解áする.M|スペクトル�原ÇÜ解áする.フラÉメントイdン，分子イdンピーク，同位Yピークについて解á
する.

M|�解析演習 (1) 構造既知化合ò�M|スペクトルか±，フラÉメントイdン�構造Ü同定する演習Ü解かせる.

M|�解析演習 (2) 構造既知化合ò�M|スペクトルか±，フラÉメントイdン�構造Ü同定する演習Ü解かせる.

Il，NMl，M|�総合解析法 (1) 構造未知化合ò�çスペクトルか±構造決定する方法Ü解áし，そ�演習問åÜ解かせる.

Il，NMl，M|�総合解析法 (2) 構造未知化合ò�çスペクトルか±構造決定する演習問åÜ解かせる.

Il，NMl，M|�総合演習 (1) 構造未知化合ò�çスペクトルか±構造決定する演習問å�解¡Ü学êÆ発√する.

Il，NMl，M|�総合演習 (2) 構造未知化合ò�çスペクトルか±構造決定する演習問å�解¡Ü学êÆ発√する.

複素環º化合ò (1) ピリジン�構造Éòü(ピリジン�塩§ü，ピリジニウì塩)について解áする．

複素環º化合ò (2)

複素環º化合ò (3)

複素環º化合ò (4) そ�î� 6 員環複素環化合ò (ジアジン系化合ò，ピリリウìイdン)�構造É命名，5 員環複素環化合ò (フラン，ピロール，チ
dフェン)�構造É命名について解áする．

複素環º化合ò (5) 5 員環複素環化合ò (フラン，ピロール，チdフェン) におけるL電子置換反応について解áする．

複素環º化合ò (6)，異üY (1) そ�î�5 員環複素環化合ò (アゾール類，イン<ール，プリン) �構造É命名について解áする．有機化合ò�構造異ü，位置
異ü，官能§異üについて解áする．

異üY (2)

16週目か±22週目まで�内�で中間試∫Üwう．

中間試∫解á，異üY (3) 中間試∫�解¡Ü解áする．光学異üおよ®l-|√~法について解áする．

異üY (4) 軸不斉化合ò�l-|√~法およ®二重結合化合ò�E-Z√~法について解áする．

異üY (5) メソ化合òÉジアステレdマーについて解áする．例åì章末問åなど�演習問å�解áÜwう.

誘e効¨É共鳴効¨�†い，超共¢およ®HückelNについて解áする．

¢É塩§ (1) ¢É塩§�定義 (Brønsted–Lowry およ® Lewis �定義)，¢�oさÜ支qする因子について解áする．

¢É塩§ (2)

K
考

前�，後�Éもに中間試∫およ®定�試∫Ü実©する．
本科目�修™にœ，60 時間�授業�受講É 30 時間�事前・事後�自己学習Æ必…である．
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科　目

担当教員 根本 忠将 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上��関連科��関す�内��復�し 講"�#むこと'(ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年:シラバス

高分子化学 (Polymer Chemistry)

応用化学科・4年・通年・必修・2単位【講"】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

1)　高分子�合成，構^ならび�物c�関す�基本eな知g�修hおよびそれら�基礎知g�相o�関連pけな'ら理
sでき�よう�講"�wう．　　2)　機能c高分子等，近年注�され い�高分子材~�つい 紹Åす�．

【A2】高分子�合成原理É構^ならび�物c�つい �基本eな知g�
修hし い�．

高分子�合成，構^ならび�物c�つい �基本e理s:�前期中間試験，
前期定期試験，後期中間試験，後期定期試験およびレポーèで評ëす�．

【A2】高分子化学�おけ�合成íÉ高分子�構^，物c�相o�関連p
け 理sし い�．

高分子化学�おけ�合成，構^および物c�つい 相o�関連pけな'ら理
sし い�か�前期中間試験，前期定期試験，後期中間試験，後期定期試験
およびレポーèで評ëす�．

【A2】高分子�機能化ならび�材~へ�応用�つい �基礎知g�修h
し い�．

高分子�機能化ならび�材~へ�展ñ�関す�基本eな知g�修hし い
�か�後期中間試験，後期定期試験およびレポーèで評ëす�．

成óは，試験90%　レポーè10%　とし 評ëす�．2ö�中間試験，定期試験�100点満点で評ëし，それ�平均点�90
点満点�換†す�．°レポーèは10点満点で評ëし，それ�平均点�レポーè点とし，¢せ 100点とす�．60点以上�合
¶とす�．ただし，未提´�レポーè'あった場合は不合¶とす�．

「基礎高分子科学　第2版」：高分子学会 編（東京化学同人）

「高分子化学I 合成」：中條善樹 著（丸善´版）
「高分子材~強:�すべ ƒビギナーからベテラ まで�強化書ƒ」：成澤郁夫 著（S&T´版）
「高分子�構^と物c」：松下裕秀 編著・佐藤尚弘・金谷利›ら 共著（講談社）
「高分子�合成（上）ーラジカ„重合・カチオ 重合・アニオ 重合」：遠藤剛 編（講談社）
「高分子�合成（下）ーñ環重合・重縮合・配位重合」：遠藤剛 編（講談社）

C2 有機化学I，C3 有機化学II，C4 有機化学III，C3 物理化学I，C2 無機化学I，C3 無機化学II，C3 分析化学II

履修:�
注意事項
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授4計画（高分子化学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 概論 授業全ı�関す�説˜�wう．高分子�概¯�つい 講"す�．

2 高分子�分類 高分子物˙�起¸�よ�分類，合成í�よ�分類，形˛�よ�分類�つい 講"す�．

3 高分子�化学構^ 高分子�主鎖構^�よ�コ フォメーショ ��い，高分子化合物�高次構^�つい 講"す�．

4 重縮合反応�概¯，ポリアミ�等�縮合系高分子�つい 講"す�．

5 工業e�合成され い�エ ジニアリ グプラスチッ�Éシリコー �つい 講"す�．

6 逐次重合－重p加・p加縮合 重p加およびp加縮合�概¯，ポリウレタ ，エポキシ樹脂，フェノー„樹脂等�つい 講"す�．

7 逐次重合－重合条�と分子量 重合条�とhられ�高分子�分子量�関��つい 講"す�．

8 中間試験

9 中間試験�返却・s"�wう．ラジカ„重合�概¯およびそ�素反応�つい 講"す�．

10 ラジカ„重合�素反応，ならび�モノマー�反応c�つい 講"す�．

11 連鎖移動反応É停止反応，ラジカ„禁止+�つい 講"す�．

12 共重合�おけ�概,Éそ�分類�つい 講"す�．

13

14 イオ 重合（カチオ 重合，アニオ 重合）�おけ�モノマーおよび反応ñ始+�つい 講"す�．

15 リビ グ重合およびñ環重合�つい 講"す�．

16 高分子�構^ 高分子化合物�集合0および液相で�構^�つい 講"す�．

17 高分子�熱e特c 高分子化合物�ガラス転移温:É融点，結晶化�つい 講"す�．

18 高分子化合物�熱e特c�:まえた上で，そ�粘弾c�つい 講"す�．

19 高分子�力学特c（ひずみと応力，ゴC弾c）�つい 講"す�．

20 機能c高分子�概¯，高分子繊E�つい 講"す�．

21 電子・電気材~�Hつであ�導電c高分子�つい ，そ�原理等�つい 講"す�．

22 フォèレジスè材~�合成É機能�つい 講"す�．

23 中間試験

24 中間試験�返却・s"�wう．吸水c高分子�原理，Lきおよび作成í�つい 講"す�．

25 液晶高分子�基本構^・c˙・合成方í�つい 講"す�．

26 高分子O�つい ，原理�説˜す�ととも�そ�LきÉ作成í�講"す�．

27 ポリマーアロイ�原理Éそ�機能�つい 講"す�．

28 高分子複合材~ 複合化す�ことで単0ではhられない機能'期Sでき�高分子複合材~�つい 説˜す�．

29 エラスèマー 代表eなエラスèマーであ�ゴC�種類Éc˙，加工í�つい 講"す�．

30 高分子�分sとリサイ�„ 高分子�分s機構�つい 講"�wい，マテリア„リサイ�„へ�影Y�つい も説˜す�．

逐次重合－重縮合I

逐次重合－重縮合II

1週�から7週�まで�内�で中間試験�wう．

中間試験�返却・s"，連鎖重合－ラジカ„重合I

連鎖重合－ラジカ„重合II

連鎖重合－ラジカ„重合III

連鎖重合－ラジカ„重合IV

連鎖重合－ラジカ„重合V 共重合�おけ�モノマー�反応c比（Q，e値）と共重合0�おけ�組成比�つい 講"す�．

連鎖重合－イオ 重合I

連鎖重合－イオ 重合II

高分子�物理ec˙I

高分子�物理ec˙II

機能c高分子I

機能c高分子II

機能c高分子III

16週�から22週�まで�内�で中間試験�wう．

中間試験�返却・s"，機能c高分子IV

機能c高分子V

機能c高分子VI

機能c高分子VII

K
考

前期，後期とも�中間試験および定期試験�実bす�．
本科��修h�は，60 時間�授業�受講と 30 時間�事前・事後�自己学�'必hであ�．事後学�では，講"時�配iす�課k�つい 指定された期mまで�レポーè提´
す�こと．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

物理化学Ⅱ (Physical Chemistry II)

[前期] 蔡 徳七 非常勤講師, [後期] 渡辺 昭敬 教授

応用化学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

3年RS物理化学IT学UしW内YZ[に]化学反応速�論]原子構造論]分子構造f分子間相互作用Z講義し]化学S
[礎理論Tあm物理化学全oにわWm[礎知rZ理sさせm．まW]現代化学SこfZ{え}[本原理からSÅÇÉいZ
強Üすm．

【A4-C3】反応速�論につい}理sすm．âに]速�論S{え方]反応速�
S温�依存性]速�èS種ëSíし方およびそSs釈òZ理sすm.

速�定õS概念]反応方程èfそS積分s]定常状態近似]アレニウスSè]
反応機構につい}説™Tきmか前期中間および前期定期試験]レポー±T評
≥すm．

【A4-C3】量子論S[礎的事∑につい}理sすm．ボーアS振動õ条件]
光電効果]電子線回√などから量子論的â性Z]まW]シュレーディンガー
方程èSsS性ÀÃ境界条件fエネルギーS関‘Z定性的に理sすm．

ボーアS振動õ条件]光電効果Ã電子線回√から量子論的â性につい}]ま
Wシュレーディンガー方程èならびにそSsについ}定性的に説™Tきmか
前期定期試験]レポー±T評≥すm．

【A4-C3】量子論S知rZ[に原子S構造Z理sすm．
原子構造fスペク±ルS関‘]原子S電子構造（構成原理]エネルギー∑Ÿに
つい}]量子論f関⁄づけ}説™Tきmか後期中間試験]レポー±T評≥すm
．

【A4-C3】量子論S知rZ[に分子S構造Z理sすm． 分子軌道論Z中flに‡に二原子分子S電子構造]性ÀZ量子論f関⁄‚け
}説™Tきmか後期定期試験]レポー±T評≥すm．

【A4-C3】電気双極子ならびに電気双極子S相互作用S観Áから]分子
性物ÀS凝集ÍZ理sすm．

電気双極子間S相互作用Ã]分子性物ÀS全相互作用につい}的Îに説™
Tきmかどうか後期定期試験]レポー±T評≥すm．

成Ìは]試験90%　レポー±10%　fし}評≥すm．試験成Ìは年4回S平Òfすm．総合100Á満Áfし60Á以˜Z合
¯fすm．

「物理化学要論(第7版)」：P. W. Atkins・J.de Paula 著・千原秀昭ら 訳（東京化学同人)

「ア±キンス物理化学 第10版（˜・下Ÿ」：P. W. Atkins・J.de Paula 著・千原秀昭ら 訳（東京化学同人)
「ア±キンス物理化学要論問�Ssき方（第6版/英語版Ÿ」：David Smith 著 (東京化学同人)
「量子Í学入門ノー± 第二版」九鬼導隆 著（神戸高専R協Ÿ
「はじめ}S化学反応論」：土屋荘次 著（岩波書店Ÿ
「なっfくすm量子化学」：中田宗隆 著（講談社Ÿ

C3 物理化学I] C1～C3 物理学] õ学] C4 応用物理I]II] C2 分析化学I] C3 無機化学II] C3 化学工学I] C4 化学工
学II] C4 応用õ学I] II

履修:�
注意事項

物理化学は]物理S視Áから化学S[本原理Z{4すm教科TあmST]当然]物理学fそS[礎fなmõ学に精通し}
いmこf89ましい．1～3年まTS物理学Ãõ学Sみならず]同時進>T学Uすm応用物理Ã応用õ学S内Y?必要f
なっ}くm．さらに]3年RS物理化学IT学んA熱Í学?]反応速�論Z中flに必要fなm．これらS科DZ復UしWÇ]Fく
学Uし}おくこf89ましい．
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授4計画（物理化学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2 物理化学S理sに必要不可Iな熱Í学S復UZ>う．‡にギブズエネルギーLびに化学平衡論につい}学Uすm．

3 反応速�論：概要]反応速�è 化学反応速�論S[本的事∑につい}s説すm．反応速�S概念]反応速�èfそSs]実験的手òなどについ}学Uすm．

4 反応速�èS温�依存性

5 活性化エネルギーf頻�因子

6 化学平衡へS接近

7 速�èSs釈：素反応f反応機構　

8 中間試験

9 中間試験s答　

10 速�èSWめ方　 逐次反応Ã定常状態近似]律速段階等S{え方Z用い}]複合反応S反応速�8どSようにし}]み立}られmかZ学Uすm．

11 速�論的支配　単分子反応

12 吸着・吸着等温è

13 不Ò一系触媒作用 吸着等温èZ?fに]固体íhS反応速�論につい}学Uすm．

14 量子論S出現 原子]分子スペク±ルf光電効果につい}s説し]エネルギー8離散的Tあm事Z学Uすm．

15 シュレーディンガー方程èf波動関õ シュレーディンガー方程èS概念につい}s説すm．同時に波動関õS{え方につい}?学Uすm．

16 ボルンSÎ率s釈]不Î定性原理

17 一次元井戸oポテンシャル]Ü和振動子

18 水素類似原子S構造：量子õf原子軌道Sエネルギー・形

19 原子構造：水素o原子Sスペク±ル・量子õ

20 スペク±ル遷wf選択律

21 多電子原子S構造f周期律

22 多電子原子Sスペク±ル

23 中間試験

24 中間試験s答 中間試験Ss答Z黒}Z用い}s説し]注意ÁZ指Åすm．

25 化学結合：[本概念　原子≥結合ò・分子軌道ò 化学結合S[本概念Zs説すm．まW]化学結合Z{えmÉに用いられm]原子≥結合òf分子軌道òS[本概念Zs説すm．

26 分子軌道ò：水素分子イオンS形成

27 二原子分子]分子軌道òS種ëS近似

28 ファンデルワールス相互作用

29 全相互作用

30 演U 講義全体にわWっ}必要に応じW演UZ実äすm．

熱Í学S復UI 物理化学S理sに必要不可Iな熱Í学S復UZ>う．‡に熱Í学S3ò則]エンタルピー]エン±ロピーについ}学Uすm．

熱Í学S復UII

アレニウスS関‘èについ}s説すm．反応速�定õf温�S間にアレニウスS関‘è8あmこf]アレニウスS関‘è8反応
S活性化エネルギーf頻�因子fいっW要素TèまmこfZ学Uすm．

活性化エネルギーは反応ZêこすWめにëÇíえなければならないポテンシャル障ïTあÇ]頻�因子8分子S衝óÃ立体因
子に関わm量Tあmこf]濃�S積8衝ó頻�f比öすmこf等Zs説し]活性化エネルギー・頻�因子f反応速�定õ8結び
つくこfZ学Uすm．まW]活性錯体理論Ã触媒作用につい}?学Uすm．

化学平衡につい}化学反応論fし}SÅÇÉいZ学Uすm．熱Í学的ÅÇÉいfSúいZùえな8ら平衡定õf速�定õS関
‘Z学Uすm．

素反応（単分子・二分子反応ŸZ定義し]通常S反応8複合反応TあmこfZûし]反応機構fそS反応速�èについ}学Uす
m．

3週Dから7週DまTS内YT中間試験Z>う．

中間試験Ss答Z説™すm.

反応速�定õS比8R成物S比TあmこfZ学Uすm．10回DS講義Z?fにし}リンデマン機構につい}学Uすm．

吸着S種類fそSâ¢につい}学Uすm.ラングミュアS吸着等温èについ}学Uすm．

ボルンSÎ率s釈につい}s説すm．さらに]ド・ブロイ波f粒子S運動量S関‘]波動関õ8Î率振®Tあmこfからハイゼン
ベルクS不Î定性原理Zs説すm．

量子Í学S[本TあÇかつ近似方等S応用S[本fなm厳≠にsけm系につい}s説すm．1次元S井戸oポテンシャルに拘
ØされW粒子f一次元Ü和振動子ZÅÇ˜げ]量子論的{え方Z学Uすm．

中flÍ±に拘ØされW粒子ZÅÇ˜げ]そSsòZ定性的に説™し]‡量子õ]方位量子õ]磁気量子õfそS意≥につい}s
説すm．まW]これらS量子õS]み合わせf]水素o原子S電子S軌道S種類Ãâ¢につい}s説し]量子õf電子S存在Î
率S節・節hSõS関‘から]各軌道S形8予∏TきmこfZûす．

水素原子Sスペク±ルZ[に]水素o原子S構造Z学Uすm.

水素o原子S中S電子遷wS選択律につい}学Uすm．‡量子õ]方位量子õ]磁気量子õS]み合わせf]水素o原子S電
子S軌道S種類Ãâ¢につい}学Uすm．

水素o原子S構造S知rZ[に]多電子原子S構造につい}理sすm．構成原理Z[に]オービタルS{え方Z学Uすm．原子
S性Àに周期的なâ¢8TmこfZûし]周期íZ原子S電子構造よÇ議論すm．

原子Sエネルギー準位Zíす∑につい}学Uすm．各全角運動量などによÇ種ëS∑8í現され]まWL-SカップリングによÇ．最
¬Sエネルギー準位Zíす∑8どSようにíされmSかZ学Uすm．

16週Dから22週DまTS内YT中間試験Z>う．

近似問�S[本fなm変分òについ}s説し}からLCAO近似Z導入し]分子軌道òZ用い}]一番簡単な系Tあm水素分子
イオン8形成し]分子軌道8結合性軌道f反結合性軌道に分離すmこfZs説すm．

分子軌道òZ用い}]二原子分子S電子構造につい}s説すm．種ëS分子ê動計算方òfし}ab initioòなどについ}s説
すm．

電気双極子S定è化Z>い]永Ãあmいは誘ê双極子fS間T?Wらされm相互作用Z学Uすm．さらに]永Ã電気双極子Z持
Wない無極性分子?分散相互作用T凝集出œmこfZ理sすm．

電気双極子S相互作用8距離S6ëに反比öすmこf]分子同—8近接しW時に反発的な相互作用8RずmこfZ]レナード-
ジョーンズポテンシャルZ用い}理sすm．まW]最?強い分子間相互作用Söfし}水素結合につい}学Uすm．

K
考

前期]後期f?に中間試験および定期試験Z実äすm．
本科DS修÷には]60 時間S授業S受講f 30 時間S事前・事後S自己学U8必要Tあm．事前学Uに該当週S内YS予U（テキス±S読了Ÿ]まW事後学Ufし}]講義内Y
S復U（ノー±内YS精査Lびに該当範flSテキス±S読了Ÿ8必要Tあm．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「ベーシッ�化学工学 増補�」： 橋本健治 著（化学同人）

参考書

関連科目

数学およ&物()基+,(-していること．また7化学反応速;<=する知@,Aすること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年;シラバス

化学工学Ⅱ (Chemical Engineering II)

[前期] 小島 達弘 准教授, [後期] 増田 興司 准教授

応用化学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

3年|習~した内Ä)Åきとして抽出操作7物áとà)同時移動操作7反応工学およ&固ç)分離操作<ついて学ぶ．

【A4-C4】çç抽出)基+(í)(-と各種抽出操作)図-ñが|きる
．

çç平衡=ö)表示ñおよ&それら,用いた図-ñ,(-し7抽出ç)組成
など,§められるか7前期中間試™|評¨する．

【A4-C4】伝à)基+(íとそ)応用操作|あるà交換±およ&蒸発装
µ)伝à面∑が算出|きる．

伝à)基+(íとそ)応用操作|あるà交換±およ&蒸発装µ)伝à面∑
が算出|きるか7レポート7前期中間試™|評¨する．

【A4-C4】ºΩ空ø)諸性áとそ)応用操作|ある冷√およ&調º操作
が(-|きる．

ºΩ空ø)諸性áとそ)応用操作|ある冷√およ&調º操作,º;図表,
用いて説∆|きるか7前期定期試™|評¨する．

【A4-C4】反応工学)基+(í,(-し7化学反応およ&反応±)種»<
応じて ,組À立てることが|きる．

反応工学)基+(í,(-し7化学反応と反応±)種»<応じて ,組À
立てることが|きるか7レポート7後期中間試™7後期定期試™|評¨する．

【A4-C4】粉粒Œ)諸性áと沈降・—“など)各種分離操作が(-|きる
．

粉粒Œ)諸性á,(-し7沈降ñなど)分離操作,(-し7粒;分”,§め
られるか7レポート7後期定期試™|評¨する．

成‘は7試™85%　レポート15%　として評¨する．なお7試™成‘は4◊)試™)平均Ÿとする．100Ÿ満Ÿ|60Ÿ以
›,合flとする．

「標準化学工学」：福田秀樹・松本道∆・薄井洋基 共著（化学同人）
「ベーシッ�反応工学」： 太田口和久 著（化学同人）

C3 化学工学I7 C3 物(化学I

履修:�
注意事項
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授4計画（化学工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 çç平衡 çç平衡=ö)物(化学Ôな(-とそ)表示ñ<ついて(-する．

2 çç抽出計算 三角線図,用いた各種図-ñ<ついて(-する．

3 伝導伝àとフーリ˜)ñ則 伝à)基本ñ則|あるフーリ˜)ñ則とそれ,用いた伝à速;)算出ñ<ついて(-する．

4 対流伝à à貫流)モデ˛,(-し7à貫流ö数と境膜ö数)=ö,導く．

5 à交換±

6 放射伝à 放射伝à)ステファン・ボ˛ツマン)ñ則とそ)応用<ついて(-する．

7 蒸発操作 蒸発操作|重�な各種因�およ&多重効用蒸発)利Ÿ<ついて(-する．

8 中間試™

9 中間試™)-説7空ø)º;7ºΩ空ø)諸性á 中間試™)-説,�う．ºΩ空ø諸量（絶対º;7モ˛º;7飽和º;7ºΩ比Ä7ºΩ比à7ºΩ˜ンタ˛ピー）,(-する．

10 º;計 乾º球º;計)原(とそ)性á<ついて(-する．

11 断à冷却線7º;図表 º;図表)見 と断à冷却線<ついて(-する．

12 調º操作と冷√操作 調º操作<ついて(-する．冷√操作<ついて(-する．

13 含√率・乾燥速; 含√率)表し <ついて(-する．乾燥特性曲線)見 ,(-する．乾燥速;)表し ,(-する．

14 乾燥所�時間 乾燥速;,用いた乾燥時間)算出ñ,(-する．

15 演習

16 化学反応と反応±)分» 化学反応)分» ñ7反応±)操作ñと形)<よる分» ñ<ついて(-する．各反応±)(想流れ<ついて(-する．

17 反応工学)用語7反応速;)表現 ñ 反応工学)用語<ついて(-する．反応速; )成Ω立ち<ついて(-する．

18 素反応と非素反応7反応速; )決定ñ 素反応と非素反応)1い<ついて(-する．反応速; ,決定する近似ñ<ついて(-する．

19 物á収支 反応±中)物á収支)67 <ついて(-する．

20 反応±)形 とそ)基+ （◊分 反応±） ◊分 反応±)設計 <ついて(-する．また7Œ∑変化,:じる場合)設計<ついて(-する．

21 反応速; )決定 ñ 実=)測定結@から反応速; ,決定する ñ<ついて(-する．

22 反応±)形 とそ)基+ （連Å槽型反応±） 連Å槽型反応±およ&多段反応槽)設計 <ついて(-する．

23 中間試™

24 中間試™)-説7反応±)形 とそ)基+ （管型反応±） 中間試™)-説,�う．管型反応±)設計 <ついて(-する．また7反応±)性F,比Gし7そ)1い<ついて(-する．

25 複数)反応±,用いる=)設計ñ 複数)反応±,用いる場合)最Jな反応±)構L<ついて(-する．

26 複合反応)場合)反応±設計 ñ 複合反応（逐次反応7並列反応）)場合)反応±設計 ñ<ついて(-する．

27 自触媒反応 反応)進�<ともなって反応速;が増Wする反応<ついて学習し7JXな反応±)選択 ñ<ついて(-する．

28 粉粒Œ)諸性á 粉粒Œ)性á7粒;分”<ついて(-する．

29 沈降<よる粒�)分離 重[\遠心[,用いてスラリーから粒�,分離する ñ<ついて(-する．

30 —“<よる粒�)分離 —“<よってスラリーから粒�,分離する ñ<ついて(-する．

工業Ôà交換±)構_と2重管 à交換±)伝à面∑)算出ñ,(-する．

1週aから7週aま|)内Ä|中間試™,�う．

›記6週)演習

16週aから22週aま|)内Ä|中間試™,�う．

J
考

前期7後期とも<中間試™およ&定期試™,実dする．
本科a)修~<は760 時間)授業)受講と 30 時間)事前・事後)自己学習が必�|ある．
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科　目

担当教員 下村 憲司朗 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C5(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年"シラバス

生物工学 (Biotechnolog3)

応用化学科・4年・後期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

生物学，生物化学IE学FしH知Jをもとに，分子生物分QのDNAの複製，転写，翻Zのメカニズ_を学ぶabえて，バイオ
テクノロジlの基本原pとその利用についても講義するa

【A4-C5】遺伝情zの{れ}複製・転写・翻Z~をp�Eきるa 真核生物と原核生物の遺伝情zの{れ}複製・転写・翻Z~を説ÑEきるかを
中間試âE評ãするa

【A4-C5】基本åç遺伝子工学技術}PCR，塩基配列決定法~，遺伝子組
ôえ技術についてp�Eきるa

基本åç遺伝子工学技術，遺伝子組ôえ技術について基本åç原pを説Ñ
Eきるかを中間試âと定期試âE評ãするa

【A4-C5】細胞培養技術についてp�Eきるa 細胞培養技術について基本åç原pを説ÑEきるかを定期試âE評ãするa

【A4-C5】遺伝子組ôえ作物利用の現†をp�Eきるa 遺伝子組ôえ生物の利用について，°し¢情zをp�し，意§•¶べられてい
るかについて，定期試âとレポl´E評ãするa

【A4-C5】グリlンバイオテクノロジl分Qの応用Øについてp�Eきるa バイオマス利用の実Ø≤≥¥組みについて�説Eきるかを定期試âE評ã
するa

成∑は，試â80%　レポl´20%　として評ãするaçお，試â成∑は中間試âと定期試âの平均Ωとするa100Ω満Ω
E60Ω以¡を合√とするa

「も≈∆し«¢p�しHい»のHめのバイオテクノロジl 第2版：基Õから応用展œまE」：高木°道 監修・平井輝生 編}
地»書館~

「これだけは知っておきHい 図� 分子生物学 (OHM BIO SCIENCE BOOKS) 」：江島洋介 著}オl_社~
「改訂第3版　分子生物学イラス´レイテッ」：田村隆Ñ・山本雅 共著 }羊土社~
「バイオエタノl˙と世¸の食料需�」：小泉達治 著}筑波書房~
「分子生物学超図�ノl´改訂版」：田村隆Ñ 著 }羊土社~

C2 生物，C4 生物化学I

履修:�
注意事項

細胞，生体分子，生化学反応を利用しH応用分Qについてp�するHめ，C2の生物，C4の生物化学Iを復Fしてお¢こと•

められるa
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授4計画（生物工学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 序論 生物工学を学ぶにあH¥，その背�についてp�するa

2 複製 遺伝子工学技術をp�するHめに，真核生物と原核生物の複製の仕組みを学ぶa

3 転写 遺伝子工学技術をp�するHめに，真核生物と原核生物の転写の仕組みを学ぶa

4 翻Z 遺伝子工学技術をp�するHめに，真核生物と原核生物の翻Zの仕組みを学ぶa

5 遺伝子のクロlニング技術についてp�するa

6 塩基配列決定法についてp�するa

7 遺伝子組ôえ法 各種遺伝子組ôえ法の基本原pについてp�するa

8 中間試â

9 中間試â�答・�説，細胞��組織培養

10 遺伝子組ôえ作物利用の現†について学ぶa

11

12 遺伝子組ôえ作物に�するグ˙lプディスカッションの内 を発"するa

13 抗生物$と生物を利用しH物$生産 抗生物$の基Õと生物を利用しH物$製&についてp�するa

14 遺伝子工学技術を用いH作物育種の手法についてp�するa

15 バイオテクノロジlの農林分Qへの応用Øおよ�バイオ燃料の製&法≤グリlンバイオマス利用についてp�するa

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試âおよ�後期定期試âを実.するa

遺伝子工学概論(1)

遺伝子工学概論(2)

1週1から7週1まEの内 E中間試âを3≈a

中間試âの内 の�説を3≈abえてバクテリア，動物，植物細胞の培養法についてp�するaまH，カ˙スからの植物体再生法
についても学ぶa

遺伝子組ôえ作物(1)

遺伝子組ôえ作物(2) 各8•作成しH遺伝子組ôえ作物に�するレポl´を基に，5名程"のグ˙lプE問題Ωを議論し，遺伝子組ôえ作物に>する
p�を«めるa

遺伝子組ôえ作物(3)

グリlンバイオテクノロジl(1)

グリlンバイオテクノロジl(2)

J
考
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科　目

担当教員 下村 憲司朗 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 核��種類，構�につい�記�できるか"中間試&で評(する．

5

6

7 高等緑色植0�光合3�仕5み"記�できるか"定期試&で評(する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Fシラバス

生0化学Ⅰ (Biochemistry I)

応用化学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

生0化学h生0工学分jにおける高Fm知op技r"理tするためにh必w�科xである．本講義でh，生{"構3す
る|m生{分}につい�，そ�種類，化学構��特ÄÅ化学的性質，そし�生{Üで�|m役à"説äする．また，|要0
質�代éについ�èt説する．

【A2】糖質�化学構�につい�理tできる． 糖質�種類，基本構�，またそれらî関ñする化学反応につい�記�できる
か"中間試&Åレポーõで評(する．

【A2】アミû�，タンパ¢質�化学構�Å生{Ü反応につい�理tできる． アミû�pタンパ¢質�種類Å基本構�につい�記�できるか"中間試&Å
レポーõで評(する．

【A2】酵§�性質，種類，触媒機構につい�理tできる． 酵§�種類Å一般的性質につい�記�でき，ミカエリス-メンテン�酵§反応
速F±"≤けるか"中間試&で評(する．

【A2】核��化学構�Å生{Ü反応につい�理tできる．

【A2】脂質�化学構�Å生{Ü反応につい�理tできる． 脂質�種類，基本構�，生{膜構�，膜輸∂につい�記�できるか"定期試
&Åレポーõで評(する．

【A2】細∏�呼∫につい�理tできる． グルコース"基質Åした好気呼∫Å嫌気呼∫�代éについ�記�できるか"
定期試&で評(する．

【A2】光合3につい�理tできる．

3¡h，試&85%　レポーõ15%　Åし�評(する．mお，試&3¡h中間試&Å定期試&�平均≈Åする．100≈満≈
で60≈以…"合 Åする．

「ベーシッ¢マスター生化学」–大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編›オーfl社）
「視„でÅらえるフォõサイエンス生0図録」–数研出版編集部 編›数研出版）

「ヴォーõ　基礎生化学 第5版」–D. Voet ・ J. G. Voet et.al. 著・田宮信ˇら 訳 ›東京化学同人）
「Essential 細∏生0学 第5版」–B. Albrts・K. Hopkin et.al.著・中村桂}ら 監訳 ›南江堂）
「ホーõン　生化学 第5版」–Moran Laurence A.・Horton H.et.al. 著・鈴木紘一ら 訳 ›東京化学同人）
「コーン・スタンプ 生化学 第5版」–E. E. Conn ・ P. K. Stumpf 著・田宮信ˇら 訳›東京化学同人）
「イラスõレイテッド ハーパー・生化学 原書32版 」–P. J. Kennelly et.al. 著・清水孝ˇ・水島$ら 監訳›丸善出版）

C2 生0

履修:�
注意事項

生0化学Ih生0"対(Åした化学であるため，C2�生0"復*し�おくこÅî-まれる．
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授4計画（生物化学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2 糖質�分類，構�，生{Üにおける役àについ�t説する．

3 アミû� アミû��基本構�p種類につい�t説する．

4 タンパ¢質 タンパ¢質�高次構�につい�t説する．

5 酵§反応�基本的性質につい�t説する．

6 酵§反応速F/につい�t説する．

7 核��基本構�Å種類につい�t説する．

8 中間試&

9 中間試&Ü0に関するt説"1う．3え�，核��化学的，0理的性質につい�t説する．

10 脂質 生{3分Åmる脂質�構�p種類につい�t説する．

11 生{膜 生{膜�構�p生{膜"4した0質輸∂につい�t説する．

12 t糖系 グルコース異化に関わるt糖系につい�t説する．

13 発酵 グルコース異化に関わる発酵につい�t説する．

14

15 光合3 光合3�ä反応，暗反応につい�t説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

序/，糖質(1) 生0化学"学ぶにあたり，生0学�基礎"復*する．原核細∏，真核細∏�>い"理tする．糖質�分類，構�，生{Üにおける
役àについ�t説する．

糖質(2)

酵§(1)

酵§(2)

核�(1)

1週xから7週xまで�Ü0で中間試&"1う．

中間試&t答・t説およC核�(2)

TCA回路，�化的リン�化 好気条件下�ATP合3につい�t説する．

K
考

前期中間試&およC前期定期試&"実Jする．
本科x�修Kにh，30 時間�授業�受講Å 60 時間�事前・事O�自己学*î必要である．事前学*でh，次回�授業範Sについ�教科書"Tみ，理tできmいÅころ"整理
し�おくこÅ．事O学*でh，ûーõ"TみWすÅÅèに，課Yî出され�いた場合にh，そ�課Yに\り5むこÅ．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-C1(10%), A4-C2(10%), A4-C3(10%), A4-C4(20%), A4-C5(10%), B1(5%), B2(5%), C1(10%), C4(10%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 「吸光光度分析実験��実験技�およ�レポー#�内%&評(する．

4 各化学工学実験�実験技�およ�レポー#�内%&評(する．

5

6 各テー1�レポー#�内%&評(する．

7

8 各テー1�レポー#�内%&評(する．

9 各テー1�レポー#�提出状5&評(する．

10 安78実験9:われているか@各テー1へ�実験�取Cみ&評(する．

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

各分E�原G�GH9必要．

神戸市立工業高等専門学校 2025年度シラバス

応用化学実験Ⅲ (Laboratory Work III in Applied Chemistry)

[前期] 増田 興司 准教授, 小島 達弘 准教授, 安田 佳祐 准教授, 大淵 真一 非常勤講師, [後期] 増田 興司 准教授, 九
鬼 導隆 教授, 下村 憲司朗 教授, 小島 達弘 准教授 【実務経験者担当科目】

応用化学科・4年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

座学�内%8そって@化学工学@分析化学@生物工学�実験8取ßCむ．化学工学©分析化学©生物工学�機´¨用い@
≠えられ∞テー18±してグルーµ内∂指導教∏©©も8議ªするこ©&H決æ¨導ø出す能¡¨¬う．担当教∏�機´
分析∂単位操≈�実務経験¨∆まえて@装置 �操≈技�©デーÃH析Õ8ついて教授する．

【A4-C1】IRスペク#ル@NMRスペク#ルよß有機化合物�構◊¨同Ÿ&
øる．

「IRスペク#ル実験�@「NMRスペク#ル実験��実験技�およ�レポー#�内
%&評(する．

【A4-C2】X線回›デーÃから未知物‡�同Ÿ9&øる．熱分析デーÃ�
H析9&øる．

「X線回›実験�@「熱分析実験��実験技�およ�レポー#�内%&評(する
．

【A4-C3】吸光光度分析�吸光度�測Ÿ9&ø@そ�デーÃH析9&øる
．

【A4-C4】各化学工学実験�操≈Õ¨習„&ø@そ�原G¨GHしデーÃ
�H析9&øる．

【A4-C5】各生物工学実験�操≈Õ¨習„&ø@そ�原G¨GHしデーÃ
�H析9&øる．

各生物工学実験�操≈Õ∂原G8±するGH度¨実験ノー#およ�レポー#
&評(する．実験ノー#Â実験技�©して評(する．

【B1】実験結Á¨適È8Íす図・Í9Ïける．

【B2】グルーµ内&建設Ò議ª¨:い@共同して≈業¨遂:し@よい発Í
9&øる．ま∞自分自ˆ∂他者�発Í8適È8応¯&øる．

エンジニアリングデザイン演習�テー1グルーµ内&�共同≈業へ�取Cみ
©レポー#&評(する．

【C1】専門知�¨応用して„られ∞結Á¨�8H析するこ©9&øる．

【C4】期限内8実験報告Ï¨提出&øる．

【D1】機´�取ß�い8注
し@安78実験8取ßCむこ©9&øる．

成�Â@レポー#75% 実験技�10% エンジニアリングデザイン演習15%©して評(する．100点満点&60点以�¨合格
©する．未提出レポー#9あっ∞場合Â原�©して不合格©する．

「化学工学実験�：東畑平一郎・城塚正・小島和夫 共著（産業図Ï）
「基'からわかる機´分析�：加藤正直・内山一美・鈴木秋弘ら 共著（森北出版）
生物工学実験µリン#

「有機化合物�スペク#ル8よる同ŸÕ（第6版）�：R. M. Silverstein・ F. X. Webster 共著・荒木9ら 訳（東京化学同人）
「粉末X線H析�実際（第2版）�：中井泉・泉富士夫 共著（朝倉Ï店）
「遺伝子工学実験ノー# � DNA実験�基K¨1スÃーする（無M�バイオテクニカルシリーズ）�：田村隆明 著（羊土社）

C2・C3・C4 有機化学I・II・III@ C2・C3 無機化学I・II@ C2・C3 分析化学I・II@ C3・C4 化学工学I・II@ C2 生物@C4 生
物工学@ C4 生物化学I

履修:�
注意事項
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授4計画（応用化学実FⅢ）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 実験ガイダンス@化学工学実験（前期）�説明@分析化学実験�説明

2 充填[©流動[

3 減圧蒸発実験 減圧蒸発装置¨使用して@蒸発過c¨観eし@そ�物‡収g8ついてGH¨hめる．

4 蒸留k�段効率 泡鐘式回分精留k¨用いて@7還流&�精留¨:い@1ッケーブーシールÕからGª段w¨xめ精留8yするGH¨hめる．

5 粉砕@粒度分|�測Ÿ

6 メÃノール~水Ä�気液平衡yÑ�測Ÿ

7

8

9 吸光光度分析Õ（鉄鋼中�1ンガン�Ÿ量）

10

11 熱分析Õ

12 グルーµ分け@テー1決Ÿ@個人&�調査研究．

13 テー18yするデザイン演習@指導教ç©�議ª@グルーブ&�議ª．

14 テー18yするデザイン演習@指導教ç©�議ª@グルーブ&�議ª．

15 グルーµご©8よる成Á�発Í．

16 化学工学実験（後期）�説明@準備

17

18 流量測Ÿ

19 気液反応速度H析

20 赤外線輻射加熱実験

21 恒圧ò過

22 液滴生成ö�次元H析 水中8有機溶û�液滴¨生成させる実験結Á¨利用して@次元H析�手Õ¨習„し@GH¨hめる．

23 生物工学実験�説明@準備 生物工学実験�内%説明©実験£およ�各種機´�使用方Õ�ガイダンス．

24 落下細菌測Ÿ@大腸菌w検査

25

26 Ãンパク‡�電気泳動

27

28 大腸菌�コンピテン#セル≈成©形‡転換

29

30 実験7¥�ま©め©報告 実験�µま©め．

実験7¥�ガイダンス@化学工学実験£�使用方Õ©前期5テー1�内%説明@計測機´£�使用方Õ©分析化学実験5テー
1�内%説明．

ガラス∑¨充填物©し∞固液充填k¨用いて@流¥�流動条∫8よる圧損ºおよ�空隙率�変化�測Ÿ．粒子¿�流動開始速
度¨実験よß決Ÿする．

海ƒ¨ボールミル&粉砕し@そ�経ö変化8よる粒度分|¨測Ÿし@粉砕過c¨GHする．粒度分|�測Ÿ8Â10個�«¨用い
る．結Á�処GÂ頻度曲線¨用いてÍす．実験&�測Ÿ粒子ÀÂ80~1000 Õm&ある．

気液平衡曲線¨xめる�8Â@気液平衡値(x@ y)¨10点くらいxめる必要9ある．ここ&Â適当Ò4点�気液平衡値からラージ
(X@ —)線図Õ8よß“る6点¨推‘し@スモール(x@ y)値8変換する．実測値�4点©@推‘値�6点�10点よßx－y線図¨≈図す
る簡易平衡値推‘Õ¨GHする．

IRスペク#ル分析Õ（既知有機化合物�測Ÿ©H析） 薄膜Õ（ポリスチレン）@KBr錠剤Õ（安息香酸@サリチル酸）@NujolÕ（けい皮酸）@溶液Õ（酢酸エチル@イソブチルアルコール）&
IRスペク#ル¨測Ÿし@吸収位置からç能基¨同Ÿする．

NMRスペク#ル分析Õ（既知およ�未知有機化合物�測Ÿ©H析） エチルベンゼン@酢酸エチル@未知試Ï�NMRスペク#ル¨測Ÿし@吸収位置@多重度@積分値から化合物�構◊¨同Ÿする．

試Ï¨酸&分Hし@過ヨÒ素酸ナ#リÒÙ¨加え1ンガン¨過1ンガン酸8酸化し@分光光度計&吸光度¨測Ÿし1ンガン�含有
率¨xめる．

X線回›分析Õ 標準物‡�X線回›パÃーン¨測Ÿし@JCPDSカー˘記˚�デーÃ©一¸するこ©¨�かめ∞うえ&@未知試Ï�回›デーÃか
らHanawaltÕ¨用い∞同Ÿ¨:う．

硫酸銅五水和物�TG－DTAおよ�DSC測Ÿ¨:い@サーモグラÙ¨H析するこ©8よß@五分子�水�結合状�8yする知見
¨„る．

エンジニアリングデザイン演習 (1)

エンジニアリングデザイン演習 (2)

エンジニアリングデザイン演習 (3)

エンジニアリングデザイン演習 (4)

後期6テー1�内%説明．

2重管式熱交換´�µ括伝熱Ñw�実測 
も簡単Ò2重管式熱交換´¨用いて@熱収g8ついて学�@各種µ括伝熱Ñw¨‘出し流量©�yÑ¨調べる．

円管&流¥輸�する場合8各種流量測Ÿ´（オリフィス@ベンチュリー@ピ#ー管）8ついて圧¡損º©流量（レイノルズw）©�y
Ñ¨調べる．ま∞各種継手（エルボ@拡大@縮小）�相当�さ¨‘出する．

亜硫酸ナ#リÒÙ水溶液�空気酸化反応¨気泡k&:い@そ�濃度¨酸化還元滴ŸÕ&決Ÿし@濃度�ö間変化から反応速度
¨xめる．

熱�8赤外線ランµ¨使用し@受熱%´8水¨�れ∞銅��%´¨用いて@金属 およ�黒 �距#¨変えÒ9ら�照射ö間
ご©�温度�&から@距#ご©�受熱速度¨xめ受熱量¨‘出する．金属 およ�黒 �照射距#©受熱量�yÑ式¨xめる．

減圧操≈8よるŸ圧ò過¨:い@ò液量�計ö変化¨測Ÿし@Ruth�ò過方c式8よるデーÃ整G¨:うこ©&@機械分#操
≈8±するGH¨hめる．

肉*&Â見えÒい微生物�世-¨培¬©いう微生物学方Õ&観eする．空気中から�落下細菌¨普通寒天培地@サンµル中
�大腸菌¿w¨デソキシコレー#培地&測Ÿする．

植物から�ゲノÙDNA抽出 基KÒ植物から�ゲノÙDNA抽出Õ�原G¨学ぶ．

Ãンパク‡実験&
も基KÒSDS-PAGE�原G・操≈¨ˆ8つける．ま∞@植物C9から�水溶:Ãンパク‡�抽出Õも習„
する．

PCR©TAクローニング PCR�原G・操≈¨ˆ8つける．ま∞@PCR8よって増<し∞DNA�アガロースゲル電気泳動©TAクローニング�原G・操≈8
ついても学ぶ．


もシンµルÒ塩化カルシÒÙÕ&コンピテン#セル¨≈成し@大腸菌�形‡転換¨:う．ま∞@形‡転換大腸菌¨選?する方Õ
©して@抗生物‡@blue/whiteセレクション8ついて学ぶ．

µラスミ˘DNA�抽出©�認 大腸菌から
も一般ÒアルカリSDSÕ8よってµラスミ˘¨抽出し@制限酵素¨使って目�DNA断H9クローニング&øて
いる�か¨�認する．

M
考

中間試験およ�Ÿ期試験Â実IしÒい．
クラス¨2グルーµ8分け@前期8Â2分E（化学工学実験@分析化学実験）およ�エンジニアリングデザイン演習¨実I@後期8Â2分E（化学工学実験@生物工学実験）¨実Iす
る．レポー#提出9Jれ∞場合8Âそ�日w8比Mして減点する．
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科　目

担当教員 九鬼 導隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

応用物&Ⅱ (Applied Physics II)

応用化学科・4年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

化学でC原EF分E等H微視KLMFN微視KLMO温�F圧力・体積等H巨視KLMH関WX&Yす[必]があ[．
そこで本講義でCNまずC現代物&X学hiH基kでありNニュートq力学X数学Ks整uす[こOで登wしyY析力学
X講義しN{いてN微視KLMO巨視KLMXつL�統計熱力学H基kX講義す[．ÉsN微視KLMX&Yす[yめsC
必ÖH量E力学H基kO原EへH応用X講義す[．

【A2】ラグラqジュ形式NハミルトqH正準変換形式H&ìX&YしN力学
Ms適応でき[．

後期中間試ôOレポートでN基本KL力学MsY析力学H手ùX適応しN力
学MH運üがYけ[かどうかで評•す[．

【A2】熱力学F統計力学H基本原&X&YしN微視KL物&量O巨視K
L物&量X関Wづけ[こOができ[．

後期中間試ôOレポートでN熱力学F統計力学H基本原&X説®させNK確
s説®でき[かどうかNあ[いCN微視KL物&量か¨巨視KL物&量が導出
でき[かどうかで評•す[．

【A2】波ü現ØO波ü方程式X&YしN波üH基本K性質N¥µ∂わせF
干πが説®でき[．

後期中間試ôOレポートでN波ü方程式X∫めyりYいyりす[こOができ[
かどうかFN波ü方程式HYH性質が波ü方程式か¨説®でき[かどうかで
評•す[．

【A2】黒体輻ΩO比熱&ìN光電効¬O電E線回折Nボー«H模型等か¨
N古典物&学H限界Nエネルギーが離散Kであ[こON波üO粒EH二¥
性等sついて説®でき[．

後期定期試ôOレポートでN黒体輻ΩF比熱&ìN光電効¬Nボー«H模型等
X説®させN古典物&学H限界Nエネルギーが離散Kであ[こON波üO粒E
H二¥性等sついてK確s説®でき[かどうかで評•す[．

【A2】ハイゼqベルŸH不確定性原&NボルqH確率Y釈Nシュレディqガ
ー方程式HYH性質F境界条‚OエネルギーH関„X定性Ks説®で
き[．

後期定期試ôOレポートでN不確定性原&FボルqH確率Y釈Nシュレディq
ガー方程式HYH性質等X説®させNK確s説®でき[かどうかで評•す[．

【A2】量E力学で基本KLMH厳密Yが∫め¨れ[． 後期定期試ôOレポートでNÁえ¨れy基本KLMH厳密Yが∫め¨れ[か
どうかで評•す[．

【A2】水素型原EH主量E数N方位量E数N磁気量E数H意味N量E数O
波ü関数HH数OH関„等X&YしN水素型原EH原E軌ÚH概形
がÙけ[．

後期定期試ôOレポートでN水素型原E中H電EH軌Úsついて説®させN
量E数H意味がK確s説®できNかつN電EH軌ÚH形がÙけ[かどうかで
評•す[．

成ˆCN試ô90%　レポート10%　Oして評•す[．中間・定期試ôH単純平˙X試ô成ˆOす[．総∂成ˆで100点満
点中60点以�X∂�Oす[．

「量E力学入門ノート 第二版」：九鬼導隆 著（神戸高専生協）
「物&化学]ì（第7版）」：P. W. Atkins・J. de Paula 著／千原秀®¨ 訳（東京化学同人）

「物&H!え方1 力学H!え方」：砂川¥信 著（岩波書店）
「物&H!え方3 熱・統計力学H!え方」：砂川¥信 著（岩波書店）
「物&H!え方4 量E力学H!え方」：砂川¥信 著（岩波書店）
「初等量E力学（改訂版）」：原島鮮 著（裳華房）
「«トキqス物&化学 第10版 �・下3」：P. W. Atkins・J. de Paula 著／中野元6¨ 訳（東京化学同人）

C1～C3年H物&・数学I・IIN C4 応用数学I・IIN C4 確率・統計N C4 応用物&I

履修:�
注意事項

統計力学F量E力学Oいっy数&物&学H花形O;<え[分野H基kX学=す[HでN基kKL物&学OそH基kOL
[数学s精?してい[こOが@ましい．1～3年までH物&F数学I・IIHみL¨ずN同時進Dで学=す[応用数学I・IIF確
率・統計N応用物&IH内F;必]OL[HでNこれ¨H科GX十分s&YしておくこOが@ましい．まyN本講義H後期後半
CN同時進DH応用物&IH後期後半H内FX前Msさ¨sNり下げy内FsLってい[HでN関WX十分念QsRいて
受講す[こO．
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授4計画（応用物EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 Y析力学：ラグラqジュ形式

2 Y析力学：ハミルトqH正準変換形式Oポ«ソqH括弧

3 熱力学H復= 熱力学H諸概念FギブZH自\エネルギーsついて復=す[．

4 統計力学H視点か¨HエqトロピーH意味

5 ミŸロ正準集`H統計力学

6 波ü現ØO波ü方程式 aH振üXcsN波ü方程式X導出しN波ü方程式HY・波ü関数X∫め[．

7 波ü関数H性質O波ü方程式

8 中間試ô

9 «イqシュタイqH比熱&ìN中間試ôHY答・Y説

10 前期量Eì（ボー«H模型）

11 量E力学H一般原&（¥µ∂わせH原&O状iベŸトル）

12 波ü関数H性質

13 一É元有界H井戸型ポテqシャル

14 波ü関数H完u性N固有pO固有関数

15 回転運ü（円環�H粒E）H厳密Y

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ニュートq力学X座us依wしLい形で数学Ks整&すべくN実iszこ[力学K運üCN作用積分が最小pXO[Oいうハミ
ルトqH原&か¨Nラグラqジ«qX定義してハミルトqH原&X適応しNラグラqジュ形式H運ü方程式X導く．まyNラグラqジュ
形式H運ü方程式がニュートqH運ü方程式O等•であ[こO;~す．

正準運ü量X定義しN正準運ü量O位RX基本KL独立変数OÄLしてNラグラqジ«qよりハミルトニ«qX定義す[．ハミルト
ニ«qH全微分よりNハミルトqH正準方程式X導きNハミルトqH正準方程式がニュートqH運ü方程式O等•であ[こO;~
す．まyN物&量H時間発ÑX記Üす[ポ«ソqH括弧;紹àす[．

エqトロピーX確率ìか¨Y釈しâす．エqトロピー増ãHùåX確率ìか¨O¨えN巨視KsC同ç状iOL[微視KL状iH
w∂H数がエqトロピーであ[こOX~しNエqトロピー増ãHùåが巨視K状iH実現確率H問èであ[こOX~す．

ミŸロ正準集`H統計力学XY説す[．エネルギーが離散KLMでNエqトロピー増ãHùå（微視KLw∂H数が最ãsL[
巨視KL状iが実現され[）か¨ミŸロ正準集`でH分配関数等X導きNボルツマq分布等sついて;講義す[．まyN微視KL
エネルギー状iO巨視KL物&量OH関„等;説®す[．

波ü方程式HYであ[波ü関数H性質sついてY説しNまyN波ü関数H定数îF線形結∂が波ü方程式HYOLってい[こ
OX~しN波üH¥µ∂わせF干πsついてY説す[．

1週Gか¨7週GまでH内Fで中間試ôXDう．

固体H比熱sおけ[デュロq-プティHùåO現実OHZレF«イqシュタイqH比熱&ìXY説しNプラqŸH量E仮説H発Ä
過程Oエネルギーが離散Kであ[こOH意味X講義す[．まyN中間試ôHY説;Dう．

ラザフォーû型原E模型ONボー«H量E条‚X用いてN水素型原EH中H電EHエネルギーX計üしN水素型原EHスペŸト
ルが輝線OL[こOFN水素原EHスペŸトルM列（バルマーM列FライマqM列等）が説®でき[こOXY説す[．

非定常状iO定常状iHシュレディqガー方程式O状iベŸトル等sついてY説す[．注Gしてい[物&MがN定常状iHシュ
レディqガー方程式HYが形成す[ヒルベルト空間内で状iベŸトルOして記ÜされN物&MH時間発ÑがN非定常状iHシュ
レディqガー方程式よりN状iベŸトルH運üOして記Üでき[®XY説す[．

シュレディqガー方程式HYであ[波ü関数H性質（一•・有界・W{）XY説しN©s波ü関数HW{条‚（境界条‚）か¨エ
ネルギーが離散KsL[こOX講義す[．

一É元有界H井戸型ポテqシャルX用いてN波ü関数H性質X利用してYX∫め[方ùX概´しNポテqシャルX無限ãs≠ば
しyOきH状Øsついて;Y説す[．

一É元無限ã井戸型ポテqシャルH波ü関数XcsしてN物&量演üEH固有pO固有関数が物&量O波ü関数であ[こO
X~しNさ¨sN波ü関数H規�化Oâ交性N完全性H仮定よりN波ü関数が完u性X≥ちN線形空間Xµ[基∂ベŸトルOL[こ
OXY説す[．

量E力学H基本でありかつ近似ù等H応用H基本OL[厳密sYけ[MsついてY説す[．2É元極座uMでH回転運üsつ
いてN厳密YX∫めN回転運üH©∫O磁気量E数sついて講義す[．

L
考

後期中間試ôおよª後期定期試ôX実ºす[．
本科GH修ΩsCN30 時間H授業H受講O 15 時間H®前・®後H自己学=が必]であ[．
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科　目

担当教員 小島 達弘 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年 シラバス

化学英'Ⅱ (ESP, Chemistry II)

応用化学科・4年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

3年次配当科JであM化学英'Iで修NしP専門単'Q化学英'RSすM基礎WX知ZをもとR^大学編入学試cレベ
fghijきができM能nをoえMとともR^技術英検2tから1t程 gh解n・英作nをzRつけM．

【B4】技術英検2tから1t相当g問Äを解ÅできMことをJÉとすM． 技術英検2t・1t（旧工業英検3t・準2tág問Äを解ÅできMか^中間試
cおよå定期試cで評èすM．

【B4】大学編入学試c相当g英êをh解(英êg和íおよå要約)できM
ことをJÉとすM．

大学編入学試cQ配布資óg英êをh解(英êg和íおよå要約)できMか
^中間試cおよå定期試cおよåレポーöで評èすM．

【B4】大学編入学試c相当g英作ができMことをJÉとすM． 大学編入学試cQ配布資óg英作ができMか^中間試cおよå定期試cお
よåレポーöで評èすM．

成úは^試c90%　レポーö10%　としü評èすM．試c成úは中間試cと定期試cg平均¢とすM．総合評èは100¢
満¢で60¢以®を合©とすM．Pだし^未提≠gレポーöがあっP場合は不合©とすM．まP^必要R応じü再試cをµうこ
とがあM．

講義∑R配布すMプリンö
「化学英'101　リニンΩとスピーキンΩで効率WR学¬」：國安均 著・ジェフリーMスöライカー 英'監修（化学同人á

「化学英'g活用辞典　第2版」：足立吟也・小S治男・片岡›ら 共著（化学同人á
「化学・英和用'集　第3版」：橋爪斌・原正 共著（化学同人á
「化学・和英用'集」：橋爪斌・原正 共著（化学同人á

C1^C2^C3 英'^C3 英'演習^C3 化学英'I^ XらåRÁüg応用化学科専門科J

履修:�
注意事項

受講すMÈRは^電子辞jもしくは英和辞典g持ÓをÔめM．まP^和英辞典Q専門単'をÒÚÛっP英和・和英辞典があ
Mと便ıであM．
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授4計画（化学英DⅡ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3

4

5

6

7

8 中間試c

9

10

11

12 実Èg大学編入学試cを用いü^英ê和í^和ê英íをµう．まP^適宜専門単'Q化学特˚g表現・構êRついü解ˇすM．

13 実Èg大学編入学試cを用いü^英ê和í^和ê英íをµう．まP^適宜専門単'Q化学特˚g表現・構êRついü解ˇすM．

14 実Èg大学編入学試cを用いü^英ê和í^和ê英íをµう．まP^適宜専門単'Q化学特˚g表現・構êRついü解ˇすM．

15 講義g総復習 半期g講義で学んだ内�Rついü総復習をµう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

技術英検2t相当g問Ägh解（そg1á^和ê英í 技術英検2t相当g問Äをh解すM．配布資óg実践問Äを用いü^和ê英íをµう．まP^適宜専門単'Q化学特˚g表現・
構êRついü解ˇすM．

技術英検2t相当g問Ägh解（そg2á^英ê和í^和ê英í 技術英検2t相当g問Äをh解すM．配布資óg問Äを用いü^英ê和í^和ê英íをµう．まP^適宜専門単'Q化学特˚g
表現・構êRついü解ˇすM．

技術英検2t相当g問Ägh解（そg3á^英ê和í^和ê英í 技術英検2t相当g問Äをh解すM．配布資óg問Äを用いü^英ê和í^和ê英íをµう．まP^適宜専門単'Q化学特˚g
表現・構êRついü解ˇすM．

技術英検2t相当g問Ägh解（そg4á^英ê和í^和ê英í 技術英検2t相当g問Äをh解すM．配布資óg問Äを用いü^英ê和í^和ê英íをµう．まP^適宜専門単'Q化学特˚g
表現・構êRついü解ˇすM．

技術英検2t相当g問Ägh解（そg5á^英ê和í^和ê英í 技術英検2t相当g問Äをh解すM．配布資óg問Äを用いü^英ê和í^和ê英íをµう．まP^適宜専門単'Q化学特˚g
表現・構êRついü解ˇすM．

技術英検1t相当g問Ägh解（そg1á^和ê英í 技術英検1t相当g問Äをh解すM．配布資óg実践問Äを用いü^和ê英íをµう．まP^まP^適宜専門単'Q化学特˚g表
現・構êRついü解ˇすM．

技術英検1t相当g問Ägh解（そg2á^和ê英í 技術英検1t相当g問Äをh解すM．配布資óg実践問Äを用いü^和ê英íをµう．まP^まP^適宜専門単'Q化学特˚g表
現・構êRついü解ˇすM．

1週Jから7週Jまでg内�で中間試cをµう．

中間試cg返却・解Å^テキスöê
gh解（そg1á 中間試cg返却XらåR解Åをµう．テキスöChapter 4^5g問Äを用いü^英ê和íをµう．テキスöChapter 6g実践問Äを
用いü^和ê英íをµう．まP^適宜専門単'Q化学特˚g表現・構êRついü解ˇすM．

テキスöê
gh解（そg2á テキスöChapter 4^5g問Äを用いü^英ê和íをµう．テキスöChapter 6g実践問Äを用いü^和ê英íをµう．まP^適宜専
門単'Q化学特˚g表現・構êRついü解ˇすM．

テキスöê
gh解（そg3á テキスöChapter 4^5g問Äを用いü^英ê和íをµう．テキスöChapter 6g実践問Äを用いü^和ê英íをµう．まP^適宜専
門単'Q化学特˚g表現・構êRついü解ˇすM．

大学編入学試c相当g英ê和í^和ê英í（そg1á

大学編入学試c相当g英ê和í^和ê英í（そg2á

大学編入学試c相当g英ê和í^和ê英í（そg3á

K
考

前期中間試cおよå前期定期試cを実�すM．
本科Jg修NRは^30 ∑間g授業g受講と 15 ∑間g事前・事�g自己学習が必要であM．事前学習としü該当週g内�g予習（配布プリンöを�べXがら解くá^事�学習と
しü講義内�g復習（熟'Q単'gチェックáが必要であM．
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科　目

担当教員 濱田 守彦 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 C2(50%), D1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価 実習証明書，学外実習報告書およ*実習報告+,内.によ0単23認5する．

テキスト 　

参考書

関連科目 9になし．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Hシラバス

学外実習 (Practical Training in FactorY)

応用化学科・4年・通年・選択・1単2【実験実習】 ( 学修単2I )

授4�
概6�方針

企業またはそ,i,jklm機op実務,一r3実sに経験することによって，技術者に必{な人間~3�うとともに，
工学技術Ç社+Ñ自Üにáえる影äにoする理å3çめる．

【C2】実習機o,業務内.3理åし，実習èp,具体íな到達目ï3達
ñする．

実習機o,業務内.3理åし，実習èp,具体íな到達目ï3達ñしたか
どうか3実習証明書と学外実習報告書p評öする．

【D1】実習3通じて工学技術Ç社+Ñ自Üにáえる影äにoする理å3
çめる．

実習3通じて工学技術Ç社+Ñ自Üにáえる影äにoする理å3çめたか
どうか3学外実習報告書と実習報告+p評öする．

「情報基üテキス¢」（神戸市立工業高等専門学校生活協同組合，www2p閲覧可能）
「高等専門学校生,キャリアプラµ」（実業之日本社）

履修:�
注意事項

実習機oにjklm3依∫して実ªする科目な,p，節H3もって行æするとともに，健康管理，安全管理に留≈して真剣
に»0組むこと．
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授4計画（学外実習）

内容（テーマI目標I準Jなど）

中間試験およ*5期試験は実ªしない．

全期間3通して下œ,–m3留≈,—p»0組むこと．

1) イµターµシップ(学外実習)説明+（4月）

・担当教ÿよ0イµターµシップ,≈義，目í，内.およ*実習è,希望方法，学内調整{領，そ,·,手„き,概{,説明3
行う．

2) 実習è,希望，調整，辞Áにoして（4月～8月）

・実習è企業は，自Í業界研Ì3行った—p希望する進路（キャリアプラµ）もまえた—p有≈義な実習となるように希望する
こと．

・希望者ÚÇ募集Ú3ıえた実習èについては調整3行う．（調整は担当教ÿに˜う．）

・学内調整p希望Ç認めÍmた学生は，¯ちに実習è所5,応募書˚3作ñして提˛する．

・学内調整p希望Ç認めÍmなかった学生，およ*実習èp,選ˇによ0実習Ç認めÍmなかった学生は，i,実習è,中か
Í再H希望3提˛する．

（原�として，jlèÇなくなるまp希望することとするÇ，�む3�ない状�となった場合には本校所5,「選択科目j講辞Á
願書」p辞Á3願い˛る．）

3) 学外実習届，保険料，そ,i,必{書˚（5月～8月）

・実習èÇ決5した·，本校所5,「学外実習届」3担当教ÿ�提˛し，所5,保険料3納�する．

・�せて実習èかÍ,指�によ0，履歴書，誓約書，l寮申請書，ユニフォー$貸á申請書等,i,必{書˚Çある場合も，担
当教ÿに提˛する．

4) 学外実習,実ª（8月～9月）

・実習期間は原�として夏季休業期間中とする．ただし，必{に応じて9月,まpは公.として参03認めることÇある．

・実習期間は5日以—p総実習時間30時間以—とする．

5) 学外実習報告書,提˛およ*実習報告+,実ª（10月）

・イµターµシップ終了·，本校所5,「学外実習報告書」3丁7に作ñし，十9なチェッ<,·に担当教ÿに提˛する．また，学
科=に実習報告+3実ªする．

・「学外実習報告書」は担当教ÿかÍ実習è�提˛し，学科,全教職ÿÇ評öするだkpなく，·輩学生Ç参ˇ,ために閲覧
する,p，丁7なœ@3AÇkるとともに，守Bすべき事E3書くこと,Fいように留≈すること．（守B事G,尊守は実習報告
+pも同Ipある．）

J
考
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科　目

担当教員 小泉 拓也 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上記科��十分学�し�理�しておくこと$%ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年7シラバス

有機化学Ⅳ (Organic Chemistry IV)

応用化学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

有機化合]^構`abと塩d^概f��gする．有機化学反応�有機電子ma分子構`^概fndづいて分pし�反
応機構��gし�関rする演�問u��gすることnよって理m�理�させる．z${nおける有機工業化学�歴史�合成
法�製Ç^用Énついて各mÜnáべる．

【A4-C1】有機化合]^構`abと塩d^概fnついて理�でき�b性
7a塩d性7^åさ^çい$理�できる．

有機化合]^構`abと塩d^概f�理�し�b性7a塩d性7^åさ^
çい�化学éなど�用いてgëできるか�中間試ñおよóレポーõで評ùす
る．

【A4-C1】有機化学反応機構�ûえる上で重°かつd本Üな事§である
反応¶^分pa中間ß^安定性$理�できる．

反応¶^分pa中間ß^安定性�理�し�これら�化学é�文≠など�用い
てgëできるか�中間試ñおよóレポーõで評ùする．

【A4-C1】有機化学反応機構�ûえる上で重°かつd本Üな事§である
有機電子m$理�できる．これ�dn反応Æn電子^Øれ∞�用いて反
応機構�û±できる．

有機電子m�理�し�有機反応機構�化学é�文≠など�用いてgëできる
か�中間試ñおよóレポーõで評ùする．

【A4-C1】芳香族化合]�命∂できる．芳香族化合]^合成法�反応é
で記áできる．

芳香族化合]�命∂できるか�およó芳香族化合]^合成法$反応éで記
áできるか�定期試ñおよóレポーõで評ùする．

【A4-C1】石炭化学工業^歴史�製Ç^用É$理�できる．石油化学工業
^歴史�原油^精製法$理�できる．石油化学製Ç^合成法$反応éで
記áできる．

石炭化学工業^歴史�製Ç^用É�石油化学工業^歴史�原油^精製法�石
油化学製Ç^合成法$反応é�文≠�用いてgëできるか�定期試ñおよ
óレポーõで評ùする．

成ºは�試ñ90%　レポーõ10%　として評ùする．なお�試ñ成ºは中間試ñと定期試ñ^平均¡とする．100 ¡満¡
で 60 ¡以上�合≈とする．また�自己学�^ためn えられたレポーõ^提Ã�Õめる．ただし�原œとして�未提Ãレポー
õ$あった場合は不合≈とする．

「d礎有機化学演�」：吉原正邦・神川忠雄 共著（三共Ã版）
「有機工業化学（第 6 版）」： 阿河利男・小川雅弥・川手昭平ら 共著（朝倉書店）

「マクマリー有機化学（上中下）第9版」：J. McMurry 著・伊東椒・石井三ëら 共訳（東京化学同人）
「ボルハルõ・ショアー現代有機化学  第8版（上下）」：K. P. C. Vollhardt・N. E. Schore 共著・古賀憲�ら 共訳（化学同人）
「モリソン・ボイ�有機化学 （上中下）第6版」：R. T. Morrison・R. N. Boyd 共著・中西香�ら 共訳（東京化学同人）
「ジョーン 有機化学（上下）（ 第5版）」：M. Jones� Jr.・S. A. Fleming 共著・奈良坂紘&ら 監訳（東京化学同人）
「ハーõd礎有機化学 三訂版」：H. Hart・L. E. Craine et al. 共著・秋葉欣.ら 共訳（培風館）

C2 有機化学I� C3 有機化学II� C4 有機化学III

履修:�
注意事項
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授4計画（有機化学Ⅳ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 bと塩d^åさ�支4する因子nついて�gする．

2 bと塩d^åさ�支4する因子nついて�例ua≠末問uなど関rする演�問u^�g�8う．

3 反応¶^分p�Õ核性と塩d性^çいnついて�gする．例ua≠末問uなど関rする演�問u^�g�8う．

4

5

6

7

8 中間試ñ

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

bと塩d (1)

bと塩d (2)

化学反応 (1)

化学反応 (2) およó反応機構 (1)
遷移状態gとエネルギー相関∞およó中間ß^安定性nついて�gする．Õ核置換反応(SN1)nおける反応機構nついて�
gする．b触媒下で^カルボニウムイオン�Lる転位反応nついて�gする．例ua≠末問uなど関rする演�問u^�g�
8う．

反応機構 (2) Õ核置換反応 (SN2) nおける反応機構nついて�gする．脱離反応 (E1) nおける反応機構およó Saytzeff œnついて�g
する．例ua≠末問uなど関rする演�問u^�g�8う．

反応機構 (3) 脱離反応 (E2) nおける反応機構およó Saytzeff œ�Hofmann œnついて�gする．アルケンへ^Õ電子付加反応nついて
�gする．例ua≠末問uなど関rする演�問u^�g�8う．

反応機構 (4) アルケンへ^Õ電子付加反応およóラジカル付加反応nついて�gする．Markovnikov œnついて反応機構��gする．例
ua≠末問uなど関rする演�問u^�g�8う．

1週�から7週�まで^内[で中間試ñ�8う．

中間試ñ^�gおよó反応機構 (5) 中間試ñ^�g�8う．アルケンへ^Õ電子付加反応およóアルケンへ^Õ核付加反応nついて�gする．例ua≠末問uな
ど関rする演�問u^�g�8う．

反応機構 (6) カルボニル化合]へ^Õ核付加反応nついて�gする．例ua≠末問uなど関rする演�問u^�g�8う．中間試ñ^�
g�8う．

反応機構 (7) カルボンb誘導ßへ^Õ核アシル置換反応nついて�gする．エノラーõイオン^反応nついて�gする．例ua≠末問uなど
関rする演�問u^�g�8う．

反応機構 (8) エノラーõイオン^反応およóいくつか^人∂反応nついて反応機構��gする．ベンゼンa^特徴Üな反応である芳香族Õ電
子置換反応nついて�gする．

反応機構 (9)�石炭化学およó石油化学 (1) 芳香族Õ核置換反応nついて�gする．石炭^産Ã�成因�¶pnついて�gする．石炭^乾留工業�ガス化工業nついて�g
する．石油^産Ã�成因�原油^蒸留およó精製法nついて�gする

石油化学 (2)
原iガス (水素�&b化炭素�アセチレン) ^製`nついて�gする．原iガスから合成 (メタノール�アンモニア等)nついて�g
する．原iガスから合成 (メタン^ハロゲン化�フロンガス等)nついて�gする．原iガスから C4�C5 成分^化学製Ç合成法n
ついて�gする．

石油化学 (3) C6 成分^改tnついて�gする．エチレンおよóプロピレンから合成される化学製Çnついて�gする．

K
考

前期中間試ñおよó前期定期試ñ�実xする．
本科�^修ynは�30 時間^授業^受講と 60 時間^事前・事|^自己学�$必°である．事前学�では�教科書等nより�授業内[�確�し�各自で理�できないところ�整
理しておくこと．事|学�では�授業内[�まとめた授業ノーõまとめ�指定期Éまでn提Ãすること．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上	
関連科��十分学�し�理�しておくこと��ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年0シラバス

材料化学 (Material ChemistrC)

[前期] 安田 佳祐 准教授, [後期] 根本 忠将 教授

応用化学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

前期b関しては�無機材料
機能発hbiきく関kすm無機固体構qbついて�sすm．tえて�触媒�磁性材料�電{な
ど
様�な無機材料
性ÄÅ種類�発hメカニズàbついて�sすm．後期b関しては�hâまで
日本
化学工業
姿
�紹éし�そ
基ëとなm有機工業化学�歴史�製qñおよò製ô
用öbついて�sすm．製qñbついては�有機化学
�高分子化学など
基ë化学�もとb�sすm．

【A2】結晶ü
分類Å結晶格子°
表	方ñ�イオ¶半径©と配位´

関係�代表Æな結晶構q�理�できm．

結晶ü
分類Å結晶格子°
表	方ñ�イオ¶半径©と配位´
関係�代
表Æな結晶構q�文∞ならòb≤�用いてs≥できm¥前期中間試∏およ
òレポーºで評æすm.

【A2】イオ¶伝導性�¬す物Ä
構qと発hメカニズà�理�できm．
イオ¶伝導性�¬す物Ä
構qと発hメカニズà�文∞ならòb≤�用いて
s≥できm¥前期中間試∏およòレポーºで評æすm.

【A2】電{�顔料
機能Å用ö�理�できm．
電{�顔料
機能Å用ö�文∞�用いてs≥できm¥前期中間試∏およòレ
ポーºで評æすm.

【A2】触媒
種類Å特徴�触媒機能
発h原理�環境触媒へ
応用�理
�できm．

触媒
種類Å特徴�触媒機能
発h原理�環境触媒へ
応用�文∞ならòb
≤�用いてs≥できm¥前期定期試∏およòレポーºで評æすm.

【A2】磁性材料Å超伝導材料
機能Å種類�作動原理�理�できm．
磁性材料Å超伝導材料
機能Å種類�作動原理�文∞ならòb≤�用いて
s≥できm¥前期定期試∏およòレポーºで評æすm.

【A2】パル—¥ら“
製q工”
原理�さらbは油÷¥ら
各種製ô
製
q工”およò製q原理�理�できm.

パル—およò“
製q工”
概Ÿおよò原理bついて�文∞�用いて�さらb
は油÷¥ら
各種製ô
製q工”およò製q原理bついて�文∞ならòb≤
�用いてs≥できm¥後期中間試∏およòレポーºで評æすm.

【A2】各種ゴà化合物
化学構qと性Ä�理�できm．
各種ゴà化合物
化学構qと性Ä�関連‹けな�ら文∞�用いてs≥でき
m¥後期定期試∏およòレポーºで評æすm．

【A2】天然繊·
化学と工業�理�できm．
天然繊·
化学と工業bついて�文∞�用いてs≥できm¥後期定期試∏お
よòレポーºで評æすm．

【A2】化学繊·
性Ä�理�できm．ビスコースおよòキュ—ラレーヨ¶�ア
セテーº�ポリアミド�ナイロ¶�ポリエステル繊·等
構q�	でき�製q
ñおよò特徴�理�できm．

代表Æな繊·
構q�	でき�化学繊·
製qñおよò特徴bついて�さ
らb不織布�合成“�合成皮ˆ
˜いbついて�文∞�用いてs≥できm¥後
期定期試∏およòレポーºで評æすm．

【A2】高分子
物性�理�できm．重合反応�重合ñ�理�できm．各種
—ラスチッ¸
構q�	でき�特徴�理�できm．—ラスチッ¸
成型t
工�理�できm．

高分子
物性�文∞�用いて�重合反応�スキーà�用いて�各種—ラスチッ
¸
構q・特徴ならòb成型t工�関連‹けな�ら文∞�用いてs≥できm
¥後期定期試∏およòレポーºで評æすm．

成˛は�試∏90%�レポーº10%�として評æすm．試∏成˛は�て
中間・定期試∏�100点満点で評æし�そ
平均
点�90点満点b換�したも
とすm．レポーº成˛は各レポーº�10点満点で評æし�そ
平均点とすm．試∏成˛とレポ
ーº成˛
合
�60点以上�合格とすm．未提�レポーº�あった場合は不合格とすm．

「h代無機材料科学」：足立吟也・南努 共編著（化学同人）
「有機工業化学�第6版」：阿河利男・小川雅弥・川手昭平ら 共著（朝倉書店）

「ベーシッ¸無機材料科学」：辰巳砂昌弘・今中信人 共著（化学同人）
「基ë材料科学」：伊藤公久・平田秋彦・山本知之 共著（コロナ社）
「固体化学
基ëと無機材料」：足立吟也 編著（丸善�版）
「化学工業概論」 ： 弘岡正≥ 編著（丸善�版）
「有機工業化学－有機資Kと有機工業製ô�結L有機化学」：川瀬毅 著（三共�版）

C2 分析化学I� C3 分析化学II� C2 無機化学I� C3 無機化学II� C4 無機化学III� C2 有機化学I� C3 有機化学II� 
C4 有機化学III� C4 高分子化学

履修:�
注意事項
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授4計画（材料化学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 材料と物Ä
˜い�形TÅ機能bついてs≥すm．また�空間格子�結晶ü�ミラー指´bついてs≥すm．

2 結晶
充Xbついてs≥すm．

3 イオ¶半径©
規Zbついてs≥すm．

4 イオ¶結晶
性Ä 岩塩型構q�塩化セシウà型構q�蛍石型構qなど
代表Æな結晶構q�`a上げ�特徴と機能bついてs≥すm．

5 イオ¶伝導体 イオ¶伝導性�¬す物Ä
構qと発h
メカニズàbついてs≥すm．

6 電{ 電{
構成およò化学電{と物理電{
基本Æ原理Å種類bついてs≥すm．

7 顔料 顔料
物理Æ性Äbついてs≥すm．また�無機顔料
種類Å特徴bついてs≥すm．

8 中間試∏

9 前期中間試∏
�s�cう．触媒
特徴�機能�種類bついてs≥すm．

10 触媒表°で
分子
活性化と触媒機能
発hbついてs≥すm．

11 環境触媒 自動車用hガス触媒など
環境触媒bついてs≥すm．

12 磁性
起Kおよò原子
磁kモーメ¶ºbついてs≥すm．

13 磁性材料
発h原理Å応用mbついてs≥すm．

14 超伝導性�¬す物Ä
発hメカニズàbついてs≥すm．

15 超伝導材料
発n
歴史�種類�応用mbついてs≥すm．

16 木材化学�パル—工業

17 パル—・“
製q パル—
製qñ
うち�化学パル—ñbついてs≥すm．また�“
製qñbついてもs≥すm．

18

19

20

21 構q
˜いbよa界°活性r�分類し�イオ¶性界°活性r
特徴Å用öbついてs≥すm．

22

23 中間試∏

24 後期中間試∏
�s�ゴà工業

25

26

27

28

29

30 —ラスチッ¸
成型t工bついてs≥し�機能性—ラスチッ¸
構qおよò機能bついてs≥すm．

無機材料科学
基ë�無機固体
結晶構q(1)

無機固体
結晶構q(2)

無機固体
結晶構q(3)

1週�¥ら7週�まで
内vで中間試∏�cう．

前期中間試∏
�s�触媒(1)

触媒(2)

磁性材料（1）

磁性材料（2）

超伝導材料（1）

超伝導材料（2）

木材
構成成分ならòbパル—�製qすm工”およò原理bついてs≥すm.

油化学工業（1） 油÷
詳xbついてs≥すm.ケ¶化æおよòヨウ素æbついてもs≥すm．

油化学工業（2） 油÷
精製ñならòb油÷¥ら各種製ô�製qすm工”bついてs≥すm.

÷肪酸関連工業�界°活性r工業（1） ÷肪酸�原料とした種�製ô
製qñならòb界°活性r
代表mとそ
~きbついてs≥すm.

界°活性r工業（2）

界°活性r工業（3）
�イオ¶界°活性r
親水性
0合い�¬すHLBÖbついてs≥すm．�イオ¶性界°活性r
代表Æな合成ñbついてs
≥すm．

16週�¥ら22週�まで
内vで中間試∏�cう．

後期中間試∏
�s�cう．天然ゴà�合成ゴà
化学構qと性Äbついてs≥すm．代表Æな合成ゴà
用öとそ
t工ñb
ついてs≥すm．

化学繊·工業（1） 化学繊·
性Ä・分類bついてs≥すm．繊·�作成すm方ñ(紡糸ñ)bついてs≥すm．

化学繊·工業（2）
再生繊·
äつであmビスコースレーヨ¶bついてs≥すm．合成繊·
うち�ポリアミド繊·�ビニロ¶�ア¸リル繊·�ポリエステ
ル繊·
製qñおよò特徴bついてs≥すm．

化学繊·工業（3）�—ラスチッ¸工業（1）
合成繊·
うち�ポリオレフィ¶繊·�ポリウレタ¶�炭素繊·�ガラス繊·�不織布�合成皮ˆ
製qñおよò特徴bついてs≥す
m．—ラスチッ¸工業
歴史とhèbついてs≥すm．

—ラスチッ¸工業（2）
êな—ラスチッ¸
原料高分子
物性bついてs≥すm．ラジカル重合�カチオ¶重合�アニオ¶重合bついて高分子化学工業
Æní¥らs≥すm．

—ラスチッ¸工業（3）
塊è重合�溶液重合�乳化重合およò懸濁重合bついてs≥し�‹t重合ü—ラスチッ¸�重‹tü—ラスチッ¸�重縮合ü—ラ
スチッ¸
特徴およò製qñ�s≥すm．

—ラスチッ¸工業（4）

J
考

前期�後期ともb中間試∏およò定期試∏�実õすm．
本科�
修úbは�60 時間
授業
受講と 30 時間
事前・事後
自己学��必°であm．事後学�では�講義時b配布すm課£bついて指定された期日までbレポーº提�
すmこと．
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科　目

担当教員 九鬼 導隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年"シラバス

物理化学Ⅲ (Physical Chemistry III)

応用化学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

4年FG物理化学IIH学IしK原子・分子構造論，分子間相互作用WXYZY，固\G電子構造論，固\G凝集力，固\
表面等Wついe講義し，一gりG固\物理化学入門jkうmnW，原子・分子構造o固\G電子構造G理pq前rとなる，
まK，様xな分析技{G基}となる分子分光学j講義し，現代物理化学G基ÅjIÇするm

【A4-C3】固\GバンÖ理論q定性àW理pHY，導\，半導\，絶縁\と
バンÖ構造G関çq理pHYるm

前期中間試êとレポーîH，導\，半導\，絶縁\とバンÖ構造G関çqà確
W説óHYるかどうかH評õするm

【A4-C3】固\G凝集力j，格子エンタルピーoマーデルン£定§jgしe
理pするmまK，固\表面へG吸着現®j理pするm

前期中間試êとレポーîH，ボルン-ハーバーサイクルと格子エンタルピー，マ
ーデルン£定§，固\表面G分析Æo吸着等温式等qà確W説óHYるか
どうかH評õするm

【A4-C3】分子分光ÆW関する基}à事≤j理pするm
前期定期試êとレポーîH，分子Gエネルギー準位，ボー∂G振動§条∫と光
G輻ºo吸ΩG関ç等G分光学G基}à事≤j説óHYるかどうかH評õ
するm

【A4-C3】代表àな分光ÆHあるマイクø波吸Ω（分子回転），赤外線吸Ω
とラマン効果（分子振動），可視紫外吸Ω（電子状態）G原理o特–j理
pするm

前期定期試êとレポーîH，それぞれG分光ÆG定性àな原理o分子定§
等とG関ç等j適’W説óHYるかどうかH評õするm

【A4-C3】分子G励◊と緩ŸG動力学G基Å過€j理pするm 前期定期試êとレポーîH，光j吸ΩしK分子qどGようW励◊されどう緩Ÿ
しeくるか等G過€q適’W説óHYるかどうかH評õするm

成‡は，試ê90%　レポーî10%　としe評õするm中間・定期試êG単純平Âj試ê成‡とするm合計100点満点H60
点以ÏH合格とするm

「物理化学要論（第7版）」：P. W. Atkins・J. de Paula 著／千原秀óら 訳（東京化学同人）

「∂îキンス物理化学 第10版 Ï・下�」：P. W. Atkins・J. de Paula 著／中野元�ら 訳（東京化学同人）
「量子力学入門ノーî 第二版」：九鬼導隆 著（神戸高専F協）
「なっとくする量子化学」：中田宗隆 著（講談社）
「基}コース物理化学II 分子分光学」：中田宗隆 著（東京化学同人）
「分子G構造」：坪井正道 著（東京化学同人）

C1～C3G§学I・II・物理， C3 分析化学II， C3 物理化学I， C4 物理化学II， C4 応用§学I・II， C4 応用物理I・II

履修:�
注意事項

1～3年まHG§学I・IIと物理j�く理pしeおくことq�ましいmまK，3～4年G物理化学I・II，4年FG応用§学I・II，4
年FG応用物理I・IIG内!jしっかりと理pしeおくことq�ましいm
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授4計画（物理化学Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 量子力学G分子へG応用

2 固\G種類 固\G結合様式Wよっe固\j分類するm

3 金&oイオン性固\GバンÖ構造

4 バンÖ構造 ∂ルカ)金&，∂ルカ)土類金&，遷移金&，半導\，絶縁\H，原子軌道からどGようW.バンÖq形成されるかjp説するm

5 格子エンタルピー

6 イオン性結0とマーデルン£定§

7 固\表面G状態とそG分析方Æ

8 中間試ê

9 分子分光学G概要，中間試êGp答・p説

10 分子Gエネルギー状態と電磁波G輻º・吸Ω

11 マイクø波吸Ω（分子回転）

12 分子振動と基準振動 連成6G振動j説óし，基準振動o基準座8jp説するm

13 赤外線吸Ωとラマン効果

14 電子状態G励◊と緩ŸG動力学

15 可視紫外吸Ω（電子状態） 電子状態G励◊と緩ŸG動力学j基W，可視紫外吸Ωo蛍光・燐光スペクîルと分子G電子状態G関çjp説するm

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

固\G電子状態o分子分光学G基}となる，量子力学G分子へG応用（物理化学IIH学I）j復Iするm分子Gハミルîニ∂ン
とボルン-オッペンハイマー近似，軌道近似，LCAO近似と分子軌道等Wついe復Iするm

分子軌道ÆG概Dj金&oイオン性固\G化学結合6W適応し，金&oイオン性固\HはバンÖ構造qHYることjEし，バン
ÖエネルギーoバンÖギャップ，導\，半導\，絶縁\jバンÖ構造からp説するm

固\G凝集力としe格子エンタルピーjEし，ボルン-ハーバーサイクルより格子エンタルピーjp説するm

イオン性結0G凝縮力はクーøン相互作用qIHあることjEし，結0格子ÏWあるそれぞれGイオンGクーøン相互作用GŸ
q，結0格子G構造HJまるマーデルン£定§H簡LW表されることjp説するm

固\G表面G状態j説óし，近年脚光jNびeいる固\表面G分析Æ（ESCAoオージS分光等）jp説するm

1週Uから7週UまHG内!H中間試êjkうm

分子と光G相互作用とそこからÇられるスペクîルq種xG分析ÆG基}となっeいることjEしなqら，分子分光学G原理o
役Wj概XするmまK，中間試êGp説Ykうm

並進運動j分]しKあとG分子Gエネルギー状態（分子回転，分子振動，電子状態），電磁波G輻º・吸Ωとボー∂G振動§条
∫等G分子分光学G基Å概Djp説するm

回転運動と慣性モーメンîj説óし，分子G回転運動j記bするm分子qマイクø波j吸Ωする原理j簡単W説óし，分子G回転
運動G量子§とマイクø波吸ΩスペクîルとG関çj簡単Wp説するm

分子q赤外線j吸ΩしKりとラマン散dj◊こしKりする原理j簡単Wp説し，いわゆる振動分光学（IR吸Ωスペクîルとラマン
スペクîル）と分子振動G関çoそこからわかる分子定§等jp説するm

フランク-コンÖンG原理（垂直遷移），蛍光o燐光等G輻º遷移と内部転lo≤間交叉等G無輻º遷移等j説óしe，分子G
励◊と緩ŸG過€jp説するm

K
考

前期中間試êおよび前期定期試êj実qするm
Å科UG修ÇWは，30 時間G授業G受講と 60 時間G事前・事tG自己学Iq必要Hあるm事前W教科wG該当箇{j|んH，わかる部分とわからない部分jはっYりさせe
おくm事tWは教科wと授業ノーîH復Iし，まK，教科wG例Äo章末問Ä，こちらq配Üする演I問Äjpくm
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科　目

担当教員 徳井 康之 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-C4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年/シラバス

化学工学量論 (Chemical Engineering StoichiometrE)

応用化学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

化学プロセスT理VとそT定量Z[把]す[わ`収支計dT基fg理Vすることj必kである．こT物質収支gqくT
演tgまじえx講義する．本講義jz担当教|T単位操~T実務経験g�まえxzプランÅ設計É必Ñ[量論計dTテク
ニックÉついx教ãする．

【A4-C4】化学工学でåçéè諸物理量T定義z単位z次íg確îしz正確
É単位変òができる．

単位Tòdõ次íg確îしz正確É単位変òができるúレポーÅz中間試験で
評§する．

【A4-C4】単位操~Éúら¶物質収支Tåçßg理Vしz物質収支問©g
Vくことができる．

単位操~Éúら¶物質収支Tåçßg理Vしz物質収支問©gVくことがで
きるúレポーÅz中間試験z定期試験で評§する．

成´jz試験85%　レポーÅ15%　としx評§する．[おz試験成´jz中間試験と定期試験T平均∞とする．100∞満∞
で60∞以¥g合∂とする．

「化学工学T基fと計d」：D. H. Himmelblau 著・大竹伝雄 訳 （培風館）

「化学工学T基f」：A. L. MEers 著・大竹伝雄 訳（培風館）

C3 化学工学Iz C4 化学工学IIz C5 プロセス設計

履修:�
注意事項

毎回演tg–èTで電卓持参．化学工学単位操~T概Ñ理Vが前提．ã業◊ÿ試験Éおいxjz「Ÿ付一般電卓（Ÿ以
›T関数機·T[いもT）」g使用する．
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授4計画（化学工学量論）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 工業計d序論（単位と次íz温/z圧力）

2 化学量論で限定反応物質z過剰反応物質z過剰率z選択率z収率T意T理Vと量論計dÉついxVÒする．

3 化学量論で限定反応物質z過剰反応物質z過剰率z選択率z収率T意T理Vと量論計dÉついxVÒする．

4 工業計d序論T演t

5 定常状ÛT物質収支T基本Z[VÙT手ˆÉついxVÒする．

6 定常状ÛT物質収支T基本Z[VÙT手ˆÉついxVÒする．

7 定常状ÛT物質収支T基本Z[VÙT手ˆÉついxVÒする．

8 中間試験

9 中間試験TV˜とVÒ．対応成˘g˙い˚すことÉよる物質収支T簡略化ÉついxVÒする．

10 中間試験TV˜とVÒ．対応成˘g˙い˚すことÉよる物質収支T簡略化ÉついxVÒする．

11 中間試験TV˜とVÒ．対応成˘g˙い˚すことÉよる物質収支T簡略化ÉついxVÒする．

12 化学工ˇT���で重Ñ[リサイクルzバイパスzパー
T概�と物質収支計dへT応用ÉついxVÒする．

13 化学工ˇT���で重Ñ[リサイクルzバイパスzパー
T概�と物質収支計dへT応用ÉついxVÒする．

14 化学工ˇT���で重Ñ[リサイクルzバイパスzパー
T概�と物質収支計dへT応用ÉついxVÒする．

15 物質収支T演tおよÿレポーÅTVÒ 物質収支T演tおよÿレポーÅTVÒg
è．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

SI単位T理Vz各物理量gSI基本単位で記�しz誘導単位およÿ各種物理量ÉついxVÒする．

工業計d序論（混合物T性質z反応�と化学量論）（1）

工業計d序論（混合物T性質z反応�と化学量論）（2）

¥記3�T章末問©T演tg
è．

物質収支（収支問©TVÙT手ˆ）（1）

物質収支（収支問©TVÙT手ˆ）（2）

物質収支（収支問©TVÙT手ˆ）（3）

1�目úら7�目までT内�で中間試験g
è．

中間試験TV˜とVÒ．物質収支（対応成˘g�¶問©）（1）

物質収支（対応成˘g�¶問©）（2）

物質収支（対応成˘g�¶問©）（3）

物質収支（リサイクルzバイパスzパー
T計d）（1）

物質収支（リサイクルzバイパスzパー
T計d）(2)

物質収支（リサイクルzバイパスzパー
T計d）(3)

K
考

前期中間試験およÿ前期定期試験g実�する．
本科目T修�Éjz30 時間Tã業T受講と 60 時間T事前・事#T自己学tが必Ñである．事前É教科&T該当箇)g*んでzわúる部˘とわúら[い部˘gjっきçさせx
おく.ã業#Éj教科&とã業ノーÅで復tしz教科&T例©õ章末問©gVく.
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科　目

担当教員 村田 安繁 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(10%), A3(80%), C1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 品質保�について�理解 !中間試験&'定期試験*評,する．

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年 シラバス

品質管理 (Quality Control)

応用化学科・5年・後期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

品質管理]要_にあっb製品・サービス!確hかつ経済lに提nするo�活動，手t*あり，特定分x�固有技|*]
なく，あらゆる産業分xに適用*きる汎用lな管理技|，問題解決|*ある．よって，技|âにとって品質管理体å!理解
し，手t!éにèけること]必í*ある．本授業*]企業における品質管理活動!想定し，基本事öにh践lなQCグルー
û演†!°え，ストーリーに•っb手t�適用や，チームワー™�活用など，技|âとして�h践能≠�基Æ!学ぶ．

【A3】品質管理�基本理念，管理�方t!理解する． 品質管理�基本，QClも��見方・¥え方�理解 !中間試験&'定期試
験*評,する．

【A3】デー∂�∑り方・まとπ方!理解する． デー∂�∑り方・まとπ方�理解 !レポート，QCグルーû演†，中間試験&
'定期試験*評,する．

【A3】QCºつ道具，新QCºつ道具について理解する． QCºつ道具，新QCºつ道具�理解 !中間試験&'定期試験*評,する
．

【A3】問題解決�手順・アûローチ!理解する． 問題解決�手順・手t・アûローチ�h践≠，チームワー™!QCグルーû演
†!√じて評,する．

【A3】品質保�について理解する．

【A3】国際lなマネジメントシステム!ÕŒ品質経œ�要–について理解
する．

国際lなマネジメントシステム!ÕŒ品質経œ�要–について�理解 !中
間試験&'定期試験*評,する．

【A1】統計lな¥え方や基本lな手t!理解する． 統計lな¥え方や基本lな手t�理解 !レポート，QCグルーû演†，中間
試験&'定期試験*評,する．

【C1】品質管理周‘�技t・¥え方について理解する． 品質管理周‘�技t・¥え方�理解 !レポート，QCグルーû演†，中間試
験&'定期試験*評,する．

成÷]，試験70%　レポート15%　ＱŸグルーû演†15%　として評,する．試験成÷]中間試験30%，定期試験40%と
し，グルーû演†]∑組状›!評,にÕπる．100点満点*60点以‚!合‰とする．

「【新レベル表対応版】QC検定受検テキスト3級」：細谷克也 編著（日科技連出版社）

「【新レベル表対応版】QC検定受検テキスト2級」：細谷克也 編著（日科技連出版社）
「過去問題*学ぶQC検定3級 2025年版」：仁科健 監修・QC検定過去問題解説委員会 著（日本規‰協会）
「過去問題*学ぶQC検定2級 2025年版」：仁科健 監修・QC検定過去問題解説委員会 著（日本規‰協会）
「過去問題*学ぶQC検定1級 2025年版」：仁科健 監修・QC検定過去問題解説委員会 著（日本規‰協会）

C4 確率・統計

履修:�
注意事項

企業における品質管理活動!想定しておりh技に	いh践lな内�*ある．最	，日本�
く�製造企業や学校等*注
�され，受検â�増°している「品質管理検定（QC検定）」�「3級」レベルに対応しており，履修!�にQC検定�3級&'
2級�受検!推�する．授業&'試験において]，「�付一般電卓（�以��関数�能�ないも�!支給）」!使用する．
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授4計画（品質管理）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 授業について・シラバス説明，品質管理�基本

2 デー∂�&え方

3 デー∂や問題�&え方と分析

4

5 統計l方t�品質管理へ�応用，言*デー∂�分析

6

7 中間試験

8

9

10

11 �体製作手順書，発表資料作成，発表&'相互評,!2う．

12

13 品質保��¥え方

14 品質経œ�要–

15 品質管理周‘�技t・¥え方や技|â�倫理!Õπ，全般lなまとπと復†!2う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験およ'後期定期試験!h7する．

品質管理�基本lな概念，社会lな品質問題，「QC検定」について解説する．(テキスト2章)

デー∂�∑り方とまとπ方について解説する．(テキスト6章)

QCºつ道具!用いbデー∂や問題�&え方と分析について解説する．(テキスト7章)

統計l方t�基礎，QCグルーû演†1 統計l方t（正規分布等）について解説し，さらにグルーû演†1!2う．(テキスト9章)

統計�応用*ある管理図，工程能≠指数，相関分析と，言*デー∂�分析について解説する．(テキスト8章，10章，11章，12章)

問題解決�Aπ方，新QCºつ道具，ここま*�復† 品質保��¥え方・手tと，品質管理�方tについて解説し，さらにここま*�復†!2う．(テキスト3章，10章)

1週�から6週�ま*�内�*中間試験!2う．

中間試験結果報告(速報)，QCグルーû演†2（1/4） 中間試験結果について解説する．グルーû演†�役割決π，紙飛2��製作1，試2（飛2テスト）1，記録，意見交Q!2う．

QCグルーû演†2（2/4） 「RくSちる」問題�特性要因図，「Wく飛ばす」方Y�å統図，マトリッ™ス図t![き，\ん^最適t*紙飛2��製作2，試2
2!2う．

QCグルーû演†2（3/4） 試22結果�分析（特性要因図，å統図見_し），紙飛2��製作3，試23，意見交Q*最適`!決定する．

QCグルーû演†2（4/4）

QCグルーû演†まとπ，中間試験問題�解説，QClも��見方・¥
え方 QCグルーû演†2結果�報告，中間試験問題�解説!2っb後，QClも��見方・¥え方について解説する．(テキスト1章)

品質保��¥え方・手tについて解説する．(テキスト4章)

全社lな品質管理活動!解説する．(テキスト5章)

品質不正(技|â倫理)，まとπ

K
考
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科　目

担当教員 齋藤 俊 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-C4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 作 し"資$%配'する

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年9シラバス

プロセス設計 (Process DesigL)

応用化学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

化学工業におけるプロセス開\は^実機生産設備・運転方f%理hし"iで^ラk実験^パイロッo実験%実pし^そr結果
にuづいx最適運転条|r設}%~いスケールアップするÉ工業化研究Üラk実験^パイロッo実験^実機関連情äなど）
でよè使用する単位操作についx^実例^例î%ïえx講義%~うことで内õ%理hし技ù%習üするÉ本講義は^担当教
¢r関西熱化学でr実務経験%•まえx^プロセス開\についx教ßするÉ

【A4-C4】プロセスr構築・設計^物性推算^流動^伝熱r設備設計ru礎
についx理hするÉ

プロセスr構築・設計^物性推算^流動^伝熱に関する設備設計ru本≤な用
≥r理h9と簡単な計算問îができるかどうかについx^課îおよ∫前期中
間試験で評¡するÉ

【A4-C4】撹拌^反応^蒸∆r設備設計ru礎についx理hするÉ 撹拌^反応^蒸∆r設備設計に関するu本≤な用≥r理h9と簡単な計算問
îができるかどうかについx^課îおよ∫前期}期試験で評¡するÉ

【A4-C4】ガス吸収^晶析^Ã過^乾燥^膜分“r設備設計ru礎についx
理hするÉ

吸収^晶析^Ã過^膜分“^乾燥r設備設計に関するu本≤な用≥r理h9と
簡単な計算問îができるかどうかについx^課îおよ∫後期中間試験で評¡
するÉ

【A4-C4】粉’ハンドリング^計装設備^プランor設備設計ru礎につい
x理hするÉ

粒子分“r設備設計に関する用≥r理h9と簡単な計算問î^およ∫計装
設備^プランor安全管理に関するu本≤な用≥r理h9についx^課îおよ
∫後期}期試験で評¡するÉ

 ·は^試験70%　課î30%　としx評¡するÉ試験 ·は^中間試験と}期試験r平均ÊとするÉ100Ê満Êで60Ê
以i%合ÎとするÉ

「ベーシッÓ化学工学 増補Ò」Û橋本健治 著Ü化学同人）
「入門化学プランo設計」Û相良紘 著Ü培風館）
「プロセス設計学入門」Û東稔節治・世古洋康・平田雅己 共著Ü裳華房）
「改訂七Ò 化学工学便覧」Û化学工学会編Ü丸善）

C3 化学工学I^ C4 化学工学II^ C5 化学工学量論

履修:�
注意事項

化学プロセスは�èr単位操作r��合わせで  立っxお ^各単位操作ru礎%理hしxおèことでプロセス構築に
#に立つÉ化学技ù者としx現%%理hし^計算によっx数'%hè方f%習üしxおèことが大)であるÉ

- C–189 -



授4計画Aプロセス設計）

テーマ 内容A目標・準Kなど）

1 プロセス設計とは 化学製,%生産する"めにどrようなこと%検/しなければならないrかについx^考4するべき事7%学ぶÉ

2 化学プランor実例

3 工業化r9め方

4 化学工学量論 化学プロセス%h析し" 設計し" する場合に必;な物<とエネル?@r}量≤なA Bい%学ぶÉ

5 流動 管内圧損失^液’r配管内流動^輸Hポンプなど%学ぶÉ

6 熱r伝わ ^総括伝熱係数r算出^伝熱計算など%学ぶÉ

7 演習 化学工学量論^流動^熱についx演習%通じx理h%PめるÉ

8 中間試験

9 中間試験%h説・hRするÉ撹拌Sr種類^特徴^フローパターン^混合特性など%学ぶÉ

10 撹拌混合ru礎Ü流動特性^撹拌所;動力）など%学ぶÉ

11 反応熱測}・推算^反応次数^シミュレーションなど%学ぶÉ

12 反応cr種類と設計方fなど%学ぶÉ

13 蒸∆設備^蒸∆操作と物性^気液平衡関係など%学ぶÉ

14 単蒸∆^回分蒸∆^連続蒸∆とそr計算方fなど%学ぶÉ

15 蒸∆hr設計方f^'帯設備など%学ぶÉ演習%通じx撹拌^反応^蒸∆についxr理h%PめるÉ

16 液液抽出 抽出操作・設備・計算方f・分液速9測}など%学ぶÉ

17 ガス吸収 ガスr溶h9^ガス吸収装mr種類など%学ぶÉ

18 晶析 結晶化^溶h9曲線^冷却晶析^データAüなど%学ぶÉ

19 Ã過 Ã過設備^Ã過機r種類などについx学ぶÉ

20 膜分“ 分“膜r種類と分“性sなどについx学ぶÉ

21 乾燥 乾燥機r特徴^スケールアップ^oラブル防vなど%学ぶÉ

22 演習 演習%通じx抽出^吸収^晶析^Ã過^膜分“についx理h%PめるÉ

23 中間試験

24 中間試験%h説・hRするÉ流’からr粒子r分“%学ぶÉ

25 粒子r分“^粉’ハンドリングなど%学ぶÉ

26 計装システム プランo%設計通 に運転する"めr計装システムについx学ぶÉ

27 気’・液’・固’r火災爆\防vについx学ぶÉ

28 静電気危険^帯電原理^着火・爆\^静電気対Ñなど%学ぶÉ

29 演習 粒子r分“^計装システム^プランor安全についx演習%通じx理h%PめるÉ

30 プレゼンテーションÜエンジニアリングデザイン演習） 化学会âにおける化学工学r#äと活用方frまとめÉ

講師が工業化%経験し"2^3r化学プランor実例%紹çし^プロセス設計がどrように生かされるかについx学ぶÉ

データrAü^PFC^物<収支^熱収支PFD^EFD作 など%学ぶÉ

伝熱I

1週目から7週目までr内õで中間試験%~うÉ

中間試験rh説・hR^撹拌I

撹拌II

反応I

反応II

蒸∆I

蒸∆II

蒸∆IIIおよ∫演習

16週目から22週目までr内õで中間試験%~うÉ

中間試験rh説・hR^粒子r分“I

粒子r分“II

プランor安全I

プランor安全II

K
考

前期^後期ともに中間試験およ∫}期試験%実pするÉ
本科目r修üには^60 時間rß業r受講と 30 時間r事前・事後r自己学習が必;であるÉ
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科　目

担当教員 大西 祥作 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 材��加工方#$理解'(中間試験およ.レポー23評5する．

3

4 機械製図（第三角#A$理解'(定期試験およ.製作図によE評5する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年'シラバス

機械工学概論 (Introduction to Mechanical Engineering)

応用化学科・5年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

化学工業装u$設備計yz保守管理には�機械構Å$原理z機構�材�$特Ñ(理解するこ�Ü必á�なる．また�化学
プラン2においては�機械系技術者�$コミュニケーション(図るこ�ò重á�なる．本講義3は�機械工学$基礎知ûにつ
いて学†し�化学工業分£3幅•¶活®3きる素´(´う��òに�担当教Æ$実務経験(Øまえて機械工学全≤につい
て教≥する.

【A2】環∂�エネルギー問º$現æについて理解する． 環∂�エネルギー問º$現æについて$理解'(中間試験�定期試験およ.
レポー23評5する．

【A2】材��加工方#(理解する．

【A2】制¿�メカ2ロニクスについて理解する． 制¿�メカ2ロニクスについて$理解'(中間試験�定期試験およ.レポー2
によE評5する．

【A2】機械製図について理解する．

成∆は�試験80%　提出物（レポー2�製作図A20%　�して評5する．100点満点360点以œ(合—�する．

「機械工学一≤ 第3版」：大西清 著（オー€社A
プリン2教材（配布資�A

「学·$ため$„めて学‰機械工学」：宮本武明・山本恭二 共編著（日刊工業新聞社A
「Ò�き 機械工学$zさしい知û 改訂2版」：小町弘・吉田裕亮・金£祥˝ら 共著（オー€社A
「よ¶わかる最新機械工学$基本」：小峯龍男 著（秀�システ€A
「機械工学概論」：木本恭司 編著（コロ�社A
「機械工学便覧 γ編（応用システ€編Aγ1 産業機械・装u」：機械工学便覧 編（丸善A

C3 化学工学I� C4 化学工学II� C5 エネルギー工学� C5 プロセス設計� C5 環∂化学� C5 電気工学概論

履修:�
注意事項

1.テキス2は必�持�するこ�．2.製図関連≥業�には必�製図用�(持�するこ�（事前に�体!な持�物は指#する
A．
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授4計画（機械工学概論）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンス�工学�は�機械工学�は�技術者倫理�は

2

3

4

5

6

7

8 中間試験

9

10

11 第三角#によって)かれた図+(理解し�簡単な製作図()¶．

12

13

14 メカ2ロニクス（メカニックス＋エレク2ロニクスAについて学†する．

15 ま�め 化学プロセス（プラン2Aにおける機械工学$関わEについて学†内1(2E3る．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

≥業$概á�4め方について説明する．また�工学およ.機械工学(分6し�機械系およ.化学系$位uづけについて学†する．
加えて工学系$中3重áな技術者倫理$á点について学†する.

環∂・エネルギー$世界（1A 「3E$2リレン:」について理解し�3E（エネルギー�環∂�経済活動A$バランスについて学†する．また各種環∂問º$概áにつ
いて学†する.

環∂・エネルギー$世界（2A 放射A(BCエネルギー$基礎について学†する.

環∂・エネルギー$世界（3A エネルギー(変Eする各種機械（ポンプ�圧力1器�電動機などAについて学†する.

材�・加工$世界（1A 鉄�銅�アルミニウ€など�各種材�について学†する．また応力Nひ�PA図(理解し�材�強'について学†する.

材�・加工$世界（2A 材�力学�加工方#（そ$1Aについて学†する.

材�・加工$世界（3A�制¿・メカ2ロニクス$世界（1A 加工方#（そ$2Aについて学†する.また機械á素（ねじ�軸�歯車�巻Yけ伝動装uなどAについて学†する.

1週目から7週目ま3$内13中間試験(おこなう．

中間試験$解答・説明�環∂・エネルギー$世界（4A 中間試験$解答(おこない�前^$学†内1(復†する．機械力学（機械2動Aについて学†する.

製図（1) 投影図$)き方(学.�第三角#による立体$正+図�平+図�側+図$関e(理解する．第三角#によって)かれた図+(理
解し�簡単な製作図()¶．

製図（2)

製図（3A 立体!な図##�して等角図等(理解し�二次元図+から三次元図+()¶．学†した知û(用いて�体!プラン2機器(hP
解¶．

制¿・メカ2ロニクス$世界（2A 計測・制¿について学†する.またIoT$概á(学†する．

制¿・メカ2ロニクス$世界（3A

K
考

前期中間試験およ.前期定期試験(実kする．
試験$ため$準備�して�普n$≥業から予†＆復†z資�$整理など(rÜけてお¶こ�．
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科　目

担当教員 阪下 和弘 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上��関連科��十分学�し 理"しておくこと()ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年:シラバス

電気工学概論 (Introduction in Electrical Engineering)

応用化学科・5年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電気回_�基礎理論�学ぶとともに 直流回_およh交流回_�用いj回_計lに必mn知pq計lr��sする．さ
らに 半導体素|nど�電|デバイス�基礎原理について"Çする．

【A2】オ－Ö�法á�理"し 電気回_�基本ân計l方法について理"
できる．

オ－Ö�法á�理"し 電気回_�基本ân計l方法についてâçにÇéあ
るいê計lできるかどうか� 中間試ñおよhレポーöで評úする．

【A2】各û�法á�用いj直流回_�計l方法について理"できる．
キルヒホッ§�法á •¶ßわせ�定理 テブナÆ�定理nど�各û�法á�
用いj直流回_�計l方法についてâçにÇéあるいê計lできるかどう
か� 中間試ñおよhレポーöで評úする．

【A2】電流による発熱作用から電rと電r≤について理"できる． 電流による発熱作用から電rと電r≤についてâçにÇéあるいê計lで
きるかどうか� 中間試ñおよhレポーöで評úする．

【A2】抵抗・イÆダクタÆス・静電容≤に関する直流回_およh交流回_
�基本ân計l方法について理"できる．

抵抗・イÆダクタÆス・静電容≤に関する直流回_およh交流回_�基本â
n計l方法についてâçにÇéあるいê計lできるかどうか� 中間試ñお
よh定期試ñ  レポーöで評úする．

【A2】正弦波交流�性質 正弦波交流�ベクöル表¡�理"し ベクöルに
よる正弦波交流�計l方法について理"できる．

正弦波交流�性質 正弦波交流�ベクöル表¡�理"し ベクöルによる正弦
波交流�計l方法についてâçにÇéあるいê計lできるかどうか� 定期
試ñおよhレポーöで評úする．

【A2】ダイオー¬qöラÆジスタnど�半導体素|�基本ân原理(理"
できる．

ダイオー¬qöラÆジスタnど�半導体素|�基本ân原理�文≈nらhに
∆�用いてÇéできるか� 定期試ñおよhレポーöで評úする.

成…ê 試ñ85%　レポーö15%　として評úする．100点満点で60点以上�ßœとする．jだし 必mに応じて再試ñ�
”うこと(ある.

「カラー徹底∆" 基本からわかる電気回_」Ÿ高崎和之 著(ナツfi社)

「∆"でわかる êじめて�電気回_」Ÿ大熊康弘 著(技術評論社)
「基礎から学ぶ 電気回_計l (改訂2版)」Ÿ永田博義 著(オーÖ社)
「例Ìと演�で学ぶ 電気回_ (第2版)」Ÿ服藤憲司 著(森北出版)

C1～C3数学I  C1～C3物理  C3分析化学II  物理化学I  C5材料化学

履修:�
注意事項
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授4計画（電気工学概論）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 オーÖ�法á 直列回_・並列回_・直並列回_

2 キルヒホッ§�法á

3 •¶ßわせ�定理 •¶ßわせ�定理についてÇéし そ�演�問Ì�"く．

4 テブナÆ�定理 テブナÆ�定理についてÇéし そ�演�問Ì�"く．

5 ジュール�法á 静電容≤とコÆデÆ��接続

6 イÆダクタÆスとコイル�接続

7 直流回_�まとめ

8 中間試ñ

9 中間試ñ�"答 交流�表し方

10 交流�ベクöル表¡ 交流回_

11

12

13

14 交流電r

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試ñおよh前期定期試ñ�実�する．

直流回_について オーÖ�法áおよh電流�関�についてÇéする．さらに抵抗�直列に接続しj場ß 並列に接続しj場ß
およh直列と並列���ßわせj場ßにおけるß成抵抗についてÇéし そ�演�問Ì�"く．

キルヒホッ§�第1法á(電流á)およh第2法á(電圧á)についてÇéし そ�演�問Ì�"く．

ジュール�法áについてÇéし そ�演�問Ì�"く．まj コÆデÆ��直列接続・並列接続しj場ß�ß成静電容≤に関する
演�問Ì�"く．

レÆツ�法áおよh§ァラデー�法áについてÇéする．まj コイル�直列接続・並列接続しj場ß�ß成イÆダクタÆスに関
する演�問Ì�"く．

直流回_�内容について総ßân演��”う.

1週�から7週�まで�内容で中間試ñ�”う．

中間試ñ�"答�”う．交流�時間â変化��さ�表す周期 周波数 角周波数およhそれら相��関�についてÇéする．さ
らに 交流�大きさ�表す最大値 平均値およh実効値についてもÇéする．

ベクöル�用いて交流電圧q交流電流�表$する方法についてÇéする．抵抗 コイル コÆデÆ��単独回_における抵抗値と
電圧・電流�大きさおよhリアクタÆスと電圧・電流�大きさ�関�qベクöル表¡についてÇéする．

RL直列回_・RC直列回_ RL直列回_およhRC直列回_における電圧・電流とイÆピーダÆス�関� 電圧と電流�位相�関�についてÇéする．さら
に電圧と電流�ベクöル表¡し そ�演�問Ì�"く．

RLC直列回_ RLC直列回_におけるイÆピーダÆス・電圧・電流�変化 直列共,と共,周波数についてÇéし そ�演�問Ì�"く．

RLC並列回_ RLC並列回_におけるイÆピーダÆス・ア¬ミタÆス・電圧・電流�変化 並列共,と共,周波数についてÇéし そ�演�問Ì
�"く．

交流回_におけるr率 皮相電r 有効電r 無効電r�関�およhこれら�イÆピーダÆス�用いj表$についてÇéし そ�
演�問Ì�"く．

回_�構成する実3�R・L・C 半導体素|4ダイオー¬・öラÆジスタ）
�基礎

抵抗値�表¡方法 各û抵抗�構造・用途 静電容≤�表¡方法 各ûコÆデÆ��構造と用途およh各ûコイル�構造と用
途nどについてÇéする．さらに半導体�基本原理についてもÇéする．ダイオー¬�構造と8い方およhöラÆジスタ�構造と
9きについてÇéする．

K
考

- C–194 -



科　目

担当教員 応用化学科講義科目担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(20%), B2(10%), C2(70%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 研�へ����み 達成#$卒業研�論(およ+発表.�内01評3する．

2

3 中8およ+最終発表. 卒業研�論(�構成1評3する．

4 中8およ+最終発表.�質疑応>?質問回>B1評3する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 各研�テーGHIする(献 論(等．

参考書 各研�テーGHIする(献 論(等．

関連科目

各専門分OHPするQR興T?未V�分Oへ�探求姿Z[\まれる．

神戸市立工業高等専門学校 2025年#シラバス

卒業研� (Graduation Thesis)

応用化学科・5年・通年・必修・10単位【研�】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

特É�テーG$設Éし 授業等1習àしâVä?技å$総éして 自主íかî計画íH指導教員�ô1研�$öう．研�
$通じて問ùへ�接ü�方°$理£し (献調•¶実験 理論í©考´©¨問ù£≠�手Ø$習àして 総é∞およ+デ
ザイ¥能∞$高める．まâ 研�成∑$口π1発表し卒業研�論(Hま?めるこ?1コミュニケーショ¥能∞$¡Hîける．

【C2】研�活動：研�テーG�背«?目»$í…H把Àし十分©準備活
動$öR 指導教員 共同研�—?連”し©[‘自主íH研�$遂ö1き
る．

【C2】研��発展性：à‘れâ研�結∑$⁄€考´し 今›�課ù等$示
し 研��発展性$展\するこ?[1きる． 研�活動�状況 研�成∑$卒業研�論(およ+発表.�内01評3する．

【B1】発表およ+報告B：研��発表方°$工‰し Âえ‘れâ時8内H
明È1わか�¶す€発表1きる．まâ．報告B[é理í©構成1研�全体
$簡潔・í…Hま?めるこ?[1きる．

【B2】質疑応>：質問�内0$把Àし 質問—Hí…H回>1きる．

研�活動$30% 研��発展性$30% 卒業研�論(�構成$10% 中8発表.およ+卒業研�発表.�内0$10% 
発表$10% 質疑応>$10%?して評3する．©お 中8発表.$30% 卒業研�発表.$70%?する．100点満点160点
以Ù$éı?する．

C1 基礎化学実験 C2 C3 C4 応用化学実験I・II・III©‘+H全て�応用化学科専門科目

履修:�
注意事項
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授4計画（卒4研究）

内容（テーマJ目標J準Kなど）

以ô�10�分O�中か‘˘î�テーG$˙+ 1年8担当教員か‘指導$˚け研�活動$öう．

（分O1：九鬼）「光é成色��励起状��物理化学」
光é成色��˘îカロテノイ
�補助集光・光保護作用�機能発現機構$物理化学í視点よ�研�する．色�蛋�¶カロテノ
イ
$単離精製（生化学・有機化学）して種��分光°$応用（物理化学）しâ� 理論計算（物理学）$öって カロテノイ
�励
起状��特性$調"Ùげ 光é成$1�機能発現�機構$考´する．まâ 光é成色��太陽電(へ�応用H)挑+する．

（分O2：渡辺）「分.�反応性HIする多面íアプロー4HIする研�」
分.�反応性HîRて考´する場é 反応速#É7HîRて考8するこ?は)ちろん1ある[ 分.�ポテ¥シャ@©¨反応
動∞学í要�)必要?©る．そ�âめHは分光°$主?しâ実験$öR 必要H応じて量.化学計算©¨$利用しâ理論íア
プロー4)実Eする．

（分O3：宮ô）「金属錯体�立体˙択性HIする基礎研�」
金属イオ¥は多種多L©酸化7¶幾何構P$��àる．光学活性©多QキレーT配位.$有する金属錯体$é成し そ�立体
化学$分光化学íH評3する．錯体�立体˙択性HPする金属8相互作用¶キラリティー�影[$調•する．

（分O4：根本）「新規機能性高分.�é成およ+高分.複é体へ�応用」
次世c�高分.材e�創製$目指し 芳香族化é物$基j?しâ熱í・機械í特性Hmれâ機能性高分.�é成$öう．ま
â 輸送用機p©¨へ�応用[期r1きる高分.複é材e�開発$目íH 新規芳香族高分.$é成し L�©高分.?�複
é化$目指す??)H 地uHmしR植物由x�原e$用Râ高分.é成)öう．

（分O5：小泉）「不安É中8体�化学」
反応中H発生はする[反応活性©âめ単離[1き©R中8体 (不安É中8体) �反応性HIする研�$öう．具体íHはビ
ニ@カ@ベノイ
¶イミノカ@ベノイ
H着目し ヘテロ原.¶多重結é?�分.内 分.8�反応$検Öし 新規化é物�創成
およ+反応機構�£明$目指す．

（分O6：ô村）「植物�ア@ミニウムイオ¥耐性機構HIする研�」
Gä科植物-根粒菌共生HIわる遺伝.¶ア@ミニウムイオ¥耐性遺伝.�発現£ê?機能£ê$öう．まâ グリー¥バイオ
Gス?して着目されてRるアブラギリ�遺伝.�ïえ°�…立Hñけâ研�)öう．óえて ウ@Tラファイ¥バブ@$用Râ水
耕栽培条ü�検Ö)öう．

（分O7：小島）「結晶性細孔空8$利用しâ新規金属酸化物固体・金属酸化物分.�é成」
金属酸化物は¡�回��材e?して)工業í©触ß?して)重要©物質1ある．金属酸化物�固体®+金属酸化物分.�新
規構P$àるâめH結晶性細孔空8$利用しâé成�研�$öう．分.技å$駆™して結晶性細孔空8$設計し そ�空8$
利用して金属酸化物�形成$¨めL�©化学現≠�£明$öう．

（分O8：安田）「新しR機能性無機材e�研�開発」
人体¶環≥H悪影[$®ぼす大気汚染物質¶水質汚濁物質$効ºよ€浄化するâめ�環≥触ß�開発 およ+触ß活性発
現�äカニズム�£明$öう．さ‘H 高0量・高出∞化©¨�高機能$有する二次電(材e 市販顔eよ�)高彩#$有する
無機顔e mれâ発光特性$示す希土類蛍光体�開発)目指す．

（分O9：増田）「粒.・流体材e�工学」
微粒.分散$複é材eへ�応用$目指し 粒.?流体[混Œしâ物質�挙動およ+特性HIする研�$öってお� せん断場
およ+伸長場Hおける微粒.�分散・凝集挙動$P≠?する．

（分O10：濱田）「蛍光性ナノ粒.�é成?そ�応用」
単˘光.◊¶細ÿイäージ¥グHおRて  高R発光効º?高光退色性  無€1あるこ?は重要1ある. 蛍光性ナノ粒.�ア¥
サ¥ブ@?単˘粒.レベ@�測É$通して光学特性$明‘かHするこ?$目指す.

K
考

中8試験およ+É期試験は実Eし©R．
前期6単位時8 ›期14単位時8実E．
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科　目

担当教員 徳井 康之 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-C1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上記科目"十分学&し(理*しておくこと01ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Cシラバス

応用有機化学 (Applied Organic Chemistr\)

応用化学科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

現hまでjk0lにおけo有機工業化学"(歴史(合成法(製vj用wについて各論{に|べo．本講義は(担当教Åj
実務経験"Çまえて(有機工業化学全Öについて教Üすo．

【A4-C1】芳香族化合ã"命çできo．芳香族化合ãj合成法0反応式
で記|できo

芳香族化合ã"命çできoか(およì芳香族化合ãj合成法0反応式で記
|できoか"中間試験およìレポーöで評úすo．

【A4-C1】スペクöü色(補色(余色)(色と化学構§j関¶およì染®j分
©について理*できo．

スペクöü色(補色(余色)(色と化学構§j関¶(染®j分©について理*し(
化学式™文¨"用いて説Æできoか"中間試験およìレポーöで評úすo．

【A4-C1】染®(顔®およì機能性色≤j構§と命çおよìそれらj特徴
について理*できo．

染®(顔®およì機能性色≤j構§と命ç0記|できoか(およìそれらj
特徴"化学式™文¨"用いて説Æできoか"中間試験およìレポーöで評ú
すo．

【A4-C1】医薬v(農薬およì香®j構§と命çおよìそれらj特徴につ
いて理*できo．

医薬v(農薬およì香®j構§と命ç0記|できoか(およìそれらj特徴™
反応"化学式™文¨"用いて説Æできoか"定期試験およìレポーöで評ú
すo．

成ºは(試験90%　レポーö10%　として評úすo．なお(試験成ºは中間試験と定期試験j平均¡とすo．100¡満¡
で60¡以上"合≈とすo．また(自己学&jために えられたレポーöj提Ã"Õめo．ただし(原–として(未提Ãレポーö
0あった場合は不合≈とすo．

「有機工業化学（第 6 版）」： 阿河利男・小川雅弥・川手昭平ら 共著（朝倉書店）

「マクマリー有機化学（上中下）第9版」：J. McMurr\ 著・伊東椒・石井三Æら 共訳（東京化学同人）
「ボüハüö・ショアー現代有機化学  第8版（上下）」：K. P. C. Vollhardt・N. E. Schore 共著・古賀憲�ら 共訳（化学同人）
「モリソン・ボイ�有機化学 （上中下）第6版」：R. T. Morrison・R. N. Bo\d 共著・中西香�ら 共訳（東京化学同人）
「ジョーン�有機化学（上下）（ 第5版）」：M. Jones( Jr.・S. A. Fleming 共著・奈良坂紘 ら 監訳（東京化学同人）
「ハーö基礎有機化学 三訂版」：H. Hart・L. E. Craine et al. 共著・秋葉欣*ら 共訳（培風館）

C2 有機化学I( C3 有機化学II( C4 有機化学III( C5 有機化学IV

履修:�
注意事項
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授4計画（応用有機化学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ベンゼン™öüエン(キシレンから合成されo芳香族化合ã製vについて*説すo．

2

3

4

5 ア4染®(アンöラキノン染®(インジ6染®について*説すo．

6 フタロシアニン他各種染®(有機顔®について*説すo．

7 機能性色≤ 機能性色≤について*説すo．

8 中間試験

9

10 精神安定剤(@ヒスタミン剤他各種医薬について*説すo．

11 C0D剤(@生ã質他各種医薬について*説すo．

12 農薬開Hj歴史について(時代背景(環境問題(人Pへj影Sについて*説すo．

13 各種殺虫剤j構§"用wVに*説すo．

14

15 石油化学製vあoいは植ã性天然香®"原®とした合成染®j構§(合成法について*説すo．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

芳香族系精密化学工業 (1)

芳香族系精密化学工業 (2) 中間P原®j合成 (ニöロ化(スüホン化(ハロゲン化(アüキü化(アシü化) について*説すo．

芳香族系精密化学工業 (3) 中間P原®j合成 (カüボキシü化(ジア4ニウabとカップリング(アミノ化) について*説すo．

有機化合ãj色およì染® (1) スペクöü色(補色(余色)(色と化学構§について*説すo．代表{な染®j紹介(染®j分©について*説すo．

染® (2)

染® (3)

1週目から7週目までj内lで中間試験"mう

中間試験j*説およì医薬 (1) 中間試験j*説"mう．*熱鎮痛消炎剤(催眠鎮静剤他各種医薬について*説すo．医薬vj歴史について(開Hとそj副作
用"*説すo.

医薬 (2)

医薬 (3)

農薬 (1)

農薬 (2)

農薬 (3) およì香® (1) 各種殺菌剤j構§"用wVに*説すo．香®使用j歴史について*説すo．動ã性天然香®j種©と構§(植ã性天然香®
j採取法について*説すo．

香® (2)

L
考

後期中間試験およì後期定期試験"実~すo．
本科目j修�には(30 時間jÜ業j受講と 60 時間j事前・事後j自己学&0必Ñであo．事前学&では(教科書等により(Ü業内l"確áし(各自で理*できないところ"整
理しておくこと．事後学&では(Ü業内l"まとめたÜ業ノーöまとめ"指定期ãまでに提Ãすoこと．
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科　目

担当教員 安田 佳祐 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-C2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上記関連科目#十分学'し)理+しておくこと12ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Cシラバス

応用無機化学 (Applied Inorganic Chemistr])

応用化学科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

発光材料)半導体)光触媒)化学センsなどv様xな無機材料v性z{種類)発~メカニズÉについて+Üする．さらに)無
機酸（硫酸・硝酸・塩酸・リン酸）)ソーダ)アンモニアv工業óな製造法・用途・合成理ûについてüべ)無機工業化学製造
技¢v進§1環境調®と密™に関連してきたことについて≠+Üする．本講義は)担当教∞v製品製造に関する基礎研
µ{生産技¢v実務経験#∏まえて)無機材料v作製手法について教授します．

【A4-C2】発光材料)半導体)光触媒)化学センsv機º{用途)発~原理
について理+できる．

発光材料)半導体)光触媒)化学センsv機º{用途)発~原理について理+
できているか#)中間試験およƒレポー«で評…する.

【A4-C2】無機化学工業v概Ã{地球環境保–へv“”‘みについて理
+できる．

無機化学工業v概Ã{地球環境保–へv“”‘みについて理+できている
か#)定期試験およƒレポー«で評…する.

【A4-C2】無機酸（硫酸・硝酸・塩酸・リン酸）)ソーダ)アンモニアv製造工
程)用途について理+できる．

無機酸（硫酸・硝酸・塩酸・リン酸）)ソーダ)アンモニアv製造工程)用途につ
いて理+できているか#)定期試験およƒレポー«で評…する.

【A4-C2】製造理ûに関して化学反応)反応率)反応条€について理+で
きる．

製造理ûに関して化学反応)反応率)反応条€について理+できているか#)
定期試験およƒレポー«で評…する.

成‹は)試験90%　レポー«10%　として評…する．試験成‹は中間試験と定期試験v平均‡とする．100‡満‡で60
‡以上#合‰とする．ただし)原Êとして未提Èレポー«1あった場合は不合‰とする．

「~代無機材料科学」：足立吟也・南努 編著（化学同人）
「三訂版 フォ«sイエンス化学図録」：数研È版編集部 編（数研È版）　

「ベーシッ
無機材料科学」：辰巳砂昌弘・今中信人 共著（化学同人）
「無機材料化学」：大倉利典・小嶋芳行・相澤�ら 共著（培風館）
「!しい工業化学」：足立吟也・岩倉千秋・馬場章夫 共編（化学同人）
「無機工業化学」：太田健一郎・仁科辰夫・佐x木健ら 共著（朝倉書店）
「無機工業化学 第4版」：安藤淳平・佐治孝 共著（東京化学同人）

C2 無機化学I) C2 分析化学I) C3 無機化学II) C3 分析化学II) C3 化学工学I) C4 化学工学II) C5 材料化学) C5 
環境化学

履修:�
注意事項
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授4計画（応用無機化学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 光と波<v関係)蛍光体v発光メカニズÉについてÜ?する．

2 蛍光体v性z{特A#Ü?し)蛍光Bv発光原理について≠üべる．

3 半導体 半導体v基礎理û{特性についてÜ?する．

4 ダイオード

5 太陽電池 太陽電池v種類{動作原理についてÜ?する．

6 光触媒 光触媒v結晶構造・発~機構・製造方法についてÜ?する．

7 化学センs 化学センsv種類{特AについてÜ?し)半導体Mセンs{固体電+zMセンsについて≠üべる．

8 中間試験

9 中間試験v+答)無機化学工業

10 硫酸工業 ™触式硫酸製造法v基礎理û)原料)用いられる触媒{設Sv特AについてÜ?し)硫酸v用途について≠üべる．

11 硝酸工業 アンモニア酸化法による硝酸製造法v基礎理ûについてÜ?し)硝酸v用途について≠üべる．

12 塩酸工業 水Uと塩Uから製造される合成塩酸{有機化合物製造Xに副生する副生塩酸についてÜ?し)塩酸v用途について≠üべる．

13 リン酸工業

14 ソーダ工業 アンモニアソーダ法およƒ電+ソーダ法v概ÃについてÜ?し)ソーダv分類{用途について≠üべる．

15 アンモニア工業 アンモニア製造法であるハーバー・ボッシ\法v概ÃについてÜ?し)アンモニアv用途について≠üべる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

発光材料(1)

発光材料(2)

pn™合vように整流性#≠ったデバイスであるダイオードv種類{特性についてÜ?する．

1週目から7週目までv内dで中間試験#行う.

中間試験v+答#行う．無機化学工業1eする化学工業v種類#Ü?し)無機化学工業v地球環境保–へv“”‘みについ
て≠üべる．

リン鉱gからvリン酸製造法には湿式法と乾式法1あ”)特に湿式法#“”上げて基礎理û#Ü?し)リン酸v用途について≠
üべる．

L
考

後期中間試験およƒ後期定期試験#実kする．
本科目v修lには)30 X間v授業v受講と 60 X間v事前・事後v自己学'1必Ãである．事前学'では)次tv授業範vについて)教科書{配布資料#zみ)各自で理+で
きないところ#整理しておく．事後学'では)授業最後にレポー«課�#配布し)指定期Åまでにレポー«#提Èすること．
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科　目

担当教員 増田 興司 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 必���じ�資��配�する．

参考書

関連科目

上記科$%内'�十)�理+し�おくこと12ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Dシラバス

エネルギM工学 (Energy Engineering)

�用化学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

現e%1fエネルギM総供給j%85%はmn�化石燃�かrs�いる．しかしmそ%半)�vえる石x%産z1ピM|�過
ぎmf世Ä%エネルギM%供給�つい�対��Éえ�おく必�1ある．本授業ではm炭素資â%重�ãととも�çエネルギ
M�つい�%研èê開í1ど%よう�ñめrれ�いるか�化学%立ôかr講義しm�用化学科%学ö1õっ�おくべûõ
üとし�まとめる．

【A4-C4】さまざま¢エネルギM%形§�õりm共通®とし�単位©ジュMル
êエレ|トロンボルト±%相関ã�理+でûる．

¥エネルギMと仕∂エネルギM%互換ãm運∫エネルギMとポテンシャルエネ
ルギM�æø力学¡エネルギM�対する理+1でû�いるか前期中間試験
とレポMトで評«する．

【A4-C4】石x・石炭・天…ガス%化石燃�はm1fエネルギMとし�85%
�Àめ�いる1mこれrはいずれもÕ%基幹産業�–える物“でもあるこ
と�理+でûる．

化石燃�は燃”�よるエネルギM獲sだけ%物“では¢くm化学工業�おい
�重�¢物“であること�理+でû�いるか前期中間試験とレポMトで評«
する．

【A4-C4】化石燃��かわるエネルギM資â(水素燃�m燃�電池)1€め
rれ�いること1理+でûる．

|リMン¢f世ÄエネルギMとし�水素燃�へ%期fiêそれ�flっ‡燃�電
池%仕·み�理+でû�いるか前期中間試験とレポMトで評«する．

【A4-C4】太陽Â1もつエネルギM%有効利用�つい�m(1)太陽¥í電m
(2)太陽電池m(3)人工Â合Ï¢ど1提Óされmいろいろ¢方Òかr研èさ
れ�いること1理+でûる．

太陽内ÚでÛわれ�いるppチェMン・CNOサイ|ル�よる水素核融合式mÂ
合Ï�モデルとし‡ÂエネルギM%化学¡変換方��理+でû記�でûるか
前期定期試験とレポMトで評«する．

【A4-C4】原子力エネルギM%現�と問題
およ�核融合開í�つい�
理+でûる．

原子力エネルギM%現�と問題
およ�核融合開í�つい�理+でû�い
るか前期定期試験とレポMトで評«する．

【A4-C4】化石燃��かわるエネルギM資â©風力m地¥mバイオマス±1€
めrれ�いること1理+でûる．

ö物資â�エネルギMâとするバイオエネルギMêm再ö可�¢風力エネル
ギMm地¥エネルギM�つい�理+でû�いるか前期定期試験とレポMトで
評«する．

Ï�はm試験80%　レポMト20%　とし�評«する．中間試験©到達$標1m2m3±�40%でm定期試験©到達$標4m5m6±�
40%で評«する．到達$標1かr6�つい�%レポMト�10%で評«する．100
満
で60
以上�合�とする．

「太陽エネルギM工学 : 太陽電池」：浜川圭弘・桑野幸徳 共編©培風館±

C2 有機化学Im C3 有機化学IIm C4 有機化学IIIm C2 無機化学Im C3 無機化学II

履修:�
注意事項
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授4計画AエネルギF工学）

テFマ 内容A目標・準Lなど）

1 エネルギM%定義 さまざま¢形§�もつ仕∂エネルギMm電,エネルギMmÂ・¥エネルギM%定義・単位・相互関-�つい�+.する．

2 エネルギMâとし�%石炭%現�と課題�つい�+.する．

3 エネルギMâとし�%石x%現�と課題�つい�+.する．

4 天…ガスmメタンハイドレMト%現�と課題�つい�+.する．　

5 燃”%理論 炭素燃�%燃”�おける¥化学方程式�つい�+.する．　

6 水素エネルギM 水素エネルギM%特徴m化学¡ã“m製造�m安全ã�ふまえ‡現�と課題�つい�+.する．

7 燃�電池 燃�電池%メカニズ@と開í%現��つい�+.する．

8 中間試験

9 中間試験%+答．太陽%本“ 中間試験%+答�+.する．太陽%本“とそ%膨C¢エネルギM�つい�+.する．

10 太陽¥�直接利用し‡エネルギM獲s�つい�+.する．

11

12 バイオマスエネルギMm風力エネルギMm地¥エネルギM バイオマスエネルギMm風力エネルギMm地¥エネルギM%現�と課題�つい�+.する．

13 原子力エネルギM%現�と課題�つい�+.する．

14 原子力í電�つい�+.する．

15 核融合エネルギM 核融合エネルギM%現�と課題�つい�+.する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

化石燃�©1±石炭

化石燃�©2±石x

化石燃�©3±天…ガスmメタンハイドレMト

1週$かr7週$まで%内'で中間試験�Ûう．

太陽Â%利用©1±

太陽Â%利用©2± Â合Ï%メカニズ@とそれ��用し‡人工Â合Ï�用い‡エネルギM獲s�つい�+.する．太陽電池%現�と課題�つい�
+.する．

原子力エネルギM©1±

原子力エネルギM©2±

L
考

前期中間試験およ�前期定期試験�nHする．
本科$%修s�はm30 時間%授業%受講と 60 時間%∂前・∂K%自己学N1必�である．∂前学NではmfO%授業範Q�つい�資��Rみm各自で理+でû¢いところ�
整理し�おくこと．∂K学Nではm授業最K�課題�配Vする%でm指定期Xまで�レポMト提zすること．
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科　目

担当教員 濱田 守彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C2(50%), D1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「環境工学」：山崎慎一  著（実教出版）　　　　　

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年3シラバス

環境化学 (Environmental  ChemistrF)

応用化学科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

工業技XY進[\我^_多ab貢dをしてきi一jでl地nを構pしていr物質uYバランスをwx結zともbっi．そ
Y影Å\地域ÉYみbらÜ地n規àへと拡aしていr．まi人為É合pè非意図É_生pしi化学物質Y環境_îx
r影Åも問ñとbっていr．本講義で\lこれら環境問ñY実öとそY影Å_ついてúしù理üxrこと_よりl原£とî策
_ついて考¶xr．まi環境保®_îxr技X©Y任´を考えr．

【D1】過Æ_発生しi公害問ñを学びlそYもiらしi影Å_ついて理ü
xr．

過Æ_発生しi四a公害事µY原£とそYもiらしi影Å_ついて理üし説
∑できrかを中間試ºおよびレポー¡で評√xr．

【A4-C2】わ≈∆_おけr水環境中Y汚染物質濃3Y現Õ_ついて理ü
xr．水質汚ŒY発生要£lî策–_ついて理üxr．

わ≈∆_おけr水環境中Y汚染物質濃3Y現Õ_ついてlまi水質汚Œ発
生要£lî策–_ついて理üし説∑できrかを中間試ºおよびレポー¡で評
√xr．

【A4-C2】わ≈∆_おけra気環境中Y汚染物質濃3Y現Õ_ついてlま
i汚染物質Y発生原£lî策–とそY効z_ついて理üxr．

わ≈∆_おけra気環境中汚染物質濃3Y現Õと環境基準達pÕ÷Y変
遷l汚染物質Y排出原£とî策効z_ついて理üし説∑できrかを中間試º
およびレポー¡で評√xr．

【A4-C2】水質・a気環境基準l排出基準_ついて理üxr．汚染物質排
出規制€Y考えj_ついて理üxr．

水質・a気環境基準_ついてlまi排水およびa気汚染物質排出規制基準設
›Y考えj_ついて理üし説∑できrかを中間試ºおよびレポー¡で評√x
r．

【A4-C2】光化学スモッグ・二次生p粒子Õ物質Y生p要£と実ö_つ
いて理üxr．広域移流拡È_より環境影ÅをÍぼxこれら汚染物質Y
影Å_ついて理üxr．

光化学スモッグと二次生p粒子Õ物質Y生p機構と実ö_ついてlまi広域
移流拡È_よr汚染物質Y飛来影Åと健康影Å_ついて理üし説∑できr
かを中間試ºおよびレポー¡で評√xr．

【A4-C2】地n規àで環境影ÅをÍぼx地n温暖化物質Y排出抑制とエ
コロジー社˘Y重要˚_¸して理üxr．排出抑制_よr地n温暖化î
策と期˝されr効z_ついて理üxr．

地n規àで環境影ÅをÍぼx地n温暖化物質排出抑制とエコロジー社˘Y
重要˚_ついてlまi排出抑制î策_より期˝されr効z_ついて理üし説
∑できrかを›期試ºおよびレポー¡で評√xr．

【A4-C2】地n規àで環境影ÅをÍぼxオゾン層破壊物質_よr破壊メ
カニズ	とî策_ついて理üxr．酸˚降下物Y生p要£と影Å_つい
て理üxr．

オゾン層破壊Yメカニズ	と紫外�Y生ö影Å_ついてlまi酸˚降下物Y
生p要£と影Ål降水p�とpHY¸�_ついて理üし説∑できrかを›期
試ºおよびレポー¡で評√xr．

【A4-C2】a量生�されi有害化学物質Y環境・健康影Å_ついて理ü
xr．非意図É生p化学物質であrDXN�Y発生要£l曝露量Y現Õと
排出î策効z_ついて理üxr．

a量生�されi有害化学物質Y環境・健康影Å_ついてlまi非意図É生p
物質であrDXN�Y発生要£l曝露量とî策効z_ついて理üし説∑でき
rかを›期試ºおよびレポー¡で評√xr．

p�\l試º80%　レポー¡20%　として評√xr．bお試ºp�\中間試ºと›期試ºY平均!とxr．100!満!で
60!以%を合&とxr．必要_応じて再試ºを実*xrこと≈あr．

「環境科学 改訂版」：金原粲 監修（実教出版）　　
「基0から実1までY環境化学 (第2版)」：西川治光l高原康光l小川信∑ 共著（三共出版）
「環境化学」：坂田昌弘l磯部友彦l梶井克純 他共著（講談社）　
「新環境と生命 改訂版」：Í川紀久雄 編著（三共出版）
「環境白書 循環型社˘白書/生物多様˚白書 令和6年版」：環境省

C2 �析化学Il 無機化学Il 安®管理学l 応用化学実ºIl C3 �析化学IIl 無機化学IIl 応用化学実ºIIl C4 無機化
学IIIl 応用化学実ºIII

履修:�
注意事項

C2 �析化学Il 無機化学Il 安®管理学l 応用化学実ºIl C3 �析化学IIl 無機化学IIl 応用化学実ºIIl C4 無機化
学IIIl 応用化学実ºIIIを十�学[しl理üしておùこと≈\ましい．まi現在^きていr環境問ñ_¸xrメディa情c_
îしてd_¸eをfつこと．
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授4計画（環境化学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2 わ≈∆_おけr環境問ñY歴史（a気汚染・水質汚Œ） a気汚染と水質汚ŒY公害事µY発生要£lそYもiらしi影Å_ついて学ぶ．公害î策–_ついて説∑xr．

3

4

5

6

7

8 中間試º

9

10

11

12

13 地n規àでY汚染（オゾン層Y破壊と紫外�_よr影Å）

14 有害a気汚染物質とダイオキシン問ñ

15 環境aセスメン¡とミティゲーション

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

概要・環境問ñおよびSDGs 環境化学Y®般Éb概要_ついて説∑xr．人間と環境とY¸わり合い_ついてvべr．SDGs_ついても説∑xr．そY後lわ
≈∆で発生しi四a公害事µ_ついてxr．

水質汚ŒY環境化学(1)（環境基準と排出基準） 人Y健康と生活環境Y保®_かかr環境基準_ついてü説xr．まi事業zからY排出基準_ついて説∑xr．水質Y生活環
境_¸わr代表Éb指~であrDOlCOD測›–_ついて演[をÇえて説∑xr．

水質汚ŒY環境化学(2)（河川・湖沼・海域Y汚染） 水質汚Œ物質Y発生áとl河川（湖沼）l海域（閉鎖˚海域）Y汚染è富栄養化_ついて説∑xr．わ≈∆_おけr公共用水域
水質Y現Õと浄化î策l淡水Y活用_ついてü説xr．

水質汚ŒY環境化学(3)（地下水Y汚染防止・水質汚Œ_¸xr演[
）

地下水\貴重b淡水資áであrことl近年電子機器�業Y著しい発ñ_óò有機ハロゲン物質等_よr地下水汚染Y危険˚
とそY影Å_ついてü説xr．

a気環境(1)（a気汚染物質・日本Ya気汚染現÷）
a気汚染物質として問ñとbr典型É化学物質_ついて概要を説∑xr．a気環境基準_ついてü説xr．日本_おけra気
汚染物質濃3Y現Õとa気環境基準€とをîûしl汚染要£を理üxrこと_より今後Ya気保®î策Yありj_ついてü説
xr．

a気環境(2)（光化学スモッグ・浮遊粒子Õ物質-SPM・微小粒子Õ物
質-PM2.5・越境汚染）

光化学オキシダン¡Y生pメカニズ	_ついて説∑xr．近年PM2.5_代表されr微小粒子Õ物質l浮遊粒子Õ物質l酸˚降
下物bど≈問ñとbっていr．越境汚染およびわ≈∆_おけr汚染質Y排出・生p要£_ついてü説xr．汚染質濃3Y実öと
そY健康影Å_ついてü説xr．

1週目～7週目までY範≠で中間試ºをÆò．

中間試ºYü説・湿˚降下物（酸˚雨）Y化学(1) 中間試ºYü説をÆò．酸˚雨_ついて説∑xr．日本_おけr酸˚雨Y現Õをxr．北米l北≥bどで顕在化していr酸˚雨（
酸˚降下物）_よr被害と環境影Å_ついてü説xr．

湿˚降下物（酸˚雨）Y化学(2) 降水中_溶∑xrイオンY種�_ついて学ぶ．イオンバランスとpHY¸π_ついて演[をÇえb≈らü説xr．

地n環境Y化学(1)（地n温暖化） 二酸化炭素等Y地n温暖化ガス_よr「温暖化」Yメカニズ	とエコロジー効z_ついてü説xr．二酸化炭素以外Y地n温
暖化ガスY影Å_ついて説∑xrと共_環境濃3Y推移_ついて講vxr．

地n環境Y化学(2)（地n温暖化） 地n温暖化ガスY影Å_ついてlî策シナリオと想›されr気象変¬_îxr影Å予測_ついてlシミュレーションモデ≈をもと
_ü説xr．

地np層∆でYオゾン層Y役»およびオゾン層破壊_よr紫外�Y影Åと障害_ついてü説xr．オゾン層破壊物質î策効
z_ついて説∑xr．

わ≈∆_おいて毒˚è排出量を考Àして指›されi有害a気汚染物質リス¡Y中でlÃ_緊急˚を有xr優先取組物質_つい
てü説xr．まi非意図É生p化学物質でありl毒˚Y”いダイオキシン�_ついて概要を説∑xr．発生要£とî策およびî
策効z_ついてü説xr．

個^Y環境î策で\bùl事業’_Æò環境aセスメン¡(調査・予測・評√)とミティゲーション(事業_よr環境へY影Å緩和)_
ついて説∑xr．

J
考

後期中間試ºおよび後期›期試ºを実*xr．
本科目Y修Ÿ_\l30 時間Y授業Y受講と 60 時間Y事’・事後Y自己学[≈必要であr．事’学[として該当週Y内·Y予[（テキス¡Y読了）lまi事後学[として講義内
·Y復讐（ノー¡内·Y精査Ëび_該当範≠Yテキス¡読了）≈必要であr．
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科　目

担当教員 下村 憲司朗 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-C5(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年"シラバス

生物化学Ⅱ (Biochemistry II)

応用化学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

生物化学F知HはJ理学・工学・医学・薬学などあらゆS分UV必XVあSY本講義VはJ生体分\F代^_中ab解dす
SY

【A4-C5】糖gF代^bついj理解VきSY 生体lVF糖g代^F種nとそF意義bついj記sVきSか_中間試wと
レポー{V評}すSY

【A4-C5】タンパÅgとアミÑÖF代^bついj理解VきSY タンパÅgF消化F特徴JアミÑÖ代^bついj記sVきSか_中間試wV
評}すSY

【A4-C5】脂gF代^bついj理解VきSY 脂gF消化F特徴J脂g代^F種nとそF意義bついj記sVきSか_定期
試wとレポー{V評}すSY

【A4-C5】シグナç伝èF分\機ëbついj理解VきSY 代表ìなシグナç伝èF分\機ëbついj記sVきSか_定期試wV評}
すSY

成ïはJ試w85%　レポー{15%　としj評}すSYなおJ試w成ïは中間試wと定期試wF平均õとすSY100õ満õ
V60õ以ü_合°とすSY

「ベーシッÅマスター生化学」ß大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編∂オー∏社）
「視ºVとらえSフォ{サイエンス生物図録」ß数研出版編集部 編∂数研出版）

「Essential 細胞生物学 第5版」ßB. Albrts・K. Hopkin et.al.著・中村桂\ら 監訳 ∂南江堂）
「コーン・スタンプ 生化学 第5版」ßE. E. Conn ・ P. K. Stumpf 著・田宮信Áら 訳∂東京化学同人）
「ヴォー{　基礎生化学 第5版」ßD. Voet ・ J. G. Voet et.al 著・田宮信Áら 訳 ∂東京化学同人）
「イラス{レイテッド ハーパー・生化学 原書32版 」ßP. J. Kennelly et.al. 著・清水孝Á・水島˚ら 監訳∂丸善出版）
「ス{ライヤー生化学 第8版」ßJ. M. Berg・J. L. Tymoczko et.al. 著・仲U徹 監訳∂東京化学同人）

C2 生物JC4 生物化学I

履修:�
注意事項

本科C4F生物化学I_復�しjおくこと��ましいY
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授4計画（生物化学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 序論

2 ペン{ースリンÖ経�bついj解dすSY

3 グリコーゲンF合成と分解J糖新生bついj解dすSY

4

5 生物bよS窒素固定bついj解dすSY

6 アミÑÖF合成と分解J尿素回�bついj解dすSY

7 生理活�アミンF生成bついj解dすSY

8 中間試w

9 中間試wFl�F解d_�うY!えj核ÖF合成bついj解dすSY

10 核ÖF分解bついj解dすSY

11 脂gF消化吸収J輸&bついj解dすSY

12

13 脂肪ÖF生合成bついj解dすSY

14 情報伝èb*わS分\F種nと役-bついj解dすSY

15 代表ìな情報伝èメカニズ∏bついj解dすSY

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

生物化学IV2っ4糖g代^bついj復�すSY

糖gF代^(1)

糖gF代^(2)

糖gF代^(3) 光合成F暗反応∂C3型JC4型JCAM型）bついj解dすSY

アミÑÖF代^(1)

アミÑÖF代^(2)

アミÑÖF代^(3)

1週9から7週9まVFl�V中間試w_�うY

中間試wF解答・解dJ核ÖF代^(1)

核ÖF代^(2)

脂gF代^(1)

脂gF代^(2) βÖ化とATP生=bついj解dすSY

脂gF代^(3)

シグナç伝è(1)

シグナç伝è(2)

K
考

前期中間試wおよ>前期定期試w_実@すSY
本科9F修AbはJ30 時間F授業F受講と 60 時間F事前・事EF自己学��必HVあSY事前学�VはJ次回F授業範Kbついj教科書_LみJ理解Vきないところ_整理
しjおくことY事E学�VはJÑー{_LみPすとともbJ課S�出されjい4場合bはJそF課SbWXYむことY
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